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片倉小十郎の城

白石城跡発掘調査報告書

白 石 市 教 育 委 員 会

(宮 城 県 )



序     文

雄大な蔵王連峰を西に控える白石は自然環境に恵まれた市です。蔵王国定公園も設置

され、多くの動植物に恵まれています。

白石市は歴史環境にも恵まれた市でもあります。東北地方の政治的な大舞台に度々、

白石市を含む刈田郡地方が登場します。そのため、市内には多数の歴史遺産が存在し、

市民は歴史遺産に囲まれて生活をしているといっても過言ではありません。

今回、報告します白石城跡は、市のシンボルであり、永年、お城山と呼ばれ、市民に

親しまれてきました。江戸時代には、仙台藩南における境目の城として幕府からも公式

に認められ、伊達家重臣片倉公が代々、維持管理を行ってきました。

明治初めの白石城解体以降、市民には永年、白石城復元の夢がありましたが、諸般の

事情から実現には至りませんでした。それが諸事情が整い、白石市による発掘調査及び

復元事業が始まり、平成 7年に再び、その姿を私たちの前に現しました。市のシンボル

となる三階櫓及び大手門は、これから市民のプライドを取り戻す拠り所になるに違いあ

りません。

現地における発掘調査及び発掘調査報告書刊行にあたっては、市内外の方にさまざま

な形で御協力いただきました。特に中橋彰吾文化財保護委員長には並々ならぬ御尽力を

いただき、感謝を申し上げたいと思います。

この発掘調査報告書が自石市のシンボル・白石城の基礎資料として多くの人に活用さ

れることを期待して序文といたします。

平成10年 3月

白石市教育委員会

教育長 菊 地 清 治
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口

1 本書は宮城県白石市益岡町に所在する白石城跡の発掘調査報告書である。

2 発掘調査は白石城三階櫓及び大手門復元事業に伴い、それらに先だって実施されたものである。

また本書には白石高校敷地内確認調査、文化財説明板設置に伴う工事立会出土資料も併せて掲載し

た。

3 本書の作成は白石市教育委員会が担当した。執筆編集は本来、清野俊太朗文化振興係長が行う予

定であったが、各種事業に伴う発掘調査により多忙を極め執筆が困難となり、白石市文化財保護委

員会委員長の中橋彰吾氏と白石市出身で白石城三階櫓跡発掘調査の現地作業もあたった日下和寿

(岩手県立博物館勤務)に編集執筆を依頼した。日下が執筆編集するにあたり、資料提供を受け、

調査に関する不明な′点は、各担当者への聴き取りも行った。執筆分担は次のとおりである。

中橋彰吾 (第 3章第 1節 )、 上野雄規、横山正弘 (第 l章第 2節 )、 亘理梧郎 (第 9章 )、 日下和寿 (そ

の他 )

第 3章第 1節は白石市文化財愛護友の会会報第17号の 2、 5、 6頁、「白石城築城の謎」 (平成 7

年 )、 第 9章は白石市誌資料「白石城解体のいきさつ」 (昭和36年 )か ら再録した。

4 本書における土色の記述は『新版標準土色帖』 1/Jヽサ||・ 竹原1973)を利用した。

5 本書の第 1図は国土地理院の 2万 5千分の 1「白石」「白石東南部」「白石東部」「大河原」、第 2

図は白石市土木部都市計画図 (平成元年)を複製して使用した。調査要項における調査諸経費は書

類が整っているもののみを掲載した。

6 発掘調査成果の一部は市教育委員会等によって記者発表、各種パンフレット、宮城県遺跡調査成

果発表会等で公表されているが、本書の見解が優先するものである。

7 本書刊行にあたり下記の項目について次の方々から御教示、鑑定をいただいた。

城郭、三階櫓 室野秀文 (盛岡市教育委員会 )

藤沢 教、柴田恵子、高木暢亮 (東北大学埋蔵文化財調査研究センター)

佐藤 洋 (仙台市教育委員会 )

|アJ

瓦

陶磁器

8 発掘調査及び報告書刊行にあたり下記の方に御協力いただいた。

発掘調査と復元調査は白石城調査指導委員会の指導のもとに行われた。所属は当時のものである。

史料調査研究会には絵図、文献調査を委託した。白石城調査指導委員会は第 4章に記載した。

史料調査研究会 我妻健治 (成城大学)、 渡辺信夫 (東北大学)、 平井聖 (東京工業大学 )、 清水

員澄 (成城大学)、 吉原健一郎 (成城大学 )

協力者・機関

上野雄規 (白石市立深谷小学校 )、 鈴木六一郎 (白石植物の会)、 佐々木敏雄 (白石市文化財保護

委員会 )、 森治右衛門、高橋博、宮本長二郎 (文化庁文化財保護部建造物課)、 桑原滋郎 (宮城県教

育庁文化財保護課 )、 阿部博志 (東北歴史資料館 )、 須田良平 (東北歴史資料館 )、 相原淳― (宮城

県河南高校 )、 菊地逸夫 (宮城県教育庁文化財保護課)、 石本弘、菅原祥夫 (福島県文化センター遺

跡調査課 )、 稲野彰子 (いるは写房)、 鈴木隆、神原雄一郎、菅野智則、桜井和人、服部友里子



内閣文庫、東北大学、宮城県教育庁文化財保護課、東北歴史資料館、多賀城跡調査研究所、宮城

県図書館、仙台市博物館、斎藤報恩会、岩手県立博物館

白石城跡発掘調査報告書作成委員会 中橋彰吾 (白石市文化財保護委員会 )、 太斎享 (あけぼの

園)、 千葉典男 (白石市税務課)、 遠藤智 (白石市マルチメデイアセンター準備室)、 清野俊太朗 (白

石市教育委員会 )

9 調査によって得られた資料及び図面等は市教育委員会において保管しており、求めに応じて公開

活用している。

調 査 要 頂
遺 跡 名 白石城跡 (しろいしじょうあと)

遺 跡 番 号 02197       所  在  地 宮城県白石市益岡町

種   別 城館跡          時    代 中世・近世

調 査 主 体 白石市教育委員会     発掘調査面積 2,900∬

調 査 期 間 平成 2年 (1990)10月 15日 ～平成 3年 (1991)10月 18日、三階櫓跡、石垣

平成 4年 (1992)5月 12日 ～平成 5年 (1993)11月 18日、石列 (土塁部)周辺、大手門跡

平成 6年 (1994)5月 18日 ～平成 7年 (1995)1月 9日、北側井戸跡、本丸内井戸跡等

平成 6年 (1994)10月 22日 ～11月 5日 、勘定所跡 (白石高校敷地内)

調 査 経 費 平成 2年度5,733,575円 、平成 3年度7,120,329円、平成 4年度9,969,790円

平成 5年度6,251,770円、平成 6年度2,075,490円 (何れも市単独発掘調査経費、勘定所跡は含めず)

史料調査 (平成元年度委託)4,500,000円 、史料調査研究会

三階櫓跡・基準点、 トラバース測量1/200測量図 (平成元年度)、 経費不明

大手門跡写真及び基準点測量 (平成 4年度)、 アジア航測株式会社仙台支店968,200円

大手門付近の1/100及 び1/20測量図化 (平成 4年度)、 アジア航測株式会社仙台支店1,266,900円

三階櫓跡石垣北面、東面の写真測量面 (平成 3年度)、 アジア航測株式会社仙台支店1,390,500円

三階櫓跡建物跡遺構図面 トレース (平成 4年度)(株)ア ート54,590円

石碑移設 (平成 3年度)、 (有)高橋建設298,700円 、 (平成 4年度)(有)高橋建設295,610円

樹木伐採 (平成 3年度)、 (有)高橋建設1,405,950円

白石城三階櫓基本構想策定 (平成 2年度)、 建築文化研究所一級建築士事務所 (代表八木清勝)

3,038,500円

白石城絵図写真撮影 (平成 9年度)、 新井写真事務所128,100円

よみがえる白石城パンフレット印刷 (平成 4年度)、 小泉印刷 (株)319,300円

発掘調査報告書印刷 (平成 9年度)(株 )、 東北プリント1,883,700円

調 査 員 清野俊太朗、佐藤康治、千葉典男、日下裕一郎、遠藤 智

調 査 協 力 (有)高橋建設

調査参加者 小山 司、木須文雄、平間 博、志村久子、佐藤みつ、斎藤 栄、小形和代、半田喜美子、沼辺久男、

日下和寿 (東北学院大学)

調査延人員 平成 2年度189人、平成 3年度310人、平成 4年度502人、平成 5年度588人、平成 6年度203人

整理参加者 大槻しげ子、家納久美、岡部とき子、山田礼子、佐久間しづ子、大槻市郎



第 1章 位置と環境

第 1節 位置 と現況

白石市の中心に位置する白石城跡すなわち益岡公園は、市民から`お城山'と 呼ばれ親しまれて来た。

特に4月 末の花見シーズンには出店もでき、市内一の花見の名所として多くの人で賑わう。

白石城跡は宮城県遺跡台帳において東西0.45km、 南北0.3kmの 範囲が埋蔵文化財包蔵地として登録

されている。この遺跡範囲中央には益岡遺跡 (古代・散布地)があり、過去に須恵器が発見されてい

る。

現況は都市公園用地、県立高校用地、神社境内等となっている。廃城以降、様々な形で利用されて

きたが、現在は各所に樹木が多く緑地帯となっている。

その益岡公園は大きく分けて 3つの地区から構成される。一つは、明治半ばから公園として親しま

れた本丸跡地とニノ丸跡地及び周辺、もう一つは、昭和30年代に野球場が造成された地区で沼ノ丸

跡、最後は昭和54年度以降に公園化された地区で、市営野球場北の芝生広場等となっている箇所であ

る (第 3、 4図 )。

白石城三階福及び大手門復元箇所には、この敷地内に記念碑や文化財標柱、水飲み場、ベンチ、テー

ブル等が設置されて市民公園として利用されていた。昭和54年作成の公園現況図があり、本丸跡周辺

は発掘調査着手までの状況と大きく変化していない (第 4図 )。

本丸公園中央部は現在、芝生部分が高く、人が歩く部分が掘 り下げられ低くなり、側溝が設置され

ている。これは昭和44年の公園整備時に掘削したもので、工事の際、多量の遺物が出上したのを地元

の小学生が目撃している。この頃、街灯も整備されたものと思われる。桜は芝生区画の端に植えられ

ていた。中央には片倉小十郎景綱公頌徳碑がそびえ立っている。

発掘調査対象となった箇所は本丸跡北辺にあたり、木々が生い茂っていた。特に三階櫓跡斜面には

多くの樹木があった。南側に登り口が設けられて跡地まで登れるようになっていた。上には戦時中に

は防空監視所があった。片倉報告 (片倉1965)に よれば、昭和40年頃までは、三階櫓跡には2階建て

建物が残っていたが (写真図版40-1)、 取り壊し年次は不明である。発掘調査前までコンクリー ト

建物基礎が残っていた。周囲には安全柵が設けられ、南束にベンチ、南西に文化財標柱 (白石城三階

大格跡)も 設置されていた。三階櫓跡から南西隅の橋を渡り、松が生えた土手づたいに南へ土塁上を

歩いて、未申櫓跡、裏門へ行くことができた。途中、土塁の崩れ方が激しく、部分的にコンクリート

による土留めが行われていた。

三階櫓南西側は本丸土塁が一部切断され、朱塗りの橋 (後に擬木に改められる)が架けられていた。

市民はこの橋下を潜って旧ニノ丸方面へ通行した。切り通し状になっていた両側は玉石を埋め込んだ

コンクリート壁で覆われ、階段が設けられていた。

三階櫓跡東側、鐘突堂が復元された周辺は、本丸中央よりも一段高くなり、木造便所、旧白石城茶

室を利用して造られた平屋の茶寮があった (写真図版39)。 茶寮の東端の建物が白石城の旧茶室であ

る。この辺りは夏においては木がうっそうと生い茂 り、日中でもあまり日が差さないような場所で



番号 遺 跡 名 種  別 時  代 番号 遺 跡 名 種  別 時  代
1 白石城跡 城館 近世 祢宜内遺跡 散布地 奈良、平安

2 益岡遺EIN 散布地 古代 観昔崎遺跡 集落跡 古墳後期、平安

3 益岡西遺跡 散布地 平安 瓦焼場窯跡 窯跡 近世

4 フ[山遺跡 散布地、窯跡、城舶 縄文中期、古代、中世 郡山横穴墓群 横穴墓 古墳後期、奈良

5 前山遺跡 散布地、窯跡 縄文、弥生、古代 郡山館跡 城館、散布地 古代、中世

入幡坂西陣屋跡 陣屋跡 近世 鹿島山遺跡 散布地、城館 縄文、古代、中世

人幡坂遺跡 窯跡 古代 鷹の巣古墳群 古墳 古墳、古代

新館跡 城館 中世、近世 城内屋敷遺跡 散布地 縄文、古代

中屋敷陣屋跡 陣屋跡 近世 寺入屋敷遺跡 散布地 古代

月心院遺跡 散布地、寺院 古代、近世 田手屋敷遺跡 散布地 古代

陣場山館跡 陣屋跡、城館 中世、近世 高野館跡 城館 中世

菅生田遺跡 集落跡 縄文前期～後期、弥生 銚子ケ盛敷石遣跡 散布地 古墳

茶園遺跡 散布地 縄文前期、平安 銚子ヶ盛古墳 円墳 古娼

薬師堂遺跡 散布地 縄文後期、晩期、弥生 北無双作遺跡 集落跡 古墳、平安

鍋石窯跡 窯跡 近世 白石沖遺跡 散布地 縄文、古代

萩の坂窯跡 窯跡 近世 谷津川遺跡 散布地 縄文、弥生、古代、中世

滝ノ観音裏遺跡 散布地 縄文 江ノ下遺跡 散布地 古代、中世

大畑遺跡 散布地、官行 弥生、奈良、平安、中世 白石条里制跡推定地 本田跡 古墳～近世

本郷遺跡 散布地 古代 和尚堂遺跡 散布地 縄文～近世

弥陀内遺跡 散布地 弥生～平安 田中環壕遺跡 城館 中世

第 1図 遺跡地図



あった。白石城内建物配置図説明版が便所の南側に設けられていた。この茶寮は維持管理のため、市

職員夫婦が住み込み、また、昭和40年代には市職員野球部の合宿や市民の会合で使用され、その後、

昭和57年頃までは、花見で利用されたということである。

三階櫓跡北側の井戸周辺は木々によって日陰となり、湿り気の多い所であった。石垣は本丸北西隅

付近から丼戸あたりまで残存しているのが見えるようになっていた。石垣が最も高く残っていた箇所

には明治45年壮丁記念碑が建っていた。石垣よりも標高の高い所は、草木に覆われていたが、裏込め

石と考えられる小礫が所々露出していた。屋根つき井戸跡、石組庭園、白石城址碑、白石城説明看板

2基があった。白石城下絵図説明版 (渡辺製靴本店各贈 )、 白石城姿図説明版があった。石組庭園脇

には公園利用説明看板、文化財標柱 (白石城庭園跡)が配置されていた。 (写真図版40～ 42)

大手門跡は旧状を比較的残していた。大手一ノ門、ニノ門跡間の北東土塁は部分的に掘削、建碑が

行われていた。側溝付きアスファルトは大手ニノ門跡を登り切る箇所まで敷かれ、本丸に車両進入防

止の鎖が張られていた。ニノ門跡附近には部分的にも石垣が残り、礎石と伝えられる大石が 5個あり、

本丸方向を見て右に3個、左に2個あった。文化財説明版、文化財標柱 (白石城大手門礎石)も設置

されていた。 3つの礎石北脇には昭和62年、大手門復元を呼びかける看板が作れられた。これは白石

城大手門復元趣旨と記され、白石大手門復元準備委員会が設置したものである。ニノ門跡を過ぎて右

側には白石城説明版、水道があった。大手門から巽櫓跡までの土塁頂部には転落防止のため鉄棒とコ

ンクリートによる柵が設けられていた。

未申櫓跡は崩壊が著しく、旧状をあまりよく留めていない。周囲の上塁よりも櫓跡の標高が高いこ

とが確認できる。現在、地表からL字形に最大 2段の石列が確認できる。長さは東西4.2m、 南北2.1

m程で、長さ0.6m、 幅0.4m、 厚さ0,15m大 の石を使用している。用いられている石で最も大きいもの

は長さ0。7m、 幅0.4m、 厚さ0.27mである。配置から推定すると本丸の南西隅に該当するとも考えられ

るが、ややタト側に寄っており、検討が必要である。周囲から瓦片が出上している。土塁が屈曲する内

側に土壇状の高まりがあり、櫓があった頃の階段跡かと推定される。櫓に付随する石垣は確認されて

いない。かつて白石高校生が白石高校側斜面から須恵器を採取しており、奈良・平安時代頃の遺構が

付近に存在する可能性がある。三階櫓跡とこの櫓跡間に石垣が4.2m、 高さ1.5mほ ど積まれている箇

所があるが、石垣が造られた時期は不明である。位置、使用されている玉石が0.2～ 0.3mの大きさで

あることからすると近代のものである可能性がある。大正時代に、この土塁沿いに招魂社が移転した。

戦後に撮影された思われる写真が残されている (写真図版40-1、 白石市1964)。 写真左手に社殿、

右手高台に旧防空監視所建物が写っている。この櫓跡から裏門までの途中には地表に玉石が散乱して

いるのが確認できる。

巽櫓跡は一部を除き残存状況が比較的良好であると考えられる。櫓跡全体は南北に長い長方形状の

高まりとなり、北面には石垣が 1～ 3段ほど残存し、長さは2.4m、 高さは最大で0.8mに なる。石垣

の石で大きいものは縦0.46m、 横0.6mの大きさである。打込みハギ乱層積みと考えられる (写真図版

49-4)。 建物の礎石の可能性がある石も確認できる。西面において段差は確認できず、緩やかな傾

斜がついて本丸と同じ標高になる。瓦片も若千見られる。
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二等山三角点標石が設置されている。西側の池跡は昭和33年に貯水池が設置され破壊されたようであ

るが、その後、埋め立てられ、付近に現在、寄贈された藤棚が設置されている。櫓跡東側とニノ門跡

間の本丸東辺は公園時代の上り口設置、学校用地造成等が原因と思われるが大きく地形改変を受けて

いる。つまり白石高校裏門から公園に昇るコンクリート製階段は、斜面途中で北へ折れ、公園へと繋

がっている。北へ折れる箇所を南へ折れた場合、コンクリート舗装されていないが、登り口ふうの傾

斜のある通路が巽櫓跡東下まで続いている。これらの通路の西側には2カ所ほど、石垣が積まれてい

る箇所がある。位置から考えると江戸時代のものではなく、公園時代の石積みと推定される (片倉

1979)。

白石高校通用口から復元された大手一ノ門までの間に南側は打込ハギ乱積み、北側は布積みで石垣

が積まれている (写真図版 7-2～ 4)。 公園からのコンクリート階段北端から北へ17mは上に覆わ

れていお り石垣の有無は確認できない。石垣が確認できる箇所の長さは斜距離で45.6m程である。そ

の北側4.4m程 は復元工事箇所に接し、既存石垣が一度、解体され、積み直しされている。復元工事

箇所と、石垣とは直線的なラインで判断できる。南端は土砂とコンクリートに覆われ、現在の公園階

段下に潜るようである。

未申櫓跡から巽櫓跡間と白石高校敷地境までの間において土塁の斜面が屈曲している。裏門跡から

西側は現在歩道が設置され、東側は木に覆われているが、斜面に緩やかな屈曲が認められる。裏門跡

から巽櫓跡までの上塁上には地表に玉石の散乱が見られるほか、直径0.4mを超える石が東西に並ん

でいるように見える箇所がある。

裏門跡は土塁が切れ、白石高校側との通路となっている。東西から廷びてきた土塁はこの門跡で若

千高くなっている。おそらく門が機能していた時の上積みを反映していると考えられる。石垣は確認

されていない。白石高校側の土層断面に土坑らしきものが確認できる。幅0.6m、 深さ0.5mで周囲の

土が水分を含んでいる時に、乾燥した土となっており、土層の違いを示している。土は褐色土であり、

断面において坦土中央に円礫が確認されている (写真図版 7-1)。

ニノ丸跡は児童公園となり北側は神明社敷地と接し遊具、石碑、柵等が設置されている。地形的に

は南から北へ低くなる土地となっている。中央東に池状施設がある。

本丸跡とニノ丸跡間は標高が低くなり馬場跡となる。アスファルト敷道路が白石高校グランド方向

に延びている。本丸土塁西辺に沿って鉄筋コンクリート製便所が設置され、背後には石垣が露出して

いた。白石高校敷地近くには物品庫も設置されている。

現在芝生広場になっている公園西側は、昭和54年度に始まる公園整備以前は民地で葡萄畑等になっ

ていた。既に完成していたテニスコートから北側は段々畑となっており、直線的な南北、東西方向の

区画が読みとれる (写真図版49-5～ 6)。 南北方向の段差は恐らく城内の侍屋敷の区画の名残であ

り、東西の段差はその区画内における段差で、段差ごとに屋敷、畑地が設けられていたのだろう。こ

れらは安政 3年白石城絵図にも描かれた屋敷区割りを反映していると考えられる。地元の人の間で

は、果樹園時代に古井戸が発見され、その中から銀警が発見されたという話しが伝わっている。

復元地内にあった6基の石碑は全て移転した (第 3図 )。 ①松窓乙二句碑 (昭和38年建碑)、 ②芭蕉



句碑 (昭和48年建碑)、 ③白石城跡碑 (昭和51年建碑)、 ④明治四十五年壮丁記念七十四名碑、⑤高田

君碑 (明治43年建碑)、 ⑥故渡辺佐吉翁頌徳碑 (大正14年建碑)があった。①は大手ニノ門跡前の北

側②は大手ニノ門跡南東脇、③は三階櫓跡北側石垣下の井戸の東隣、④は三階櫓北側の斜面中、現

存していた最も標高の高い石垣の上に建てられていた (写真図版4-6)。 ⑤は三階櫓北西隅付近に

あった。③は大手ニノ門をくぐって左側にあり、土台石にニノ門礎石が使用されていた。これらのう

ち①②は芝生広場の北側通路沿い、③は野球場の北東斜面の園路沿い、④⑤はニノ丸跡の西側土塁沿

いに移転した。③は、いきいきプラザ建物東側に移転となった。

移転対象とはならなかったが、本丸南東地区には⑦二宮尊徳翁遺訓碑 (大正4年建碑)、 ③櫻苗木

三百本植樹の記念碑 (昭和36年建碑)。 本丸中央には⑨片倉小十郎景綱公頌徳碑 (大正4年建碑)が

ある。巽櫓跡に⑩三等三角点標石がある。標高76.03m、 北緯37度59分55秒 571、 東経140度37分16秒

992を示している。復元以降ではあるが、巨石を使用した①白石城碑 (平成7年建碑)がある。三階

櫓下の神明社敷地に近い箇所には⑫今泉先生誕生記念碑 (昭和17年建碑)がある。

城復元後の平成9年 2月 には、景綱公頌徳碑の北側、厩口門跡、東口門跡の3カ所に文化財説明看

板が設置された。頌徳碑の基礎掘削では、遺物が若干出土している。

次に益岡公園及び白石城の沿革を示すと次のようになる。

明治元年10月 9日   白石城明け渡し

明治 2年 4月 11日   白石城を南部氏へ引き渡し

8月 13日  南部旧白石藩知事が自石城へ入城

明治 3年 9月 28日  三陸磐城両羽按擦府廃上、白石城は旧片倉家中開拓役所預かりとなる

10月 15日   白石城売却代金を北海道開拓費用に充てるよう願い、元按擦府の許可を得る

明治 4年 4月    旧白石城が兵隊屯所となり、御親兵が入城、三の九の居家を壊して調練場として洋式

調練を行う

明治 5年      白石城、陸軍省の管轄になる

明治 6年      太政官「廃城令」通達、白石城が大蔵省の管轄となる

明治 7年 7月 28日  白石城を家禄奉還士族、御代田円人ら5名に払いさげる

明治33年 5月 10日   東宮殿下御慶事記念として白石城址を益岡公園とすることに決定。

明治34年 1月    私立刈田造士館が現在地に移転する。

明治86年 6月    刈田中学校の町民地均し奉仕作業実施される。

明治36年 10月 29日  白石城址本丸跡を上西勇吉郎より借り受け、郡立白石中学校の運動場に利用

明治39年 10月 10日   神明社が現在地に移転

明治40年 11月     横綱大砲―行の大角力興行

大正元年11月    城山公園及び白中 (現白石高校内)に鈴木幸吉が数百本の桜苗木を植樹する。

大正 4年皿月    本九跡に片倉小十郎頌徳碑建碑、神明社参道脇に片平観平翁頌徳碑建碑

大正 6年 3月 4日   公園地拡張のため城址 1町 4反 5畝 7歩を片倉男爵家より300年無償で借用

大正 6年      本九跡に市内の斉川から招魂社を移す

大正 6年 10月    横綱谷風、大砲碑をニノ九に建碑
昭和 2年 4月 13日   イルミネーションを取 り付けた花見茶屋ができる。

昭和 4年 1月    明治二十一年同年会76名によってニノ九跡、中ノ丸跡に檜450本が植樹される。
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第 2節 植物調査

植物については、及川仁によって益岡公園を対象とした調査結果が既に公表されている (及川

1972)。 今回、発掘調査実施と並行して本丸跡地植物調査は昭和62年 4月 、平成 2年 10月、11月 に上

野雄規、佐々木彼雄、鈴木六一郎に依頼した。平成 4年 5月、 6月 には本丸跡東接地 (大手門付近)

の調査を上野雄規、佐々木敏雄に依頼した。

図 1.調 査 区 域 (③ ,… … ― :前 日 の 目 杢 区 域 (le00 1:30,被 告 藤 〉

第 5図 植物調査区域



益岡公園本丸跡地植物調査報告

1.例 言

1.調査年月日

・群苔植物  昭和62年 4月 19日

・高等植物  平成 2年 10月 25日 -11月 28日

項目 ＼＼ 月日  10.25 10.27 10.30 1■5 1■16 1■25 1■28

高等植物相      ○  ○  ○

樹木の大きさ・分布     ○  ○  ○  ○  ○

2.調査範囲

・蘇苔植物一一益岡公園全域

・高等植物一―益岡公園本丸跡地

3.調査内容及び担当者

(1)益岡公園群苔植物目録      横山 正弘 日本群苔類学会会員
。昭和62年 4月 の調査で採集した標本を、今回、同定及び研究した。

(2)本丸跡地産高等植物仮目録

(3)本丸跡地樹木分布

(4)本丸跡地樹木胸高直径、樹高

(5)本丸跡地主要樹木写真撮影

平成 2年 11月 30日

○

上野 雄規 東北植物研究会事務局長

佐々木敏雄 白石市文化財保護委員

鈴木六一郎 蔵王のブナと水を守る会会長

4.備 考

(1)調査時間が充分に確保できなかったため、植物標本の作成、全種類についての生育頻度の把握

ができなかった。また、写真撮影もかなり不十分であった。

(2)今回は、春季～夏季に開花する種類の調査ができなかった。また、植栽樹木についても花期で

ないと同定できないものもあるので、周年調査が必要である。

(3)発掘調査報告書に本植物調査の結果も盛り込む場合は、印刷ページの分量と原稿提出締切日を

連絡願いたい。調査結果を分析し、考察を加えて原稿を提出したい。

2.益 岡公園の蘇苔類



白石市益岡公園の群苔類

MuscI 癬 類
Anomobryum aliforme(GttL)」aeg.

var concinnatum lSpruce)Loeske

Attichum undulatum(HedW)P Beauv

Bartrarnia pomiforrnis Hedlv

Brachymeniuni nepalense Hook

Brachythecium buchanan五 (Hook)Jacg.

B helminthocladum Brott et Par

B populeum(Hedw)BSG
Bryhnia navae― angliae(Sull et Lesq)GrOut

B tenerrima Broth. et Yttuda

Geratodon purpureus(HedW)Bttd

Claopodium prionophyllum(C Muell)Broth

Entodon challengeri car)Card

E sulivandi(C.hluel)Lindb

var vesicolor eesch)ヽ Ii多

Fabronia niatsumurae Besch

Fissidens bryoldes Hed、v

var lateralis croth)Z IWats.et T Suzuki

Glyphomitrium humillimum(Mitt)Card

GriHimia plifera P Beauv

Haplocladium angustifolium(Hampe et c Muell)BrOth

Haplohy■ lenium triste(Ces)Kindb

Herpetineuron toccoae lSull.et Lesq)Card

Homomallium iaponiCO‐ adnatum erO血 )BrO血
Hyophユa propaguttfera Broth

Hypnum lindberg1l �litt

Macromitrium japo� cum Duz et Molk,

WInium laevinerve Card

Myuroclada ma�mOwicziilBorS″ e)steere et ScIЮ 上

Orthot�chum consobrinum Card

Philonotis fontana(HedW)Brid

Physcomitrium eurystomum Sendtn

Plagiomnium cuspidatum(Hedw)Kop

Plaglohecium cavifohum(Brid)IWats

Ptycho■litriuni sinense(Mitt)Jaeg

Pylaisiadelpha tenuirostris(BraCh et schiln ex Sull)Buok

Rhynchosteglum pallidifo� um(Mitt)」 aeg

Ta� ph3/11um ta� rameum ttlitt)Fl

Thuidium kttledae Sakural

Tortella,apOnica cesch)BrOth

Trematodon iongicollis Michx

Venttriella sinensis(Ventl C Muell.

Hepaticae 苔  類
Cololeieunea japonica(Schira)HattOri

Frullania rniscicola Steph

F,parvistipula Steph

Leieunea iaponica Mi住

Lophocolea■linor Nees

Macvicaria ulophylla lSteph)HattOri

Porela grand工 oba Lindb

Reboulia hemisphacrica← )Raddi

ヒメギンゴケモドキ

タテゴケ

オオタマゴケ

キイリゴケ

ナガヒツジゴケ

ヒモヒツジゴケ

アオギヌゴケ

ヤノネゴケ

ヒメヤノネゴケ

ヤノウエノアカゴケ

ナガスジハリゴケ

ヒロハツヤゴケ

アキタツヤゴケ

コゴメゴケ

チャボホウオウゴケモドキ

サヤゴケ

ケギボウシゴケ

ノミハニワゴケ

イワイトゴケ

ラセンゴケ

ヤマ トキヌゴケ

ハマキゴケ

エゾハイゴケ

ヤマ トミノゴケ

ナメリチョウチンゴケ

ネズミノオゴケ

タチヒダゴケ

サワゴケ

ヒロクテゴケ

ッボゴケ

マルフサゴケ

チデレゴケ

ケカガミゴケ

コカヤゴケ

キヤラハゴケ

アソシノブゴケ

コネジレゴケ

ユミダイゴケ

ヒナノハイゴケ

ヤマ トヨウジョウゴケ

カラヤスデゴケ

ヒメアカヤスデゴケ

ヤマ トコミミゴケ

ヒメトサカゴケ

チヂミカヤゴケ

オオクラマゴケモドキ

ジンガサゴケ

横山正弘

石垣上

地上

地上

樹幹上

石垣上

石垣上

石垣上

地上

樹幹上

地上

石垣上

石垣上 樹幹上

樹幹上

樹幹上

石垣上

樹幹上
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地上 石垣上
石垣上 樹幹上
石垣上

石垣上

石垣上

地上

石垣上

石垣上

石垣上

樹幹上

石垣上

地上

地上 石垣上
石垣上

石垣上

樹幹上

地上

地上 石垣上
地上 石垣上
石垣上

地上

樹幹上

石垣上

樹幹上

樹幹上

石垣上

石垣上

石垣上

石垣上

石垣上



3.樹木の胸高直径及び樹高一覧

表 1.本丸跡地に生育する樹木の胸高直径・樹高一覧.胸高 (地上約1.2m)直径10cm以上の95個体

を対象とした。*印は,伐採後に調査したため推定したもの。分枝している場合はそれぞれの胸高

直径を示した。各個体の生育位置は分布図に番号で示してある。

族 喜   和  名 胸高     4uF高
直径cm     m 続  書    和  名

胸高
直径cm

樹高

学  :, ':手∃彰チ         :i      孝
上  33 ソメイヨシノ         73      6
43  ケヤキ                     67           25
45 エノキ
47 ケヤキ
48 ケヤキ
75  ミズキ
77 アオナラガシワ

l  ζ クニ:ヨンノ
cm 14 ケヤキ
15 ケヤキ
20 ヒノキ
23 ソメイヨシノ
24 クロマツ
28 ソメイヨシノ
34 ヒノキ
35 ヒノキ
36 ク,レ ミ
40 アカマツ
42 イロハモミジ
59 ソメイヨシノ
63 ソメイヨシノ
68 ヒノキ
69 ヒノキ
70 ヒノキ
72 ソメイヨシノ
79 エノキ
80 エノキ
81 ソメイヨシノ
90 ソメイヨシノ
93 アカマツ

10  fEミ

16 ヒノキ

51           17
53            22

35、  70、  90        20
79           12
72            16

18 コナラ
21 ソメイヨシノ
22  ミズキ
25エ ドヒガン
26 ソメイヨシノ
29 不明
30 不明
31 不明
32 不明
37  ミズキ
38 ケヤキ
39 オオモミジ
41 オオモミジ
44 ソメイヨンノ
46イ チヨウ
49 マメガキ
50 ヒノキ
51 シダレザクラ
52 スギ
53 ソメイヨシノ
54 ウメ
55 ソメイヨンノ
56 ネズミモチ
57 ソメイヨシノ
58 ウメ
60 ソメイヨシノ
61 ヒノキ
62 シグレザクラ
64ハナカイドウ
65 ソメイヨシノ
66 ソメイヨンノ
67エ ドヒガン
71 ヒノキ
73 ソメイヨシノ
74  ミズキ
76オオモミジ
硲 エノキ
82 ソメイヨンノ
83 ソメイヨシノ
84 ソメイヨシノ
85 シダレザクラ
86 ソメイヨンノ
87 シダレザクラ
88 エドヒガン
89 ソメイヨンノ
91 シダレザクラ
94 ソメイヨンノ

１０
８
１５
７
６
利
刺
刺
利
９
１７
８
１５
７
１８
６
１３
・２
９
７
４
８
７
１０
９
８
１０
７
６
５
６
７
１２
４
９
９
１０
１５
・２
■
６
５
６
６
７
８
１１

。
１０
‐
２９

ｃｍ

17

14

25
19

15

10*
20 *
22 *
11*
10

21

10

27
14

23

28
24
28

19

12、  13
18

19

15

21

26
12

27

14

13

16

12

18

22

14

3、  11
20

26

21

25

19

12

16

15

13

12、  16
21

12

92 アカマツ           55      13
5  ケヤキ                      46           20

95 ソメイヨシノ         44      9
1 ソメイヨンノ         20      3

オ  拿 ケニ全三ミ3
24
18

23

cm  6 ウワミズザクラ       15
8 ソメイヨンノ         12

43            18
46           20
43           20
38            14
39            14
33            12
39            5
43           16
40 *         ]く り町
40            14
44            14
33           14
30           19
34、  40          15
33            11
33            13
36           14
38           10
31            14
43            15
36            13
36           13
39            15
44            2
38            14

12

11

17

6

8
19             10

24            10
17 ヒノキ           20      10



4.樹本の種類別個体数
表2.本丸跡地に生育する樹木の種類別佃体舞 向高 (逸―上約1芝h)直径10剥上の95個体を対象
とした。バラ科サクラ属は花期に再同走を要する。

薮

饒孟 科 名
うOCm 30‐49 ■-29 合 計

ソメイヨンア
ケヤキ
とノキ
ングレザクラ
エノキ
ミズキ
アカマツ
イロハモミジ
オオモミジ
エド41ガン
IEミ

'メアオナラガシワ
タ●マツ
クルミ
マメガキ
イテョウ
スギ
ヨナン
ウワミズヂクラ
ネズミモチ
ハナカイドウ

バラ科
エレ科
ヒノキ科
ブ`ラ科
■レ科
ミパ■科
マツ科

身こF難
′`ラ科

夭y難
オオ科
マツ科
クp1/.ミ科
力■/キ科
イナョウ科
ス鞘
ブナ科
ブヽラ1科
モチキノ科
′ヽラ科

３

４

密
”

ぉ

ぉ

５‐

狩
第

櫛

〃

ｐ

欝
第

２
４

路

お
・２３

つ

Ｖ

・５

ヽ

４

妨

Ｂ
，
５
う
１
３
　
２
３
３
１
２

９

５

６

　

．２

　

一２

１

30

11

11

5
4
4
3
3-

e
31

2
2
1

1

1
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5.高等植物仮 目録

凡例 。本丸跡地内に自生、帰化。逸出するもの、植栽されているもの160種類 (変種、

を収録した。そのうち植栽は45種類である。

・調査月日 1990年 10月 25日 (木 )、 27日 (土 )、 30日 (日 )。

・諸記号 si胞子嚢、ユ:花、fr:果実、o:花または果実の痕跡、bi芽生え、
は逸出、⑥ :植栽、 :シダ植物。

品種を含む)

§:帰化また

・春季～夏季に補充調査をする必要がある。

目録

アオイスミレ

⑥  アオキ
⑥  アオナラガシワ
アカネ          fr

◎  アカマツ
アキカラマツ

アキノキリンソウ

⑥  オオモミジ
オクマワラビ       s
オトギリソウ

オニ ドコロ

オノマンネングサ

⑥§ オモト          fr

アケビ

アジサイ

アズマザサ

アズマネザサ

アブラススキ

アメリカセンダングサ

イチイ

イチョウ

イヌガラシ

イヌザンショウ

イヌタデ

イヌヨモギ

イヌワラビ

イボタノキ

イロハモミジ

イワイタチシダ

イワニガナ

ウツボグサ

ウド

ウメ

ウラジロガシ

ウワミズザクラ

エ ドヒガン

エノキ

オウレンシダ

オオアレチノギク

オオバ コ

カイプカイブキ

カキドオシ

カテンソウ

ガマズミ

キク属 sp.

キチジョウソゥ

キヅタ

キンマサキ

キンミズヒキ

クサギ

クサコアカソ

クジャクシダ

クマザサ

クリオザサ

タルミ

クロマッ

ケカタバミ

ケチヂミザサ

ケヤキ

ヨアカソ

コナラ

コバギボウシ

ヨボタンプル

サカゲイノデ

ササガヤ

サワラ

と

③

⑥

◎§

且

打⑥

⑥

且

ｂ

ａ

⑥§

◎

⑥

fr

且

静

ｂ

③

⑥

と

ｂ

ｓ

且

と

⑥§



シォデ                  ◎§ ネズミモチ
⑥  シダレザタラ                  ネムノキ

ジャノヒゲ        fF
⑥  シュウカイドウ                  ノイバラ

シロダモ         fr          ノコンギク

シロツメクサ                   ノブドウ

スイカズラ                ⑥  ハクチヨウゲ       且
スイバ                  ⑥  ハナカイドウ       ユ

⑥  スギ                   ⑥  ハナズオウ        o
スギナ                  ⑥  バラ           fr
ススキ

スズメノエンドウ                ヒカゲイノコズチ    fr
スズメノカタビラ     ユ       ⑤  ヒノキ

ヒメアシボソ       fr
§  セイヨウタンポポ     且       §  ヒメシヤガ
ゼンテイカ (ニ ッコウキスゲ)       §  ヒメジョオン       且
センボンヤリ       fr       §  ヒメムカシヨモギ     且

ヒヨドリバナ       ■
⑥  ソメイヨシノ

フキ

ダイコンソウ       fr       ③§ フジ           b
タガネソウ                   フユノハナワラビ     s
タチツボスミレ

タマプキ                    ヘクソカズラ

ヘビイチゴ

チカラシバ        fr
ホオズキ

ツクシハギ                   ホソバンケシダ      s
ッタ                 ⑥  ボタン

⑥  ツツジ属 sp.                   ボタンヅル

ツユクサ

⑥  ツルニチエチソウ             ③  マサキ
③  マメガキ         fr

テイカカズラ                  マユミ

ナライシダ

ナワシロイチゴ

⑥  ナンテン

ニガカシュウ

③  ニシキウツギ
⑥§ ニシキギ
ニワトコ

ヌカキビ

ヌスビトハギ

ドクダミ

トラノオシダ

ナギナコウジュ      fr

⑥§ ミズキ
ミズタマソウ

ミチノクホンモンジスゲ

ミツバ

ミツバアケビ

§  ミヤギノハギ      b
⑥§ ミヤマイラークサ      b

ムラサキシキブ

⑥  モミ
モミジガサ

ヤクシソウ        fr
ヤグルマソウ

と

fr

と

と



◎  ヤンデ          n           ヤマハタザオ       。
ヤブソテツ                   ヤマブキ

ヤプタバコ       ■
ヤデマメ                 ◎S ユキ′ンタ

◎  ヤプラン         0
ヤマウコギ                   ヨ|モギ

ヤマカモジグサ      o
ヤマダヮ        b       ◎  リョウメンシダ     s
ヤマシロギタ      ■

益岡公園本丸跡東接地植物調1査報告

平成 4-年 6月 22H

上 野 雄 規― ` 佐々木 敏 雄

1.例 言

1.調査の目的
‐大手円の復元が検討されている.地域周辺のうちま|だ植物調査の行われていない本丸跡東接地の1植

―
裁椅木と野生植物 (自生・帰化・逸出)の実態を明らかにするこ―とが目的である。

なおこの報告は、199o年二月30日 に提出した『益岡公日本丸跡地植物1調蜘 と赳をな
―
すもので

ある。

2.調査区域 (図 1)

3.1調査年月日  平成4(199劾 年5月30.31日

6月 6・ 10日

4‐ 調査者    上野 雄規 (東北植物研究会事務局長、日本植物学会会員)

佐々未餃雄 (白石市X4L財保護委員)

5i調査内容

(1)自生、帰化、逸―出及び植栽しているシダ類以上の高等植物の種類を同定し、現時点での1植物相

を把握する.。

② 植栽樹木のうち、胸高直径が10cn以上のすべての個体について胸1高直径を計測すると共に分

布図を作成する。
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2.高等植物仮目録

凡例 。調査区に自生、帰化、逸―出するもの及び植栽されているもの 133種類 (変種・品種を含む)

を収録した。そのうち植栽は17種類である。

・諸記号 s:胞子嚢、■:花、yll i奮、と:果実、b:芽生え、§:帰化または逸出、◎ :植栽、
:シ ダ植物。

・便宜上、標準和名の五十音順に配列し、学名は省略した。

目録

アオイスミレ    と      カキドオシ     且      スギナ
アオスゲ      n      ガマズミ      却      スズメノエンドウ  ■,と
アオツプラフジ        § カモガヤ     d      スズメノカタビラ  且
アカネ            § カラスノエンドウ  a,と

⑥ アカマツ             カラスビシヤク   n    § セイヨゥタンポポ  fr
アキカラマツ                             センボンヤリ

アケビ              ギシギシ     ■,fr
⑥ アジサイ             キプタ            ⑥ ソメイヨシノ
アズマザサ            キュウリグサ    4,fr
アズマネザサ           キランソウ     i fr     ダイコンソウ

キンミズヒキ           タガネソウ

イタドリ                             § タチイヌノフグリ  a,fr
イヌツルウメモドキ         クサコアカソ            タチツボスミレ   fr
イヌワラビ    s      クズ

イボタノキ           クリ              ツタ       b
◎ イロハモミジ           クルマバナ            ツメタサ

§   ク       b                       ツユクサ     且
ケカタバミ             ツルカノコソウ   n

ウグイスカグラ        ⑥ ケヤキ            § ツルマンネングサ
ウシハコベ    n    §  ク       b
§ ウスアカカタバミ  且      ゲンノショウコ          テイカカズラ

ウメモドキ          ⑥ ケンポナシ
◎ ウワミズザクラ                          ドクダミ      ユ

コアカソ             トボシガラ     ユ
エゾタンポポ    fr      コナラ              トラノオシダ   s
③ エドヒガン            コバギボウシ

エノキ              コマユミ             ナガエコナスビ  且
§ ナガハグサ    ユ

オオジシバリ    ユ      サイカチ      b    § ナツグミ      fr
オオバクロモジ          ササガヤ             ナワシロイテゴ

オオバコ           ⑥ サトザクラ
オクマワラビ    s      サンショウ            エガキ

オトギリソウ                            エガナ      且
⑥ オニグルミ          ⑥ シダレザクラ         ⑥ ニシキギ
§   ク              ジャノヒゲ          ⑥ ニワウルシ
オニタビラコ    且     § シロツメクサ    ユ      ニワトコ
オユドコロ

§ オモト              スイカズラ            ヌスビトハギ
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§ ネズミモチ     b      フキ               ャブ
ー
カンプウ

ヤプロウジ    ya
ノアザミ      yn      ヘクソヵズラ           ヤプタバコ
ノイバラ                            ヤプタビラコ   n
ノコンギク             本ソバシケシーダ   s       ヤプニンジン    ユ
ノビル      a      ホソバジャノヒゲ         ャブヘビイナゴ

ー
  ユ

ノブドウ             ボタンプル            ヤマカモジ|グサ
ヤマンロギク

⑥ ハギ属の‐種         ③ ミズキ              ャマンツジ
ハナイバナ    ■    §  ″             ヤマハタザオ   tr
ハハーログサ    且      ミズとキ             ャマプキ
§ ハルガヤ      エ      ミミナグサ     1      ヤマユリ
§ ハルジオン     ■    ◎ ミヤギノハギ

§ ミヤマイラクサ          ヨモギ
⑥ ヒイラギ
§ ヒメジ・ョオン    ーガ      ムラサキンキブ        以上133種類|

ヒメノキシノブ                        (ぅ ち植栽のみ11種類)
ヒメヨツバムグラ  エ       ヤエムグラ     fr
ヒヨドリバナ          § ヤンデ



3.植栽樹本の胸高直径一覧

表1,植親樹木の胸高直径●覧表

胸高 (地―上約12m)直径10c4以上の54個体を対象としたo分枝している場合にそれぞれの胸高

直径を示した。各個体つ植裁位置は図2(分布図)に番号で示して―ある.。

鰊
離        (ω

名和彗
階
級

胸高
離 lcm)

1名
―

和奪
階
級

観  11 ケヤキ         74
■  36  サインテ           62

鬱

島

望

一ｈ

重

Ｖ

”

孤

賜

男

脇

郷

“

燦

力

・望
■
“

Ｖ

‐３８

働

礎

一４

９

４

お

５０

Ｂ

‐む‐
■
狩
ぬ

シガレモミジ

シーダレザテラ

アメイヨンノ

ケヤキ

ツメイ
ー
ヨンブ

ヒイラギ

シダレザクラ

エドセガン

ソメイヨンノ

ソメイヨンノ

ソメイヨンノ

ゾメイヨンノ

エドとガン

シダレザクテ

ツメイヨンク

シダレザクテ

ェドヒガン

サイカテ

ソメイヨシノ

サドザクラ

サドザクラ

サト
ー
ザクラ

ンダレザタテ

ウメイヨンノ

フメイヨン″

エドとガン

イ
''ヽ

モミジ

15

18

26

窓 -26h27

12

11、 とよ l17

20

21

117

12、 お

28

16

17

20

15

10
.11

23

10

26

19

1缶 14

25

12

26

1 27

1徹 21

30  6  ンタイヨンク       lSi 17、 証、お

と  亀
― rttxク      誕

2o  エドヒガン           35
271 シンデュ         34
30  ミズキ              82
91  ケヤキ           弱、48

32  エドヒガン           40
33  ソメイヨンノ           43
44  エドヒガン          47
45 ツメイヨンノ         れ

守  ウサミズザクラ       39
48  ウメイ■ジク           44
49  ケヤ■           44
ユ  ツメイヨンク         51
52  ミズキ             30
54  ケンボナシ           40

10   2  イロハモミジ           16

盗  ニ  チとと;シ
ノ
          霊

5  ケヤキ             H
a  ッメイヨラク          お
つ  ツメイヨンク          121
iO  イロ

'ヽ

カエデ         ワ、15
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4.植栽樹木の種類別個体数

表2.植栽樹木の種類別個体数一覧表

胸高 (地上約1.2m)直径10cm以上の54個体を対象とした。

5。 摘 要

益岡公園本丸跡東接地の植物相・植栽樹木の現状を以下のように把握した。

1.本調査では益岡公園本丸跡東接地の植物相、植栽樹木の分布と胸高直径 (地上約1.2mでの直径)

を調べた。

2.植物相は、白石城築城以来の何度かの戦い 。改築・火災などを経た後、公園管理上から毎年何回

か刈り払われるという、長年にわたって人為の影響を受けつつ成立したものである。

3.調査区は、北向きの斜面であるために土壌水分が自然に確保されること、植栽樹木によって草本

層は強い日光の直射を受けることがなく適度の光条件下にあること、そして土壌の表層部を大幅に

剥いだり移動したりしなかったことなどの理由で、植物が生育するのに適した環境が保たれている。

4.調査区からは119種類の自生・帰化及び逸出植物、17種類の植栽樹木 (3種類は両方に該当)が

確認でき、面積が小さく環境が単純なわりには豊富な植物相が形成されている。ただ、分布上の貴

重種は見出せなった。

その植物相は、① 丘陵地帯の半日陰に生育する草本、② 丘陵～山地帯でクリーコナラ林やア
カマツ林をつくる木本、③ 古くからの帰化種、④ 植栽樹木などによって構成されている。植栽
樹木の殆どは白石周辺あるいは国内に自生する種類が利用されている。

5,胸高直径10cm以上の植栽樹木は10科 14種類54個体が確認された。中でも、胸高直径74cmのケヤ

キを筆頭に、62cmのサイカチ、58cmの ソメイヨシノの3個体は相当の古木であり、白石城の盛衰

と共に今日なお成長し続けているもので、歴史上大変貴重な樹木である。これに次ぐ階級の樹木の

和 名

ソメイヨシノ

エ ドヒガン

シダレザクラ

ケヤキ

サトザクラ

イロハモミジ

サイカチ

ミズキ

オニグルミ

ケンポナシ

ウワミズザクラ

シンジュ

ヒイラギ

クロマツ

効処５８守２５７４２６２．４８３２４８４０３９３４‐７・４一

50cm以上

胸高直径別本数
科 名

バラ科

バラ科

バラ科

ニレ科

バラ科

カエデ科

マメ科

ミズキ科

クルミ科

クロウメモドキ科

バラ科

ニガキ科

モクセイ科

マツ科

量

２０

７

６

５

３

３

２

２

１

１

１

１

１

‐

一
５４合  計

1

1

1

3

2

2

1

1

1

1

17

6

2

3

3

1

一
　

一
　

一
　

一
　

一
　

１

１

一
３４



うち、白石市で大木になっている個体が少ないものとしてはケンポナシ、ウワミズザクラ、ニワウ

ルシなどがある。

6.植栽樹木54個体中、690/0に当たる37個体がバラ科サクラ属である。それはソメイヨシノ、エドヒ

ガン、ウワミズザクラ、シグレザクラ、サトザクラの5種類で、調査区は益岡公園内でも各種のサ

クラ属が鑑賞できる一帯である。

6。 環境保全上の意見

大手門の復元計画策定及び当該地域を整備するに当たっては、以下の点に配慮されたい。

1.現存する植物相は、白石盆地の自然と白石城をめぐる人間の諸活動とが調和した歴史的所産物で

あり、樹木の伐採や植物相の剥離は必要最小限に留め、次代の人々に伝えて行く。

2.伐採した樹木については、その切り株の年輪についてのいろいろなデータを集め、白石城周辺の

気象の変遷をさぐる手がかりとする。

3.本九跡及びニノ丸跡は、決して益岡公園の中に隔離された一帯ではありえず、丘陵を被う緑のベ

ールとその上で営まれる動物の生活、そしてそこに住居を置く人々、往来する人々との深い結びつ

きのもとに存在する。今後も白石地方の歴史の原点として、また市民の心の拠り所としての存在意

義が続くと同時に、生物にとっての生息環境、市民にとっての生活環境の変イとも気念されている。

従って、益岡公園一帯の自然について総合的な調査が必要と思われる。
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第 3節 周辺の遺跡及び城館の分布

白石城跡周辺には古代以降の遺跡が多い (第 1図 )。 北東1.3kmに は刈田郡家と推定される大畑遺

跡があ り、白石城跡に南接する死山遺跡は大畑遺跡へ瓦を供給した窯跡と推定されている (菊地 。

佐々木 1985)。

白石城に関連する遺跡として重要なものは、伊達政宗による白石城攻めの陣地となった陣場山館跡

である。白石川を挟んで白石城を見下ろせる地形となっており、一部の土塁が残されているが、大半

は学校用地、公務員宿舎として改変を受けている。その陣場山の麓で白石川と挟まれた所には瓦焼場

窯跡があり、白石城で用いた瓦を焼いたと伝えられ、瓦、瓦器、摺鉢などの陶器、窯道具が表採され

ている。その他、周辺には白石城攻めの陣屋跡が遺跡として登録されており入幡坂西陣屋跡では、発

掘調査により鉛鉄砲玉が発見されている。

白石地方の中世城館について見ておきたい。市内の中世城館については、過去に発掘調査が実施さ

れた城館跡もあるが、全体が発掘調査された例はない。白川大卒都婆の羽山館跡が 2回にわたって発

掘調査が実施されたのが、最も大きい調査である。また、市史編纂に伴い、昭和47年から地形測量、

縄張 り図作成が行われ、中橋によって全体数の把握、近世文書に登場する城館と現在、遺跡として確

認できる城館の対比検討が示されている (中橋 1987)。 市内には位置が未確認のものも含め、60箇所

の城館が確認されているが、大半が南部の越1可、斎川地区に集中し、中橋の指摘どおり沖積平野を望

む丘陵端部に立地するのが特徴である。

白石地区では5箇所の城館が確認されている。白石城に最も近い新館跡は白石城の南に位置する城

館跡であるが、早くからアパート建設等が進み、城館構造は不明である。

白石城跡は現在、市街地西端に位置する南北に延びる丘陵北端が範囲となっているが、古い白石城

は0.6km南 の傑山寺辺までを含んだ範囲との指摘がある (片倉1965)。 古い航空写真で城館の曲輸跡

が畑地として痕跡が確認できるとの指摘があるが、現在は宅地化が進み過去の地形読み取 りは難しい。

次に発掘調査が実施された近隣の遺跡を紹介する。城内屋敷遺跡 (県遺跡番号02260)は鷹巣字城

内屋敷に所在し、白石市役所から東へ2.6kmの丘陵上にある。北緯38度0分6秒、東経140度38分58秒

付近に所在する。鷹巣古墳群に隣接している。都市計画道路建設に伴い平成 7年 11月 ～12月 に確認調

査が実施された (第 8、 9図 )。 調査区は大きく北区、南区に別れ、それぞれ トレンチが 6、 8カ所

設定された。発掘調査面積は856.8ゴ である。付近の標高は95m～ 100mである。南区の 1ト レから土

坑 1基が発見された。円形を呈し、直径は1.3～ 1.4mで深さは0.9mで ある。壁面は途中で若千屈曲す

る。 1ト レ北側、 2ト レ中央では、性格不明の落ち込みが確認された。これは 1ト レから6ト レまで

続 くようである。等高線に沿っているようにも見える。須恵器 2点を図示した (第 12図 1、 2)。 こ

れらはゴヒ区 1ト レ、表上下から出土したもので、 1の外面は平行タタキ、内面は青海波文、 2の外面

は平行タタキ、ヨコナデ、内面はヨコナデである。この他、北区3ト レ、表土下から須恵器片 2点が

出土している。この内、 1点は断面に赤褐色を呈しており、 5世紀代の須恵器に多い特徴である。北

区 2ト レ、表上下から須恵器 1点、南区 1ト レ、溝状遺構確認面からやや摩減した須恵器 1点が発見

されている。
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第13図 銚子ヶ盛〒与墳位 i量図 (S=1/500)

銚子ヶ盛古墳 (県遺跡番号02008)は白石市字銚子ヶ森にあり、白石市役所から南東へ0。75kmの斎

川左岸の沖積平野に所在する円墳である (第 1図 33)。 北緯38度0分0秒、東経140度37分42秒付近に所

在する。江戸時代から知られた古墳で、鷹巣古墳群の一部である。都市計画道路建設により、一部が

事業地となることから、平成 3年10月 に発掘調査が実施された (写真図版48)。 発掘調査面積は47.51

∬である。付近の地表の標高は45m前後である。現状で墳丘高は2.1～2.2mである。 トレンチが 3カ

所設定され、それらを繋ぐ形で調査区が設けられた。調査は墳丘の西側の一部であったが、墳丘の広

がりを確認できた。調査の結果、直径12～ 13m、 表土を除く高さは1.65mで あった。東側が若干歪に

なっている。

遺物は少量出土し、第17図 1(写真図版48-5の 1)は第 3ト レンチ、 2層出土、縄文中期の大木

9式、 2(写真図版48-5の 2)は第 3ト レンチ、 3層出上、土師器奏底部片である。 6～ 7世紀代

と考えられる。外面はケズリ、内面はハケメ、推定底径は4.9cm、 残存高は2.7cmで ある。写真図版

48-5の 3は土師器甑の底部片、内外面は粗いナデである。昭和58年頃に市内の中学生が文化財標柱

設置で掘り返された土から表採した資料である。写真図版48-6の 1は内外面ともハケメの上師器で

7世紀代、地表土出上、同 2、 3は赤彩土師器 2点で第 3ト レンチ、3層出上である。図示はしなかっ
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第14図 銚子ヶ盛古墳測量図 (S=1/200)

たが、地表からは近代以降の陶磁器 3点、鉄製品が見つかっている。

茶園遺跡 (県遺跡番号02033)は福岡蔵本字茶園に所在し、白石市役所から北東へ約1.8kmの 丘陵

先端に位置し、白石市街を見下ろせる場所にある。北緯38度0分37秒、東経140度36分15秒付近に所在

する。昭和50年 10月 に最初の確認調査が実施されている (中橋 1976)。 白石市では総合福祉センター

を建設する計画があったことから、平成 6年 3月 に確認調査を実施した (写真図版49)。 第18図では、

昭和50年調査図面に今回の確認調査 トレンチを重ね合わせた。アルファベットが昭和50年調査、ロー

マ数字が今回の調査の トレンチ呼称である。標高は120～ 140mほ どである。Vト レンチで土坑が 1基

発見されたのみである。土坑は長軸lm、 短軸0.4m、 深さ0.4mの大きさである。発掘調査面積は705∬

である。遺物はⅥトレンチから江戸時代の悟鉢、産地不明、おろし目に釉なし、近代、国産、洋食器 ?、

土師器細片、Ⅷ トレンチからは土師器細片が出土している。 (写真図版33-7、 8)



口    ~
B�I=4&135

取 1

。45膨

45溺

第 1ト レンチ

■し
イ

/

第15図 銚子ヶ盛古墳 トレンチ位置図 (S=1/150)

＼
一

/

34



篤線生照銃褐FAt力�粘
賜 り
7が邸こ4轄禍色ンルト、しまリーあまりな
ム 10YR5/6黄縄色シルトを若干含と

難綴 躍紹 i

1費褐色シルトを級量含む
。融 、鞠 ―錬り守色

ンルトを

鷺3独〔亡与態:暮;:liilをと写警評歩叡こ紳(盛勃賞謂催)
1蘊予1綴 しま|りあり
籐 )、 若千糖性あり、酸化鉄を含む

=地
山, 9～101墳酪 、3～101基底部

第16図 トレンチ断面図

】先蜜留紆鷺活審夢翡霞紹 手i瑳譜畠犠―落上の
3η試窯量宥鰯跳 争ヽ輔見雲ザT争塩癖協艶分を送婦前こ
4編

`黄
褐色シルト、若千粘性あり、翻 化鉄

分を含と、地山P

岱=1/601

１

２

３

４

５

一
７
８
９
０
■
，

一一一

1紹 1離子影撤
,こlB::ケ4騒餅″キ|
10YR5/6黄褐色シルト、

L■卿 m
Ｖ
引

悦 了辮
0    5cm

一 第17日 出土遺鯵 G‐ 1/3)

| 〔〕       5



勁
徐

り
貯
）

ti――_二と・r

,― ―― __

占 日 ｀イお 尺 う

第18図 茶園遺跡確認調査 トレンチ位置図 (S=1/2,500)

Vト レンチ (S=1/200)

__水系レベル

南

東

第   生
色ω

西

●
Ｂ

●
Ａ

第19図 茶園遺跡Vト レンチの上坑



Ⅲ
ト
レ
ン
チ
北
壁

永
系
レ
ベ
ル

f/
~~
=

Vト
レ
ン
チ
東
整

爆
レ
ベ
ル

!卜
望望
F残
奨 者
ν4
贈
褐色
ンル
k孤
″ャ
根 多
い

1 
地
山
、
7う
る 撤
→
特
僑
色
ン
ル
ト
～
遭
物
測
片
(驚
業
上
器
片
〉
あ
り
,

YI
鉦
1異
辞苗
た
贈髄
ジ ルヽ
緯
、 カ
ヤ鰺
ぃ

H 
地
山
1、
獄
荘
勲
お
褐
色
シ
ル
ト

Ⅱ
 
地
山
2、
イ庁
章
れ
C舅
褐
色
ン
p1
/卜
、
灰
白
色
の
凝
仄
岩
ブ
ロ
ッ
ケ
を

含
む
、
小
藤
を
含
む

ω 『

第
20
図
 
茶
園
遺
跡
セ
ク
ン
ー ョ
ン
図
(1
)



協

永
系
レ
ベ
ル

ト
J

r卜
葵
ヱ
r異
畿
議
れ
鵬
色
シ
ル
�
44
4、
カ
ヤ
狼
多
ぃ

I 
蠅
山
1、
75
も
は
れ
Ⅲ 6
褐
色
ン
ル
ト

第
21
回
 
茶
園
遺
跡
セ
タ
シ
ョ
ン
図
(2
)



第 2章 調査にいたる経過

第 1節 調査に至る経緯 と経過
明治 7年に白石城が解体されてから、永年、市民の間では白石城復元の話が話題となっていた。地

元の不忘新聞紙上でも、この話題が掲載され、市議会でも取り上げられたり、昭和57年夏には福岡中

1学年の生徒が夏休みの課題で、三階櫓復元模型を製作したこともあった。昭和57年 7月 2日 に白石

市指定史跡となっている。

しかし巨額の復元費用、当時は市内に木造校舎が多数存在し、学校校舎鉄筋化率が県内最下位とい

う状況から、市としては学校建築を優先せざると得ない事情と、現地が公園として利用されていたこ

とが障害となり、復元構想はその都度立ち消えとなっていた。しかし、昭和62年度にはNHK『独眼

竜政宗』が放送されるに及んで、重臣であった片倉小十郎も大きく注目を浴びることになった。同年

の白石春祭りではNTT白石を会場に『片倉小十郎歴史展』が開催され、 3万 3千人の来場者があり

盛況であった。市内では歴史系博物館設置、白石城復元への期待が高まる中、昭和62年夏、白石商工

会議所では白石城の大手門復元を図るため、白石城大手門復元期成会を設置し、募金事業を始め、大

手門跡に募金を呼びかける看板設置を行った。

こうした中、白石市では昭和63年に策定した第 3次白石市総合計画の中で、まちづくりの二大核の

ひとつとして「お城山整備計画」を掲げた。

昭和63年 8月 には益岡公園整備基本構想検討委員会が設置され、市では委員会へ益岡公園整備基本

計画を諮問した。委員は我妻健治 (成城大学)、 渡辺信夫 (東北大学)、 平井聖 (東京工業大学)、 清

水真澄 (成城大学短期大学)、 吉原健一郎 (成城大学)である。平成元年3月 に委員会から答申があり、

その中で市総合計画と調和した白石城の復元が掲げられた。城復元の気運が盛り上がる中、平成 3年

2月 に白石城三階櫓復元推進市民の会 (会長は白石商工会議所小林新助会頭)が発足し、募金、瓦の

寄進、広報活動等を実施した。事務局は白石市中央公民館内の白石市文化協会に置かれた。この前後、

少なくとも昭和63年から平成 5年頃には白石春祭りの期間中、電球によってかつての三階格形を表示

する試みも行われた。一方、白石市では市役所内部に白石城復元推進委員会 (助役、教育長、都市計

画課長、建設課長等関係課長 9名)を発足させた。

昭和63年 12月、白石城復元基金条例を設置し、基本額を5億円とした。平成 3年 9月 10日 における

基金残高は総額462,590,857円 となり、うち市民等からの浄財は、128,238,466円 であった。このような

中、平成 3年 8月 には市民から城復元の浄財集めと称して寄付金集め詐欺を行った人物が逮捕される

事件もあった。白石城復元基金は最終的に個人寄付141名 60,985,371円、法人寄付82団体110,464,533円、

市一般会計積立339,800,000円 、利子108,035,575円、合計619,285,479円 となった。平成 7年 3月 に全額

取り崩し、基金条例は廃止となった。好景気、城復元という親しみやすく、分かり易い事業であった

ことから、多くの寄付が寄せられた。

また、昭和64年 1月 市広報紙では市職員を偽って白石城絵図、歴史史料収集が行われているので、

市民に注意を呼びかける程であった。

「―
―
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その後、専門家による復元のための各種資料収集が行われ、併せて発掘調査による資料整備の必要

性も出てきたので、宮城県教育庁文化財保護課と協議し、その指導により白石城調査指導委員会を設

置し、遺構確認調査並びに一部事前調査を実施した。復元構想及び計画は三階櫓の復元から、大手門

までを含めた本丸北辺の復元に計画が拡大されたことから、発掘調査範囲も順次、三階櫓跡から大手

門跡へと順次、移動していった。平成 2年及び3年には三階鵜跡及び周辺、平成 4年には大手門跡及

びその周辺部分の調査を実施した。その後、三階権跡北側及び東側の井戸の調査を実施した。白石高

校敷地の調査は平成 6年に実施した。

市内部では復元事業を担当する振興課に有能な職員を重点配置し、教育委員会では文化財専門職員

募集も行った。しかし、好景気で大手不足の時代背景もあり、新たな専門職員配置は実現しなかった。

この間、新聞等の取材で復元事業が取り上げられることが多くなり、市内外において城復元に対す

る期待が高まった。特に読売新聞では「白石城物語」が平成元年4月 から平成 4年 3月 まで、中断を

挟みながら連載された。また、城復元方法をめぐっての見解の相違が大きく報道されたこともあった

(河北新報1992年 9月 15日、21日 、26日朝刊)。 しかしながら、城復元が市民の琴線に触れたためか、

発掘調査及び復元工事中も見学者が多く訪れた。



第 3章 白石城関係資料

ここでは文献史料からみた白石城について述べたい。基本的な史料は次に掲げた。また、白石市南

町の渋谷氏から寄贈を受けた渋谷家文書 (約 380点)に は「御山林役方覚」があり、白石城再建時の

材料調達についての記述がある。内容は文政 2～ 4年、白石市西部の小原地区の堀ノ内、苗振等から

白石城の大塀廻り、櫓普請のため、木舞竹に使用する竹を用立てたものである。

『白石城天守閣 (三階櫓)復元建設工事報告書』では、三階櫓の規模について関連史料を掲載して

いるが、大手門については掲載していない。ここでは、大手門の関連史料を掲載しておきたい (旧字

は常用漢字とした)。 また、次に修復関連年表、そのほかの関連資料を写真図版に掲載した。

◎『白石城略記』安政元年 (1854)の抜粋 (仙台市博物館蔵)

一、本九ヨリ大手ニノ門北南脇石垣高サー聞半

一、同出シ塀一ノ門脇高サー間

一、同出シ塀ニノ門北ノ下石垣高サ三間五尺千人溜上下水 卜井ノ所二巽ノ方角二階櫓下石垣高サ四

間半勘定所前二午ノ方裏門脇石垣高サ三間二尺坤ノ方角三階櫓下石垣高サ四間一尺

一、大手ニノ門西折廻シ石垣高サニ間四尺

一、大手門脇石垣争ミ三坪裏高サニテニ間上ハ横四間四寸下ニテ三間一尺門名

一、本九ニノ門長六間半二間本丸大門也

一、同一ノ門上二間三尺六寸五分下一間三尺七寸井ノ前平地菱門

一、大手一ノ門長サー間三尺七寸横一間七寸

一、同ニノ門三階長四間一尺人寸横二間矢狭十九窓三ヶ所

◎『御城御普請御願済之御奉書之事』の抜粋 (『白石市誌資料』第31巻795頁 )

一、在所刈田郡白石本九大手門、裏門、三階櫓壱ヶ所、西南北囲塀都合百間其外城下家作焼失二付

右両門井二塀櫓以連々如元之取達候儀任絵図面御願被成候所絵図面朱引之趣可被仰付旨御老中御

連名之御奉書フ以被仰渡候、此旨可申渡由御意二付恐々謹言  平賀美濃 石田豊前 後藤孫兵

衛 福原縫殿 松前和泉  文政三年正月十九日 片倉小十郎殿

◎『白石城住居之覚』 (白石市図書館蔵)

平山城 桝岡城

一、三階門 長六間半横二間一尺三寸 石垣高一間三尺五寸

白石城の修復関連年表

慶長 5年 7月 24日  伊達政宗、上杉領の白石城を攻撃。 (片 )
7月 25日  片倉景綱・石川昭光連署による城兵の身命を保証する起請文を与え、白石城開城。 (片 )
8月    この頃、白石城中普請。 (片 )
8月 14日  政宗、白石城を看川昭光に預ける。 (片 )



7年 12月  片倉景綱白石城を拝領。 (片 )
8年 2月 8日  片倉家白石城へ入る。 (片 )

正保 3年 4月 26日  地震のため「石垣壁櫓等」崩れる。 (片 )
承応 3年 3月 11日  「東照大権現御神興」を迎えるため、「大櫓の南の方」に「御恨殿」を建てる。 (片 )
寛文元年間 8月  破損により再鋳していた鐘が完成し、掛けられる。 (片 )
3年 12月 28日  正保 3年の地震等により破損していた石垣、櫓等の修復につき伺い提出。翌年中に完

成。 (片 )

7年 2月晦日 「東之方る垣」普請開始。 (3月 9日 終了。片)
延宝 6年 8月 17日  地震にて石垣崩れる。年内中に修復完了。 (片 )
貞享元年 6月 29日  石垣普請につき、「元の如く」修復するよう老中より指示がある。 (片 )
4年 5月 28日  「本丸艮方石垣」崩れる。 (片 )
5年 7月 21日  「西曲輪切通門北脇」の石垣崩れる。 (片 )

元禄 4年 12月 28日  「二之九大手二之門南脇袖屏之土台下石垣」崩れる。 (片 )
5年 5月 16日  「坂口門東厩曲輪南之方土手上留石垣」崩れる。 (片 )
7年12月 13日  「白石城普請」が幕府より許可された旨、藩より申し渡しがある。 (片 )
8年 1月 23日  「白石城石垣普請」始まる。 (片 )
10年間2月 4日  「坂口門東厩山輪南之方土手土留石垣」崩れる。 (片 )
8月 6日  「乾之門北脇土留石垣」崩れる。 (片 )
8月 13日  「乾之門北脇西之方土留石垣」崩れる。 (片 )

11年 1月 26日  「坂口門東厩曲輪南之方土手土留石垣」崩れる。 (片 )
15年 3月 29日  「西曲輪切通門西之方南脇土手土留石垣」崩れる。 (片 )
7月 28日  普請願につき、老中より許可された旨藩より申し渡しがある。 (片 )
8月 16日  同上普請開始。 (27日 終了 片)

享保16年 9月 7日  「大地震」にて石垣、櫓、堀等多くの箇所が損壊。 (片 )
17年関5月 朔日 白石城下より時鐘を撞く事を許される。 (片 )
6月 5日  「白石城普請之儀」老中より許可があった旨、藩より申し渡しあり。 (片 )
27日  城普請始まる。 (片 )

18年 6月 28日  城普請成就につき、当主村定藩へ御ネL。 (片 )
19年 2月 6日  「白石城本九三階裏門取付之段相達す」。 (片 )

寛保 3年      「御勘定所出火」 (年 )
宝暦 6年 3月    「大烈風」のため、城内の松が折れる。 (年 )
寛政 9年 4月 28日  8代 当主片倉村典奉行職、嫡子景貞白石城締り拝命。 (片 )
10年正月12日  幕府の国日付白石城見分の際、景貞に名代として案内役を務めることを藩から許可され

る。 (片 )

5月 3日  「公儀御日付衆」来白。翌日白石城見聞。景貞名代を務める。 (片 )
文化 7年 7月 12日  これまで使用していた「時鐘」破損につき、以後「当分」の間太鼓を使用する。 (片 )
文政 2年 5月 2日  白石城焼失。 (片 )
3年正月29日  白石城元の如く建築につき、老中奉書到来。 (片 )
3年 5年 2日  「太守 (仙台藩主伊達)斉義公御入部」、 白石城御上り無し。 (年 )

「御城御普請中人足御手伝五ケ年」。 (年 )

4年 4月    大手門に銃を上げたい旨伺いの処、藩奉行衆より「御下知」。 (認められたものと思われ
る。 年)

5年     白石城普請云々。 (開 )
6年 9月  「大権御成就」。 (年 )
8年 2月 15日  「御城石垣普請向五年見詰御端立 仙台御役人下ル」。 (年 )
12年     「御城巽角櫓」、「石垣四ケ所」完成。 (年 )

弘化元年 2月 2日  夜中12時頃より翌 3日 夕方まで「烈風」のためお城等「大破」。 (年 )
元治元年 3月 23日  「御城中御普請御端立」。 (年 )
慶応 2年 11月    太鼓堂東御門に移る。 (年 )
明治元年10月 9日  白石城、片倉家より白川口総督府へ引き渡し。 (年 )
明治 7年 7月 28日  白石城、民間に払い下げ～逐次解体。

注記…… (片)=片倉代々記 (『白石市史』 4所収。)
(年)=年代重要記 (    ク    )
(開)=開巻有楽
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第 1節 史料からみた白石城
白石城はよく知られているわりには、謎の多い城である。

一 白石城は何時、誰が築城したのか。
一 上杉領となり、古城を新しく縄張りし、白石城を築いたとの説があるが、本当か。
一 城下町と石垣を持つ増岡城を築城したのは、蒲生という伝承は本当か。
- 2階櫓から3階櫓に改造できたのは謎、その時期は何時か。

など、数えればキリがない。しかも、こうした謎は、これまで全く明らかにされていない。多分そ

うであろうという仮説と、伝承という形で伝わってきたに過ぎない。

白石城復元に先立って、発掘調査が行われたが、調査は予想外の発見や、これまで謎とされてきた

事等も明らかになったり、数々の新しい資料の蓄積もあった。しかし、また謎となったこともある。

近世増岡城築城の伝承

天正19年 (1591)豊臣秀吉による奥州仕置によって、伊達政宗は岩出山に移され、白石地方は蒲生

氏郷領となり、刈田33ヶ村 (3万 8千石)は蒲生源左衛門の支配地となった。

伝承によると、源左衛門は古い白石城を、新しい鉄砲による戦いに備えて、石垣を持つ近世の城に

改造、城下町もつくり増岡城と名付けたと伝えている。

源左衛門の増岡城在城は約4年間で、文禄 4年 (1595)に は須賀川に移るが、この移封時に、増岡

城を破壊して移ったと伝える説が、福島県史に記されている。この説が確かなものなら、文禄 4年以

降、増岡城は廃城となったと考えられる。

上杉家の白石城築城説

文禄 4年の増岡城廃城後 3年の、慶長 3年 (1598)に 白石・刈田地方は上杉景勝領となる。

上杉家は、甘糟備後清長を白石城主に任命する。この甘糟が白石城を築城したという説がある。あ

まり良好な資料ではないとされているが、「嚢塵埃拾禄・ノウジンアイシュウロク」に・白石町裏、

西方に古城有り、人皇108代後陽成天皇の御時、慶長 5年夏4月 、上杉中納言景勝、初めて地を開き、

縄張りして此城を築構て、家臣甘糟備後守清長を居らしむ云々。とある。つまり、新しく古城を縄張

りして白石城をつくったということで、増岡城は廃城となっていたようにも受け取られる。

この上杉家の白石城は、 2年後の慶長 5年 (1600)の関ヶ原合戦時に、伊達政宗によって攻め落と

され、慶長 7年には片倉小十郎が拝領して、代々片倉家の居城となった。

こうしてみると、蒲生は、白石在住 4年間のあいだに、増岡城及び城下町をつくり、その城を破壊

して須賀川に去り、甘糟は、この廃城となった古城を、 2年程で白石城に改築し、政宗の攻めにあっ

て落城したことになる。

現在、大型の土木機械を駆使して、復元工事が行われている。しかも、城のごく一部の復元でさえ、

2年以上もかかる工期である。



どう考えても、蒲生の4年 。上杉の2年の年月での、築城や改造は短い気がする。

こうした疑聞も、発掘調査によって解明できるのではないかと思いながら、石垣の調査を行った。

石垣の謎

今回の復元では、残っている石垣のなかで、使用できる石は元の場所にはめ込んで使うことになっ

ており、慎重に調査をした。

城の石垣の積み方は、大きく3種類に分けられる。年代の古い順に、野面積み・打ち込みハギ・切

り込みハギの3種の積み方がある。

野面積み 加工しない自然石をそのまま積み上げる技法で、石の奥行きを長く深くして積み上げるの

でゴボー積みともいう。また、近江国滋賀郡穴太 (ア ノウ)村の村人は、古来から石工の集団で、こ

の石積みの技法を受け継いでいることから、別名穴太積みともいわれている。

安土城・松本城・犬山城など、天正から慶長 5年頃までの城はこの技法で積まれたものが多い。ち

なみに、穴太村は蒲生の旧領地でもあった。

打ち込みハギ 石の表面をたたいたり、割ったりして、平らにして積み上げる技法で、石の大きさは

不揃いである。

熊本城・姫路城 。名古屋城などの慶長 5年頃から慶長末年頃までの城に多用されている。

切り込みハギ タガネで四角に整形し、整然と積み上げる技法で、大坂城 。江戸城など寛永年間頃ま

での城や、江戸時代の石垣の修理などに使用されていた技法である。

こうした石積みの技法を、自石城の石垣に当てはめてみると、

野面積み技法は、 3階格部分と櫓から南に延びる石垣部分。

打ち込みハギ技法は、 3階櫓北側接点から大手門を含み、東側の石垣部分。

切り込みハギ技法は、白石高校裏門付近から大手―の門までの間に、部分的にみられる。

このように、白石城の石垣は、 3種の技法が混用されている。これを詳しくみると、

3階櫓の部分は、大きな自然石を積み上げ、裏込めの栗石もしっかり詰めてあり、堂々たる野面積

みであった。

これは、蒲生の築城の伝承に矛盾せず、前支配地の穴太衆の技法で、積み上げたと考えられる。し

かし、蒲生時代の増岡城は、櫓部分から西側のみの石垣であったことが明らかになった。また、石垣

に中世の板碑なども組み込んでおり、裏込めには石臼など、庶民の生活用具などを割って詰め込んで

いることから、石材集めは苦労したとみえる。

大手門までの石垣は、打ち込みハギ技法によるもので、石垣をはずしてみると、石の表面は大きく

みえるが、厚みがなく、平べったい石で、裏込め石も所々にはみられるが、少量で殆ど用をなさず、

石垣というよりは、石を張った石壁状のものであった。さらに、石垣の裏側の切断した断面をみると、



古い時代の土塁であることが明らかになった。この上塁の表面に、単に石を張り付けた状態の、打ち

込みハギ技法による石垣であった。

こうしたことから、蒲生の増岡城は、古白石城の全域、もしくは、一部の施設を利用して近世の城

に改造したと考えられ、石垣は櫓付近の一部を積んだだけで、ほかの部分は土塁や空掘などの状態で

あったと考えられる。おそらく増岡城は完成をみずに蒲生が去り、廃城となったものと考えられる。

その3年後、上杉家は伊達政宗に対する備えとして、白石城を再建するが、その工事は日時との戦

いで、本格的な石垣は積めず、見せ掛けだけの脆弱な石壁状のものしか作れなかったのではないか。

それと、この時代の白石城周辺の環境は、現在の寺前から片倉製糸・刈田病院・市民会館周辺は、

湿地帯や河川の氾濫地であり、この方面からの攻撃は想定されておらず、手抜きも考えられよう。

この上杉の白石城は2年後、政宗によって落城するが、引き継いだ片倉家は、その維持に大きな負

担を背負うことになる。

江戸時代の城の改造や修復は、すべて幕府に、城の現状絵図を付け、修復箇所を届け出て、承認を

もらい、修復完成後は幕府の検閲を受けねばならない。それも幕府はいつも「いずれも先規の如く修

復」を命じ、新規の改造や規模の拡大などは、殆ど許さなかったようである。

片倉代々記をみると、白石城の修理は飛び抜けて多い。大きなものだけでも約30回程の普請記事が

みえる。その大部分が石垣の崩壊であった。

その度の修復は、先規の如くといわれても、恐らくできず切り込みハギの新しい技法で、修復され

たものであろう。その跡が東側石垣から大手―の門にかけて見られる。

今回の復元も、この部分に現存する石は使用不能で、新しい石材で本格的な打ち込みハギの石垣に

なった。

2階格から3階櫓への改造のナゾ

蒲生 。上杉時代の白石城の規模や構造については、全く不明である。

正保元年 (1644)幕府は全国の大名に、「城絵図」の作成を命じ提出させているが、「奥州仙台領白

石城絵図」(内閣文庫蔵)これであり、この絵図で初めて白石城の姿が明らかになった。この正保の

絵図は、大櫓は2階に描かれている。

正保絵図に次いで古い絵図は、寛文 3年 (1663)に 城の修理のため、幕府に提出した、修理絵図の

控えと考えられている「刈田白石城絵図」 (県立図書館蔵)である。

この寛文 3年の絵図の大櫓は、 2階櫓ではなく3階櫓に描かれている。このことは、白石城の大櫓

は、正保元年から寛文 3年までの20年程の間に、 2階から3階に改造されたことになる。

片倉代々記によると、正保 3年 (1646)4月 24日 に仙台・白石地方に大地震があり、仙台城 。白石

城共に櫓や石垣が崩壊し、正保 4年城絵図を添えて修復の願いを出し、幕府老中から「白石城の崩壊

については、如元普請有るべく候 此のクト櫓、塀之儀 先規の如く尤もに候」と、正保 4年 日附の3

老中署名の許可証が、仙台藩宛にきたとある。

この許可証によると、櫓・塀は、先規の如くとあるから、絵図のように2階櫓が再建されたと見る
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のが自然である。

しかし、代々記の寛文 3年の頃には、正保 8年の地震時の修復中、大猷院様 (家光)の御他界で、

修理を中止し3分の 2が未修理になっている。この事は、毎年下向する公儀の御目付の了解は得てい

るが、破損がひどくなったので、老中へ修復窺いをだし、翌年に修復が終わったとある。

この寛文 3年の4笏復窺いの箇所は、

○ 西南角櫓但し曲屋 右椿土台朽めり申侯二付而一字立直申候

○ 大手 2階櫓

○ 本丸東方石垣

○ その他正保時の石垣

となっている。さらに、このように修復記には大櫓についての記事はない。しかし、この寛文の修

復窺いの絵図の大櫓は 3階櫓に描かれている。

つまり、この20年間のある時期に、幕府に無届けで 2階から3階に改築が行われた事になる。厳重

な監視下にあった城の、無届けの改造は考えられないことであり、全 く不思議なナゾといえる。

このナゾ解く一つのカギとして、読売新聞連載の「白石城物語」に、 2層 と3層の絵図について、

城郭研究家の神山仁さんの話として一一正保の城絵図は幕府の命令で作ったものだが天守の階層につ

いては正確でない例が他にもある。従って、3階櫓は白石城初期、つまり蒲生 。上杉時代から3層だっ

た可能性がある一―と疑問をなげかけている。

この度の大櫓の復元に先立って、発掘調査が行われ、 3回の裕の建て替えが確認されたが、それぞ

れの遺構の櫓の規模の詳細な解明までは行われず、遺構は保存されることになった。

3階櫓の調査

発掘の結果、大櫓は3回の建て替えがあった。

一 掘立柱の建物跡

一 礎石を持つ建物跡

一 大石を据え込んだ建物跡

調査結果は、一番新しい時期は大石の時期であったが、この時期での設計は難しいとのことで、協

議の結果設計を変更し、この発掘の跡を保存することになり、復元完成後は、 1階の床を上げると発

掘の跡が見られる構造になっている。

数多い白石城絵図

城絵図には、場内の個々の建物などは描かれていないが、堀・空堀・石垣・土塁・櫓・塀・門・井

戸などの位置や、防備上の構造が正確な縮尺で描かれている。

このような白石城絵図が、読売新聞記者 。名村栄治氏によると約20種類程が確認されるという。一

つの城に、これ程多くの絵図が描かれ、また、残っていることも非常にめずらしい。

これらの絵図の多くは、城の修復などの際幕府に提出するため製作されたもので、絵図から見ても



数多くの修復を要した白石城であったことが明らかであろう。

主だった白石城絵図は

一 「奥州仙台領白石城絵図」 (国立公文書館内。内閣文庫蔵)

正保元年 (1644)に 幕府が、全国の城持ち大名に城絵図を作成させ提出させたもので、自石城絵

図では最も古い絵図である。大櫓は2層である。

大きさは、■5メ ートル×1.54メ ートル。

一 「刈田白石城絵図」 (宮城県立図書館蔵)

寛文 3年 (1663)作成。大きさは、0。95メ ートル×1,03メ ートル。大櫓は3層である。

一 「メU田郡白石城下絵図」 (宮城県立図書館蔵)

前年ll月 から測量をはじめ天和 3年 (1683)完成。5枚切図になっており、 3分卦 (1間 を3分・

約 9ミ リ・に縮尺)で描かれている。現在 5枚の内4枚が残っている。

作者は、仙台藩士野村善右衛門外 4人。

大きさは、最大4.6メ ートルX13,7メ ートル。最小5,84メ ートル×7。18メ ートル。

一 「白石城絵図」 (宮城県立図書館蔵)

延宝六年 (1678)か ら測量をはじめ、 5年後の天和 3年に完成し.た。縮尺 3分卦。作者は仙台藩

士村上安太夫外 3人。

大きさは、3.93メ ートル×3.03メ ートル。

一 「白石城絵図」 (宮貌県立図書館蔵)

年代不詳

― 「白石城下絵図」 (白石市教育委員会蔵)

宝暦11年図を安政 3年写した図の大きさは、2.40メ ートル×■725メ ートル



第 2節 絵図からみた白石城
l 絵図から見た白石城及び城下の変遷

白石城及び城下絵図の確認例については第 表にまとめた。それらから城下の変遷について考えて

みたい。貌及び城下の変遷についての研究は片倉信光の研究 (片倉1979)、 中橋彰吾 (中橋1995)、 風

間観静 (風間1979)、 佐藤巧 (佐藤1994)、 名村栄治 (名村1995、 1996)等がある。

絵図における城の変遷に重きを於いた研究には片倉、佐藤、名村のものがある。今回、佐藤による

絵図群の分類を踏まえ変遷をたどりたい。佐藤が示した「正保絵図」、「正保後天和前絵図」、「天和絵

図」の案を活かし、最後の「天和絵図」を「天和以後宝暦以前絵図」と変えて考察を行う。「天和以

後宝暦以前絵図」としたのは、宝暦絵図が天和絵図と大きな違いがないうえ、詳細な絵図であるので

検討対象に加えたためである。なお、白石城は最終的に六丸五曲輪の構成になっている。

分析対象としたのは第2表の 1、 4, 7,18、 41である。絵図細部の比較は第 表に示した。正保

絵図及び正保後天和前絵図と天和以後宝暦以前絵図の間には、作図上の大きな精度の違いがある。両

者間には精度、幕命での作図基準の関係で省略、あるいは描かれなかった施設もあると推定される。

前者においては沼ノ丸及び西曲輪にあたる箇所が相対的に小さく、北寄りに歪んで描かれている。こ

れに対し本丸周辺は城の中心ということもあって詳細に、かつ大きく描かれている。つまり城の西側

が実際の姿と異なる形で描かれている。

変遷をたどると、白石城は江戸時代を通じて城域の拡大を図っていた (第 22図 )。 つまり、西曲輪、

館堀川の設置、沢端川の流路を変更して、三ノ丸と外曲輪の外堀を設置し、さらにその外堀沿いに土

塁上に柵木を巡らし、櫓場を設けるなど城の防衛機能を強化している。また沢端川は正保絵図から描

かれ、流路変更があるものの、基本的には変化はない。現況で沢端川をみると、白石女子校、いきい

きプラザ付近では、川の両側が川よりも緩やかに標高が高くなっている。つまり、沢端川から北側、

国道113号線に向かって標高が高くなっている。このことは、沢端川に先行する小河川によって形成

された自然堤防と考えられる。もともと小規模な河川がここを流れており、築城に併せて拡幅、流路

整備、白石川からの水の確保等が行われたと考えたい。

細部では本丸やニノ丸に堀を新たに設置している。一方、本丸のすぐ側にあった2カ所の櫓は、一

時、白壁塀が設けられるものの、最終的には土塁上の柵木、櫓場となっており、塀が撤去され、規模

縮小が行われている。

また未申及び巽櫓は、基本には大きな変化はなく、単層であるが、天和以後宝暦以前絵図では巽櫓

が二層に描かれているようである。幕末の絵図では両櫓とも二層に描かれているものがある。

最後に白石城は当初三階櫓だったものが、三階櫓に変更になったというこれまでの指摘についてふ

れておく。これは、以前から多くの人が指摘していることであるが、これに対し2つほどの反論が可

能である。

① 他の城でも三階櫓が、絵図において三階櫓に誤って描かれる例があることから、白石城も当初
から三階櫓であったが、作図段階で三階櫓に描かれた可能性があるという神山仁の見解である (名村

1995、 中橋1995)。



② 天守閣の形式で望楼型の場合、外観は三階櫓で内部は三階にみえる場合があるという見解であ

る。つまり実存の三階櫓が見誤って三階櫓に描かれてしまう可能性がある。現存する福井県丸岡城天

守が類例として示すことができるという (盛岡市教育委員会・室野秀文氏の指摘)。

以上の点をふまえ、絵図群を詳細に観察する。「正保絵図」では三階櫓に描かれているが、一階屋

根には千J鳥破風、三階屋根は入母屋破風であり、層碁型とみなせる。「城郭協会絵図」 (第 2表18)で

は三階櫓に描かれ、一階屋根には千鳥破風と唐破風、三階屋根には入母屋破風が付くようである。三

階屋根は入母屋破風であり、望楼型とみなせる。「寛文絵図」では三階櫓に描かれ、各階屋根に千`鳥

破風が付き、層塔型とみなせる。「天和絵図」では、付櫓があり、三階櫓である。三階及び三階屋根

には入母屋破風が付き、望楼型とみなせる。

この様な三階櫓の検討結果からすると、当初から白石城は望楼型の三階櫓であった可能性が高い。

「正保絵図」では入母屋破風ではなく千鳥破風に描かれているが、入母屋破風を誤って描いた可能性

があるうえ、櫓自体が簡略化した描き方になっており、「城郭協会絵図」ほど詳細かつ正確に櫓は描

かれていない。したがって簡略化の中で本来描かれるべき一階もしくは三階屋根の入母屋破風が省略

されたために、三階櫓に描かれたと推定したい。その他の絵図においては入母屋破風もしくは千`鳥破

風が描かれ、望楼型の可能性が高くなる。白石城三階櫓が蒲生氏郷によって築城され正保年間以降ま

で残存していたとすると、全国の初期の天守には望楼型が多いことから白石城の三階櫓は望楼型で

あった可能性が高い。この三階櫓は幕末まで存続し文政二年の火災以後の再建で、より新しい型式で

ある層塔型に改められたと思われる。

幕藩体制下においては一般に城の拡張は非常に困難と考えられてきたが、近年、仙台城本丸跡発掘

調査 (仙台市教育委員会1998)に おいても、複数時期の石垣が発見され、創建時の石垣の上に新しい

石垣を築き、本丸域を拡張している。条件等によっては城の拡張、増強は実施できたものとみなせそ

うである。実際、白石城においても西曲輪等の増設が行われており、このような考えに立てば、白石

城の三階格から三階櫓への規模拡大は否定することはできない。しかし、正保年間から寛文年間まで

に、地震により櫓への被害が史料で確認できるものの、櫓を建て替えたとする明確な史料はなく、上

記①②とそれを踏まえた検討結果から当初から白石城は望楼型三階櫓を具備していたと推定される。

2 数値でみる城域の拡大

絵図からみると白石城域は拡大の一途をたどっている。イ、正保年間、口、正保後天和前、ハ、天

和以後宝暦以前の3つに分けて考えてみたい。

城絵図の中でも記載が詳しい安政 3年写 (宝暦11年)と平成元年都市計画図を重ね合わせて検討す

る。この試みは、既に実施されており (我妻1995)、 今回、これを外曲輪まで拡大し城域の拡大を検

討するものである。

まず、頻域をいくつかに区切ることにする。本九、ニノ丸、中ノ九、南ノ丸、厩曲輪、帯曲輪を①

とする。②は西側の沼と南ノ丸へ伸びる細長い空堀部分とする。③は沼ノ丸と西曲輪とする。④は三

ノ丸の北西端から西の部分、つまり安政 3年絵図で土塁で仕切られた区画で、西に尖った三角形状の

土地である。⑤は三ノ九、⑥は外曲輸である。



それぞれの面積を、都市計画図とプラニメーターを用い 3回計測した後の平均で計算すると①

84,250ど、②10,978ど、③は45,808ゴ、④12,283だ、⑤89,280∬、⑥56,987だ となり、全体では299,586

だとなる。

絵図群と対比させるとイは① +②、つまり95,228だ 、口は①～①の合計141,036ど 、ハは①～⑥の合

計299,586ど となる。イから口へは1.48倍、 口からハヘは2,1倍 となっている。

しかし、この拡大から順次、城域が拡大し機能を強化したとばかり言えない面がある。ハの段階は

確かに城域が最大となり、城の最大形を示している。イの時期には三ノ丸、外曲輪にあたる箇所は、

単に侍屋敷と記されているものの、城の一部とは認識されていない。西曲輪も同様である。絵図群を

通して判るのは、イの時期には既に存在した侍屋敷が順次、頻域として取り入れられていることであ

る。それが先に示した見かけ上の面積拡大に繋がっている。

第 1表 各絵図群の比較
イ 正保絵図 口 正保後天和前絵図 ハ 天和以後宝暦以前絵図

三階櫓 三階櫓 三階櫓 三階櫓

本丸未申櫓 一階櫓 一階櫓 一階繕

本丸巽櫓 一階櫓 ―階櫓 二階櫓カ

ニノ九 蔵屋敷 ニノ丸 ニノ九

巽橋 土塁上に巽櫓 土塁上に鉄砲狭間白壁塀と巽櫓 櫓なし (土塁と櫓場)

丑寅櫓 土塁上に丑寅櫓 櫓なし (土塁と柵木列) 櫓なし (土塁と柵木列と櫓場)

西曲輪 侍屋敷 西山輪 西曲輪

沼ノ丸 沼あり 沼あり 沼ノ丸

館堀川 な し 館堀川あり 館堀川あり

巽曲輪 な し な し 巽曲輪あり

三ノ丸外堀 な し 堀のみあり 堀、土塁上に柵木、櫓場あり

外曲輪外堀 な し 堀のみあり 堀、土塁上にIIm木、櫓場あり

本丸南西堀 な し な し 堀あり

ニノ丸西側堀 な し な し 堀あり
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第2表 白石城絵図及び城下絵図
番号 名 称 製 作 年 代 法   量 所 有 者 文   献
1 白石城絵図 正保年間 159× 154 回立公文書館 片倉1982

2 刈田郡白石城下御絵図 天和三年 (1683)
584× 718、

461X1375 宮城県図書館
ナ,弁卦1982
宮E図 10破

3 刈田郡白石城絵図 寛文四年 (1664) 095× 103 宮城県図書館 宮県図1993

4 白石城絵図 天和三年 (1683) 303× 415 宮城県図書館 宮県図1993

5 白石城下絵図 不明 158× 175 宮城県図書館 宮県図1993

6 白石競普請奉窺図 貞享元年 (1684) 1348X1568 仙台市博物館 仙台市博1994

7 奥州仙台領白石城並城下絵図 天和三年 (1683) 2937× 2052 仙台市博物館 仙台市博1994

白石城絵図 元禄十五年 (1702) 1346X1554 仙台市博物館

白石城絵図 寛政十年 (1798) 163× 1723 仙台市博物館 片倉1982

白石城図 不 明 91× 97
仙台市博ツ館
伊達家寄贈文化財

仙台市博1966

白石城絵図 不 明 97× 91 仙台市博物館
イ山FJFFT子 ウ″套言1987
p59
奈4赤キlooA

白石城下略図 幕末
仙台市博物館
(奥羽盛衰見聞誌)

白石市1971
D717

白石城の図
りЦ泊含41至F (1908, 月景
木 闇三 逆 面

1358× 621 仙台市博物館 仙台市博1994

白石城略記抜粋之図 (コ ピー ) 108× 1072 仙台市博物館 仙台市博1994

白石城本九屋形図 近世 1175× 1139 仙台市博物館 仙台市博1994

白石城下屋敷割図 近世 79× 119 仙台市博物館 仙台市博1994

17 奥州仙台領白石城並城下絵図 貞享元年 (1684) 303× 210 斎藤報恩会
′r券ゴ1982
4争オす1996

白石城正保様式図 正保以後天和以前 195 X l 15 (財 )日本城郭協会
日本城郭協会編 1984、
奔4ホヤ1995

日本分国絵図 (奥州白石城図 ) 享保年間写本
国立公文書館
言己す争17611282

日本古城絵図第13峡東山道之部 (6:
奥州白石城下絵図

江戸中期～後期 1214X1088 国
立国会図書館

稲垣家旧蔵

奥州白石 以中図縮之 寛文頃 289× 408
前田育徳会専経閣文庫
(諸国居競同Ⅲ

奥引1白石 寛文三年 (1663)
釜沢 巾立 上川 凶昔錦

(諸国居競 之 岡集 )

奥州白石城図 丙午年 407× 564
岡山大学図書館
池田文庫

仙台之内白石城下絵図 不詳 99× 102 秋田県公文書館

白石城下絵図 不詳 82× 79 東北歴史博物館 東北歴史資料館1994

白石城下絵図 写 し 宮城教育大学 回文研1990

奥州白石城図 三康図書館 (東京都 )
日本 城耶 1/1究 セ ンター

1001

城下絵図
江戸 初 期 ?

(管 支 3年晒
｀

広島市立中央図書館

(旧浅野文庫 ) '飛

間1987

原田・矢守1982

白石城下絵図 正徳 3年 (1713) 78× 108 個人蔵 岩谷堂伊達義隆家旧蔵

白石城絵図 幕末 1105× 865 沢端町・高橋家 名かす1995

白石城下家中屋敷図 幕末 森治右衛門
lklFHg 1979

奇クA氏

白石城と家中旋験図 幕末～明治 11× 34 片倉家 中橋他1979

白石城略記抜粋之図 白老町・鈴木家 名ホす1995、 1996

白石城下絵図 不 明
現在所在不明
前編、11百

阿子島、片倉、岡崎
1967

白石城城下絵図 幕末 郷土館 中橋他1979

白石全図 近代 701× 538 白石市教育委員会 小片氏旧蔵

益岡城図 昭和 9年 (1934) 1072× 958 白石市教育委員会 小片氏旧蔵

白石城絵馬
昭和10年 (1935)
斉藤清三郎画

182X09 郷土館 中橋他1979

白石城下絵図 日召和14年  (1939) 512× 748 個人蔵

白石城姿図
明治末～大正
/卜閣室注面 個人蔵

白石城下絵図
女 峡 二年 与

(宰暦 十一年 、 1761
24X1725 臼石市教育委員会

(仙台市・半沢氏旧蔵)
白石市教委1990

奥州白石城図
寛政頃

(伝中川忠英の製写 )
99× 91 白石市図書館

白石城下絵図 (武家屋敷配置図) 文政年間 85× 65 白石市立図書館 'コ

FヽHa1979

p,265

4とホ寸1996

武家屋敷配置図 万廷年間 不 明
,喪 FヽBF1979
h,A氏



番号 名 称 製作年 代 法   量 所 有 者 文   献

45 屋敷配置図 天保年間
口石市図香鍋

`大

内警翔写本Ⅲ ］腑46 自石滅之図
明編 1禾～天 止

爪 歯重 廷 前
lЮ6 X l125 白石市

47 自石城光景之図
明治年大止

小―闘曇洋画
102来7認 白石市教育委員会

48 奥州自石を競図 逓世 98X lt17 大分県臼杵市立図書館

49 白石之裁 近 世 104X99 大分県自杵市立図書館

511 片倉小十Fra上港之図 (白右競姿図)
剪清|■本エ
】rギ4こ]

小 明、果 匠三 全 でバ不

ルとして使用

この他、斎藤報愚会には常選崎別郎絵図がある。

第3表 文献に記された自石城
需 名 称 製作年代 法   量 所 有 者 文   献

仙台貌覚書 享保八年1723 宮城県図書館 名村1995

2 白石城略記 安攻三年1856 仙台市博物館 名村1995

白石城住居之覚 明治初翔 白石市立図書館 名村1995

宝暦書上記 175163 1沢端蟻 名村1995

5 醸 麹 饒 禾保年間 大内氏写本資鶏 躙剛・諏

０
゛



第 3節 白石城縁 りの建造物
白石城に関連する建造物について述べたい。白石城が明治 7年に解体、売却されており、各地に関

連建造物が所在している。確認できたものは第4表にまとまめた。

なお、今回の復元事業に伴い、茶寮東端にあった茶室は解体されている。解体時の図版、写真は写

真図版39、 第23図に掲載した。解体部材は旧大鷹沢小体育館に搬入された。茶室の規模は東面におい

て横2950mm、 縦2340mmであった。茅葺きの上にトタンを張っていた。茶室の性格については既に

片倉によって報告がされている (片倉1979)。

福岡長袋の高野家には鋭瓦、鬼瓦が保管されている (写真図版77、 33の 6)。 高野家では銃 2点、鬼

瓦 2組、軒丸瓦 1点を保管している。うち銃瓦は尻尾、下顎がなく鱗もだいぶ破損し、高野氏によっ

て修理されている。破損し、バラバラになっている。もう一つの続瓦の背面には「文政十年口月□日」

「四月 大橋喜平信房」とヘラ書きされている。高さは78cm、 顎先から腹部までは60cm、 頭部上では

幅30cm、 重量は34.6kgである。上端の尾ひれ穴の所は長軸15cm、 短軸8cmである。軒丸瓦は竪三引両

紋である。瓦当面直径は15,5cm、 長さ30cm、 重量は2.9kgあ る。鬼瓦は3点で一組になる。中央の鬼瓦

は幅36.5cm、 厚さ13cm、 18～ 19kg、 鬼面は長さ26cm、 幅20cm、 両脇の瓦は一つ当たり12～ 13kg代

である。これら3つは組み合わせると幅113cm、 高さ85cmに なる。大橋喜平については現在のとこ

ろ、どのような人物が不明である。

当信寺山門 (東門)の瓦は白石城から移築されたものであったが、昭和49年頃の改築時に廃棄され、

市内北無双作の埋め立てに使用された。当時の目撃者の証言によれば、第24図付近であるという。

廷命寺山門 (厩口門)は何度か修理を受けているが、瓦の一部は寺に保管されており、鬼瓦、軒平

瓦、軒丸瓦、丸瓦、平瓦、桟瓦が確認できる。

第4表 白石城の遺構
番号 名   称 員数 】犬 態 所 有 者 文   献

l 茶室 1棟 解体されている。 白石市
′r探ゴ1982
4争本寸1995

厩口門 1椋 若干修理されている。 延命寺 メ「券手1982

東口門 1棟 若干改造されている。 当信寺 片倉1982

4 本丸大手ニノ門 1棟 取り
壊しされた。
もとは、白川・高橋家にあった

大河原・大須賀家
片倉1982
片倉他1983

5 兵具倉 棟 取り壊しされた。銃瓦等もある。 長袋・高野家 片倉

火薬倉 棟 これに伴う大奏、木箱もある。 森合神明・佐久間家 片倉

7 煙硝蔵 棟 棟本ともある。 坂谷・古山家 片倉 982

1棟 上屋敷の門かもしれない。 名取市・耕徳寺
倉
村
藤

片
名
加

水車小屋 1棟 用水路もある。 南之九・岩山家
メ十チき1982
n R0

庭園 1式 坂谷・古山家
玲争本す1995
A,Oq

11 1棟 奥方御門か。札あり。 坂谷・古山家
名村1995
D294

馬屋守の屋敷 白女校地拡張で解体した。 県有地
′rヂ多1982
nクR

川田家表門 1棟 外曲輪 ?、 昭和39年に移転。幕末頃改造 ? 村田町願勝寺南門 村田町1977



第5表 白石舶 遺物
番号 名 称 員数 状  態 所 有 1者 文 献

聯 囃 1 持淋寺 片倉1982

石垣の‐部 多数 白石大橋上流∞正0所、市内を地 国 胸 982

31 鰯 1対 三階大穂射。 蔵本‐腫 1騰 1982

4 加 1対 執 期 九 ■ヽ原`いづみや 船 1982

5 頒 ■対
―
本丸大手ニノ門分。雄失している。 小原・ 1かつらや 片創 982

6 籐 11え 競内つもつ。 ‐益岡・神明社 片倉1982

鳳 鯛 各1個 軒九死である。 不明 片餌 982

3 矢0根 4フト 不明 片倉慟82

9 瓦 2紛 現在ヽ蔵つ屋根―世随われている。 長袋・小疑家
―
納 1995
,ヽPo

10 仏癬 1門 九段■靖直獅社 片倉1982

釣り鐘 1回 桑断町 !伝来寺 片a1982

55
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第 4節  白石城跡における表面採取資料
白石城跡からは現在でも瓦片等が地表に露出しており採取が可能な箇所がある。未申櫓跡では瓦片

が多数採取されている。資料の一部を図示した (第 81図 )。 ここの斜面ではかつて白石高校生によっ

て須恵器が採取されている。この付近に古代の須恵器窯の存在を指摘する見解もある。

昭和44～ 45年の公園整備時には本丸御殿があった所を掘削しており、掘り出した上の中に多数の

瓦、陶磁器が含まれていたという。中橋がその資料を保管していた。その中で軒丸瓦完形品 (写真図

版76-1、 2)、 かわらけ完形品 (第92図 16)を図示した。口縁部の内外面に黒色物質が付着している。

口径12.8cm、 底径7.8cm、 器高8cmである。近世のものである。掘削箇所は本丸中央の現在の芝生よ

りも一段低い、コンクリート敷きの通路部分である。当初、白石市史考古資料篇への掲載を考えたが、

当時、近世資料に対し考古学界が冷淡であったこともあり、掲載を見送ったものであるという。

量の多寡、時期を別にすれば、益岡公園全体で、陶磁器の表採が可能である。



第4章 白石城調査指導委員会

今回の発掘調査にあたり、極めて重要な遺跡であることから、県教育庁文化財保護課の指導により、

外部有識者による委員会を設置した。委員については第6表に示した。都合12回開催された。

平成2年 10月 1日 第1回白石城調査指導委員会会議

協議事項 白石城復元に伴う発掘調査について

指導確認事項

① この委員会は市長の諮問機関的な性格を持つものであり、会議の内容を指導委員会としては公表

しない。発表は行政側で対応すること。

② 発掘調査の時期は予定では10月～3月 となっているが、冬期間になると適切な発掘調査は不可能

となるので、その点を考慮すること。

③ 現状の市教委における発掘調査体制では不備があるので、体制を整えて欲しい。

④ 三階櫓基礎部分 (側面)は、調査の結果、石垣であったと確認されれば、基礎の部分から上まで

石垣で積み復元しなければならないのではないか。

⑤ 発掘調査前に現状測量図をとる必要がある。

⑥ 三階櫓の完全な資料を得るためには、立木を全部伐採か移植をして発掘調査をする必要がある

⑦ 立木を取り除いて発掘をすれば、発掘調査後の保護・現状修復等を勘案しなければならないので、

発掘調査は建築年次に近い方が適切である。

③ 発掘調査中は安全対策処置と立入禁止、通行止めの方策を検討して欲しい。特に石垣部分につい

ては安全対策は是非必要である。

③ 白石城は城郭として機能していた時代には、本丸から二の九へ行く通路はなかったのではないか、

この部分の復元はどのようにするのか、埋め戻さないと完全な復元ではなくなる。

⑩ 発掘の手順としては、最初に三階櫓部分の平場を調査し、第二次調査として側面部分を平成3年

度以降に調査するように。

O 白石城は中世末期頃からの城であり、以後何代も続いているので、遺構としては5、 6層にわた

ると考えられ、相当掘り下げる必要がある。

⑫ この発掘調査にあたっては、指導の窓口として地元から中橋彰吾委員と、東北福祉大学講師・梶

原洋委員にお願いし、御了解いただいた。

平成2年 10月 19日 第2回白石城調査指導委員会会議

協議事項 1 調査報告と遺構発掘調査について

指導確認事項

① 今、表面に出ている遺構だけでも少なくとも3時期、おそらく4～ 5時期分の遺構が出ていると

思われる。これからの調査は側面部分も併せて調査することが必要である。



② 今、表面に出ている遺構の中で玉砂利の根石らしきものが最晩年の遺構ではないかと思われる。
これからの調査は図面を取り、手順差、時期差を見極めることを急がなければならない。

2 今後の発掘調査等事業手順について

指導確認事項

① 今年度のこれからの調査は冬期間に入り、霜が降りるようになると調査は不可能である。冬の間、

遺構を保護するようにしなければならない。

② これからの調査の方法としては一つのコーナーずつ、上面と側面部分を併せて調査するようにし、

盛上の状態などをセクションをを通して認識し、そして全体像をまとめるような方法で行うこと。

③ 本丸から二の丸に通じる通路は復元ということなので、必要だが、これら立木などを含めて、市
民のコンセンサスを得ることがもっとも必要である。

④ 中間の現地説明会 (今年度分)は市民の理解を得るために是非行った方がよい

⑤ 調査体制として、常時発掘現場に専任の調査担当者2名 を当てるようにしなければならない。

平成3年 3月 19日 第3回白石城調査指導委員会会議

協議事項 白石城三階櫓発掘調査中間報告と今後の調査について

指導確認事項

① 前年にとった三階櫓部分のみの平面図だけでなく、大手門部分までの測量をして欲しい。

② 発掘調査終了後、空撮を行うこと。

③ 石垣部分の発掘調査時には安全対策として、防護柵を作ること。

④ 白石城復元の手順として、発掘調査は6月末までに終了する体制をとること。

⑤ 茶寮の解体については市民の理解を得てから解体すること。なお、茶室部分の記録保存をするこ

と。

平成3年 8月 7日 第4回白石城調査指導委員会会議

協議事項 白石城発掘調査報告と今後の調査について

指導確認事項

① 石垣低部 (東西南北)の レベルを一本の線で図示する作業が必要である。

② 石垣の傾斜を計測して欲しい。

③ 三階櫓頂部の平場基礎 (青)は、配列が不規則なところが見られるので、土台を据えた礎石かど

うか追跡調査をしてほしい。

④ 遺構の保存保護については、設計士等の意見を聞いて検討を要する。

⑤ 東、南階段部分の積み上の確認をすること。

⑥ 白石城三階櫓復元の範囲は景観等を勘案して最小限に留める。範囲としては西側はトイレ裏の石
垣が残っているところ、北側は大手門寄りの角までが望ましい。



平成 3年 9月 12日  第 5回白石城調査指導委員会会議

協議事項 白石城発掘調査現地確認と礎石の見極めについて

指導確認事項

平井教授の用務の都合上、会議室における協議を取り止め、発掘調査現場で協議確認した。

① 前回の指導委員会の際、提出を求められていた平場石列 (青)のセクション図及び石垣エレベー

ション図を提出した。

② 赤、黄、青の時代的経緯を確認するも、青列の上に横木を据えるには石列の高低差が大きく建物

の礎石とは認められず、青列礎石下部の栗石の有無の確認を課題として残す。

③ 平井教授の帰った後、青石列のレベル差を確認、最大約13cmの高低差を確認した。

④ 赤黄の推定位置の精査の指示があった。

平成4年 1月 19日 第6回白石城調査指淳委員会会議

協議事項 白石城発掘調査の精査について

調査報告 発掘調査員から前回の指導委員会、または平井委員から指導のあったことを中心に調査

報告がなされた。

特に3期目を称された部分 2カ所の掘り下げをしたところ、大石下部の根石が確認されたものと、

中規模の石が二段に積まれ、その間に切石を入れた石列等が確認されている。3時期目の石列は、2

時期目の礎石等を整地のため落とし込んだものではなく、何らかの目的をもって造られた遺構である。

質疑事項

① 3時期目が据えた石ならば全部が統一した配列であると考えられるが、しかし、石と石との間隔

が一定ではなく、バラバラな石の配列となっているところがあり、またレベル差が最大13cmと高

低差がある。これらの上にさらに礎石を据えて建物を建てるという類例はない。

② 3時期目を礎石とすると2時期目の根石といわれる部分より低くなり、3時期目の石は、2時期

目の礎石面をさらに掘り下げて礎石を据えたことになり建築上考えられない。

③ 3時期目といわれる石は、2時期目の石と石の間に落とし込んだものと考えられる。このような

例は他にもあった。

① 3時期目は、明治7年以降の礎石とすれば、2時期目の礎石は理解される。

③ 落とし込んだ石ならば列状には埋めない。また、穴は雑になっているはずであるが、 3時期目の

堀り方は石に合わせてあり、据えた石と考えられる。しかし建築上で建物があったかどうかは予測

できない。

⑥ 3時期目は考古学的には残しておきたい遺構である。

⑦ 3時期といわれる遺構は9間 ×6.5間 となる。年代的にはいつの時期か分からない。

③ 最終的な遺構は、 3時期日となると思うが、石列の間隔やレベル、石列の並びなどからみて、建

築物の遺構とは考えられない。

③ 特に写真で見る限り、3時期目はどの様な建物であったかは分からない。



⑩ 2時期日の復元でもかまわないが、周辺の整備の関係が出てくる。

平成 4年 10月 2日 第7回白石城調査指導委員会会議

協議事項 白石城三階櫓平場遺構について

報告事項 史料調査研究会 代表 我妻健治

(1)平成元年 4月、史料調査研究会を発足し、以来今日まで調査した結果、下記のような結論に達

した。

① 明治 6、 7年頃の写真があればと思っていたが見つからなかった。

② 白石の画家・川村春洋が幕末～明治の白石城を模写した絵図を調べた。また『片倉代々記』、
『白石城』等の各種文献を調べた。

寛保 3年 4月 1日  焼失以前   1期

文政 2年 5月 2日  焼失     2期

文政 6年 9月    成就     3期

明治 7年      解体

1期 三階櫓 正保書上に天守なし、三階櫓規模なし

2期 支政 2年 5月 2日 『片倉代々記』に三階櫓の記録なし

3期 文政 6年 9月 2日 成就の城

③ いろいろ絵図があるが、F住居覚』、『白石城略記』また『白石城覚書』等から明治の初めまで

のものと思われる。

発掘調査担当の報告

① 3期 と称される遺構は基礎遺構であるか否かは確認が得られなかった。

② 3期 とされる遺構が、もし石を捨てたものであると仮定しても、あれほど整然とは捨てないので

はないか。

③ 現状のままでは建物は建たないと思うが、大石の上に礎石を据えて建物を建てるということはあ

りえないだろうか。

④ 明治 7年解体後は建物が建てられた記録も形跡もなかった。

③ 時期確定には、掘り上げて遺物等の調査をして確認する方法も考えられる。

協議指導事項

① 3期 目の遺構はえ化物がのっていないので焼けた形跡はない。学術資料として後世に残した方が

よい。

② 2期 目の遺構をもとに復元が妥当と思う。

③ 文化庁文化財保護部建造物課宮本長二郎主任調査官を招聘して現地を見ていただいた方がよいと

思う。

④ 平井委員 3期 目の遺構は基礎遺構ではない。

理由 1 礎 (大)石といわれる石は規則的に並んでいない。



2 平面上に高低差が大小20cmあるので問題である。

3 石の大きさが大小さまざまで一様の石はない。

4 -般 にあの礎石といわれる石の上に土台を置くことはない。

5 礎石といわれる石が二重に入っている。

⑤ 現状では性格不明であるならば、完全発掘調査を検討したらどうか。

⑥ 文献的には2期 目は適切なので、遺構を壊さない方法で復元を検討して欲しい。

⑦ 基本的に遺構のないところに基礎を設置されるように設計者に指示して欲しい。=平井委員

③ 県としては、建築確認申請前に遺構の取り扱いについて協議して欲しかった。

③ 遺構を最大限に残す方向で、遺構面の上に設計して次回委員会で検討する。

⑩ 工事にも支障なく遺構を残す方向で設計者に指示している。

平成4年 10月 12日 第8回白石城調査指導委員会会議

協議事項 l 白石城三階櫓平場の遺構の取り扱いについて

指導確認事項

① 別紙のとおり直径1200mmヒ ューム管 4本を埋設し、遺構の保護をする。ヒューム管埋設にあ

たっては、調査しながら埋設し記録する。

② 三階櫓の建設にあたっては、一階床の部分より地下の遺構が見えるような構造の検討をして欲し

い。しかし、全面的にはできないと思うので、どの部分をどうするか、建築上の問題等もあるので

検討を要する。

③ 発掘調査では大石を据え込んだ礎石跡を3期の遺構として取り扱った。しかし、発掘調査報告書

作成上、どのように扱ったらよいか、今後、検討を要する。

④ 三階櫓平場の現地調査を行い、ヒューム管4本の埋設箇所を確認した。

⑤ 遺構の取り扱いについては、別紙原案どおり了承された。しかし土木工事については、遺構保護

に十分配慮して工事が進められるよう要請された。

協議事項 2 白石城大手門発掘調査報告と遺構について

① 現地での発掘調査の説明を行ったが、時間の関係で協議までには至らなかった。

平成5年 3月 19日  第9回白石城調査指導委員会会議

教育長から渡辺信夫委員の辞任により我妻健治氏を委員とすることの経緯が説明があった。委員の

互選により我妻委員を委員長に選任した。

協議事項 1 白石城大手門復元に係る遺構の取り扱いについて

指導確認事項

① 復元という言葉を使うのであるから、あくまでも史料調査及び発掘調査によって得られたデータ

に基づいて設計、工事を行って欲しい。

② 塀の処理をどうするのか。塀をも含めて復元するのであれば、史料や実際の遺構の状況に矛盾が



ないようにしなければならない。塀を復元しないのであれば、塀が建っていた位置に植木を植えた

り或いは表示板を立てるなどして訪問者に当時の姿が窺えるようにして欲しい。

③ 絵図を検討すると大手一ノ門は一階、ニノ門は三階であったことが分かる。『片倉代々記』には

本九一ノ門、ニノ門と記載されているので、参照する際には注意が必要である。

④ ニノ門のつい水遺構から考えて門には少なくとも二の時期があったと考えられる。

③ 一ノ門が建っていた場所については根石が確認できなかったので、今のところ特定できていない。

折り返しの石垣については調査によって確認された遺構で特定できる。り,水遺構についても特定し

てもかまわないではないか。

協議事項 2 その他

指導確認事項

① 発掘調査において不明の部分や疑わしい部分については掘り下げてみたり、立ち割りを入れるな

どもっと大胆に取り組んでもよいのではないか。

② 発掘調査を行った結果、十分な史料が得られなかった場合、工事にあたって何を根抑にしたか示

さなければならない。仮に発掘調査で礎石や柱跡等が分からなくとも、史料によって分かっている

門と門の間の距離等によってある程度は推測できるのではないか。

③ 史料によって得られたデータと実際の発掘結果をどう結びつけるか。絵図を参考にする場合、絵

図はそれぞれ描かれ方が違い、特に一ノ門は全く違う描かれ方をしているので設計の際、どの絵図

を基準にするかでずいぶん印象が変わるのではないか。またニノ門が石垣に取り付く位置など絵図

だけでは正確な位置を割り出すのが難しいので再度、発掘調査をする必要があるのではないか。

④ まだ発掘調査が必要な部分があり現段階での審議が難しい部分もあるので、今後細く調査を行い、

その結果に基づいて指導委員会を開いて再度審議を行いたい。

平成5年 6月 18日  第10回白石城調査指導委員会会議

協議事項 1 白石城大手門の位置の特定について

指導確認事項

① 三階櫓下から大手一ノ門に至る石垣については、工事に先立って業者が根石を取り外したり、地

山を削りすぎている恐れがあるので、業者が工事の都合で実際の石垣を無視して作業をしないよう

に立会をするなどきちんと監督し矛盾のないようにすること。

② 一ノ門の礎石跡については、今回新しく発見した側溝下の礎石跡と思われるものとの対応を精査

するため、昨年発掘した舗装道路下の一ノ門遺構を再調査する。下側 (井戸に近いもの)の栗石が

並んだものは側溝を作る際に入れた新しいものとも思われるが、門の位置としては適当と思われる

のでこれに対応するものが石垣側にないかを調査する。これに対応するものが発見できない場合は

図面上では対応している上側 (ニノ門寄りのもの)の礎石跡を採用すればよい。その場合、門の位

置が石垣の切れ目より後にあることになるが、絵図の中にはそのように描かれているものもあるの

で、これで設計をしても支障ないだろう。また、控え柱のない塀の延長のような簡単な門になるこ



とも考られる。

③ ニノ門の礎石跡の特定、また門が何回建て直されているかについては、現在までの調査では十分

解明できていない。これまで以上の調査が必要である。前回も指摘を受けたが、必要に応じて部分

的に石を外すなどして立ち割りを入れたり、掘り上げるといった徹底的な調査をすることも必要で

はないか。また遺構の保存が困難な部分も多く、遺構が保存できないのであれば、歴史資料の保存

を第一にして完全な調査記録が必要である。

④ 桝形部の石垣の処理については、根石を基準にして本丸内へ折り返している石垣の積み方を参考

にして復元すればいいのではないか。ただ、あまり小さい石で積むと短時間で崩れてしまう恐れが

あるので、使用する石は市民に定着している桝形部のイメージを壊さない程度であれば、大きめの

石で積んでもいいのではないか。桝形部の石積みは前半部と後半部では多少積み方が異なる部分も

あるので、違和感がないようにうまく処理する必要がある。

協議事項 2 その他

指導確認事項

① 今後、工程が進んでいくなかで工事を中断させずに、並行して調査も滞りなく進めて行くのは大

変困難だとは思うが、すでに変更が不可能になってから確実なデータが揃っても無意味であるので

工事側と検討しながら、時間が許す限り調査をして欲しい。

② 全体的に工事の進め方が乱暴なように感じる。まず第一に遺構の保存を尊重し、作業効率優先で

はなく、遺構の保存に努めて欲しい。現場にはたしかにスペース的に余裕はないが、石垣を外す際

などに直接関係のない遺構を取り払って工事をするような方法は文化財保護の立場からは認めるこ

とができない。今回の復元に直接関係のない、あるいは何らかの方法で残せるものは極力保存して

欲しい。

③ これまで確認された遺構で復元に関係ないものは盛土を施し、その上に芝生を植えるなどの保存

処置をする必要があるが、本丸内へ折り返している石垣については整備のうえ、公開してもいいの

ではないだろうか。

④ 明治の払い下げ以降、公園化されるまでの資料を掘り起こして明らかにしておく必要があるので

はないか。また、公園化以降、現在までの公園整備の記録も集め、桝形部で疑間になっているダイ

ヤモンドカットされた石など、後世において石垣に手を加えられていないかを確認しておく必要が

ある。

平成5年 9月 23日  第11回白石城調査指導委員会会議

協議事項 1 白石城大手門の位置の特定について

指導確認事項

① 記録によると白石城は文政 2年に焼失し、文政 4年に大手ニノ門を再建し、文政 6年には三階大

櫓が再建、その後、文政 12年に巽角櫓が再建され最終的に完成した。

② 一ノ門の高さが不明なのは、石垣の高さと運動しているからではないか。ニノ門の高さは三丈一



尺と『白石城略記』に記されている。天和 3年の絵図と『白石叛略記』の寸法は同じ。その他の記

録では若干寸法が異なるものもある。

③ 一ノ門の遺構に切り合い (時期差)があるので、調査記録検討のうえ、再確認する必要がある。

④ ニノ門の溝が二時期あるのであれば、門も二時期あると考えるべきである。

⑤ 一ノ門には門扉と控柱がないのか確認すべきである。

③ ニノ門では、東側において、3カ所の礎石が確認されたので、これを資料として復元すべきであ
る。これは記録にある三間一尺とほぼ一致する。あとは六間半をどう割り振るかが課題である。

協議事項 2 その他

指導確認事項

① 今までは確認調査だけで保存するという前提で実施してきたが、工事上破壊された部分もあるの

で、今後は保存が最大の条件になるが併せて記録保存も実施していくべきである。

② 現状のまま保存しても、将来見られなくなっては、だめなので、記録保存 (写真化、図化等)は

積極的に行うべきである。

平成6年 3月 5日 第12回白石城調査指導委員会会議

協議事項 1 本丸大手門後跡と復元図について

指導確認事項

① 発掘調査の結果、ニノ門の二つの溝の関係はよくわからなかった。新しい溝は単に形状を整えた
のみで実際には機能しなかったのではないか。階段も片側に袖石があるが、一方にはなく、このよ

うな階段の積み方があるのか疑問が残った。また溝の縁石を取り外した下からは炭化物が見つかっ

ているが、これから類推して新しい門は消失した門の跡を片付けずに、そのまま整地して建てたの

ではないか。門が新しくなった際、その門に合わせて溝を作ったため、新旧の溝の方向の違いがで

きたのではないか。

②大手ニノ門の寸法については『白石城略記』に記された寸法を採用するのが適当でないか。設計も

この寸法に合わせて欲しい。

③各種の絵図面によるとニノ門の姿は踏み込み (一段平らな部分)がある形だと思われる。この形で

復元するとすれば、3次の平面図を採用するのが適当と思われる。

④ 4次の図面は検出された遺構に合わせてあるが、門の位置が正面北側の石垣の角から後ろにあり、

本丸内にはみ出しており踏み込みのない門になっている。これでは絵図の印象とは違う門になって

しまう。だが現在示されている根石の位置は底の部分の確認面であるから実際の根石の範囲はもっ

と広く、実際に礎石が据えられ、柱が建てらていた場所は、もう少し石垣の角寄りだったことも考

えられる。ゆえに根石の広がりを考慮に入れて4次の図面に示された根石をいかしながら、3次の

図面をそれに重ねるような設計で復元するのが適当だと思われる。

⑤ 一ノ門については、絵図からも発掘調査の結果からも控柱があった根拠はないので、これに控え

柱を作ることは認められない。



⑥ 一ノ門の復元図には扉があるが、絵図には扉が描かれたものはない。また発掘調査の結果、礎石

間に扉受けの石と思われる石が発見されたが、もし扉があるとすれば、その根拠は今のところ、こ

れだけである。だがあらゆる面から検討した結果でなければ現時点では、これを受ける石という可

能性があるのではないか。いずれにしても現段階ではこの石の性格を特定することはできない。完

成後に証例が見つかれば扉を加えることはできるので、一ノ門には扉を付けずに復元すべきである。

⑦ 発見された遺構から考えて一ノ門は掘立柱であったと思われるが、そうすると、ここは塀の延長
のような簡単な屋根のない門だったと思われる。また絵図の多くにも屋根のない姿で描かれている

ので、そのように復元すべきである。さらに菱門と呼ばれる南側の石垣と柱の間の三角形の構造も

復元して欲しい。

協議事項 2 その他

指導確認事項

① 三階櫓の階段については発掘調査では切石で積まれていたことが確認されたが、今回の復元では

石垣に合わせて自然石で作られている。これはノミ等で曲面を削るなどしてかつての姿に近づくよ

う処理して欲しい。また、三階櫓東側で確認された階段状遺構も再現されていないが、これも同様

に再現して欲しい。

② 本丸内については、今後の復元、調査のため極力手を加えないで遺構の保存に努めて欲しい。ま

たトイレ、休憩所等を設置する際にも、城に合わせた外観にする必要はないのではないか。むしろ

かつてその場所にトイレ等の施設があったと誤解される恐れがあるのではないか。勤労青少年ホー

ムを改装して資料館にする場合にも同様のことが言える。内部の資料展示に必要な改装に留め、三

階櫓に合わせて外装に手を加える必要があるのではないか。

なお、この他、平成4年 3月 18日 には市役所第4会議室において白石城復元に伴う今後の発掘調査

計画打ち合わせ会議が開催されている。参加者は県教育庁文化財保護課小井川第二係長、古川雅清及

び中橋彰吾白石城調査指導委員、清野俊太朗及び遠藤智白石城調査委員、事務局として菊地教育長、

太齋亨文化スポーツ振興課長、遠藤令一課長補佐、千葉典男主幹、佐藤康治主事であった。

協議内容

1 三階櫓平場部分の精査実測等を行って記録保存を明確にする。

2 三階櫓東部の突出平場部分の調査も進める。

3 三階梧の西部、南部の写真実測もする。

4 三階櫓から大手門までの復元となると現発掘調査体制では、復元終了時に支障が生じるので発掘

調査体制を強化すること。

5 再度、史料調査研究会の調査意見を聞いて史料の考古学上の位置付けを明確にして白石城復元を

進めたい。

意見

1 文化財保護の立場から見ると三階櫓復元にあたっては、現遺構の上に20～30cm盛土して遺構に



支障のないように復元して欲しい。 (も し不可能
―
であれば、三階櫓の全面発掘調査が必要であり、

予算的、時間的にも見直しが必要となる。う

2 石垣の石質、使用可能がどうかの調査が必要である。

第6表 白石城調査指導委員会の会議
第1回 第2回 第 3回 第 4回 第S回 第6回 第″回 第 3回 第9ロ 細 0回 第■ロ 第12回
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第 5章  調査方法と整理方法

第 1節 調査方法

発掘調査は三階搭跡とその斜面の調査から開始された。その後、大手門周辺までが復元事業の対象

となったことから発掘調査範囲が拡大された。

調査は復元のための基礎資料を得るという目的から、遺構確認面までを原則とし、遺構の掘り下げ

はあまり行わなかった。したがって確認された遺構は白石城の最終末の遺構確認面となっている。遺

構は表土を除去すると割と浅い箇所から発見された。掘 り下げは表土等は重機、遺構確認面近くは人

力によって精査を行った。三階櫓跡のグリッド設定は磁北に合わせている。

明治以降の地形改変や石垣における石の採取によって、大半のものは失われ、本丸北側を除くと石

垣は残存していなかったと見込まれていたが、石垣基底部はほぼ残存し、上部からの崩壊土により埋

没していたことが判明した。三階櫓跡南斜面も公園時代の通路が設置されており、大きく削平されて

いることが予想されたが、調査の結果、階段状石積が発見された。また公園内のアスファルト道路敷

及び側溝の下からも遺構が確認された所もあり、遺構は当初の見込みよりも保存状態が良好であった。

白石城復元に先立ち、平成元年度に歴史分野の専門家を中心とした史料調査研究会 (代表 我妻健

治)に絵図等所在調査を依頼した。白石市、仙台市、札幌市、東京都内等での史料調査が実施された。

測量図面は必要に応じて作成した。測量会社に委託したものとして、平成元年11月 に三階櫓跡・基

準点及び1/200測量図、平成 3年 4月 に三階櫓跡から大手門までを含めた基準点及び1/200測量図、大

手門付近の1/100及び1/20測量図及び写真撮影がある。平成 4年 2月 18日 に三階櫓跡石垣の写真測量

を行い北面、東面、突出部南面で 1/20側面図を作成した。トラバース測量も実施している (第 25図、

第 8表 )。 三階櫓跡の建物跡遺構図面の トレース作業も委託を行った。市教育委員会では現場の進捗

に合わせ、1/20、 1/100の平面図、断面図、エレベーション図作成を行った。写真撮影は順次、白黒、

カラーネガの35mm、 6× 7版のカラーポジの撮影を行った。空撮も一部で行った。

調査の進展に伴い発掘調査範囲における既設石碑の移設作業も教育委員会及び市振興課によって行

われた。また三階櫓跡斜面の樹木の伐採も委託された。平成 3年 9月 28日 に三階櫓跡、平成 4年 9月

26日 に大手門跡の現地説明会を実施した。

第 2節 整理方法

土嚢袋に収納されていた瓦類は順次、プラスチック箱に入れ直された。資料整理は発掘終了後、市

文化財整理室 (市図書館前の旧白石市公民館)において実施した。順次、水洗い、注記、接合の手順

で進めた。瓦類については資料に直接、注記、ラッカー塗りを行い、陶磁器は、ビニールテープ片を

貼 り、その上に袋毎の整理番号 (算用数字、出土地を表す)、 枝番を付し整理した。枝番が多いほど

一つの地点での出土点数が多いことになる。なお、出土した鉄製品、木製品の保存処理は行っていな

ヤヽ。

平成 9年度には白石城絵図の写真収集のため、仙台市博物館、宮城県図書館所蔵絵図、白石市所有



絵図の写真撮影 (大形判)を専門業者に委託した。

第 3節 報告に際 して

発掘調査の最初の段階では、市教育委員会において十分な発掘調査体制、つまり専門調査員確保が

十分になされず、野外調査では中橋委員に現場の指揮・管理を依存せざるを得ない状況が生じた。こ

のことは白石城調査指導委員会議でも指摘があった。こういったことから調査記録にも不備、不足が

生じ、発掘調査現場において十分な記録作成が行われたとは言い難い状況が生じた。さらに復元工事

が進展する中、工事に急かされる格好で発掘調査が実施され、工事範囲のすぐ隣で発掘調査を行うよ

うな形となった。

また資料整理についても施設が狭く、資料を広げる十分な面積がなかったこと、文化財担当職員が

十分な時間が確保できないことから作業に支障をきたした。しかし幸い外部からの協力を得ることが

でき、報告書干U行の運びとなった。

さらに発掘調査が複数年次にまたがったにもかかわらず、調査成果がまとめられていない年度もあ

り、図面整理、調査概要把握で混乱をきたした。また写真では、カラーネガ、カラースライドの撮影

情報がほとんど記されず、結果として撮影対象を説明できない写真が多数出てしまった。

三等三角点 城山30084

国家座標

標高7603m

10系

Jヒ漁阜37° 59′  55〃

舅こ雅≧140°  37′  16″

X-22210021

Y-1861204

第 8表 多角点成果表
点名 X座標 m Y座標 m 辺長 m 方向角 標高 m
三角点 500000 500000 75891

29768 21-53-33

Tl 527622 511100

56820 347-05-15

T2 583005 498403 73683

320-11-44

T3 628791 460249 68991

33529 268-19-25

T4 627810 426734 70315

24956 217-38-55

T5 60805ユ 411491 72283

21058 144-43-09

T6 59086ユ 423653 75174

122-00-24

T7 580867 439642 75020

57666 153-35-10

T8 529222 465295 74336

45369 130-05-49

三角点 500000 500000 75891
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第 6章 発見された遺構と遺物

第 1節 三階櫓跡 と周辺

三階櫓跡は城跡で最も標高の高い箇所にあり、東西17m、 南北13mほ どの平場となっていた (第 26

図)。 表土と戦時中に建てられた防空監視所のコンクリート基礎を外すと、地表下約20～ 30cmの とこ

ろから複数の建物跡が発見された。その形態から3つに分類され、時期、つまり、切り合い関係があっ

た。下記の①→②→③の順で新しくなる (写真図版 6の上 )。 なお、三階櫓跡周辺の石垣の傾斜から

すると、平場は本来、もっと広い面積を有していたと考えられ、各時期の建物跡の石垣天端に近い箇

所の基礎が失われている可能性がある。

石垣は基底部のみが残存していた。三階櫓跡の東側には本丸広場よりも石垣で段差がつき、一段高

くなっており、建物跡が l棟発見された。この一段高い箇所は突出平場と呼称した。突出平場の南側

には井戸 l基があった。馬場跡は本丸西側石垣下において発見された。

遺物は瓦の出土が圧倒的に多い。発掘された瓦総量は第 9表に示した。ただし、この総量には紐

組瓦 6点 (SJ東下部から1点、大手門階段下 1点、SJXX(=遺構外)4点、計8,040g)、 コンクリー

ト平瓦 (S」XXl点、3,400g)は除外してある。ちなみに復元した三引両文軒丸瓦は4.4kgである。未

申櫓跡の表採瓦と平成 9年 2月 の文化財看板設置に伴う工事立会出土の瓦 (1,115g)は 表採に含めて

いる。

次いで陶磁器類が多い。中近世陶磁器、土師質土器、近現代の陶磁器、ガラス製品等は全体で1,100

件を超す登録となっている (第 14表)。

大手ニノ門跡階段上面の一部を除き、一括廃棄単位の瓦、陶磁器の出土はない。鉄器類 (第 10表 )

も比較的多く出土しているが、共伴関係がしっかりしているものは少ない。金属製品、陶磁器、各種

遺物はそれぞれまとめ図示し、出土地、計測値を掲載した。瓦の実測図、拓本は地区毎に掲載した。

陶磁器の実測図は地区毎、写真は産地毎、その他は種別でまとめて掲載し、一覧表には産地データ等

を言己載した。

三階櫓跡

① 掘立柱建物跡 (第 27図 )

平場西側寄りにおいて発見された。東西 3間、南北 2間が確認されている。桁行は北側列で、総長

980cmで、柱間は西から290cm、 400cm、 295cm、 中央列は、柱間は西から290cm、 405cm、 305cmである。

南側は中央列からの距離があり、柱穴痕も確認されていない。西から320cm、 413cm、 245cmである。

梁行は西側列で総長900cm、 柱間は北から395cm、 500cm、 西から2列 日で395cm、 483cm、 同 3

列目は390cm、 512cm、 同 4列 目は355cm、 490cmである。

南側柱穴だけが、距離があり、柱痕跡も確認されていないが、建物の性格は不明である。なお、柱

間計測は南側列の遺構残存状況が良くないことから、平面形からの推定で中心を想定し計測した。

柱穴痕は直径約20～ 30cm、 深さ70cmの柱穴があり、概ね長方形の掘 り方を持つ掘立柱建物跡であ
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る。柱穴底面には厚さ15cm、 幅55cmほ どの平石が据えられている。最も古い建物跡である。本来建

物跡は東側を除く3方にもう少し広がっていたものと推定される。

② 礎石を持つ建物跡

平場全体から検出された直径約80～ 120cmの 規模で約5cm大の石を根石として、びっしりと敷き詰

め、その上に礎石をのせた建物跡である。礎石は全く残っておらず、根石のみが確認された。 4間 ×

7間分が確認されているが、本来はもっと大きかったと推定される。ただ、東側部分に建物跡が確認

されなかった箇所がある。①よりも新しい建物跡である。

根石は長方形を基調としたもので、桁行は南側で総長1200cmである。柱間は最も北側にある礎

石の西から800cm、 160cm、 2列 目は400cm、 800cm、 150cm、 同 3列 目は2カ所しか確認されてい

なヤヽが220cm、  同 4アJ目 は170cm、 190cm、 200cm、 200cm、 200cm、 同 5アJ目 は200cm、 200cm、

230cm、 220cm、 180cm、 390cmと なっている。

梁行総長は西側から3列 目で820cmである。柱間は、最も西側の北端から420cm、 195cm、 2列 目

は200cm、  3アJ日 は220cm、 360cm、 235cm、  4アJ目 は250cm、 150cm、 5アJ目 は245cm、 185cm、 6

列目は180cm、  7列 目は180cm、 640cm、 7列 目は180cmである。

柱間計測には、掘り込み確認面から中心部を推定した。

③ 大石を据え込んだ建物跡

平場全体から発見された。幅約 lm、 長さ1～ 3mの方形もしくは長方形の平面形で他の建物跡よ

りも大きく、平らな自然石や若干加工した石を遺構確認面とほぼ同一レベルに据えこんで配置してい

る。構築はまず、掘り込みを行い、石を据え、その後、上を充填し、その後、石を配置する方法であ

る。一種の掘り込み地業である。

桁行は北側総長で1475cm、 柱間は北側の西端から340cm、 300cm、 360cm、 200cm、 300cm、 北

から2アJ目 で600cm、 590cm、 350cm、  3アJ目 は600cm、 570cm、 335cm、  4アJ目 は200cm、 170cm、

170cm、 225cm、 210cm、 170cm、 340cm、  5ダJ目 は180cm、 190cm、 235cm、 200cm、 190cm、 200cm、

250cmである。

梁行は西側総長で1004cm、 柱間は西側列の北から170cm、 190cm、 250cm、 310cm、 西から2列 目

は310cm、  3アJ目 は290cm、  4ア1目 は300cm、 280cm、  150cm、 300cm、  5アJ日 は330cm、  6列 目は

320cm、 7列 目は260cm、 250cm、 250cm、 290cm、 7列 目は300cm、 250cm、 150cm、 360cmである。

柱間計測は、掘り込み確認面から中心部を推定した。掘り込みが布掘り状のものが多く、計測は困

難な部分があった。特に東端列は布掘状となっており、東西の同じ並びのものを勘案しながら、中心

部を推定した。
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第 2節 三階櫓跡周辺の石垣 と階段跡

三階櫓北辺、西辺、南辺、東側、東側に接した突出平場の南面の石垣は野面積みで積まれており、

自然石の平坦面を表にして積まれていた (第 29～32図 )。 用いられた石は大小さまざまであり、積石

の隙間には小型の詰石がなされている。三階櫓周辺の石垣底面から規模を推定すると、東西30m、 南

北27mの規模となる。

北辺は残存状況の良い箇所で 5段 (高さ3.3m)、 その他は3段ほどの石が積まれていた。低い箇所

では0.8mほ どしか石垣が残存していなかった。北西隅は既に道路下となっており、石垣は確認されな

かった。積まれている石は大きいもので 2mを超える幅のものがあるが、大きめの石でもlm前後の

ものが多い。東西に38mほ どの長さが確認されている。石垣側面図が作成された箇所で34mほ どで、

石垣付呑図で4mほ ど確認できる (第 31図 )。 これより東側は20mほ ど、打込ハギにより築かれてい

る。北辺石垣は三階櫓部分に対応する箇所と、それより東では、若千ではあるが、張り出し方が異なっ

ている。つまり、三階櫓箇所から東は、最大1.8mほ ど北へせり出す形になっている。

北辺石垣に平行して小さい石を東西方向に並べた犬走り状石列が確認されている。高さは50cm、

長さ14mあ り、西側はおそらく削平されている。東側は北側井戸があり、設置の際に破壊されている

と思われる。北辺石垣と、この石列の先端までの幅は2mである。用いられている石は50～ 100cmま

でのものが多いが、 lmを超えるものもある。石は2段ほど積んであるが、しっかりとした据え方で

はないようだ。断面図北 9、 10で は、裏込め石と推定される層が下段で140cm、 上段では50cmほ ど

である。現存する石垣から石垣勾配を推定すると北 1、 2間で54度、北 3、 4間で53度、北 9、 10間

で53度 となる。

東側石垣は2段ほど残存している箇所があるが、残存状況は悪い。長さは約15mである。残ってい

る箇所で高さlm弱であった。石は大きいもので lm前後である。石垣底面から三階櫓上面の遺構確

認面までの比高は4.2mである。断面図東 5、 6において裏込石は、最も厚い箇所では1.5mほ ど確認

されている。同東 7、 8において裏込石は底面で1.7m、 最も厚い箇所では1.8m、 上端では0.9mほ ど

確認された。

東側には階段状の石段があり、突出平場と天守台の接する屈曲箇所から北へ2.lmで南端石、北側

石垣底面から8m南で北端石となる。階段状の幅は2.6m、 東西で2.lmほ どが確認された。

東側石垣には犬走り状石列が南北に確認されている。途中、途切れている箇所があるが、全体では、

14.2mで ある。若千歪んでいる。東側石垣と、この石列の先端までの幅は40～60cmで ある。石の大き

さは40cm以下のものが多い。

現存する石垣から石垣勾配を推定すると東 1、 2間で71度、東 3、 4間で67度 となる。

南側石垣も残存状況は良好ではなかった (写真図版61-1)。 櫓南東側から、櫓南西部の本九側にお

ける石垣屈曲箇所までの長さは約18mである。側面図が残されている箇所では、石が 3段ほど確認で

き、高さは2mを超える。用いられている石は lmを超えるものもある。三階櫓のへ階段跡に向かっ

て左側には、復元後も存在が確認できる石があり、斜めに長さ84cm、 幅4cmほ どの溝状の彫り込み

があり、矢穴が 8つ刻まれている (写真図版 5-5)。 矢穴の大きさは幅10。4cm、 奥行き10cmである。
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南側階段跡は、三階櫓南東隅から10.5m、 本丸内南西隅屈曲箇所から10。 lmで下段西端となる。本

丸地面と接する箇所では東西両端の石間の幅3.3m、 三階櫓建物跡のある天守台上面近くでは幅 4m

となっている。途中、残存状況不良ではあるが階段状に石が 2段確認できる。加工された石が使用

されている。南北長は6.9mで ある。階段下端と上端 (天守台面)で は4.6mの比高がある。断面図 3、

4において裏込石は lmほ どあるものと推定される。

この階段下段の東西には大走 り状石列が確認されている。西側で3.3m、 東側で4.5mである。東側

は若干歪んでいる。南側石垣と、この石列の先端までの幅は2mである。石の大きさは南面で計測す

ると50cmほ どになるものもある。

現存する石垣から石垣勾配を推定すると南 1、 2間で66度、南 3、 4間で55度 となる。

三階櫓のある天守台から南に伸びる土塁にも石垣があり、東面は南北で1.4m、 4.5m分が確認された。

途中は4m分が公園整備時の切り通し箇所となり掘削が行われ、上部に朱塗り橋が設置され、残存し

ない (写真図版42-1)。 切 り通し箇所の東面の石垣側面図は残されていないが、写真から判断すると

打込ハギ布積みで 2段ほど築かれている。残存高は低いが、 1段目と2段 目は横目地が通っている。

その背後には厚さ50cmほ どの裏込石が確認できる。

この土塁の断面図は第39図、写真図版5-31こ示した。原図には詳しい記載がないが、カラー写真を

見る限り、 7、 6層上面、12層上面、22、 23層上面の 3面に暗褐色層が堆積しており、旧表上の可能

性がある。それぞれの層間には、褐色系統上が厚 く堆積し、埋め戻し土と推定される。 22、 23層上

面の西側には幅2.4mの溝状落ち込みがあり、近世白石城に先行する遺構と考えられる。

三階櫓西側の石垣は、公園時代の切 り通し箇所の下に残存していた (写真図版 5-1)。 三階櫓北西

隅は道路下となり、角付近の石垣が既になくなっていたが、基底部には焼土混じりの層、責白色土層

三階櫓跡東側の南面石垣

白石凛石垣立面図 (本丸内案出平IB南 前復元務 )
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土層注記なし

1層 ■5YR3/4暗褐色シルトシルト、表土
2層 猛5YR4/6褐色シルト、/Juを含む
3層 7.5YR4/6褐色シルト、礫、瓦を含む
4層 75YR4/6褐色シルト、瓦、炭化物を含む
5層 7.5YR4/4褐色シルト、おYR7/4にぶい橙を若千含む
6層  75YR6/4に ぶい橙シールト
7層 7.5YR4/3褐 色シルト、若子の炭化物、礫を含む
8層 75YR4/6褐色シルト、瓦、炭化物、礫を含む
9層 巧YR4/6褐色シルト、炭化物を着干含む
10層 7.5YR4/4褐色シルト、礫を含む
■層 7うYR4/4褐色シルト、戊化物、礫を含む
12層 猛5YR5/4に ぶい褐色シルト、7.5YR6/6橙色―を粒子状に含む、しまりなし、ボソボソ
13層 10～ 15cm大の礫層
14層 ■5YR4/3褐色砂質シルト、炭化物、7うYR6/6澄色を粒子状に含む
15層 寄YR3/2黒褐色シルト、炭化物、猛5YR6/6橙色を多量に含む
16層 術YR3/4暗褐色砂質シルト、しまりなし
17層 術YR3/4暗褐色シルト、酸化鉄分を含むt礫あり
18層  7うYR5/1砂質シルト (■5VR8/2灰白色粘性シルトを含む)、 酸化鉄分を含む
19層 猛5YR3/4暗褐色砂質シルト、7るYR8/2灰白色粘性シルト及び酸化鉄分を着干含む
20層 寄YR5/1砂質シルト、瓦を含む
21層 巧YR5/1砂質シルト、多量に木端を含む
22層 獅YR3/3暗褐色シルト、地山 ?、 75YR5/6明 褐色を含む
23層 裏込め、こぶし大からの河原石と若千の40～ 50cm大 の石を含む

82

第33図 三階櫓跡南側断面図 (S=1/60)
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L=73;坐3m配ト 画引

西な

第35図 三階櫓跡石垣エレベーション (S=1/60)

第36図 三階櫓跡西側断面図 (S=1/60)

1層 7うYR4/4褐色シルト、表土
2層  7づYR6/6授色シルト、崩落上
3層 7うYR4/6褐色シルト、7うYR6/tiに ぶい橙色シルトを若干含む
4層  7う郵br4褐色シルト
5層 猛5YR4/6褐色シルト、7うⅥ髄/6にぶい橙色シルトを含む
6層 裏込め石の崩壊層、ヱ5YR4/3褐色シルト、猛5YR6/6に ぶいF●・tシルトを若千含む
7層 猛5YR4/3褐色シルト
8層 猛5YR4/3褐色シルト
9層 ■2YR4/3褐色シルト、巧YR6/6にぶい橙色シルトを若千含む
10層 裏込め石
11層 ■もYR6/6/etン ルト、崩落土
12層 直径5～30cm程 の河原石 (∞cm程の石もあり)、 中には石垣の石の矢を入れた未使用の石も含む
13層  75YRγ 4掲色ンルト、瓦等を大量に含む
14層 ■5YR4/6褐色シルト
15層  7.5YR3/4暗褐色シルト、瓦を含む
16層 盈5YR3/4暗褐色シルト
17層  7.5YR3/4暗褐色シルト、二を含む
18層  7.5YR3/4暗褐色シルト、おYR6/6にぶい橙色シルトを部分的に含む、瓦を含む
19層 75YR4/3褐色シルト
208 ■5YR4/3褐色シルト、■5YR6/6に ぶい橙色土を部分的に含む
21層 7.5YR4/40色 シルト、若干の炭化物を含む

ちζ層 綿径森筑勢上 5YRy4暗褐色シルト、/Jヽ礫を若千{筈む
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張り出し部分

第37図 三階格跡断面図 (S=1/60)
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10～20cm大の
工石が詰まっている

張り出し部分
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L=73,115m

第38図 三階櫓跡北側断面図 (S=1/60)

が確認された (第43図 )。 失われた箇所は西辺で8m、 北辺で3.6mの三1角形状を呈している。西側石

垣は25mほど残存しており、 4段ほどの石積みが残存していた。用いられている石は大きいもので2

m近 くある。 lmを超える石が比較的多く見られる。断面図 3、 4において石垣の石は奥行が lmほ

どであり、裏込石は10cmと 非常に薄い。現存する石垣から石垣勾配を推定すると西 1、 2間で54度、

西 3、 4間で55度となる。

突出平場と接する箇所は石垣の残りが比較的良い。突出平場とその南側ではlmの段差がある。段

差では石が 4段ほど確認された。突出平場上になると石垣が高さ1.5mほ ど残存している。用いられ

ている石は lmを超えるものは少ない。この平場での石垣残存長は6.2mである。突出平場上面と三

階樽上面では3.4mの比高がある。

突出平場の南面石垣は途中、石が抜けている箇所があるが、長さ7.3mほ どである (写真図版n-5)。

用いられている石はlmを超えるものはなく、50～60cmの ものが多い。
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第39図  本丸内土塁セクション図 (S=1/60)

表± 75YR2/3極暗褐色シルト、しまりなり、崩れた大礫 (30cm)及び中礫 (20cm)等を合む、木根多い
1層 山砂
2層 75YR5/4にぶい黄褐色シルト、礫、根を含む、しまりなし
3層 75YR5/4に ぶい褐色、多量の礫 (裏込石)を含む、瓦片あり
4層 75YR7/4にぶい橙色、地山ブロック (灰色)を少量含む、しまりなし、根を含む
5層  75YR4/4褐 色シルト、明褐色ブロックを含む、しまりなし
6層 75YR5/6明褐色シルト、地山プロック (灰色)を若干含む
7層 25Y灰白色シルト、凝灰岩礫 (ブロック ?)を含む、しまりなし
8層 75Y5/3に ぶい褐色シルト、しまりなし
9層 75Y6/4に ぶい橙色、地山ブロックを含む、しまりなし
10層 75YR4/6褐 色シルト、しまりなし
11層 7.5YR5/4にぶい褐色シルトに明褐色ブロックを多量に合む、しまりなし
12層 7.5YR4/3褐色ブロックを多く含む
13層 75YR3/4暗褐色シルト、明褐色ブロックを若千含む
14層  75YR5/4に ぶい褐色シルト (砂質)、 しまりなし
15層 75YR5/3に ぶい褐色シルト、地山ブロックを多量に含む、しまりなし
16層  75YR5/3に ぶい褐色シルト、多量に地山プロック (酸化)を含む、しまりなし、隙間あり
17層  25Y灰白色シルト、明褐色ブロックを若千含む
18層  75YR5/3シ ルト、地山ブロックを含む
19層  75YR5/4に ぶい褐色、礫なし、しまりなし、地山ブロックを含む
20層 75YR5/8明褐色シル ト、礫あまりなし
21層 75YR5/6明褐色シルトに礫を含む、地山ブロックを若干含む、しまりあり
22層 75YR3た 暗褐色シルト (グライ化)、 炭化物を含む
23層 75YR3/4暗褐色シルト、え化粒を若干含む
24層 75YR4/3明 褐色粒を含む、しまりなし、崩落土
25層 75YR5/4に ぶい褐色シルト、礫を若干含む
26層 75YR5/6明 褐色シルト
27層 裏込石層
28層 25Y8/1灰 白色シルト、凝灰岩 (地山)、 酸化鉄を多く含む
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第41図 本丸内井戸跡平面図 (S=1/60)

板碑 は長 さ85cm、 巾45cm、 厚 さ20cmで、

上部に梵字「バン」が彫られている (写真図版

33-2)。 三階櫓下南西隅石垣脇から出上してい

る。大人 4人で通ぶのがやっとの重さである。

扁平な自然石を利用している。

三階櫓跡の建物跡、周辺の石垣、階段跡の遺

物は瓦の出上が圧倒的に多い。三階櫓周辺から

は計231kgの瓦が出上し、桟瓦を除く全ての種

類の瓦が出土している。軒丸瓦は巴支、九曜文、

三引両文、菊丸があり、軒平瓦は草花文、雪持

笹文があり、谷丸瓦も出土している。陶磁器は各時代、各産地の出土が見られる。土師質土器 (素焼

き)、 中世陶器、土師器、磁器の人形片、スサ入 り土壁片、石盤、和釘10本、板状などの鉄器も出土

している。青銅製小柄櫃 1点 も見つかっている。石臼は 2点、銭貨は9点出土している。大正 4年の

片倉公300年祭の記念の杯も出土している (写真図版30-3)。

三階櫓跡の天守台上面の南東隅にある撹乱の穴から第二次世界大戦時の防空監視所で使用されてい

たと推定されるアメリカ軍用機模型 8機分が出上した (写真図版34、 68-1～ 5、 67-8)。 敗戦時に

土中に埋めたものと考えられる。これらと共に統制陶器も発見された (写真図版31-1～ 6)。 これ

らとは別に軍隊茶碗も見つかっている (写真図版21-8)

馬場跡

馬場跡は三階櫓西側石垣そばで確認された。東西に平

行した溝がかろうじて6本確認できる (第44図 )。 幅は

20cmほ どである。滞の間隔は1.8mの ものが多い。長さ

は1.5～ 2.lmま でとバラツキがある。三階櫓石垣北辺と

ほぼ平行になる配置となっている。遺物は出土していな

ヤヽ。

第42図  本丸内井戸跡東側敷石跡 (S=1/60)
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第44図 本丸西側馬場側遺構平面図 (S=1/150)

第 3節 土塁部周辺 (石列周辺 )

突出平場

三階櫓跡の東側に本丸よりも一段高い箇所が突出平場と呼ぶ箇所である。三階櫓脇で南北6.8mほ

ど、櫓東側石垣から大手門桝形部の東面石垣までの東西は28mほ どある。

石垣は野面積みで 2段ほど積んで南側の本丸井戸跡と段差がついている。平場の規模は南ゴヒ7m、

東西10m以上と推定された。上面の平坦面で掘立柱建物跡が 1棟確認されている。西端の三階櫓と接

する斜面には階段状の石積が確認されている。

建物跡は最寄 りの南側から約 2m、 三階櫓東側石垣から5m離れた位置にある。南北 (桁行)2間、

東西 (梁行)1間 で、東側に南北 l間の東西 1間の張り出しが付 く。両者併せて南北総長265cm、 東

西総長455cmで ある。柱穴の大きさは30cmほ どである。柱間は南北から記すと、西端の柱列におい

て北から120cm、 140cm、 2列 目は170cm、 80cm、 東端は205cmである。東西は北側柱列の西端から

295cm、 165cm、 2列 目は265cm、 205cm、 南列は260cmと なっている。柱穴は若干歪んだ配置となっ

ている。

掘立柱建物跡が確認された箇所よリー段低い箇所では、石列が発見された (第45～46図 )。 石列は

西から東へ確認され、 2度ほどクランク状に屈曲する。最も北側にあるものは、突出平場の南面石垣

とラインが揃うことから、一段高い地形を区切る石垣で、打込ハギ乱積みと推定される。西から東ヘ

13mほ どで屈曲し南へ2.7m、 また屈曲し東へ、8.4mで屈曲し南へ1.8m、 東へ 7mほ ど伸び、大手ニノ

門跡に接続する。用いられた石は、西側を除き、割面を南に向けている。大きさは30～ 40cmの もの

が多く、lmを超えるものはない。西側では河原石のような丸みを帯びた石が多い。中央より西では、

石が 2段ほど確認されている。西端から5mの所から南へ伸びる石列がある。長さ3mほ ど確認され

たが、調査区外に伸びるようである。用いられている石は30～40cmの ものが多い。その石列から東

は細かい石が東西5.5m、 南北2.5mの範囲に分布している。その中に直径35～ 40cm、 深さ12cmの ピッ

トがあり、さらにその東側は礫が散在している。
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この屈曲箇所から東は石列に挟まれる形の溝がある。途切れている箇所があるものの、6.8m、 5。3m

ほど確認できる。溝幅は40～ 50cmである。溝の範囲からは石の出土は少なく、石列の南北両側に石

の散乱が確認された。側面が石、底面が地山の溝と考えられる。屈曲箇所の南接箇所には上下層に石

が詰まったピットがあった。

この溝は大手門跡に近い東側では、石垣からの距離 (lm)を保ちながら、ほぼ平行に設置されて

いる。東端において、溝上に平瓦が 6枚並べられていた。長さ60cm、 幅45cmの石があつた。表面に

は長さ8cm、 幅3.5～ 3.8cmの ノミ跡が多数確認できる。蓋として使用されたものと思われる。

石垣は最も北側にあり、長さ4.8mあ り、長さ50mの石が用いられている。その南側に長さ30cm程

度の石が石垣、溝に平行に5。5m並んでいる。これらの南側には方形、長方形を基調とするピットが

ある4基見つかっている。長さ90cmほ どのものが多い。

これらの遺構は発掘調査までは、全体が瓦、礫を含む遺物包含層に覆われていたため、存在が確認

されていなかったものである。

土塁部の断面B～ B′ においては (写真図版 5-4、 第47図 )、 堆積土中央部において溝跡と考えら

れるものが確認された。上部で2.8m、 深さ1.85mの規模である。東西の溝跡である。写真、断面図を

観察すると、59と 15層、47と 48層 に旧表土と推定できる層があり、これらも近世白石城に先行するも

のと考えられる。

井戸跡

井戸跡の調査区は54∬で、この地区だけに限れば、調査期間は平成 6年 12月 15日 ～翌年 1月 9日 の

12日 間である。調査区は井戸本体が発見された箇所と東側の石敷きとに分かれる (第40図 )。 東側の

石敷きは断ち割りの結果、インスタントラーメン袋等が含まれており、新しい時期のものであること

が判明した。井戸跡は深さ7mま で発掘を行った。当初、井戸跡は上面が倒伏した石によって覆われ

ていた。調査は底面近 くから大きい石が 3つ出土し、そこで断念した。石積は地表から3.3mの深さ

までである。面取りされた河原石が用いられている。その下は素掘 りで、地山を掘り抜いていた。内

径は地表付近で0。7～ 0。8m、 石積下端では1.4m、 底面近くで1.1～ 1.2mで あった。発掘調査時、水は地

表から2.5mの所まで溜まっていた。排水作業を行い、発掘調査を実施した。埋土からは、切石、丸

石、瓦片、曲物破片 (現物不明)が出土した。木製品の中には幅役 10cm、 長さ140cmの 角材、直径

約5cm、 長さ270cmでやや湾曲した棒状のものがあった。井戸跡周辺からは建物跡、排水施設等は発

見されなかった。湾曲した棒状の出土品から釣瓶を持った井戸と推定された。なお、調査時の所見と

して、井戸内の水は白く濁っており、飲料水に適さないように思えたという。

平成 9年 2月 、本丸中央の頌徳碑の北東側に白石城内建物についての説明看板が設置された。基礎

掘削において瓦片、陶磁器が出上した。

遺物は計282kgの瓦、多数の陶磁器、瓦質土器、土師質土器、中世陶器が出土した。瓦は軒九瓦の

三引両文、巴文など、軒平瓦は雪持笹、草花文などがある。隅切瓦も多い。板塀瓦、平瓦の出土が多
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1層 75YR4/3褐色シルト、ゴミ穴
2層 75YR2/2黒褐色シルト、しまりなし、ボサボサ
3層 裏込石層
4層 75YR4/3褐色シルト、灰と灰白ブロックを含む、しまりな
し

5層 75YRフ 3褐色シルト、炭を若干含む
6層 75YR4/6褐色砂、切石片、ガラス片を含む、 しまりなし
7層  75YR3/4暗褐色シルト、にぶい橙をブロック状に含む
8層 75YR4/4褐色砂質シルト、しまりなし、中礫含む、にぶい
橙を若干含む

9層  75YR4/3褐色シルト、炭を若千含む
10層 75YR4/6褐色シルト、小礫を若千含む、しまりなし
11層 75YR4/4褐 色砂質シルト、しまりなし、中礫含む、にぶい
橙を若千含む、瓦片出土

75YR4/4黒褐色シルト、しまりなし、中礫、炭化物あり
75YR3/1黒褐色シルト、しまりなし
75YR4/4褐 色砂質シルト
75YR4/3褐 色シルト、明褐色粒と小礫を含む、しまりあり
75YR3/4明褐色、少量の炭を含む、若干しまりあり
75YR3/4暗掲色、炭なし、しまりなし
75YR3/3暗褐色シルト、炭を含む
75YR4/6褐色シルト
75YR5/8明 褐色シルト、中礫を多量に含む、ゴツゴツ
75YR3/2黒 褐色シルト、明褐色粒を極少量含む、炭あり
75YR3/2黒 褐色シルト、しまりなし、炭を含む
75YR3/1黒褐色シルト、炭化物を含む、しまりなし
75YR3/2黒褐色シルト、明褐色粒、炭を含む、 しまりなし
75YR3/2黒褐色シル ト、炭化物を含む、しまり若干あり、
にぶい橙粒を若千含む

75YR5/1褐 灰シルト、しまりなし、にぶい橙、灰白をブロッ
ク状に含む、炭化物あり
75YR3/2黒掲色シルト、戊化物あり
75YR3/1黒褐色シルト、にぶい橙をブロック状に含む
75YR5/1掲 灰砂質シルト、にぶい橙を若干含む
75YR4/1褐 灰シルト、にぶい橙を含む、しまりあり
75YR4/1褐 灰砂質シルト、炭化物を含む
75YR4/1褐 灰シルト、にぶい橙を含む

33層 75YR5/6明褐色シルト、え化物を含む、ボサボサ
34層 75YR8/1灰白色シルト (75YR5/3に ぶい褐色シルト含
む)、 粘性あり

35層 75YR7/3に ぶい橙砂質シルト、しまりあり
36層 75YR7/6橙シルト (75YR5/6明褐色シルトを含む)
37層 75YR7/3に ぶい橙砂質シルト
38層 75YR5/8明褐色シルト、粘性あり、地山漸移層
39層 75YR5/6明褐色シルト、しまりあり、粘性あり
40層  75YR3/4暗褐色シルト、明褐色粒を若干含む
41層 75YR4/3褐色シルト、灰白粒を若千含む
42層  75YR8/2灰白シルトを含む
43層 75YR5/6明褐色シルト、中礫を多量に含む
44層  75YR5/6明褐色シルトに灰白粒を含む
45層 75YR4//6褐色シルト、明褐色中礫を多く含む
46層 75YR4/4褐色砂質ンルト、明灰白褐色粒を含む
47層 75YR3た 暗褐色シルト、しまりあり、旧表土 ?
48層 75YR3/4暗褐色シルト、旧表土 ?
49層 75YR5/6明 褐色シルト、しまりあり、粘性あり、地山
漸移層

50層 75YR7/8黄橙色シルト、若千サラサラ、地山
51層 75YR4/6褐色シルト、粘性あり、若干明褐色粒を含む
52層  75YR6/8橙色シルト、50層 よりしまりあり
53層 75YRy3浅黄橙色、ガリガリ、地山
54層 75YR7/6橙色シルト、粘性あり
55層 75YR5/8明褐色シルト、粘性あり、灰色のガリガリを
含む

56層 75YR5/6明 褐色シル ト (75YR8/3浅責橙色を含む)、
粘性あり、地山

57層 75YR6/3に ぶい褐色砂質シルト、ガリガリ、75YR4/1
褐灰色ブロックを含む、岩盤

58層 75YR3/2黒褐色シルト、え化物あり
59層 75YR3/3暗 褐色シルト、明褐色小礫を少量含む、炭を
若干含む

60層 75YR5/4にぶい褐色シルト、え化物あり
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第47図 土塁セクション図 (S=1/60)



い。ヘラ描き、刻印瓦も発見されている。軒桟瓦は出上していない。動物の足と推定される土人形も

ある。井戸跡から木製品が出上したとされるが、現物不明である。和釘 2本、太棒状鉄器等、石臼が

出土している。銭貨は2点出土している。また、近代以降の遺物として、土塁土留部から蒸しカマド

片が 1箱分出上しているが、接合は行っていない。地元の人の話をもとに、以前使用したという蒸し

カマドの略図を作成した (第98図 )。

第 4節 大手一 ノ門跡、ニ ノ門跡周辺

大手門跡は大手一ノ門跡、大手ニノ門跡、枡形部から構成されている (第48図ほか)。 門は北西を

向いている。白石高校通用口方向から城に登ると、本丸外郭東側石垣沿いに進むことになる。本丸北

辺石垣に到達すると、平坦な場所となるが、その左手が大手一ノ門跡である。この門とニノ門跡で S

字状の形となるように配置されている。一ノ門跡は発掘調査以前は、完全にアスファル ト道路下と

なっており (写真図版41-1～ 2)、 それまで位置の特定ができていなかった。

一ノ門跡は東辺から伸びてきた石垣を南へ直角に折 り曲げ、4.6mの西面石垣を配置し、さらに直

角に折れ、南面石垣が2.6mほ どある。そして直角に北方向に折れている。北方向は残りが悪いが3.8m

で、一ノ門とニノ門間の石垣と接続すると考えられる。一ノ門は、本丸方向に向かって右手は長方形

の石垣が築かれ、コ字形になっていたことを示している。石垣は 1段しか残っておらず、残存状況は

不良であった。石は長さ50～ 100cm、 奥行きは50cm程度で、平坦な面が表になるように配置されて

いた。石垣の背後は細かい石が多数、発見された。石垣南面と本丸北辺の石垣間距離は3.3～ 3.5mと

なり、ニノ門方向に坂を上がると狭 くなる。一ノ門跡裏からニノ門跡の左手上に石が並んでいる箇所

があり、途切れている箇所もあるが長さ1lmに なる。長さ50cmほ どの石も用いられているが小さい

石が多い。本丸外郭東側石垣との距離は北西端で 2m、 南東端では3.4mと なっている。この石列は

直線的ではないものの、ニノ門跡に向かって左手に接続するものと考えられる。

石垣の西、南、東面には、長さ40cm以下の長方形、方形を呈する扁平な小石が帯状に敷き詰めら

れていた。この帯状敷石は西面で 6m、 南面に3.9m、 残 りの悪い東面では0.8m確 認された。また、

一ノ門跡の石垣北隅に向かって南西から北東へ直線状の石列がある。長さは3.9mあ り、用いられて

いる石は40cmく らいである。一ノ門跡石垣南西隅から石列南西隅までは5.5m、 同北西隅から石列東

北隅までは3.2mの 距離である。

また、石垣南面よりもlmほ ど南に30cm以下の石が北西から南東方向に並んでいる。長さ2.8mほ

どである。この大手一ノ門跡に先行する遺構の一部が残っていた可能性がある。

一ノ門跡石垣の南東隅から直線で1.8mの位置に門跡柱穴が 2つ発見されている。発掘調査当初は

既存のアスファル ト道路の一部を掘削して調査を行い、後に全面的にアスファルトを除去して調査を

行った。門の基礎は一部が現代の排水溝下となって発見された。柱穴の中央で発見された石同士の距

離を測ると2.4mと なる。柱穴掘 り込みは2段ほどになり、長軸1,7～2m、 短軸で0,7～ lmで、深さは

0.6mで ある。柱穴 1も 2時期の変遷があり、また左側には、古い柱穴があることから、遺構が切 り合っ

ている。柱穴 2は、当初、小礫の集石、小礫が詰まった柱穴、平らな石を据えた柱穴への変遷がある。
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本九内土塁南No8のベルト東壁セクション (S=1/60)

本九内土塁 (突出平場)
南下06ピ ットと07ピ ット間のベルト東壁セクション (S=1/60)

L=75,905m

本丸内土塁 (突出平場)東壁セクション図 (S=1/60)

大手一ノ門～ニノ門道の北側斜面セクション図 (S=1/60)

1層 75YR4/4褐色シルト、小礫 (2～ 5cm大)含む、25Y5/6
責褐色シルトのブロックを含む、火災後の整地層

2層 75YR3/2黒褐色シルト、礫 (4cmな いし5cm～20cm大 )
含む、瓦あり、火災時の堆積層、λ化物を多量に含む

3層 75YR3/4暗褐色シルト、礫 (4cmな いし5cm～15cm大 )
あり

4層 75YR4/1褐灰色砂質シルト、酸化鉄若干あり
5層  75YR4た 褐色シルト、しまりあり
6層 75YR5/8明褐色シルト、礫あり
7層 75YR3/1黒褐色シルト、礫の抜き取り痕 ?

75YR4/1褐灰色砂質シルト、酸化鉄混じり、割石大きめ
のもの多い、瓦が若干含まれる
75YR3/4暗褐色シルト、炭化物極少量あり、礫 (6～ 7
cm大)あ り
75YR3/3暗褐色砂質シルト、jlt(10～15cm大 )、 瓦多い、
炭化物含む、乳白石ブロックを若干含む (火災時の上塁部
からの崩落土 ?)
75YR4/2灰褐色砂質シルト、羨化物若干あり、瓦含む、
割石、礫 (4～ 5cm大)を含む
75YR3/3暗褐色シルト、礫 (5～10cm大 )を含む

75YR3/2黒褐色砂、小石まじり
75YR3/4暗褐色シルト、小礫 (4～ 5cm大)混 じり、炭
化物多い、木恨あり、しまりあり
75YR3/3暗褐色シルト、小礫 (2～ 3cm大)混 じり、炭
化物若千あり、しまりあり
10YR6/8明褐色シルト、粘性あり
75YR4/1褐灰色砂質シルト、酸化鉄まじり、瓦と小礫 (4
～ 5cm大)多い
75YR3/4暗褐色シル ト、え化物極少量あり、小礫 (2～
5cm大)あ り
75YR3/3暗褐色シルト、炭化物極少量あり、角石あり、
しまりあり
75YR3/3暗褐色砂質シル ト、角石、九石を多量に含む、
瓦も多量にあり、しまりなし (崩壊土)
75YR3/4暗褐色砂質シルト小礫若干あり、角石あり

表上、75YR3/滲 黒褐色シル ト、 しまりなし、ボサボサ、
草と木の根が多く混入
75YR5/6明褐色シルト、地山漸移層、しまりなし、木根
合む、岩盤ブロックを含まない

5cm～ 10cm、 20cm～ 25cm大 の裏込石、75YR3/2黒褐色
シルト土を含む
75YR5/8明褐色シル ト、粘性あり、しまりあり、地山、
部分的に岩盤ブロックを含む

L=7485m耳
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第52図  土塁部セクション図
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第57図 桝形部平面図 (S=1/200)

第58図 桝形部遺構図 (S=1/60)

左右の柱穴とも3時期以上の変遷が確認された。柱穴 1、 2間には幅50cm溝の中央に23～24cmの

角石が据えられていた。その下に根石が左右から押し込む形で入れられ、角石を支えるようになって

いた。溝の手前には長さ85cm、 幅35cmの細長いピットがある。

大手ニノ門跡周辺

大手ニノ門跡周辺は、ニノ門跡と桝形部からなる。

桝形部は一ノ門跡、ニノ門跡の間に位置し、クランク状を呈している。北東側と南西側に分け記述

したい。

北東側は一ノ門跡裏から、かろうじて繋がる石列が土塁上にある。それが大手ニノ門跡の北東隅に

残存する石垣に接続し、南へ屈曲し石垣は大手ニノ門跡正面となる。正面の石垣は1段分のみ6mの

長さが残っていた。奥行きが60cm以上の横長に据えられた石が使用されていた。その石垣の手前つ

まり西側には2列の石列があり、西から4.4m、 5.8m確認できる。使用されている石は30～40cmの も

のが多く、石垣の石よりも小さい。テラス状となっており、上段で50cm、 下段で70cmほ どの幅となっ
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第2ト レンチ

第59図  大手ニノ門跡 トレンチ配置

ている。この北東隅の石垣屈曲部からから大手一ノ門跡南面石垣西隅までの距離は24mである。ここ

で桝形部は西へ90度開いた形となっている。

断面図C― C′ では、厚さ60～ 90cmほ ど裏込め石が確認されている。石垣の石は奥行き70cmほ ど

である。

南西側は、北西部と比較すると、石垣の残存状況が良好であった。本丸北辺の北東隅は石が既に失

われていたものの、それ以外は、 2段から3段ほどの石積みが確認された。打込ハギ布積みである。

本丸北辺東北隅から南へは10.8m、 屈曲があり、今度は南東へ12.7mで大手ニノ門跡裏の石垣隅となる。

さらにここで屈曲し、4.5mほ ど南へ続いている。そして、本丸内土塁部の石垣と接続する。この箇

所において、桝形部は北東方向へ105度開いた形となっている。桝形部は両者とも、桝形の角、つま

り奥ほど、標高が高くなっている。

大手ニノ門跡は桝形部の東に接続し、門跡が確認されている。通路を挟み北東側と南西側に分けて、

順に記述する。

一ノ門跡裏の北西方向から伸びる石垣は大手ニノ門跡で南へ屈曲し、8m程伸び、階段跡に接する。

階段跡は3.3mの幅、奥行きは3mほ どで 9段分確認された。下 3段ほどは7つほどの石があり、保

存は良好であるが、上段ほど、残存状況が悪く、石が 3つ くらいしか残っていない。階段上には多量

の瓦が、まるで崩れ落ちたような状態で発見された

階段跡の前、南西側には石列、柱穴があった。石列は、溝の両側に石があるもので、本丸内土塁部

にあったような溝と同様である。溝は新旧2時期確認されたが、残された図面等では、どれが新しく、

①
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ニノ門跡及び溝跡断面図 (西面)
1層 75YR5/3にぶい褐色砂質シルト、炭化物及び焼土を含む、しまりはあまりない
2層 75YR4/3褐色シルト、炭化物を若干含む、しまりあり
3層 75YR5/6明褐色シルト、しまり及び粘性あり (火災後の整地層 P)
4層 75YR5/2灰褐色砂、炭化物、焼土を含む、遺物あり
5層 75YR5/2灰褐色砂、遺物あり、溝の堆積土
6層 75YR5/2灰褐色砂、炭化物が若干含まれる、粘性あり、遺物あり

C′

石抜取痕及び溝断面図 (西面)
1層 75YR4/2灰褐色シルトに灰色ブロック、
2層 75YR3/4暗褐色シルト
3層 75YR5/2灰褐色砂、炭化物を若干含む、

焼土を含む

遺物あり (古銭、鉄製品)、 溝の堆積土

大手ニノ門跡新溝跡断面図 (こ のセクションポイントは第26図に対応)
1層 75YR5/2灰褐色砂、溝の推積上、しまりなし
2層 75YR3/3暗褐色シルト、溝の堆積上、粘性、しまりあり、え化物粒を含む
3層 75YR3/3暗褐色シルト、多量の炭化物を含む (火災の堆積)、炭化物の上に溝を構築 (火災後)

75YR4/6褐色シルト、炭化物、瓦片、小礫を含む、塀の壁土ブロック (75YR8/2灰 白色)を 少量含む
75YR4/4褐色砂、小礫を若千含む、地山ブロック (75YR5/6明褐色シルト、堅くしまっている)を含む
75YR4/3褐色砂質シルト、小礫、切石を含む、炭化物を若千含む、地山ブロック (75YR5/6明褐色シルト)を含む
75YR4/6褐色砂質シルト、小礫、瓦片を含む、地山ブロック (25Y5/6明赤褐色シルト)を含む
72YR4/3褐色砂質シルト、炭化物を極少量含む、小礫、根を含む
75YR4/3褐色砂質シルト、小礫、地山ブロック (75YR5/6明褐色シルト、25Y5/6明 赤褐色シルト)を含む、炭化物あり
75YR4/4褐色砂質シルト、小礫、中礫を含む、根の混入あり
7.5YR3/3暗褐色シルト、炭化物を底面まで含む、埋土から古銭出上、しまりあり、焼土粒極少量あり

第60図 大手ニノ門跡遺構配置図 (S=1/60)
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で
大手一ノ門跡礎石脇

溝断面図

10YR4/4褐 色上、砂混 じり
でザラザラしている、え化物、

焼土は含まない

10YR4れ 褐色上、地山ブロッ
クが混入、災化物、焼土は含
まない

柱穴 2(2)

古いのかがはっきりせず、詳しい記述はできない。第60図 に

は階段跡の西側に位置する石列、ピットを図示した。石列間

は40cmほ どである。礎石の根石と考えられる長軸 lm、 短

軸0.8mの ピットも確認されている。石列に平行、直行する

配置のビットも見つかっている。 P3、 8、 9が大手ニノ門

跡礎石になると考えられる。

石列は北西から南東へ 7m分確認された。これにほぼ平行

な石列が第 1ト レンチ内外で3m分確認された。これらは幅

30cmの 間を挟んで一つ溝跡を構成するものである。さらに

第 2ト レンチでは北東から南西への4m分の石列が確認され

ている。この 2つの石列は、第 2ト レンチ付近で屈曲し、本

丸内部御殿跡へ繋がる通路に接続する可能性がある。屈曲箇

所が白石城本丸屋形図 (付図 7)と一致する。

第 1ト レンチでは断面図D― Dア が作成されている。現コン

クリート側溝上端から大手ニノ門跡裏の平坦面までは5mの

図 大手一ノ門跡、ニノ門跡図 (S=1/60)

1層

2層

一ノ門跡   大手一ノ門跡平面図
東面石垣側溝

柱穴 1(2)

柱穴 2(3)

鰤

脱

コンクリート
側溝の掘り方

公園時代の

石柱痕

大手ニノ門跡平面図

第61



第62図 北側井戸跡全体図 (S=1/300)

第63図 北側井戸跡周辺図 (S=1/150)

1層1 7うYR4/4褐色ンルト、根、礫多い
2層 7うYR4/3褐色ンルト、酸化鉄、割石、大中礫多い
3層 7.5YR3/4暗褐色砂質シルト、しまりなし
4層 ■5YR3/4暗褐色砂質シルト、礫多い、礫間にねっとリシルト
5層 75YR3/4暗褐色砂質シルト、黄褐色ブロック (凝灰岩ブロック)を着千含む
6層 7うYR4/2灰褐色砂質シルト、しまりなし
7層 巧YR4/1灰色シルト、(グライ化層)、 礫あり
8層 7.5YR4/6褐色シルト、酸化鉄ブロックを含む

に
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―
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第64図 北側井戸跡断面図北壁 (S=1/60)
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第65図 北側井戸跡発掘区 (S=1/60)



比高がある。裏込め石は厚い箇所で lm、 薄い箇所では25cmである。断面図作成時には土層は、積

み手の違いから、いくつかのグループに分類された。 1つめは表土、 2つめは2～ 4、 7、 6層、 3

つめは37～39層、 4つめは 9、 11、 14を上面とし、15、 17、 18、 14層 を下面とするもの、 5つめは 9

層のみ、 6つめは19、 21、 22、 24、 31層 を上面、29、 27、 33層 を下面とするもの、 7つめは34、 47層

を上面とするものである (写真 6-1、 58-8)。

南西側には門の基礎跡が確認されたが、コンクリート側溝沿いに発見され、遺構の残存状況は良

好ではなかった。第61図下のPlが基礎跡の長さ90cm、 幅80cm以上のピットと考えられる。抜石痕

と底面には小ピットがあった。抜石痕箇所では深さ26cmであった。 P2は後世の撹乱があったが、

幅55cm、 深さ20cmほであった。 Plと P3間距離は5.5mである。この箇所と本丸内土塁部の石垣南

面の距離は6mで、桝形部南西奥と本丸内土塁部間では5,21ま どである。

断面図 J― J′ は土塁を横断する形で設定されている。本九北辺側では裏込め石が30～ 45cm確

認されている。本丸内土塁部側では15～50cmほ どとなっている。裏込め石の掘 り方壁面同士では約

4.5mの幅がある。

大手一ノ門跡、ニノ門跡において瓦が169kg出 土し、陶磁器も多 く出土した。13～ 14世紀の中世陶

器も出土している。瓦質土器、土師質土器、土師器も出土している。瓦は輪違い、鬼瓦、銃瓦の出土

が多い。軒丸瓦は三引両文、巴文、軒平瓦は草花文、雪持笹文、軒桟瓦には九曜文が用いられている。

注目されるのは「文政」の年号がヘラ描きされた鬼瓦片である (写真図版17-8、 第79図 2)。 土人形、

素焼き製品 (練炭コンロ ?)、 石盤、白色土の壁土片、焼成を受けた粘土塊が発見されている。一ノ

門跡、ニノ門跡、ニノ門東階段跡等から和釘等の鉄器が出上している。和釘は計 9本出土している。

扁平な鉄器も2点、銭貨は 5点出土している。

第 5節 北側の井戸跡
この箇所は、三階櫓石垣北面の北にあり、石垣北面が僅かに屈曲する箇所のすぐ北側に位置してい

る。復元工事以前から庭園となり、もともと屋根付き井戸が存在した (写真図版40-3)。 今回、復元

に伴い発掘調査を行った結果、井戸跡の南側を除く3方向に掘 り込み、ピットが確認され、切 り合い

関係 (時期差)があった (第62～65図 )。 しかしながら、確実に近世以前とは判断できないものであっ

た。井戸跡本体もコンクリー トで回められている部分があるなど、最近までの使用を示すものであっ

た。東側には溝に沿って金属管が埋設してあった。

東西のピット類は、復元工事以前の屋根の基礎の掘り込みを考えられる。東西には石が並んでおり、

井戸跡を取り囲む区切 りの石と考えられる。

遺物は瓦、陶磁器が若千、和釘 1本が出土しているが、近現代の遺物と共に出土している。



第66図  白石高校内発掘区位置図 (S=1/1,000)

第 6節 勘定所跡

調査区は宮城県白石高等学校用地

の北側で、白石城跡本丸辰巳櫓跡に

隣接する箇所である (第 66図 )。 学

校施設建設に伴い確認調査を実施し

た。調査区は校舎の北側 (実習棟建

設 )、 東側 (倉庫建設)の 2カ所と

なっている。調査の結果、北側の調

査区から2～ 3時期にまたがる建物

跡が見つかった (第69図 )。 整地層、

土坑のほか、蓋の可能性がある丸い

木片を伴う井戸と推定される遺構も

ある。杭、寛永通宝が発見された遺

構は何れも約 1～ 1.5m程 の盛土の

下から発見された。調査図面は残っ

ているものの、写真の所在は不明で

ある。

安政 5年絵図においては勘定所に

あたる箇所であり井戸跡 1基、焼土

1基、整地層 1カ 所、溝跡 l条、土

坑及びピット92基が発見され、瓦、

陶磁器、銭貨 (寛永通宝)が出上し

た。直径1.lmの井戸跡には木質部

が残っていた。調査区南端の上坑 1は長さ3.5m、 幅は1.2m以上で、 くぼみを有する長方形で、半分

は調査区外である。深さは10～20cmほ どである。調査区北の焼土は長さ1.8mほ どである。中央の溝

跡は東西に7mあ り、幅は20～ 50cmである。ピット類は明確な柱痕跡を残すものが多い。長さ40～

70cmの ものが多い。調査区南端に東西棟、中央に南北棟が存在する可能性がある。

遺物は瓦、陶磁器、瓦質土器、砥石が出上している。曲った和釘も発見されている。

白石高校 校舎
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第67図  白石高校内発掘区遺構配置図 (S=1/150)

第68図 土坑 1 平面図 (S=1/60)

第 7節 遺構外の遺物
遺構外の遺物としてSJXXと いう扱いの遺物が多量にある。瓦だけで556kgである。おそらく表土

の出土遺物という扱いで遺構外になっているがヽ出土地区に注意が払われず一括されている。発掘調

査の結果では地区毎に瓦の出土に傾向が見られるので、少なくとも、遺物取り上げ時に地区毎に取り

上げる必要があった。

軒丸、軒桟瓦、軒平瓦、棟込瓦、鬼瓦等が出上している。陶磁器、土師質上器、瓦質土器等が発見

されている。出土地不明の銭貨が3点出上している。
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図版番号 出上位置、登録香号 内 容 写真図版

第93図 1 西側石垣 崩落± 92530、 26-17 人形の顔部分、磁器、透明釉、産地時期は不明 32-6

身与93じ]2 大手門第ニトレンチ、920916 土人形、近世、中空、型押成形 32-7-2

第93図 3 SJXX 非常に軽い、帯状の突起があり、円環状になり、側

面に沈線あり
32-7-4

第93図 4 大手ニノ門北側石段下、920610 メこ? 中実、型押し成形、近世 32-7-1

第93図 5 本丸内土塁部、940718 動物の足 ? 32-7-3

第93図 6 大手門階段東側 トレンチ木炭層 素焼き製品、軽い、内面は強い焼成を受けている 72-7、  8

第93図 7 白石高校 ピット 941017
砥石、重量213g、 幅41cm、 長 さ4cm、 厚 さlCm、

両面に擦痕がある

第93図 8 大手ニノ門階段溝間、931116 石盤、長さ95cm、 幅44cm、 厚さ1 2cm 32-1-2

第93図 9 本丸小十郎碑 石盤、長さ4 9cm、 幅2.8cm、 厚さ06cm 32-1-1

身等93優]10 021113、 S」C-1 石盤、長さ7 7cm、 幅3 7cm、 厚さ0 9cm 32-1-3

大手ニノ門階段～溝間 931028、 SJ192 壁土、 2点、 32-6

第93図  土人形、石製品等
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1第94図 出土した石臼



暮<電◎ 2

緞3

∩
ロ

0                    5cm

第95図 出土した鉄製品
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4
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図版番号 出上位置、登録番号 内容 写真図版

第96図 1 土塁土留部 ヘラガキで「 X」、平瓦

第96図 2 S」 XX 刻印で「か」、平瓦

第96図 3 本九内溝確認面 刻印で「か>>>」、平瓦

第96図 4 S」 XX 刻印で「○」、丸瓦尻部

上場南東、H3、 9、 6
スサ入り上壁、長さ65cm、 幅43cm、 厚さ21cm、
R9Ro 31-7

大手ニノ門脇階段と溝の間、埋土、931107
焼 成 粘 土 塊 、 長 さ 38cm、 幅 25cm、 厚 さ1 8cm、
10,0 31-6

第96図 文字、刻印のある瓦



触

蔭 10

0                           5cm

∞

∞
簸
鶴牌
　
畿

　　（
∞
番号 写真図版 実測図 出上位置層位 名 称

巨 笹 確

ｃｍ

重 量
備  考

l 32お-1 l
Dコ ーナー、 H2,10,
22

寛永通宝銅銭 背 に「文」

2 3282
Dコ ー ナ ー、 H2,11

'7

洪武通宝銅銭

面 4則 1腎投 支久窯銅銭

4 32‐ 8望
西側石垣中段、 H3,9,
クR 寛永通宝銅銭

5 32‐ 8‐5 5 西側斜面、 H3626 寛永通宝 鋼銭

6 32-8‐6 西側斜面、 H3.6.26 文久通 三鋼銭

7 7
東側張出部半場中央床
而

寛永通宝銅羨

8 32お‐8 8
ヒ ツ トも理 工 、 巧 ,1
1氏

至大通宝銅銭

33‐ 1つ 9
大手門東階段東 トレン

チ地山上
判読不明銅貨

33‐ 1‐ 10 な し 大手 ニ ノ F写 旧縛理 土 判読不 明鋼 貨 紗が4寸活

11 33‐ 1-11 な し 21022 Dコ ーナー 寛永通 呈飼銭

片

な し 不 明 貧 永通て銅銭 子し|こ方日IFR

33‐ 1-13 不 明
大正 10年十銭
白銅 皆

33-1-14 不明
大正 9年一銭
音綱皆

な し な し
三 階櫓 画 al石垣 剤

`ベ

ル

ト出弦 キ
町雪み日29至F10卜Ч

青銅管

な し な し 大手ニノ門旧溝埋土 判読不明銅貨
υ が 1寸君、 恢
損

な し な し
西側石垣崩語上、92,5,

30

寛永通宝銅銭

片

な し な し 本九石垣脇、93,9,22 五銭白銅貨 年号不明

な し な し
入 子
~ノ
日 よ つ りに 訟

lE1  92 8 7
半銭鋼貨 年号不明

第97図 出上した銭貨

第98図  蒸 しカマド略図
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第99図 発見された板碑 (拓本)S=1/4
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89
5
22
1,
62
0

1■
46
0

2,
53
3
54
8,
33
0

平
瓦
2類
・
板
・
体
部

11
1,
96
8

3,
28
0

3
1

11
,7
20

1
14
2
26
,5
88

・
板
・
隅
部

4
34
30

3
38
0

74
15
,1
50

棟
瓦

5,
04
2

8
2,
18
0

3
1,
12
0

4
1

11
0

14
,5
42

軒
丸
瓦

25
,7
51

68
00

1■
72
0

2,
92
0

19
,5
15

3,
97
5

16
9
73
,6
81

軒
平
瓦

3
2

6
1,
84
0

11
7,
33
0

0
0

11
,6
86

軒
桟
瓦

1
0

0
5

3,
40
0

0
0

45
,1
80

桟
瓦

0
0

2
1

7,
37
0

0
0

輪
違
い

8
2,
86
1

4
74
0

11
,4
70

1
45

18
,1
01

平
瓦

1
2,
76
0

2
1.
30
0

1
1,
08
0

4,
41
0

6
7,
40
0

16
,9
50

面
戸
瓦

3,
16
0

4
58
0

1
20
0

1
43
0

6,
42
0

軒
平
瓦
か
軒
桟
瓦

3,
48
0

8
1,
62
0

6
13
70

1
7

1

そ
の
他

14
,6
60

9
3,
62
0

12
,5
15

25
13
,6
77

0
44
,4
72

合
計

23
3,
47
0

28
2,
67
6

72
5
16
9,
78
7

19
4
31
,2
33

55
6.
59
7

94
32
,5
90

5,
19
2
1,
30
9,
53
1



第10表 遺物登録番号表

大手門南側石垣 92915
三角形の青銅器、長さ 第95図 3、

2ト レンチ

2刀に

'大

JL                                                     171 6

ンチベルト

2ト レンチ  2

トレンチ H3828             9 和釘

2ト レンテ

一ノP]ビ ット 931018
ニノF可 I日濤、931116                  61
ニノF]十日溝埋二L内  931116

大手一ノ門まわり確認面 9287

下層  92713

6～ 7ビ ッ ト  94610



96 長 さ31 6cmの 和 釘
94112                    97  直角に曲がっ

J二日聖」二君ヨ言Б6、  7ビ ッ トFHlrミ ,レ ト  946

ッ ト  941017                           105
ニノ門 トレンテ   93922

4土中  931115                     112
ッ ト8  どニニL  931115

ッ ト 1  94112

94715                138

Aコーナー 925           146

上場南頁ゴミ穴 H397

146



記 入

封ヒ1期死]lH¬「 著ヽ   H3925
未記 入

旨鬱え君卜  H3829
下部  611 163 和釘と石が付着している 1720
三 I箸櫓 票 側石延

物 層 )中 よ りと
下半赳場、確認 lal下の黒色土 (炭化
■  113 9 fD

.内溝確 認 9

大手ニ ノ門旧 埋 土

大手ニ ノ門 lE 芝≧Jヒ に,  931116                       166   不日3子丼十 8

下郡南戻 トレ ンチ  H3828
下部南  H3828

l

ニ ノ C 17

レ ン

下音圧 Jと  H3530
石垣 下部床 和 釘

】ヒ収JttlEI  H3 717                   174 釘ほか                                        2190
未記 入

176  石、 高師/Jヽ僧

ニ ノ に

三階櫓 北側 下 声 断割 部 9471
門東側 石段 下 ■  9279
ヨえξF 土 2  94112
大 手 ニ ノ門第 1 レンチ 92916

5

大手 門北側 石 し

三 階 側 石 郡 ベ ル ト部 (崩壊 土 )92918 187 細 長 い鉄器
本 丸 内薄跡  H6525
」L場南東ゴミ穴  H396
ニノPЧ密 2 レンテ 92916

桝形罰
`人
隅の奥、不丸内土塁下検出土坑

93115
底 白

大手ニ ノ門階B 間  981028
未記 入

大 手 ニ ノ門新 澪 下 面 lEl) 93111
大手三ニノF可濤跡  93921

十 94610
7

大 手 門東 階段 レンチ地 山

(手ニ ノ門階 1 側 トレンチ 厄雪ワЧ  92720
大 手 ニ ノ門階 下 Fi 92720
大 手 ニ ノ F可 階 下崩落土内          9273           202   金槌 ? 95E]5、  空テ写ミ32-2         3080
Aコーサービッ H2124

Dコーナ
側 階段 206  不日伺
」石垣下部 611
H3731、 Jヒ項J斜面 競状 鉄器

H491、 大手ニノ門石垣下側溝、澪内覆上、 トレン     石、え、高師小僧ほか
チ 内出 十

大手ニ ノ門 旧溝 7

929■ 6 大手ニノ門第 2ト レンチ
H3731 】ヒlRl霞 め 端 が 曲が った鉄 器

94610  舅卜夕七レ可■ 遷邑」ヒ君里音Б6,  7ビ ッ ト 鉄製 品

94615  06-07ビ ッ 1 和 釘 222
幅広 い言状 鉄 製 品

ニ ノ



第11表 出土瓦の観察表
図版番号 出土区、層位 種  別 特徴 1 写真図版

第70図 1 東下部 軒丸瓦
運 珠 巴文 、左 巻 き、 九 当直 径 14 5cm、 九 当 内径 1lcm、 周 縁
宮 n Arm 下 当盲 1 0rm 65-1、  2

第70図 2 東下部 菊丸瓦 65-3

身号70膠]3 Cl 菊丸瓦 65-4

第70図 4 Cコ ーナー南西隅 菊丸瓦 65-5

身写70屋]5 南下部 軒九瓦 違珠巴文、左巻き

身寺70優]6 東下部 軒丸瓦 連珠巴文、左巻き

第70図 7 西斜面トレンチ 軒丸瓦 三引両文

第70図 8 南下部 軒丸瓦 三引両文

第70図 9 西斜面 トレンチ 軒丸瓦 三引両文

身写70匹]10 下部南側 軒丸瓦 連珠巴文、左巻き

第70図 H 東下部 軒丸瓦 九曜文

第70図 12 東下部 軒桟瓦 連珠巴文、左巻き、不明

第70図 13 東下部 軒平瓦 唐草文

第70図 14 東下部 軒平瓦 唐草文

第70図 15 東側斜面 軒平瓦 細葉雪持笹、唐草文 65-6

第70図 16 東下部 軒平瓦 太葉雪持笹、唐草文

第70図 17 西側斜面 軒平瓦 唐草文

第71図 1 南側石垣部 板塀瓦 65-7、  8

第71図 2 東下部 棟込瓦
三引両文、瓦当直径l15cm、 瓦当内径94cm、 周縁高0 9cm、
瓦当高1 9cm、 長さ14cm

66-1、  2

第71図 3 南側石垣ベルト部 棟込瓦 三引両文、瓦当直径■ 5cm、 瓦当内径9 5cm

第71図 4 東下部 棟込瓦 三引両文、瓦当直径11 5cm、 瓦当内径9cm 67-1

第71図 5 東下部 棟込瓦 三引両文、瓦当直径11 5cm、 瓦当内径9 5cm

第71図 6 東下部 棟込瓦 三引両文

第71図 7 東下部 棟込瓦 三引両文

第71図 8 北側斜面 面戸瓦 幅12 7cm、 長さ95cm、 高さ6cm 66-3、  4

第71図 9 東下部 面戸瓦 幅13 7cm、 長さ9cm、 高さ6 8cm 66-5、  6

第72図 1 平場南側 谷丸瓦 残存長17cm 66-7、  8

第72図 2 下部東北部 谷丸瓦 残存長17 5cm

第72図 3 櫓下西側断割部 谷丸瓦 ? 残存長13 5cm 67-3の 2

第72図 4 南側石垣部ベルト 九瓦 尻幅13 6cm、 工縁長3cm、 胴長26cm、 高さ37cm

第73図 1 下部南西 トレンテ 平瓦 残存長10 5cm

身争73優]2 東側下部平場 谷丸瓦 ? 残存長10 6cm

第73図 3 南下部 平瓦

身写73優]4 東側石垣下部 平 瓦 沈線

う写73E]5 南下部 平 瓦 沈線文

身等73屋]6 三階櫓下部 板塀瓦 P 沈線

第73図 7 東側土垣下部 鬼瓦 67-2

第73図 8 東下部 鬼瓦 ? 67-7

第73図 9 三階櫓下 銃瓦 耳部分か 67-6

第73図 10 東下部 鬼瓦 67-4

第密図 1 本丸内井戸 軒丸瓦 三引両文、瓦当直径16cm、 瓦当内径12 8cm、 周縁高0 3cm 69-1

第74図 2 06-07ピ ッ ト 軒丸瓦 連珠三巴文、左巻き、周縁高0 8cm、 瓦当厚2 3cm

身守74屋]3 07～08ピ ット 軒平瓦
太葉雪持笹、唐草文、文様区高45cm、 瓦当高5 7cm、 瓦当
に三l orm

第74図 4 土塁部 軒平瓦 唐草文、文様区高45cm、 瓦当高6cm、 瓦当厚17cm

第74図 5 07～08ピ ット 棟込瓦 三引両文、瓦当直径■ 7cm、 瓦当内径9 7cm、 瓦当厚2 2cm

第74図 6 土留部、 6、 7ピ ット 板塀瓦右桟 全幅27 8cm、 桟幅3 8cm、 桟は剥落、 2孔あり 68-7

第74図 7 土留部、 6、 7ピ ット 平瓦 幅25cm、 長さ25 1cm、 谷深2 2cm 68-8

第2図 8 本丸内土塁部 平瓦 隅切瓦

第74図 9 土塁土留部 6ピ ット 九瓦 69-3の 1

第75図 1 土塁土留部 6～ 9ピ ット 平瓦 隅切瓦

第75図 2 土塁土留部 平瓦 隅切瓦

第75図 3 三階櫓東側突出平場下面 袖瓦 ? 接合痕

第75図 4 土塁土留部 6ピ ット 平瓦 右端に沈線

第75図 5 土塁部 平瓦 隅切瓦 69-2

第75図 6 土塁土留部 6、 7ピ ット 平 瓦 隅切瓦

う孝75E]7 東側下部平場 平瓦 平行沈線文



第76図 1 ニノ門階段下溝 軒丸瓦
三引両文、瓦当直径16cm、 瓦当内径■ 5cm、 周縁高04cm、

瓦当厚16cm

第76図 2 大手門階段崩落土 軒丸瓦 三引両文、瓦当直径15 9cm、 瓦当内径13cm 69-8の 1

第76図 3 桝形部上塁崩落土 軒丸瓦 連珠巴文、左巻き、瓦当厚2cm、 周縁高0 5cm 69-4

第76図 4 ニノ門裏通路部分 軒九瓦 三引両文、瓦当厚2 7cm

第76図 5 ニノ門裏通路部分 軒丸瓦 三引両文、瓦当厚2 3cm

う写76じ]6 ニノ門平場 軒丸瓦 連珠三巴文、右巻き、周縁高07cm、 瓦当厚2 5cm

第76図 7 ニノ門北側石段下 軒桟瓦 九曜文 71-5の 1

第76図 8 ニノ門 1ト レンチ 軒九瓦 三引両文、瓦当直径15 4cm、 瓦当内径12cm

第76図 9 ニノ門裏通路部分 軒丸瓦 三引両文

第76図 10 大手一ノ門 軒九瓦
連珠三巴文、瓦当直径15 6cm、 瓦当内径12cm、 周縁高0 8cm、
下 当 厘 R ttrm

69-7

第76図■ ニノ門旧溝 軒平瓦 太葉雪持笹、唐草文、瓦当厚17cm

第76図 12 ニノ門 軒平瓦
唐草文、文様区高3 7cm、 文様区幅13cm、 瓦当高51cm、 瓦

当厚1 9cm、 周縁高04cm

第76図 13 大手門 鳥伏間 三引両文、三角形の孔、瓦当厚3cm

第77図 1 大手門階段下 軒桟瓦

九曜文、唐草文、瓦当直径9 6cm、 瓦当内径8cm、 瓦当厚
2cm、 文様区幅15cm、 文様区高3 5cm、 瓦当厚15cm、 焼成
絡ぞ
=71

70-1、  2

第77図 2 階段下溝内 軒丸瓦
三引両文、瓦当直径15 3cm、 瓦当内径11 7cm、 周縁高04cm、

瓦当厚1 9cm、 焼成後穿孔
69-5、  6

第77図 3 大手門階段下 丸瓦 胴長275cm、 工縁長25cm、 尻幅15 5cm 71-1

第78図 1 掘立柱大手一ノ門柱穴内 棟込瓦
三引両文、瓦当直径12cm、 瓦当内径9 8cm、 周辺高04cm瓦
当 匡 ,,rm 69-8の 2

第78図 2 ニノ門東側石段下 輪違し 上幅66cm、 下幅14 6cm、 長さ13 5cm、 高62cm 70-3、  4

第78図 3 大手門階段下 輪違い 上幅62cm、 下幅152、 長さ14 2cm、 高さ62cm

第78図 4 大手門階段下 輪違い 下幅14 8cm、 長さ15 1cm、 高さ6 4cm 70-5、  6

第78図 5 ニノ門 1ト レンチ 輪違い 上幅7cm、 下幅148、 長さ12 8cm、 高さ68cm 70-7、  8

第78図 6 ニノ門裏石垣 板塀瓦 ?

第78図 7 大手門階段脇白上下 丸瓦 焼成前穿孔 2カ 所 71-6の 2

第78図 8 ニノ門裏石垣 隅切瓦

第78図 9 ニノ門道路下土坑NO、 1 隅切瓦 P

第79図 1 ニノ門第2ト レンチ北側 鬼瓦 眼の部分か、厚6cm 72-1の ユ

第79図 2 ニノ門 1ト レンチ 鬼瓦 「文政」の文字あり
71-8、
笙 盲 M肝 17-R

第79図 3 ニノ門 トレンチ 鬼瓦 72-3

第79図 4 ニノ門 1ト レンチ 鬼瓦 厚6cm 72-2

身子79E]5 ニノ門第 1ト レンチ 鬼瓦 厚3 8cm 72-4

第79図 6 大手門西側石垣 鬼瓦 厚2 5cm 72-5、  6

第79図 7 大手一ノ門石捨場跡上面 鬼瓦 厚5 5cm 71-2

第79図 8 ニノ門裏石垣 銃瓦 厚3cm、 鰭部分か 71-3、  4

第79図 9 大手ニノ門トレンチ 鬼瓦 厚2 5cm、 巴文か、推定直径52cm 7孔 -6の 1

身琴79屁]10 ニノ門東側階段 銃瓦 71-7の 3

第79図 H ニノ門裏 蛎瓦 厚1 4cm 71-5の 2

第79図 12 ニノ門 1ト レンチベル ト 銃 瓦 71-7の 2

第80図上 1 本丸内 軒丸瓦

三引両文、瓦当直径 15cm、 瓦当内径■ 5cm、 周縁高0 4cm、

瓦当厚 12cm、 尻幅94cm、 工縁長25cm、 胴長29 8cm、 焼成

前穿孔

68-6

第80図上 2 勘定所遺構確認面 平瓦 沈線、厚15cm

第80図上 3 勘定所遺構確認面 平瓦

第80図上 4 勘定所、柱穴 1 丸 瓦

第80図下 1 北側井戸西側断割部 軒丸瓦 三引両文

第80図下2 北側井戸 軒丸瓦 三引両文、瓦当厚2 3cm、 周縁高0 5cm

第80図下 3 北側井戸 軒九瓦 三引両文

第80図下4 北側井戸 軒丸瓦 三引両文、瓦当厚25cm、 周縁高0 5cm

第80図下 5 北側井戸 軒丸瓦 連珠三巴文、右巻き、瓦当厚2 6cm、 周縁高0 5cm

第80図下6 北側井戸西側断割部 平瓦 沈線、厚2 1cm

第80図下 7 北側井戸 軒桟瓦 達珠三巴文、右巻き、唐草支、瓦当厚 2cm、 周縁高06cm

第81図 1 未申櫓跡本丸側斜面 丸瓦 頭幅14cm、 尻幅14 5cm、 胴長25cm、 玉縁長3 8cm、 高42cm 76-5

第81図 2 未申櫓跡白高側斜面 輪違い 上幅45cm、 長さ11 8cm

第81図 3 未申構跡本丸側斜面 平瓦 長さ25 8cm

第81図 4 未申櫓跡平場 輪違ヤ 上幅55cm、 長さ11 8cm

第82図 1 SJXX 軒丸瓦
三引両文、瓦当直径15 5cm、 見当内径11 5cm、 周縁高05cm
瓦当厚2cm

76-3

第82図 2 S」 XX 軒丸瓦 連珠三巴文、左巻き 74-8



身等82優]3 SJXX 軒丸瓦
連珠三巴文、右巻 き、瓦当直径16 3cm、 瓦当内径12 5cm、
帰ごん及下筆05cコ n、  あ正±笞泥ゴ2 4cm、  月同fミ28 2cna、  ∃巨れ衰f≧3 7cm

73-1、  2

身等82E雪 4 SJXX 軒丸瓦
三引両文、瓦当直径15cm、 瓦当内径11 5cm、 周縁高04cm、
瓦当厚2cm

身;82E]5 SJXX 軒桟瓦
九曜文、唐革文、瓦当直径10cm、 瓦当内径83cm、 瓦当厚 1 8clm、

周縁高0 4cm、 文様区幅14 6cm、 文様区高3 5cm、 瓦当厚1 8cm、
樺耐絡空珀

73-5、  6

第83図 1 SJXX 軒桟瓦

巴文、右巻き、唐草文、瓦当直径74cm、 瓦当内径54cm、
瓦当厚1 9cm、 周縁高0 7cm、 文様区幅14cm、 文様区高39cm、
傘71

身等83E雪 2 S」 XX 軒桟瓦
万十、瓦当直径85cm、 瓦当厚3 1cm、 瓦当幅29 5cm、 長さ
28 1cm、 焼成前穿孔

74-3、  4

身寺83じ]3 SJXX 軒桟瓦
九曜文、唐軍文、九当直径9 8cm、 九当内径8cm、 九当厚 1 9cm、

周縁高0.3cm、 文様区幅14 3cm、 文様区高37cm、 瓦当厚 1 8cm、
棒虚苛空剤

73-3、  4

第84図 1 SJXX 軒桟瓦

九曜文、唐革文、瓦当直径95cm、 瓦当内径8cm、 瓦当厚1 7cm、

周縁高0 4cm、 文様区幅15cm、 文様区高35cm、 瓦当厚1 8cm、
焼成前穿孔

73-7、  8

Я争84彊]2 S」 XX 軒桟瓦
巴文、左巻き、唐阜文、瓦当直径8 7cm、 瓦当内径57cm、 瓦

当厚22cm、 周縁高0 7cm、 文様区幅14cm、 文様区高 3cm、
瓦当厚 1 8cm、 悌成前穿71.2、 婦成終李Tl.1

74-1、  2

身ヨ84層コ3 S」 XX 軒桟瓦
連珠、巴文、右巻き、草花文か、瓦当直径72cm、 瓦当内径
48cm、 瓦当厚18、 周縁高04cm、 文様区幅14 6cm、 文様区
高2 6cm、 瓦当厚21cm、 焼成前穿孔、筋状の文様

74-5、  6、  7

身著84漫コ4 SJXX 軒平瓦
唇軍文、瓦当幅25 5cm、 瓦当高9cm、 文様区幅18 2cm、 文様
区高4 5cm、 周縁幅0 9cm、 弧深3 3cm、 焼成後穿孔

75-1、  2

身子84覆]5 SJXX 左刻み袖瓦
唇亭文、九当鴨24 5cm、 九当高2 8cm、 文様区鴨13 8cm、 文

様区高2 6cm、 周縁幅53cm、 弧深3cm、 焼成前穿孔 2、 焼成
絡空F11

75-3、  4

第85図 1 SJXX 棟込瓦
三引両文、瓦当直径14cm、 瓦当内径123cm、 周縁高05cm、
瓦当厚2 3cm

75-6

身手85優]2 SJXX 棟込瓦
三引両文、瓦当直径1lcm、 瓦当内径9 5cm、 周縁高0 3cm、
瓦当厚1 9cm

身;85優]3 SJXX 棟込瓦
三 引 向 文 、 九 当 直 径 1lcm、 比 当 内 径 9 3cm、 周 稼 高 0 3cm、
下 望 匡 l Rrm

第85図 4 SJXX 棟込瓦
三引両文、瓦当直径■ 8m、 瓦当内径96cm、 周縁高03cm、
瓦当厚2 1cm

第85図 5 SJXX 棟込瓦
三引両文、瓦当直径■ 4cm、 瓦当内径96cm、 周縁高0 3cm、
瓦当厚1 9cm

第85図 6 SJXX 鬼瓦 長さ17 5cm 76-4
第85図 7 SJXX 鬼瓦 長さ28 5cm、 厚さ7 5cm 75-7
第85図 8 SJXX 鬼瓦 長さ12 3cm、 厚さ12cm 75-8
第85図 9 SJXX 鬼瓦 ? 長さ8 5cm、 21cm

第85図 10 SJXX 隅切り瓦 長さ10cm、 厚さ1 8cm

第85図H SJXX 平 瓦 沈線、長さ13cm、 厚さ1 4cm

第85図 12 SJXX 平瓦 平坦な突起、長さ81cm、 厚さ22cm

第85図 13 SJXX 丸瓦 頭部、長さ10cm、 厚さ1 9cm 69の 3の 2

第86図 1 SJXX 袖瓦 ? 沈線、長さ1lcm、 厚さ1 9cm

第86図 2 SJXX 加工痕のある平瓦 長さHcm、 厚さ1 8cm

SJXX 屈曲のある丸瓦 長さ12 5cm 67- 3の 1

東側石垣 鬼瓦 長さ16 8cm、 厚さ10cm 67-5
大手ニノ門道路下土坑
NO l、 9D1008

鬼瓦 長さ11 4cm、 幅35cm 71-7の 1

大手ニノ門、930901 鬼瓦 長さ12cm、 厚さ45cm 72-1の 2

SJXX 平瓦 「かJ字あり、頭幅23cm、 尻幅23 5cm、 長さ25cm、 谷深2 9cm 75-5

本丸跡表採 軒丸瓦

二じI向文、比当直径 15 8cm、 比当囚径l14cm、 周縁高0 6cm、

瓦当厚18cm、 尻幅9cm、 玉縁長22cm、 胴長29 8cm、 焼成前
空 7+

76-1、  2



第12表 発見された敵機識別模型のデータ
出 十 1メ 、 層 作 種   男II 特 徴 1 年 亘 侠I版

1 三階櫓の平場の南東隅穴 爆撃機

エ ンジン 2基、後部に銃座 3基、全長23 3cm、 主翼長
33 7cm、 高さ4 8cm、 垂直尾翼なし、底面に直径08cmの穴、
主翼の方側にOに☆印

67-8

爆撃機
エ ンジン2基、後部に銃座 1基、全長15 43cm、 主翼長
19 4cm、 高さ24cm、 垂直尾翼なし、底面に直径08cmの穴

68-1

3 爆撃機

エンジン4基、操縦席上に銃座 1基、全長22 3cm、 主翼長
30 6cm、 高さ3cm、 垂直尾翼あり、底面に直径0.8cmの穴、
プロペラの一部残存

68-2

爆撃機

エンジン4基、銃座あり (欠落している)、 全長18 5cm、 三
翼長29 8cm、 高さ2 7cm、 垂直尾翼あり、底面に直径08cm
の穴、主翼左右に☆E「、エンジン4つのうち、 2つ は大きい

68-3

5 爆撃機

エンジン4丞、銃屋は不明、全長18 6cm、 三薬長32.3cm、
高さ3 5cm、 垂直尾翼なし、底面に直径0 8cmの 穴、主翼の
十芳とf∩ι
「
↓【□

68-4

6 戦聞機

エンジン2基、後部に銃座 1基、全長24cm、 三翼長21 3cm、
高さ23cm、 垂直尾翼は欠落、底面に直径08cmの 穴、主翼
の左側に☆Fロ

68-5

7
PB2Y
コロネード飛行艇

エ ンジ ン 4基、後部 に筑歴 1碁、全長22 7cm、 二巣 長
33.6cm、 高さ4 8cm、 水平尾翼長■ 8cm、 垂直尾翼なし、底
而に亡得O Rcmの 矢、キ量のオ側!に 0印、プロペラー部残存

34-1

8
PBY
カタリナ飛行艇

エンジン2基、前方に銃座 1基、後部に銃座 2碁、全長
19 4cm、 主翼長29 8cm、 高さ4cm、 垂直尾翼なし、底面に
盲客∩Rrmの女

34-2

第13表 石臼のデータ
図版番号 出土区、層位 種 別 特徴 1 写真図版

第94図 1 東側石垣裏 石臼 長さ25 1cm、 厚さ12 8cm、 溝は7条、4,200g 掲聴隷76-6、  7

第94図 2 東側下部井戸周辺 石臼 長さ17 8cm、 厚さ8 4cm以 上、滞は8条、2,400g 写真76-8

第94図 3 三階櫓西側石垣部 石臼 長さ17 6cm、 厚さ■.6cm、 2,300g 写真77-ユ



第14表 1 陶磁器等データー覧

137ヽ

1011

101‐ 15

101-17

1012

10110

101-30

141‐ 11

101■

1041

105-1

105-3

10}1

1092

109望

11歩 1

11多2

13314

1151

121-3

123‐ 1

12■2

139‐ 1

141-2

141‐3

141-9

142‐2

143‐2

1413
149‐ 10

149-15

149‐21

150‐ 1

18}17

15093

1553

1601

169

1693

171

1748

175‐ 1

175-16

17592

17525

175-28

175‐ 30

17=31

175-34

176‐2

176-27

17039

17側0

17∈58

17S2

180‐ 1

180‐ 9

1&1
18多 10

18多 15

1828

183-1

183‐ 11

18312

183‐ 14

183-15

183-18

18320

101‐ 11

18326

18397

18398

1019、 20、 183‐ 30、

1414

1834、 10+3

1017

1123

692、 697、 698

1233

143‐ 5、 12

17512、  175-29

14923

1解

番号 2

175‐ 6、 202

種別     産地
ガラス製品

陶器     大堀相馬
胸器     大堀相馬
胸器     大堀相馬

陶器     大堀相馬

陶器     大堀相馬

陶器     大堀相馬
陶器     大堀相馬

陶器     大堀相馬

胸器     大堀相馬

陶器     大堀相馬

陶器     大堀相馬
陶器     大堀相馬
陶器     大堀相馬
陶器     大堀相馬
陶器     大堀相馬
胸器     大堀相馬

胸器     大堀相馬

陶器

陶器

胸器

陶器

胸器

陶器

陶器

陶器

陶器

胸器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

胸器

陶器

胸器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

胸器

陶器

時代

近代以降

18世紀～19世紀

18世紀～19世紀

18世紀～19世紀

18世紀後半

19世紀、明治

18世紀～19世紀

19世紀前半～中頃

19世紀前半

明治以降

19世紀前半

18世紀

19世紀前半～中頃

不明

19世紀前半～中頃

19世紀前半

19世紀

19世紀 ?

19世紀中頃以降

19世紀前半

18世紀後半 ?

19世紀前半

18世紀後半 P

18世紀後半 P

19世紀前半

18世紀

18世紀後半 ?

19世紀前半

19世紀

19世紀前半

19世紀前半

19世紀前半

18世紀

18世紀

18世紀

19世紀中頃

18世紀以降

19世紀前半～中頃

18世紀

18世紀

19世紀

19世紀前半～中頃

19世紀前半

19世紀

19世紀前半

18世紀

19世紀前半～中頃

19世紀

19世紀前半～中頂

19世紀前半～中頃

19世紀

19世紀前半

19世紀前半

18世紀以降

18世紀以降

18世紀

18世紀

19世紀前半

18世紀

明治

18世紀後半

19世紀

19世紀前半

18世紀後半以降

19世紀前半

18世紀

18世紀

18世紀後半以降

19世紀

19世紀前半

18世紀後半以降

18世紀後半

第87図 10

同一個体

同一個体

第V図 16

同一個体

接合同一個体

同一個体

第90図 5

和釘が附着

特徴                   備考

灰釉土jat

灰釉皿

灰釉瓶類

含屋鳥 と渾 報 逮涙塩尋望謗c宝
め釉流し、

第92図 4

盈牌
反り碗、口径解cm、 器高4盈m、 底径 第92X6

懸塩絲 り碗、日徽 ふ器高飲 底径&生m m92図 8

島捏辞ち柴諸舞置聰途訊総
端反り碗、日径

892図 3

灰釉

農選勢ぇF反
り碗、口径92cm、 器高5cHl、   第ツ図 5

灰釉碗

呉須、鉄絵、爛徳利

びん類

呉須、鉄絵、爛徳利

鉄絵の皿

鉄絵馬文碗、地の釉は灰釉薬         接合

掻程雛た辞

花、日跡、日径 H4cm、 器高62cm、
第∞図 2

鉄釉碗

とびかんな文様、鉄釉、土鍋

小型灰釉碗、日径■9cm、 器高48cm、 底径33cm 第92図 7

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

大堀相馬

鉄絵土瓶

白濁釉碗

小型灰釉碗、

白濁釉

灰釉小型碗か小杯

白濁釉、小型碗

鉄釉の鍋

白濁釉急須、直径 8cm、 器高58cm

青釉の上瓶

色絵、土瓶とフタ

青釉の上瓶

灰釉碗

灰釉碗 ?(びん類 )
灰釉碗

とびかんな文様、鉄釉、土鍋の蓋

灰釉皿、日跡

呉須、鉄絵、爛徳利

灰釉碗

灰釉碗

爛徳利

灰釉、爛徳利

難

灰釉土瓶 ?

灰釉土瓶

灰釉皿、玉縁

土瓶、色絵、山水文 ?

鉄絵土瓶

呉須、鉄絵土瓶、長さ6 7cm、 口径14cm

灰釉皿、玉縁状

自濁釉、徳利

難

難

灰釉、びん類

灰釉

灰釉鉄釉掛分碗

灰釉碗

灰釉碗

灰釉碗

鮫肌土瓶

自濁釉

鉄絵走馬文、小型碗             接合

白濁釉端長碗

白濁釉碗

白濁釉、鉄絵の碗

灰釉碗

灰釉碗

白濁釉碗

農遭鶏とF絵
走 馬、 日径72cm、 器 誌 lcm、

第90図 7

白濁釉小型碗、鉄絵

自濁釉碗

灰釉折縁輸花皿

185-3、 2、 25



18}29

183‐ 3

18332

183-36

18}6

1837

183弔

183つ

184

185‐ 1

1852

18}24

185■

186-11

1866

18413

18419

18724

18739

18子 6

190-1

19013

19018

19∈ 19

1909

19022

19∈ 25

190‐ 47

190■ 9

1905

19115

191150

190も 7

19058

191J‐ 62

191166

190お 7

1908

1}2

192-1

192‐ 14

192発

201

2019

21111

210‐ 10

21011

211112

2102

21092

210■

21∈ 5

2歩 1

22‐ 2

22■

2解

231

25‐10

25-12

2,14

2;15

2590

2522

254

2;8

25つ

26-15

2625

26認 8

30‐ 5

31

3雰 1

34

3“

3}1

3513

186つ

203

201-1

211118

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

胸器

陶器

陶器

陶器

胸器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

胸器

陶器

陶器

陶器

胸器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

胸器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

胸器

陶器

陶器

陶器

胸器

陶器

陶器

胸器

陶器

陶器

陶器

胸器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

胸器

183お 4、 193‐35

大堀相馬   18世紀
大堀相馬   19世紀前半
大堀相馬   18世紀後半以降
大堀相馬   18世紀後半以降
大堀4H馬   18世紀後半 ?
大堀相馬   19世紀前半
大堀相馬   19世紀前半
大堀相馬   18世紀後半
大堀相馬   19世紀前半

大堀相馬   幕末～明治

大堀相馬   19世紀

大堀相馬   18世紀後半
大堀相馬   18世紀後半
大堀相馬   19世紀前半
大堀相馬   18世紀
大堀相馬   19世紀
大堀相馬   19世紀

大堀相馬   19世紀前半～中頃

大堀相馬   19世紀前半～中頃
大堀相馬   18世紀～19世紀
大堀相馬   19世紀前半
大堀相馬   19世紀前半
大堀相馬   18世紀～19世紀
大堀相馬   19世紀前半 ?
大堀相馬   19世紀前半
大堀相馬   18世紀後半 P
大堀相馬   19世紀前半
大堀相馬   18世紀
大堀相馬   19世紀前半
大堀相馬   19世紀前半
大堀相馬   19世紀前半
大堀相馬   19世紀前半
大堀相馬   18世紀
大堀相馬   19世紀前半 ?
大堀相馬   19世紀以降
大堀相馬   18世紀
大堀相馬   19世紀中頃以降
大堀相馬   19世紀前半
大堀相馬   18世紀
大堀相馬   18世紀
大堀相馬   18世紀
大堀相馬   18世紀
大堀相馬   19世紀前半

大堀相馬   19世紀前半

大堀相馬   19世紀前半

大堀相馬   18世紀
大堀相馬   不明
大堀相馬   18世紀
大掘相馬   不明
大堀相馬   不明
大掘相馬   18世紀後半
大堀相馬   近代以降
夫堀相馬   19世紀前半
大堀相馬   19世紀前半
大堀相馬   18世紀
大堀相馬   18世紀
大堀相馬   18世紀後半
大堀相馬   19世紀前半
大堀相馬   18世紀後半以降
大堀相馬   19世紀前半
大堀相馬   18世紀後半
大堀相馬   18世紀後半以降
大掘相馬   19世紀前半
大堀相馬   19世紀
大堀相馬   19世紀前半
大堀相馬   不明
大堀相馬   19世紀前半～中頃
大堀相馬   19世紀前半 ?
大堀相馬   19世紀中頃
大堀相馬   18世紀
大堀相馬   18世紀
大堀相馬   19世紀前半
大堀相馬   19世紀前半～中頃
大堀相馬   19世紀前半～中頃
大堀相馬   18世紀後半以降
大堀相馬   19世紀前半

灰釉碗

白濁釉、鉄絵の碗

白濁釉碗                  同一個体

白濁釉徳利

小型灰釉碗

自濁釉端展碗

白濁釉、青釉流 し、碗

灰釉にアメ釉流 し椀

土瓶、鉄絵

蕪暮議ぇ景空護荘3:温
釉`ガ`型碗、日径72cm、 第ν図9

警逢勇 計

、小型碗、日径67cm、 器高57cm、 第∞図6

召鶴塩″
釉流し椀

鯨鰐ヵ群、読
表堀ェ籍
絵

掩等声か耳あり傲
れていか、注ぎ口も壊接合

堡軽
皿、玉縁状

§鶏Я圭報                 目三梱篠
埜軽聾禦                  接合
戻霧紀言線釉流し碗
祷鍮
皿

土瓶底部片、灰釉 ?

18743

191152、  190も9

19034、  19061

190‐ 17

191168、 19069

190‐ 13

鉄絵土瓶

青色土瓶

青釉の土瓶

灰釉鉄釉掛分碗

土瓶底部

飴釉徳利

灰釉

上絵づけ (色絵 )、 土瓶 P

土瓶 ?

灰釉、鉄釉、掛け分け碗

灰釉碗

灰釉碗

灰釉碗

青釉の上瓶

青釉、土瓶蓋、最大径91cm、 器高2 8cm、

底径傲 cm

白濁釉、端反 り碗、日径84cm、 器高48cm、

底径34cm

灰釉碗

灰釉鉢

掛け分け、灰釉、鉄釉

灰釉鉢

灰釉碗

灰務、小型碗

緑釉瓶類、貼 り付けの鯉

白濁釉端廃碗

青釉の土瓶

灰釉碗、日跡

灰釉碗

自濁釉皿

自濁釉、鉄絵

自濁釉

青釉の上瓶

自濁釉碗

白濁釉

白濁釉

鉄釉徳利

灰釉鉄絵皿

鉄釉、瓶類

呉須、鉄絵、欄徳利

灰釉、土瓶 ?

接合同一個体

接合

接合

接合

第89図 2

第92図 2

同一個体

同一個体25-16

灰釉、呉須絵皿、玉縁状           接合

灰釉碗

灰釉鉄釉掛分碗

青釉土瓶、長さ6cm             第87図 12

呉須、鉄絵、爛徳利

灰釉、玉縁                 同一個体

白濁釉碗

青釉の上瓶
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胸器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

不明

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

大堀相馬   19世 紀前半
大堀相馬   19世 紀前半
大堀相馬   19世 紀前半
大堀相馬   19世 紀前半
大堀相馬   19世 紀前半
大堀相馬   18世 紀
大堀相馬   19世 紀前半
大堀相馬   19世 紀前半
大堀相馬   18世 紀以降
大堀相馬   19世 紀前半～中頃
大堀相馬   18世 紀後半
大堀相馬   19世 紀前半
大堀相馬   19世 紀前半
大堀相馬   19世 紀前半
大堀相馬   幕末～明治
夫堀相馬   18世 紀後半～19世紀前半

大堀相馬   19世 紀前半～中頃

大堀相馬   18世 紀
大堀相馬   18世 紀
大堀相馬   18世 紀
大堀相馬   18世 紀～19世紀
大堀相馬   19世 紀前半
大堀相馬   19世 紀前半 P
大堀相馬   19世 紀前半
大堀相馬   18世 紀
大堀相馬   19世 紀前半
大堀相馬   不明
大堀相馬   不明
大堀相馬   近世
大堀相馬   18世 紀後半
大堀相馬   18世 紀後半以降
大堀相馬   18世 紀後半
大堀相馬   18世 紀
大堀相馬   18世 紀後半
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大堀相馬   明治
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大堀相馬   18世 紀以降
大堀相馬   19世 紀前半
大堀相馬   18世 紀
大堀相馬   19世 紀前半
大堀相馬   18世 紀後半以降
大堀相馬   19世 紀前半 ?
大堀相馬   19世 紀前半
大堀相馬   19世 紀中頃

大堀相馬   近世

大堀相馬   18世 紀後半
大堀相馬   18世 紀
大堀相馬   18世 紀
大堀相馬   18世 紀後半以降

大堀相馬 ?  18世紀以降

大堀相馬 ?  19世紀～20世紀

大堀相馬 P  18世紀

大堀相馬 ?  18世紀以降
大堀相馬 ?  近世
大堀相馬 ?  18世紀後半以降
大堀相馬 P  18世紀～19世紀
小野相馬   18世 紀
小野相馬   18世 紀
小野相馬   18世 紀
小野相馬   18世 紀
小野相馬   18世 紀
小野相馬   18世 紀
小野相馬   18世 紀
小野相馬   18世 紀
小野相馬   18世 紀

青釉土瓶、長さ67cm、 口径1 5cm

青釉土瓶、長さ7cm

青釉の上瓶

青釉の上瓶

青釉の上瓶

灰釉

青釉の上瓶

青釉の上瓶

灰釉、鉢 P

灰釉皿、玉縁、見込みに目跡、自濁釉     接合
白濁釉にあめ釉流 し、折縁鉢         同一個体

白濁釉碗

鉄絵、上瓶の蓋

あめ釉 と灰釉、鉢              同一個体

鉄絵、土瓶

灰釉皿、玉縁

饗靴 、機 5量∴

みに目跡、唯 恥 h器
細 図M

灰釉碗

灰釉鉄釉掛分碗

鉄釉 と灰釉、掛け分け碗

第87図 13

第87図m

接合

接合

同一個体

同一個体

接合、同一個体

2点

2点、同一個体

望

図

灰釉鉢

鉄絵皿

土瓶底都

青釉の土瓶

灰釉碗

土鍋 ?

鉢

鉢

灰釉

白濁釉碗

白濁釉碗

自濁釉土瓶

灰釉碗

白濁釉、土瓶

灰釉碗

灰釉小型碗

白濁釉、皿 ?

白濁釉、皿

白濁釉、土瓶蓋

灰釉碗

白濁釉小型碗

白濁釉、鉄絵皿

自濁釉、油とっくり

自濁釉にあめ釉流 し、碗

灰釉小碗

灰44碗

灰釉徳利

青釉の上瓶

灰釉碗

青釉の上瓶

白濁釉皿

白濁釉、鉢か片回、玉縁

自濁釉、鉄絵皿

白濁釉に青釉流 し、どんぶ り鉢に近い

飴釉のびん類 ?

白濁釉碗

灰釉碗

灰釉碗

自濁釉碗

医解

K菊 花ス 聰 疏 絡 %ふ
第ツ図Ю

18317

108お

表が灰釉、裏が自釉 同一個体

曇饗雛ゴ呼陛邊盗比芦
和感あり、日径10 4cm、 牛ν図1

自濁釉皿

灰釉か透明釉、日跡、器高16cm、 底径56cm  第87図 15
灰釉かあめ釉、瓶類

白濁釉、びん類

淡青色釉薬碗

淡青色釉碗                 接合

飴釉 (鉄釉の一種 )、 大ぶ りの片口鉢 P

(大)鉢 ?
淡青色釉碗

淡青色釉碗、 日跡つき

淡青色釉碗、日跡つき

淡青色釉碗、 日跡つき

蓋 もの、灰釉
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18世紀 ?
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17世紀初め

19世紀前半～中頃

19世紀前半～中頃

19世紀前半～中頃

19世紀前半～中頃

19世紀前半
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不明

19世紀前半 P

19世紀前半 P

19世紀前半

19世紀前半

19世紀前半 ?

19世紀前半
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不明

不明

19世紀前半 ?

19世紀前半
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17世紀
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17世紀

17世紀

17世紀

17世紀

17世紀

17世紀 ?

17世紀前半

17世紀

17世紀

不明

接合

同一個体

第91図 1、 2

第92図 1

第92図 12

第90図 15、

写真17-6

第90図 14
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小野相馬   18世 紀中～後半
小野相馬   18世 紀
小野相馬   18世 紀
小野相馬   18世 紀
小野相馬   18世 紀
小野相馬   18世 紀
小野相馬   18世 紀
小野相馬   18世 紀
小野相馬   18世 紀
オヽ野相馬   18世 紀
小野相馬   18世 紀
小野相馬   18世 紀
小野相馬   18世 紀
小野相馬   18世 紀
小野相馬   18世 紀
小野相馬 ?  18世 紀～19世紀

小野相馬 ?  18世 紀～19世紀

小野相馬 ?  18世紀以降
小野相馬 P  18世紀

小野相馬 P  18世紀

小野相馬 ?  18世紀
小野相馬 ?  18世 紀以降

小野相馬 ?  18世 紀以降

小野相馬 ?  18世紀 ?
小野相馬 ?  18世 紀

小野相馬 P  18世 紀

折縁鉢、皿                接合

淡青色皿

淡青色釉鉢、日跡、器高63cm、 底径76cm   第87図 8

143‐17

192望、 169も

淡青色釉碗

淡青色釉、鉄釉、黒釉

淡青色釉、目跡

淡青色椀、日跡なし

淡青色釉、鉢 ?

淡青色釉碗

びん類 P

淡青色釉鉢

淡青色釉碗

淡青色貌碗

淡青色釉碗

淡青色釉碗

灰釉土瓶

灰釉土瓶

播り鉢

揺り鉢、鉄釉

橋り鉢、鉄釉とあめ釉、器高12 9cm、

底径10 2cm

橋 り鉢、鉄釉 とあめ釉

壷

橋り鉢

鉄釉橋鉢

橋 り鉢、鉄釉とあめ釉

播り鉢、鉄釉

藁灰釉 ?碗

ハケメ、大鉢

灰THI碗

瓶類

染付端反碗、山本文 ?目 跡

染付端風碗、日跡

染付、日跡

染付端反碗、植物文 ?

染付、見込みに蝶、日跡

染付端反碗、植物文 ?目 跡          接合

染付端戻碗、日跡

染付端民碗、日跡

染付端尻碗

染付端尻碗

染付端民碗、喋々

染付

染付端反碗

染付端民碗、源氏香文 ?

染付端反碗、笹文

染付小型筒型碗、喋

染付碗

盤 れで準宿恋蓋ェF継 慨 諸
慌 物、

第90図 8

蝶文碗、染付
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染付端反碗、山水文 ?日 跡

染付端反り碗、山水文

染付端民晩

染付

碗、日跡

染付碗、日跡

染付碗、目跡

染付皿

車花文 P染付碗

切込 ?蝶々、染付、筒型碗

角小皿、型押し、透明釉

染仕碗

染付

染付碗、笹文

染付碗

染付、日跡あり

染付、笹文、端反

香炉
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鉄釉、水柱 ?
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鉄釉とあめ釉、香炉

橋り鉢

鉄釉橋り鉢

鉄釉幡り鉢

鉄釉、水柱 ?

鉄釉橋り鉢

橋 り鉢

接 合
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磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

機器

磁器

磁器

陶器

陶器

磁器

磁器

磁器

陶器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

確器

陶器

磁器

磁器

磁器

岸窯 ?    17世 紀
京・信楽   18世 紀
京・信楽   18世 紀

切込     19世 紀前半

切込     19世 紀前半～中頃

切込 ?    19世 紀以降

橋 り鉢、二次被熱

赤と緑の色絵、腰折碗、筒茶碗

色絵、金、緑、青、赤彩、灰落としとして転用

蝶、笹葉文、見込みも蝶、目跡 4つ、
口径ll1 lcm、 器高3Bcm、 底径5 5cm

染付端反碗、植物文、日跡、見込みに圏線、
文様、日径10 8cm、 器高49cm、 底径4cm

底面 ?

第87図 6

第87図 7

切込

切込 ?

切込 ?

切込 ?

切込 ?

19世紀前半

19世紀前半

19世紀前半 ?

19世紀前半

19世紀前半

切込 ?    19世 紀前半
元      13～ 14世紀

現川     18世 紀
古瀬戸    15～ 16世紀
信楽     18世 紀～19世紀
瀬戸 ?    17世 紀以前
瀬戸美濃   19世 紀 ?
瀬戸美濃   19世 紀後半以降
瀬戸美濃   近現代

瀬戸美濃   19世 紀前半

瀬戸美濃   幕末～明治
瀬戸美濃   19世 紀～20世紀
瀬戸美濃   18世 紀 ?
瀬戸美濃   18世 紀
瀬戸美濃   19世 紀
瀬戸美濃   19世 紀前半～中頃
瀬戸美濃   18世 紀
瀬戸美濃   幕末～明治
瀬戸美濃   明治
瀬戸美濃   18世 紀後半 ?
瀬戸美濃   近現代
瀬戸美濃   19世 紀前半～中頃
瀬戸美濃   明治
瀬戸美濃   19世 紀中頃
瀬戸美濃   19世 紀中頃
瀬戸美濃   19世 紀中頃
瀬戸美濃   幕末～明治
瀬戸美濃   近現代
瀬戸美濃   19世 紀前半～中頃
瀬戸美濃   18世 紀
瀬戸美濃   18世 紀後半
瀬戸美濃   18世 紀後半
瀬戸美濃   幕末～明治
瀬戸美濃   近現代
瀬戸美濃   19世 紀中頃
瀬戸美濃   19世 紀前半～中頃
瀬戸美濃   19世 紀前半～中頃
瀬戸美濃   19世 紀前半～中頃
瀬戸美濃   19世 紀前半～中頃
瀬戸美濃   19世 紀前半～中頃
瀬戸美濃   19世 紀前半～中頃
瀬戸美濃   19世 紀前半～中頃

瀬戸美濃   近代

瀬戸美濃   幕末～明治初め
瀬戸美濃   19世 紀
瀬戸美濃   明治中頃以降
瀬戸美濃   18世 紀
瀬戸美濃   近世
瀬戸美濃   19世 紀中頃
瀬戸美濃   19世 紀
瀬戸美濃   近代
瀬戸美濃   18世 紀～19世紀 ?
瀬戸美濃   幕末～明治
瀬戸美濃   近世
瀬戸美濃   19世 紀前半
瀬戸美濃   明治
瀬戸美濃   幕末～明治
瀬戸美濃   現代
瀾戸美濃   幕末～明治
瀬戸美濃   近代
瀬戸美濃   18世 紀 ?
瀬戸美濃   19世 紀中 ?
瀬戸美濃   19世 紀、近代
瀬戸美濃   19世 紀中 ?

染付碗

染付碗、風景文 P

染付碗

白磁、隅入角オヽ皿

染付碗

染付碗、端反 り P

染付端風碗

青磁碗

はけめ文碗

鉄釉天 目茶碗、Ⅲ期～Ⅳ期古相か

こしじろう茶壷

黒釉筒茶碗

/1ヽ杯か杯 (さ かずき)

自磁郭

染付端反碗、蝶 ? 口径12cm、 器高46cm、
径47cm

染付端反小形碗

染付皿

碁笥底、日跡

鉄釉、汁つぎ ?平高台

日さび碗

染付碗、小型

灰釉碗

染付小形碗

染付端反碗、口さび、源氏香文

灰釉碗

皿

染付小型端展碗、蝶々、口さび

染付、型紙刷

染付小型端反碗、口さび

染付小型碗、源氏香文

染付小型碗

染付端反小形碗

鯛徳利

蓋物の蓋、染付、波文様

灰釉小碗

灰釉小型碗

灰釉小型碗

染付端反碗

爛徳利

染付呉須

染付碗

端反 り

口さび染付碗

日さび染付碗

日さび染付碗

染付碗

染付碗

統制番号 岐86、 日径■ 5cm、 器高57cm、
底径47cm

染付端反小杯、文字文、洩詩

盃

染付、欄徳利、銅板転写

灰釉碗

灰釉碗 P

染付碗

染付小型碗、発色悪い

碗

呉須絵、瓶類

染付小形碗

染付端反碗

染付碗

自磁か染付、小杯か杯

染付端反小形碗

寿字文

染付小形碗

染付

19064

1919

1245

127‐3

149

151116

15∈7

1682

2626

同一個体

第V図 2

第88図下段 2

第90図 10

別個体

底 第87図 3

写真図版夙 -5

墨書あり

接合同一個体

同一個体

同一個体

接合

同一個体

写真図版
31-3、 4

接合同一個体

同一個体

同一個体

接合同一個体

190‐51

347、 34る

36‐ 5

8}8

3633、  3660、  3647 碁笥底、日跡、日径9■ cm、 器高2cm、 底径35cm 第87図 4
急須

染付急須

急須



4多7

4多9

43

4;3

6争14

6613

668

71,10

7417

7牛2

824

825

85‐ 12

95‐ 50

957

101-16

10}2

10}5

137望

1345

148

14>9

150‐ 5

176‐ 12

18428

3635

572

801

8413

103‐ 1

1‐10

1-11

121-7

136‐ 1

149‐ 33

1564

1743

1746

1749

176‐ 21

1746

187望

210‐ 16

25‐17

2595

2610

301

441

鶴

4970

63-10

66‐ 4

67

弼

751

759

841

952

9593

9536

9544

9565

95お

108望

118‐ 2

121‐ 5

125‐ 1

1413

141‐ 3

14.5

161-14

166‐ 1

187‐ 1

18730

14932

17◆14

176‐24

150‐6

磁器     瀬戸美濃   不明
磁器     瀬戸美濃   19世 紀中 ?
陶器     瀬戸美濃   不明
陶器     瀬戸美濃   18世 紀 ?
磁器     瀬戸美濃   明治以降
陶器     瀬戸美濃   17世 紀 ?
磁器     瀬戸美濃   19世 紀中頃
磁器     瀬戸美濃   19世 紀前半

急須

急須

瓶類、透明釉

黄釉碗、高台付

杯

掛け分け、長石釉 (緋色)、 鉄釉、兜幅

染付皿

染付端反碗

磁器     瀬戸美濃   19世 紀～20世紀      染付皿
磁器     瀬戸美濃   明治中頃以降       染付、爛徳利、銅板転写
陶器     瀬戸美濃   中世 鉄釉天 目茶碗

磁器     瀬戸美濃   近世           鉄釉

瀬戸美濃   近現代          爛徳利

陶器     瀬戸美濃   18世 紀 P
陶器     瀬戸美濃   18世 紀 ?
陶器     瀬戸美濃 ?  18世 紀 P
磁器     瀬戸美濃 P  19世 紀中頃以降      染付、端反り碗、小型
磁器     瀬戸美濃 ?  19世 紀中頃以降      染付、端反り碗、小型

同一個体

同一個体

接合

同一個体

同一個体

同一個体

磁器     瀬戸美濃 9  19世 紀中頃以降      染付、端反り碗、小型、日さび
磁器     瀬戸美濃 ?  19世紀～211世紀      色絵の急須
磁器     瀬戸美濃 P  18世 紀以降        鉄絵碗

磁器     瀬戸美濃 P  明治以降
祓器     瀬戸美濃 ?  幕末～明治

陶器     地方窯    近世
陶器     地方窯    19世 紀
駒器     地方窯    近現代
磁器     地方窯    不明
陶器     地方窯    近世

陶器     地方窯    19世 紀

磁器     地方窯    19世 紀
地方窯    明治以降

磁器     地方窯    19世 紀

磁器     地方窯    19世 紀
胸器     地方窯    19世 紀 ?
磁器     地方窯    19世 紀
磁器     地方窯    19世 紀
磁器     地方窯    19世 紀 P

磁器     地方窯    19世 紀

磁器     地方窯    19世 紀

涵杯、染付

筒型碗、葉文

同一個体

磁器か

灰釉碗

灰釉碗

甕、鉄釉

輪花、口さび

呉須絵大鉢

瓶、透明釉

皿か鉢、あめ釉

接合同一個体

欽釉、油徳利か

せん茶用茶碗、染付

染付皿、目跡

せん茶用茶碗、染付

せん茶用茶碗、染付

養、3k4
せん茶用茶碗、染付

鉄絵徳利、胎土に黒色粒子が入る       接合同一個体

灰釉碗、高台

灰釉碗

灰釉碗

染付

養、鉄釉

養、鉄釉

養、鉄釉

透明釉

染付、爛徳利

磁器     瀬戸美濃 P  19世紀中頃以降      染付、端反り碗、小型、日さび        同一個体
徹器     瀬戸美濃 ?  19世紀中頃以降      染付、端反り碗、小型
磁器     瀬戸美濃 P  19世紀中頃以降      染付、端反り碗、小型、日さび 接合同一個体

磁器     瀬戸美濃 ?  近世 灰釉皿、発色悪い、茶、黒褐色物質付着    磁器か
磁器     瀬戸美濃 P  19世 紀中頃以降      染付、端反り碗、小型、日さび        同一個体
磁器     瀬戸美濃 ?  19世紀中頃以降      染付、端反り碗、ガヽ型、口さび

H3,9,28、 西側石垣中断  中段
101‐ 18

磁器     瀬戸美濃 P  明治以降
陶器      地方窯    不明
陶器     地方窯    近世
磁器     地方窯    19世 紀

188‐70、 4917      陶器     地方窯    19世 紀
磁器 ?    地方窯    不明
陶器     地方窯    近世

陶器     地方窯    近世
磁器     地方窯    19世 紀
磁器     地方窯    19世 紀
磁器     地方窯    19世 紀
磁器     地方窯    19世 紀
陶器     地方窯    近世
磁器     地方窯    19世 紀

磁器     地方窯    19世 紀～20世紀      急須の蓋、自磁 ?

磁器     地方窯    19世 紀中頃        急須の蓋

磁器     地方窯    近世
磁器     地方窯    近世

25‐ 26、 1網 3、 17517   胸器     地方窯    不明
磁器     地方窯    近世           染付

444

121整

66‐ 3

18歩 6

養、鉄釉

呉須絵の瓶

呉須絵鉾

染付、蛇 目凹高台、 目跡

箋、鉄釉

磁器     地方窯    19世 紀～20世紀      染付急須の蓋
磁器     地方窯    19世 紀～20世紀      染付急須の蓋
磁器 ?    地方窯    19世 紀以降
磁器     地方窯    近代

自磁 ?底面に墨痕、器高2 4cm、 底径26cm   第89図 6
摺り絵皿                 接合

磁器     地方窯    幕末～明治 ?       呉須絵の瓶類

磁器     地方窯    19世 紀
95‐ 59、 95発       胸器     地方窯    近世
9予56 陶器     地方窯    近世

陶器     地方窯    近世
磁器     地方窯    不明
磁器     地方窯    19世 紀

本丸跡小十郎       碑北西13 磁器     地方窯    19世 紀 ?         染付

95‐ 21、  95‐ 19

1415

161‐ 2

18牛 11

量奪怜響冊ぁ女鞣赤#｀
つる転見込みに唱妹酷陣

染付山水文、発色、焼成良好、蛇目凹高台

染付急須

砦進湿翠
高台、染付、山水文皿、器高18cm、 第90図 13

染付山水文、発色、焼成良好、蛇目凹高台   接合
端反り碗

染付山本文、発色、焼成良好、蛇目凹高台

蛇ノロ凹高台、染付、山水文皿

染付、亀型水消 ?              同一個体

呉須絵の皿、半菊文皿、つる草、見込みに目跡、

玉緑、畳付のみ裸体

染付、徳利 (大 きい)            同一個体
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187■2

669

19048

10112
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101ワ3

10129
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105ワ

1054

106‐ 1
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1142
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120‐ 1

120望

12作 1

1272

132-1

133

13}15

13412

1393

1410

141‐ 5

留歩ギ
℃
稔5:751よ  磁器

I絶、
1斜｀ 朧

磁器

磁器

1747         機器

磁器

磁器

69も、696       磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

地方窯

地方窯

地方窯

地方窯 ?

地方窯 ?

地方窯 ?

地方窯 ?

地方窯 ?

中国

中国

中国

中国

中国

中国

東北、一本杉  13～ 14世紀

13世紀 ?

常滑     13世 紀 P
常滑 ?備前 ? 19世 紀 ?

19世紀

19世紀

19世紀

19世紀

19世紀中頃

19世紀前半 ?

近世

明治 ?

江戸時代 P

明治 ?

明治 ?

19世紀

15～ 16世紀

16世紀後半～17世紀前半

16世紀後半～17世紀前半

16世紀後半～17世紀前半

16世紀～17世紀前半

15世紀後半～16世紀前半

16世紀～17世紀

16世紀後半～16世紀末

16世紀末～17世紀前半

16世紀後半

16世紀後半

16世紀

16世紀後半

16世紀後半

16世紀後半

16世紀

16世紀代 ?

中世

16世紀

19世紀中頃以降

19世紀前半

19世紀前半

明治以降

18世紀

19世紀

17世紀

18世紀

18世紀

18世紀前半

18世紀 ?

18世紀後半

18世紀後半

19世紀前半

17世紀後半以降

19世紀前半

18世紀

18世紀

18世紀前半

18世紀後半～19世紀前半

近世

近世

18世紀前半 ?

18世紀後半～19世紀前半

18世紀後半～19世紀前半

18世紀後半～19世紀前半

18世紀以降

近世

近世

19世紀前半

18世紀後半～19世紀前半

17世紀～18世紀

17世紀後半 ?

近世

呉須絵の皿、半菊文皿、つる草、見込みに目跡、

玉緑、畳付のみ裸体

染付山水文、発色、焼成良好、蛇目凹高台

蛇ノロ凹高台、染付、山永文皿

染付山水文、発色、焼成良好、蛇目凹高台

染付、欄徳利

染付端反り碗

端反碗、透明釉

染付急須

染付碗

染付急須

染付急須

染付、車花文、碗

端反り碗、日さび、染付碗 (B群 ?)

青花皿

青花、昆虫、染付皿Ett P

青花 ?端反り

青花碗

染付、端反り皿、牡丹唐草文、見込み十字花文、

回線、日径&4cm、 器高2cm、 底径33cm

青花、碗 ?

輪花鉢 ?青花

青花

青花、圏線などが描かれる

青花、碗

青花碗

青花、端反皿、圏線などが描かれる

青花、十字花文

青花皿

唐草文様、回線

青花皿 ?

青磁

青花皿 P

ナマコ釉、小型瓶、口径1lcm、 器高12 3cm、

底径7 8cm

焙烙、日径22 4cm、 器高3 4cm、 底径18 8cm

焙烙

鉄釉土管 ?

箋の体部破片

養か壺の体部破片

養か壺、第 図
びん類

染付、梅樹文碗、銘あり、くわらんかわん、

日径98cm、 器高48cm、 底径42cm

鉄釉と白い釉

見込み、日跡、碗か鉢、内面文様あり、青磁 ?

丸文の碗

染付、香炉か灰吹

見込み、蛇ノロ釉剥ぎ染付皿

染付、小杯か猪日、人物画

染付碗、内側に笹文あり

蛇ノロ凹高台、輪花、染付、日さび

染付、レイン文、広真碗

灰釉碗、呉器手碗

染付碗、柳文 P

染付碗、こんにゃく印版 P植物葉

染付、香炉

染付鉢 (円形)、 タコ唐草文

染付型押輪花皿、草花文、蛇目凹高台、日跡

染付碗

染付碗

染付鉢

染付型押輪花皿、草花文、蛇目凹高台、日跡

染付小型碗、見込みと外面は不明文、日跡

染付型押輪花皿、車花文、蛇目凹高台、日跡

白磁の蓋物の身

碗 P

染付碗

格子文

染付小型碗、外面は植物文、日跡

小型皿、染付

染付皿、日さび、七宝か四方だすき

染付皿

柱跡確認面       陶器

H3828         陶器

磁器     地方窯

磁器     地方窯
磁器     地方窯
磁器     地方窯

中世陶器

陶器

同一個体

同一個体

接合

接合

第89図 3

接合

磁器      中国
磁器     中国
磁器      中国

95‐ 16         磁器     中国

磁器     中国
磁器      中国
磁器      中国
磁器      中国

磁器     中国

磁器     中国
磁器     中国
確器     中国 ?
磁器     中国 ?

lZ11、 1孤 1閉 、

1体 1燃 1弘 脇
17ふ 1膠ス 1孤     陶器     堤
17213、 121よ 174
172胤 1物a踊

1959、 二門第一 トレ   陶器     堤
軟質施釉陶器 堤焼

区画東側溝        陶器     堤焼 P

252

251

常滑

第87図 9

第89図 10

3点

第89図 13、

写真29-1

第88図上段 1、 2

写真29-2の 1、 2

第88図 1

同一個体

H3,8,28

18多 12

234

101‐ 26

62‐ 1、  195‐ 3

磁器     波佐見

陶器     成島 ?
磁器     波佐見
磁器     波佐見
磁器     波佐見
磁器     波佐見 ?
磁器     肥前
磁器     肥前
磁器     肥前
磁器     肥前
陶器     肥前
磁器     肥前
磁器     肥前
磁器     肥前
磁器     肥前
磁器     肥前
磁器     肥前
磁器     肥前
磁器     肥前
磁器     肥前
磁器     肥前
磁器     肥前
磁器     肥前
磁器     肥前
磁器     肥前
磁器     肥前
磁器     肥前
磁器     肥前
磁器     肥前

磁器     肥前



142                        磁器     肥前     18世 紀～19世紀前半    口さび、染付、輸花
143                       磁器     肥前     近世          染付 ?皿、日さび

14>1                       磁器     肥前     18世 紀末～19世紀前半   染付、草花
14}16                       陶器     肥前     17世 紀～18世紀      灰釉、各炉か火入れ
14}6                       磁器     肥前     18世 紀末～19世紀前半   染付、草花
1441                       陶器     肥前     18世 紀 ?         鉄絵の碗、灰釉ベース

146                        磁器     肥前     17世 紀～18世紀      染付碗 (若 しくは鉢)

1471          磁器  肥前  18L紀 末～聰l_rd前半  奮猟 躙 2鮮
｀草花、日御 0雛m、 器

488図祀 1

15Cl‐11                      磁器     肥前     18世 紀後半       染付輪花皿、日さび

150‐ 14                       磁器     肥前     17世 紀末～18世紀初め   花文 (中心 )、 唐文 (周 り)
1502          15020          磁器     肥前     18世 紀後半～19世紀初め  染付、半筒碗
151120                       磁器     肥前     18世 紀後半～19世紀初め  染付、半筒碗、菊花文
1503                       磁器     肥前     17世 紀後半        染付皿、見込みは蛇目釉剥、高台は露体
150‐9                      磁器     肥前     近世          皿か鉢、染付

153‐ 1                       磁器     肥前     19世 紀前半        格子文
1532                       磁器     肥前     19世 紀前半        染付、格子に蝶文碗
153‐2                      磁器     肥前     19世 紀前半       格子に蝶文碗

1563                       磁器     肥前     不明           瓶類、底部片

156も                        磁器     肥前     17世 紀後半        染付、中皿、松の木 ?
1572                      磁器     肥前     近世          染付碗

1599          1573、 157望        磁器     肥前     18世 紀          自磁、猪日、焼き接ぎ?           接合同一個体

1602                       磁器     肥前     18世 紀後半～19世紀前半  染付型押輸花皿、草花文、蛇目凹高台、日跡

n            磁器   肥前   略世紀後半以降   輩
g畢
�∵奮嶽 溢盈F熟蕃きc無

ノロ凹高台、
389図 4

蒟191    血 ワ0    磁器   肥前   い世紀前半    護堰紐ェ
蔓車、日御 生m、 器高Zttm、  第∞図 1

将ザ                  懸蒸    艦事    1患 毬疑 ?       糞をなざ争

ぐいのみ

陀2           騒重  鑑罫  揺毬冠更屯世紀前半  告言繰管重籍、輪花
:旅!,               騒重    絶罫    送と

紀後半

     箕葎景督晟

台、輪花、染付、日さび、革花文 ?第 90図 4

電耀        18012        騒蒸    絶罫    穂毬紀?       鍵付中皿              接合
I髭:i3                 議露   能罫   毛毬紀       尭得皿、高台内に吉祥文あり
i筋 :1看                騒乗   艦爵   |:毬握覆軍

19世紀前半
  麓ヶ撞き督ar輪花、染付、日さび、草花文?

:観          1827          騒重     艦罫     与毬紀          糞仔孟
高台                 同一個体

轄穂                       騒筆     能事     誓毬
紀後半以降
      目犠菅
反小型碗

18伊5                       磁器     肥前     近世           染付碗

185-6          鰐   酌   お世紀     沓縁 壱評 違 撒 三I底謎
｀5弁花、

第∞図 3

1静5                      磁器     肥前     近世          染付皿

18712                       磁器     肥前     18世 紀後半～19世紀前半  染付小型碗、日跡
18卜16                      磁器     肥前     18世 紀         染付

V27           朧   月巴前   D阻 絆    裟督;ど哲乳主居亀と∵
駆 みに蝶、口径96cm、

第V図 5

18433                      磁器     肥前     18世 紀後半～19世紀前半  染付型押輪花皿、革花文
18736                       磁器     肥前     18世 紀末～19世紀前半   染付碗、草文
187■0                      磁器     肥前     18世 紀以降       染付、筒

187■ 2                      磁器     肥前     18世 紀 ?         仏飯器、自磁 P

1877                      磁器     肥前     近世           白磁碗

187つ                       磁器     肥前     19世 紀前半       格子文

190‐10                      磁器     肥前     近世           白磁皿

190ワ 0        磁器   肥前   19世 紀前半    昔基きc景干素塘覆硫監、我 霧 説温   第謗図5

190ワ 3                       磁器     肥前     18世 紀後半～19世紀前半  染付小型碗、見込みと外面は不明文
19026                      磁器     肥前     近世          染付皿 (大 )

19029                       磁器     肥前     18世 紀          染付小郭、体部に銘あり、櫛歯文様

191155                       磁器     肥前     18世 紀後半 ?       染付小型碗、輪郭が九であれば九文
1909                      磁器     肥前     18世 紀以降        白磁 ?小型碗

192お           192‐ 11         磁器     肥前     18世 紀         染付、猪回、草花文            同一個体

1%望                      磁器     肥前     近世          碗

197■                       磁器     肥前     近世          碗

2041                       磁器     肥前     18世 紀末～19世紀前半   染付、山水、見込みに文様あり
210           遺構確認面94■ 4    磁器     肥前     18世 紀後半        染付中皿、笹文、墨はじき
211113                       磁器     肥前     17世 紀末～18世紀初め   染付輸花皿、見込みは魚か竜、外面は蔓車
21014                      磁器     肥前     18世 紀後半        具須皿、蛇目凹高台、漆つなぎ ?

210‐ 15                       磁器     肥前     18世 紀～19世紀      染付碗
210‐ 21                      磁器     肥前     18世 紀 ?         染付皿

2108                       磁器     月巴前     18世 紀後半以降      染付小型碗
210‐ 9                      磁器     肥前     18世 紀～19世紀 P     自磁 P半筒形碗
22も                        磁器     肥前     近世           白磁か染付

22る                        磁器     肥前     近世          染付

229                       磁器     肥前     19世 紀前半 P       染付碗
25-18                      磁器     肥前     近世          染付瓶類

253          25‐ 13          磁器     肥前     17世 紀後半～18世紀前半  染付猪日                 接合



磁器     肥前     17世 紀～18世紀      染付輪花皿 ?つ る草

257

2690

2622

2624

2∈30

26‐ 6

2作 1

31111

30‐ 6

30お

30つ

31望

316

31弔

351

36-1

3612

36‐ 2

3637

3624

383

384

3併6

4多5

4多8

43‐1

生 10

442

443

446

45-1

45‐ 3

51-1

5多 1

53

541

56‐ 1

561

562

5∈3

564

555

624

631

63-11

63‐ 13

636

63弔

642

643

661

665

666

70も

71-1

71お

8∈2

803

89

822

823

83■

8410

8420

843

854

9∈ 1

903

90■

907

931

93-3

9子10

95-11

9,15

9529

95‐ 32

95-34

9,35

26-16

1邪

273

磁器     肥前     17世 紀後半
染付碗、見込みと高台内に文字、釉の厚さ一定
せず

磁器     肥前     18世 紀後半～19世紀前半  染付小型碗、見込みに不明文
磁器     肥前     18世 紀後半以降      染付輪花皿、日さび             接合同一個体

磁器     肥前     18世 紀後半～19世紀前半  染付型押輪花皿、革花文、蛇目凹高台、日跡
磁器     肥前     18世 紀後半～19世紀前半  染付型押輪花皿、草花文、蛇目凹高台、日跡  接合
磁器     肥前     幕末～明治 変形皿、日さび、呉須絵、発色悪い

磁器     肥前     18世 紀～19世紀前半 P   染付長皿 接合

磁器     肥前     不明
磁器     肥前     近世
磁器     肥前     近世

磁器     肥前     19世 紀前半
磁器     肥前     19世 紀前半

36‐ 8、 32、 53      磁器     肥前     19世 紀
磁器     肥前     近世

磁器     肥前     18世 紀
磁器     肥前     18世 紀 P
磁器     肥前     18世 紀
磁器     肥前     19世 紀前半

449           陶器     肥前     17世 紀後半
磁器     肥前     18世 紀 ?
磁器     肥前     18世 紀
磁器     肥前     18世 紀 ?
磁器     肥前     18世 紀後半
磁器     肥前     18世 紀 ?

磁器     肥前     近世
磁器     肥前     近世
磁器     肥前     19世 紀前半
磁器     肥前     近世
磁器     肥前     近世
磁器     肥前     18世 紀後半
磁器     肥前     19世 紀前半
磁器     肥前     近世

磁器     肥前     18世 紀
磁器     肥前     近世

磁器     肥前     18世 紀
磁器     肥前     19世 紀
磁器     肥前     近世

磁器     肥前     近世
磁器     肥前     近世
磁器     肥前     18世 紀
陶器     肥前     17世 紀後半

磁器     肥前     近世
磁器     肥前     18世 紀 ?
磁器     肥前     近世

磁器     肥前     18世 紀 ?
磁器     肥前     19世 紀
磁器     肥前     18世 紀 ?

磁器     肥前     18世 紀後半 P       染付碗、文様不明

磁器     肥前     18世 紀
磁器     肥前     19世 紀前半
確器     肥前     18世 紀木～19世紀前半   染付、山水

直径20cmを 超す染付中皿、見込みは蛇目釉剥ぎ

染付碗

染付碗

染付碗

染付碗

格子に媒文碗

格子文

風景文、銘あり、器高66cm、 底径69cm    第89図 7
染付瓶類

磁器     肥前     18世 紀後半～19世紀前半  染付小型碗、見込みに媒、日跡
磁器     肥前     19世 紀前半 染付、格子、見込みに文様

磁器     肥前     18世 紀～19世紀前半    染付碗

磁器     肥前     18世 紀後半～19世紀前半  染付型押輪花皿、革花文、蛇目凹高台、日跡
磁器     肥前     18世 紀末～19世紀前半   染付、山水

染付 lll、 風景文

染付皿、高台内に日跡

染付碗

染付碗

灰釉碗

染付碗

染付碗、手書 き五弁花、高台付

染付、中皿

染付、半筒碗、見込みに手描きの 5弁花

染付碗

接合

接合

つる車の省略形 ?

磁器     肥前     18世 紀後半～19世紀前半  染付型押輪花皿、車花文、蛇目凹高台、日跡
磁器     肥前     18世 紀～19世紀前半    口さび、染付、輪花
磁器     肥前     18世 紀末～19世紀前半   染付
磁器     肥前     18世 紀末～19世紀前半   染付、草花
磁器     肥前     18世 紀末～19世紀前半   染付、草花

磁器     肥前     18世 紀後半～19世紀前半  染付小型碗、見込みに蝶、外面は風景文、日跡
磁器     肥前     18世 紀後半以降      染付皿、風景文、蛇目凹高台

磁器     肥前     18世 紀後半～19世紀前半  染付碗、発色不十分

染付徳利

碗

染付碗

碗

染付皿 ?

青磁染付皿、蛇ノロ凹高台          同一個体

染付碗

染付

染付皿、唐草文様

染付端反小杯

染付碗、二重編目文

青磁、型押し文様、角形皿

染付瓶

びん類、染付か白磁

染付

染付椀、笹文

灰釉碗

染付碗

染付碗

染付碗

染付碗

染付猪日か急須、ごけ底

染付碗

磁器     肥前     18世 紀後半～19世紀前半  染付型押輪花皿、草花文、蛇目凹高台、日跡

磁器     肥前     18世 紀後半～19世紀前半  染付型押輪花皿、草花文、蛇目凹高台
磁器     肥前     18世 紀～19世紀      染付皿、蛇目凹高台
磁器     肥前     17世 紀～18世紀 ?     青磁、変形鉢

磁器     肥前     18世 紀後半～19世紀前半  染付型押輪花皿、草花文、蛇目凹高台、日跡
磁器     肥前     18世 紀後半～19世紀前半  染付猪口
磁器     肥前     18世 紀後半～19世紀前半  染付型押輪花皿、草花文

磁器     肥前     18世 紀後半以降      白磁か染付、蛇目凹高台 ?
磁器     肥前     18世 紀前半 染付大皿、草花文

磁器     肥前     17世 紀～18世紀      染付端反小杯

磁器     肥前     17世 紀後半

磁器     肥前     近世
磁器     肥前     近世
磁器     肥前     近世

憲者香監冑恋付曼i買基ダiこ讐雇呈
蔓草、内面 接合同一個体

碗 ?

ワこP

自磁か染付



95‐ 42

9548

95‐醐

95う 8

9561

971

SJH21102C
コーナー 1層

SJXX
SJXX
大手ニノ門

本丸跡小十郎

本丸跡小十郎

本丸跡小十郎

本丸内土塁土留め部 7
ピット

本丸内土塁土留め部 7

ピット

121‐ 6

146‐ 2

182‐ 11

195-1

1972

2106

371

6$2

84
90‐ 8

S」 XX
1

l◆ 1

101‐ 12

101-13

101‐ 19

101-22

10127

109

111-1

113‐ 1

11チ 1

12112

121-1

1241

1243

126‐ 1

1281

12&11

12}12

12&13

128‐ 15

128-16

128‐ 17

12820

12}21

12}23

12}%
12}26

128‐ 3

1287

128お

1289

133

13チユ

13}13

13争 17

133‐ 18

1332

1336

133お

13争8

134

1341

135‐ 1

137

13″ 10

13415

13″ 18

13″ 19

旧溝理土内

碑北西 13

碑北西 1‐3

碑北西 13

1285

12018

745

128-19

12825

1322

1241、  14390

12卜 22

土師賓土器  不明
土師質土器  不明

18世紀前半

幕末～明治

18世紀 ?

18世紀 ?

近世

18世紀 ?

18世紀後半

近世

18世紀前後

18世紀

近世

18世紀後半

18世紀後半

18世紀

近世

不明

近世

18世紀

17世紀～18世紀

17世紀～18世紀 ?

18世紀～19世紀

17世紀

18世紀後半以降

19世紀

不明

19世紀前半

近代

19世紀～近代 ?

不明

近世

近世

近代以降

19世紀前半

近代以降

近代以降

近世

近世

近世

近代以降

近現代

不明

不明

昭和

明治以降

江戸～明治

明治以降

近現代

近現代

近代以降

近代

明治以降

明治

近現代

近現代

近現代

近現代

近現代

近代

近代以降

大正か昭和

19世紀代 (明治～大正 )

近代

19世紀代 (明治～大正 )

近代以降

近代

近現代

明治以降

不明

近世

古代

近代以降

幕末～明治

近現代

明治以降

近現代

齢
齢
齢
船
齢
盤
餘
餘
齢
齢
朧
鰈
鑑
朧
磁器

磁器

磁器

磁器

陶器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

陶器

陶器

磁器

陶器

胸器

磁器

肥前

肥前

肥前

肥前

肥前

肥前

肥前

肥前

肥前

肥前

肥前

肥前

肥前

肥前

肥前

肥前 ?

肥前 ?

肥前 P

肥前 P

肥前 ?

肥前 ?

肥前 P

肥前 ?

肥前 ?

肥前 ?

肥前 ?

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不甥

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

角入りの蛸唐草文 P皿

色絵

青磁、変形皿、むこうづけ、脚が付く

染付碗

染付鉢

染付、亀甲文様、香炉 ?

染付、長皿

染付、鉢 ?茶碗 P

染付

染付碗

染付か自磁、蓋物

染付皿、風景文、蛇目凹高台

染付皿、風景文、蛇目凹高台

染仕碗、笹文 P

白磁か染付                   .

型押し瓶類、鉄絵

染付皿 ?

染付小型碗、ジグザグ文様

灰釉碗

染付、筒型碗か鉢

染付碗

染付皿

染付皿、見込みに文様、蛇目四高台、焼き損じ

染付 ?急須 ?上げ底

白磁か染付

染付端反                 囲

カメ

黒い釉

磁器の破片

灰釉碗

灰釉碗

新しい

染付、重菱形文、小型皿か杯

新しい物

新しい

破片

かわらけ、日径13 3cm、 器高25cm、 底径86cm 第88図下段 4
灰釉、透明釉

新しい

新しいもの

型押成形、内面に布日、自磁瓶類

皿、見込みは滑らか

同一個体

胸器

磁器

磁器 ?

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

磁器

陶器

土師器

磁器

陶器

摺絵碗、人,ミ描かれている

白磁瓶類

急須、染付

新しい

新しいもの

新しい

色綜 端民碗

徳利の口縁部

新しいもの

洋食器

新しいもの

磁器

新しい物

茶碗

染付け鉢、色絵、素茶碗

染付け鉢、色絵、素茶碗

新しい

統制番号 岐8/4、 日径8cm、 器高解 cm、 底径 写真図版

同一個体

別個体

31-1、  2

接合

40‐ 17

1343

137■ 9、 13793

46cm

蓋

染付端展碗、龍文 ?

灰釉に鉄絵、碗

内黒土師器体部片

新 しい物

染付碗、寿字文

新 しいもの
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14924
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14926
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176‐ 35

176・ 37

117磁

17648

176・ 54

17667

176‐ 59

176‐ 6

176・60

176‐63

1麟

穣器

癬

陶確器

軟質籍器

不研

不剪

不明

不明

不明

不明

不明

不朗

不四

不現

不萌

不明

不勇

不明

不明

不明

不W
利

不明

不明

不舅

不剪

不明

不明

不明

不碗

不碗

不明

不弱

不 HH

不明

不明

不明

不明

刺

不碗
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不明

不要

1不明

不頚
不明

不叩
利

不明

不明

不照
不明

不明

不明
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1不明

不明

不朔

不明

不叩―
不騨

不萌

不剪
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不明

不明

不舅

不明
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不明
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不剪

不明|

洵 可

不明
―

不明

不明|

不朗

148・ 3
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149・ 19

161‐ 22

161113

161‐ 3

161・23
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1ヽ‐8

4972

172al
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176‐ 51、 .521

17581

176‐ 1欲 176‐11、 1731気

176電ワ(176・33h176‐ 34、

17a3.― l警攣

“

17649ヽ

176{穆 ( 176kttК  17k165

近代以降

19世紀後半

不明
19単」こ鶏〕r

五世
近代以降|

逓嘉代
近代以降

近歎

猷

五声～明活

近代メ降
0世紀以降●近魂代
近代以降

近代以降

離代必障
現代

nft
B7A
明お時代

逓勇企

逸場代

近代

ね代以降

4re
現代

現代
近世

蹴 囃
邊代

林 ～明消

遊代必降

廟 代
p世屈郷 近4rt
近1代以降

猷

逓代以降

返代

螂

“

世紀-20世撤 近現代

IIEA

明治～大エ

螂
近勇代

騨滑～未正

中世～近性

芝代以籐
幕末∵剪治

猷

近窮代

幕末～明治

聡 以確

現代

現代

吉代

幕業れ勇洛

手未～コ治

慕未を明治

近世以降
近代以降

コウ
=嗚
平ヽ P

lつ州田鰤輌己

萌泊機挙

近′棚 降

題,ても募赤

五昇代
近現代

褪うても率本
刺

近代
―泌って,慕本
1熱
翅って鵡

明治

遡うて苗奉未
―遡ぅても幕兼

新 しい

離

主療

mのと歩くり、Elえた部、捩蒲醸0相薬

婢醐藍り姜
裁 |びん類

1新しい

新しいも,の

懸羨、1型押し、残0蝉
新■▼瑚

新しい物

新しい

新しい

親ヨ貯珈
―
塾瞬即醐げ重事事

hal番号 ―岐011-"露スロ1径工ぬ
BH23cm、 底径戯取

新しい

皿
=
新しい

幾
―

新しい
1雛しいもの

1新しい

新しい

洋食器

国麟 鋸

鶉

新しいヽ の「

洋査霧

かわらけ皿

新い勁

鞘反りの魏 口さげ

簸 鵡

船反りの染付碗、日きび

新しい

網代環部片

虞紙腕転 胎上に黒粧子を合む

床釉瀬報、胎■に黒粒子を會む

土瓶、白
=に
具須による綾

療釉瓶類

療 (徳利争)i底部i

鋼版承癖

新しい

期

増 1か首盛 日きび
クタ
急須
'斯
融 勁
染社か白穣k口苺び

す,憮 傑重、345艇

1楽付
づ好鷺1にト

幹
　
酪
船
麟
麟

瞬
　
船
麟

凄合同二頼体

壌合

接合同一個体

写真国版

31-5、  0

同‐鶴体

船

擦合口‐口体
船

488図■安4、
景麹 -1

絡

簑含爵‐価体

機台同一錮体

爵器

鵡

鶴

蒸焼き

盤

陶争

継

上師器

鶴
斯凛X:程

鰺

晦器

陶器
船

確器

癬

船
踏

瞬
朧
　
鱗
瞬
鵡

穣器

磁慕
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176‐ 67

176お 8

1767

176S

17牛 13

177-16

178‐ 1

17併 2

180

180‐ 20

1807

181-2

181-3

182

18214

18216

18よ 19

18}22

186… 1

186-8

187

18414

18717

18721

18726

18732

18735

18738

188

18811

18862

18898

1898

190

19116

191160

1チ 1

192-10

192-15

192‐ 18

192-20

192ワ 1

193-1

19子5

203■

203つ

2‐ 1

210

211117

211120

210-3

21∈7

237

25も

231

2627

26‐4

268

3010

302

30望

311

317

34

34

341

3410

349

36

3◆10

3611

3争13

3519

36126

磁器

磁器

磁器

陶器

773

土師質土器

682          陶器

180-8、  180-10、  180‐ 13、

ま1

3629          軟質製陶器

陶器

1825         磁器

磁器

磁器

胸器

磁器

陶器

磁器

陶器

陶器

磁器

陶器

陶器

1‐ 15、 4933、 272     陶器
陶器

陶器

磁器

土師質土器

土師質土器

磁器

瓦質土器

瓦質土器

瓦質土器

土師器

素焼 き

遺構確認面94114    陶器
211119

陶器

磁器

遺構確認面94 1lИ

23つ          陶器

陶器

陶器

26-11、  26-18、  26-13、

2699、  26‐32、 161‐ 4、

161お、 16128、  16193

陶器

磁器

30毛           磁器

遡っても幕末

遡っても幕末

近代

19世紀～20世紀、近現代

不明

近現代

近世

19世紀～20世紀、近現代

近代

近世

近現代

19世紀前半

近世

近代

明治～大正

近世

不明

近代以降

幕末～明治

近代

近代以降

19世紀中頃

幕末～明治

19世紀前半以降

近現代

近代以降

幕末以降

19世紀

近代

近世

19世紀～近代

近世

近代以降

近代以降

19世紀前半 ?

不明

近世～近代

近世～近代

不明

近世～近代

近世～近代

近世～近代

近代以降

近代以降

古代

近世

現代

近世

近現代

江戸時代 P

明治以降

近現代

近世

20世紀初め ?

幕末～明治

19世紀中頃以降

近現代

幕末～明治

近世

江戸時代 ?

現代

近世

18世紀～19世紀

古代

不明

近代

近世

近世～近代

近代以降

近現代

近代

現代

近現代

近代以降

洋食器、緑色製造マークあり

壼、自磁

王縁、自磁碗

新 しい

急須

染付

新 しい物

呉須絵土瓶

端反 りの染付碗、日さび

呉須絵の瓶

新 しい

呉須絵徳利 P

染付、爛徳利

カメ

鉄釉橋 り鉢

養、鉄釉に黒釉流 し

鉄釉橋 り鉢

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

不明

染付

白磁

クリームウェア、ノリタケ ?洋食器

内面は鉄釉なし

油煙付着

接合同一個体

鉄釉橋 り鉢                 接合

新 しいもの

鱗 、銅 、日徴 ■徒m、 絲 熟 cm、 離 9雅m昼
5翼]亀
｀

鉄釉橋 り鉾

陶器

磁器

土師器

土師質土器

土師質土器

土師質土器

磁器

新しい物

灰釉徳利、三縁

染付碗

脚付鉢 ?

鉢類

高台

角形鉢

体部破片

体部破片

新しい

新しい

養

かわらけ

鉄釉悟 り鉢

別個体

甕、自濁釉、焼成不十分

型押し白磁皿、中に仕切 りがある

別個体

然 ?

鉄絵、呉須、土瓶

鉄絵の圏線、瓶類

新 しいもの

鉄絵、土瓶

自磁 ?

染付瓶類

灰釉皿

自磁鉢

体部小片

体部小片

かわらけ、灯明皿

体部片

新 しい物

孵

三百年の銘あ∝ 器誨 的 、底径一辺
写真図0303

新しい

同一個体

接合同一個体

プラスチックも含

む、多数

2点

第89図H



内黒土師器底部片

刈日 ?の墨書あ り

3627

3531

3←39

364

3側
3646

3能9

36‐ 511

3559

373

37■

382

386

3階櫓 Cコーナー

40

約-14

4018

4019

435

41

411

423

鬱お

4歩7

4}3

435

44

447
46

461

49

49-46

496

49も 4

4967

4併76

4>78

50

争1

51

$11

6‐ 12

6‐3

70

約ワ

71も

71℃

7歩 1

7多2

73‐1

7412

7413

7414

7419

7乾
743

7“

75-3

701

猜4

76つ

81

8歩 1

83つ

84

8415

8419

842

848

8FD_lo

85-3

856

85‐ 9

8子 1

92‐ 1

年3

932

9子12

95‐ 20

灰釉皿

鉢

白磁

新 しい

大ぶ りな徳利

釉下に赤色顔料塗布

新 しい

体部破片

急須の蓋

莞

瓶

急須

新しいもの

新しい

灰釉、びん類

中皿 (φ 20以上)P、 風景文

カメ

呉須絵大鉢

養

養

瓦質土器片 P

カメ

新しい物

新しい

新しい

カメ

刷絵、染付

新 しい

染付徳利、大形品、圏線あ り

新 しいもの

かわらけ、日縁部片

自濁釉、びん類

八鉢か香炉、灰釉

鉄釉莞

新 しいもの

大形香炉

新 しい物

新 しいもの

鉄絵、透明釉

近代

新 しい

刷絵

す り絵の染付中皿

染付輪花鉢

外面は不明釉、内面は鉄釉、甕

呉須絵大鉢

かわらけ皿

接合

別個体

第89図 14

接合同一個体

接合

接合

接合

接合同一個体

6点

接合

1つ番号なし

別個体

同一個体

接合

同一個体

同一個体

同一個体 も含む

接合同一個体

同一個体

接合同一個体

3638、 3652       陶器     不明     近代 第 2師回、軍隊食器、日径157cm、 器高6 5cm 第87図 19

36望 5

17624

13望、1484

4016

133つ

188お 7

18884

4伊77

149-11

陶器     不明     不明
陶器     不明     近世

不明     昭和
不明     近代

磁器     不明     不明
不明     近代
不明     近代以降

陶器     不明     明治時代
陶器     不明     明治 ?

不明     近代以降
陶器     か明     中世

不明     江戸～明治
陶器     不明     不明

不明     近代
不明     近現代

磁器     不明     近代
不明     近現代

磁器     不明     近現代
陶器     不明     近世～近代        透明釉、瓶類、

不明     近現代
磁器     不明     19世 紀中頃       急須

磁器     不明     19世 紀中頃        急須

16、 18$88       陶器     不明     近代
瓦質土器   不明     近世

磁器     不明     不明
不明     近現代
不明     近代以降
不明     近代

陶器     不明     不明
不明     近代

磁器     不明     幕末～明治
陶器     不明     近代

不明     近代
陶器     不明     近代
陶器     不明     近代

陶器     不明     近代
不明     近代
不明     近現イt
不明     近代以降
不明     近代以降
不明     近代以降

陶器     不明     近代
不明     19世 紀～20世紀、近現代
不明     近現代

土師器    不明     古代
不明     近代

瓦質土器   不明     近世～近代        Bヽ 破片

7留

747

749

741

137‐ 17

磁器     不明     不明
磁器     不明     19世 紀～20世紀      黒釉皿

不明     近代
磁器     不明     近代

不明     近代以降
不明     近現代

磁器     不明     幕末～明治
不明     近代
不明     近代
不明     現代
不明     近現代

土師質土器  不明     近世
不明     近現代

771、 1773       16199、 1562、 12}5   陶器     不明     不明

子:な 穂政霜  ` 隣  不明  近世
陶器     不明     不明

8417

8予11

不明     近現代
不明     近代
不明     近代
不明     近代以降

8416                 不明     近現代
1多 1、 14}9、 186    磁器     不明     19世 紀～20世紀

陶器     不明     19世 紀 ?
磁器     不明     近代以降

不明     近代以降
不明     明治

磁器     不明     19世 紀後半
磁器     不明     近代
陶器     不明     近代 ?
陶器     不明     近代
土師質土器  不明     近世
陶器     不明     幕末～明治        鉄絵、灰釉碗



9子%

95‐ 25

95-26

9541

95-63

981

9併 1

Cコ ーナー 1       021112

S」 XX

S」 XX
S」 XX
S」 XX
S」 XX
SJXX
SJXX
S」 XX
SJXX

S」XX

SJXX

SJXX
SJXX
SJXX
SJXX
SJXX
遺構確認面

大手一ノ門まわり    確認面
大手一ノ門まわり    確認面
大手一門桝形部     980512
大手ニノ門       旧溝

大手ニノ門       礎石跡 2

大手ニノ門トレ     930625

大手ニノ門トレ     930625

大手ニノ門トレンチ   930625

大手門表上       92W13
下部東南 トレンチ     ■3と28
北側斜面

北側外面

北側斜面

陶器     不明     近世

土師質土器  不明     近世

陶器      不明     不明
不明     近現代

陶器     不明     近世
不明     近代

土師質土器  不明     近世

土師質土器  不明     近世

土師質土器  不明     近代
土師質土器  不明     近代
土師質土器  不明     近代以降
土師質土器  不明     近代以降
土師質土器  不明     近代以降
土師質土器  不明     不明
土師質土器  不明     不明

陶器     不明     中世

土師質土器  不明     近世
土師質土器   不明     近世
磁器     不明     18世 紀
磁器     不明     近代
不明     不明     不明

土師器    不明     古代
土師質土器  不明     近世以降
土師器    不明     古代
陶器     不明     近世
土師質土器  不明     近世～近代

土師質土器  不明     中世～近世

土師質土器  不明     中世 ?

土師質土器  不明     近世～近代

土師器    不明     古代

かわらけ、器蔀 託m、 底径雛m   
響聟男Iを

5、

鉄釉に黒釉流し、菱

鉄釉播り鉢

磁器     不明     18世 紀～19世紀      筒茶碗、湯飲み茶碗、自磁か染付

かわ引)      響聟昂士そ
駄

かわらけ、器融 2cm、 底径盈m    
客聟晃Yラ

陶器     不明     近世～近代        黒釉鉢

陶器     不明     13～ 14世紀        在地産、体部片

火鉢 ?

火鉢 P

素焼きの器台

素焼きの鉢

素焼きの四角い鉢

素焼きの壷の蓋、沈線あり

素焼き

火鉢、表面は赤色塗布

四角い鉢類、金色ウンモを含む

底著Ь片、回転糸切 り

体部片

かわらけ皿、底部～体部片

かわらけ

火鉢、内傾する

瓦質土器

鉢類

素焼きの上器、円孔あり

かわらけ、灯明皿、日縁部片

体部破片

体部片

鉢

火鉢か手あぶり、窓あり、表面型押し  響蟹島Yラ

接合

接合

2点

第90図 9、

写真29-2の 3

第90図■、

写真29-2の 4

2点、同一個体

第88図 上段 3、

写真30-2

第87図 18、

写真20-6

2点、同一個体

瓦質土器   不明     近世～近代        混炉

在地産、金色雲母を含む

かわらけ皿、底部一体部片

かわらけ皿、体部片

染付輸花皿、蛸唐草

型押し、染付皿

全て不明

体部片

器種不明

体部片

鉄釉積り鉢

鉢類

かわらけ皿、底部～体部片
第89図 12、

写真30-2

かわらけ、見込みに指ナデあり、器高17cm、  第89図 9、
底径5Bcm                  写真酌 -1
土師器養

かわらけ皿、底部再調整あり、日径76cm、 器 第89図 8、
高1 7cm、 底径5 6cm

かわらけ皿、底部～体部片

かわらけ皿、底部～体部片

かわらけ皿、底部～体部片

かわらけ皿、日縁部片

かわらけ皿

かわら1)皿

かわらけ皿

かわらけ皿

かわらけ皿

かわらけ皿

かわらけ皿

かわらけ、灯明皿、底部～体部片

体部破片

鉢類

鉄釉おろし金

七輪

鉢、焼成を受けている

角形、鉢類

写真30-2

土師器    不明     古代 (9～ 10世紀)    襲の日縁部

大手問階段       東側 トレ木炭層     土師器    不明     古代

大手問階段東側      トレンチ木炭層     土師質土器  不明     近世

大手問階段東側      トレンチ木炭層     土師質土器  不明     近世
大手門階段東側      トレンチ木炭層     土師質上器  不明     近世
大手門階段東側      トレンチ木炭層     土師質土器  不明     近世
大手問階段東側      トレンチ木炭層     土師質土器  不明     近世
大手門階段東側      トレンテ木炭層     土師質土器  不明     近世
大手門階段東側      トレンチ木炭層     土師質土器  不明     近世
大手門階段東側      トレンチ木旋層     土師質土器  不明     近世
大手門階段東側      トレンチ木炭層     土師質土器  不明     近世
大手関階段東側      トレンチ木炭層     土師質土器  不明     近世
大手門階段東lRl      トレンチ木炭層     土師質土器  不明     近世
大手門階段東側      トレンチ木炭層     土師質土器  不明     近世

大手門階段東側      トレンチ木炭層     土師質土器  不明     近世

土師質土器  不明     近世～近代
瓦質土器   不明     中世～近世
陶器     不明     19世 紀以降
陶器     不明     近代
土師質土器  不明     近世 ?

北側斜面                     上師質土器  不明     近世～近代

北側斜面                     上師質土器  不明     近世～近代

三階櫓          Bコ ーナー        土師質土器  不明     近世～近代

接合

三階櫓南側下部      H3 520       土師器    不明     吉代

三階櫓下西側      断割部

三階櫓南石垣       ベル ト

三階櫓南側崩落±     920917

三階櫓門跡        黒色土

自石高校柱穴 2

白石高校柱穴 2

自石萬土坑 2

東北隅下部        ■030530

ニノ丸

三ノ門 2ト レ

ニノ門新溝下面

三ノ問第 1ト レンチ

土師質土器  不明     近世

土師質土器  不明     近世

瓦質土器   不明     近世 P
瓦質土器   不明     近世～近代
瓦質土器   不明     近世～近代

素焼 き    不明     近世～近代

遺構確認面991022    土師質土器  不明     近世
瓦質土器   不明     近世～近代
土師質土器  不明     不明
土師質土器  不明     近世～近代



ニノ門第 1ト レンチ

ニノ門第 1ト レンチ

ニノ門第 1ト レンチ

ニノ門第 1ト レンチ

ニノ門第2ト レンチ

ニノ門第2ト レンチ

ニ門裏石垣

二 F月第 1ト レ

ニ F弓第2ト レ

本丸跡小十郎

本丸跡小十郎

本丸跡小十郎

本九跡小十郎

本丸上塁土留部

本丸土塁土留部

本丸土塁都

本九内石垣脇

本九内石垣脇

本丸内石垣脇

本九内石垣脇

本丸内土塁部

本丸内溝跡

本九内溝確認面

南石垣下部床面

南下部

構下井戸

101-14

105‐ 5、 6

11-1

156‐ 1

172-21

181‐ 1

191139

21ヽ

21マ

Wも
95-17

S」 XX

149‐ 12

333

6歩2

623

95も 7

16197

1&3

碑北西13

碑北西13

碑北西13

碑北西1‐3

07ピ ット、9406119

940601

9411710

930924

930924

9309%

9311924

940718

930928

H030529

北側断割部

野3、 14と 7

土師質土器  不明
土師質土器  不明
土師質土器  不明
土師質土器  不明
瓦質土器   不明
土師質土器  不明
陶器     不明
土師質土器  不明
土師質土器  不明
陶器     不甥
陶器     不明
土師質土器  不明

不明

瓦質土器   不明
土師質土器  不明

土師質土器  不明

土師質土器  不明
土師質土器  不明
土師質土器  不明
土師質土器  不明

瓦質土器   不明

瓦質土器   不明
土師質土器  不明
土師質土器  不明
土師質土器  不明
瓦質土器   不明
陶器     末家

陶器     末家

近世

近世

近世

近世

近世

近世～近代

中世

不明

近世

19世紀 ?

近世 ?

近世～近代

近現代

近世

近世

近世

近世

近世

近世

近世

近世

近世～近代

近世

近代以降

中世～近世

近世～近代

不明

不明

不明

不明

19世紀

江戸～明治

明治はじめ

19世紀以降

19世紀以降

不明

不明

19世紀

現代

17世紀前半 P

17世紀

17世紀～18世紀

18世紀

明治

18世紀

16世紀

19世紀前半 P

現代

近代以降

近代以降

現代

近代以降

近代以降

近代以降

3点

5点

第89図 15

第88図 下段 3

写真29-7

同一個体、

第88図下段 6

写真29-8

同一個体、

第92図 14

同一個体

接合

第90図 14、

写真211-6、

同一個体

同一個体

接合

第87図 1

219

21つ

95‐ 37

52

3争 2、 191111、  19030、

190‐ 46

95-13

161-1

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器

陶器 末家 ?

美濃

美濃

美濃 P

陶器     美濃 ?
プラスチ ツク

ガラス製品

ガラス製品

ガラス製品

ガラス製品

ガラス製品

ガラス製品

日縁部から底部

底部片

底部片

体都片

鉢

角形、鉢類

体部片

土師質土器

孔あり

上瓶か急須

鉄釉橋鉢

四角い鉢類、金色ウンモを含む

鉢

鉢

焼塩壺 ?

かわらけ皿、底部片

かわらけ皿、体部片

かわらけ皿、体部片

かわらけ皿、日縁部片

窓のある火鉢

小型の火鉢、文様 らしきものあ り

かわらけ皿

器台

かわらけ皿、底部～体部片

鉢類、破断面にも黒色物質付着

鉄釉甕

鉄釉橋 り鉢

鉄釉養

奏、鉄釉

土灰釉、養

末家焼 き、す り鉢底部片

折縁鉢、あめ釉 ?

養、発色悪い、焼成甘い

養、発色悪い、焼成甘い

鉄釉

自濁化 した釉、発色悪い

鉄釉播鉢

色絵皿

灰釉、輸禿皿、 しのぎ文

鉄絵皿

鉄釉 (さ び釉 )

鉄TAと あめ釉流 し

国産洋食器

灰釉碗

鉄釉、天目茶碗、削出し輪高台、底径 3cm、

器高12cm

灰釉折縁植木鉢

プラスチツク箸、子供用

ランプ片か、気泡あり

吸い飲み

ビール瓶か

稼
稼
稼
稼
稼
赫
稼
糠
稼

濃

濃

濃

濃

濃

美

美

美

美

美

器

器

器

器

器

器

器

陶

胸

胸

陶

磁

陶

陶55

8411

13子 24

1376

143‐ 22

14937

167‐ 1

3iワ

4餅57



第
呵
4表
2 
陶
磁
器
の
時
期
及
び
産
地
別
集
計

大
手
門
17
世
紀

N‐
11

大
手
門
18
世
紀

N=
91

大
手
門
19
世
紀

N=
91

三
階
櫓
17
世
紀

N=
4

三
階
櫓
18
世
紀

N=
17

三
階
櫓
19
世
紀

N‐
98

北
側
井
戸
17
世
紀

Ni
3

北
側
井
戸
18
世
紀

N‐
1

北
側
井
戸
19
世
紀

N=
8

土
塁
部
17
世
紀

N=
7

土
塁
部
18
世
紀

N=
41

土
塁
部
19
世
紀

N=
29

白
石
城
跡
17
世
紀

N=
25

白
石
城
跡
18
世
紀

N‐
15
0

自
石
城
19
世
紀

N=
22
6

磁
器

陶
器

肥
前

中
国

肥
前

美
濃

唐
津

瀬
戸
美
濃

岸
窯

3
2

1
2

1

磁
器

陶
器

打巴
前

波
佐
見

月
巴
前

唐
津

瀬
戸
表
濃

大
堀
相
馬

小
野
相
馬

3
2

1
1

磁
器

陶
器

肥
前

滴
戸
美
濃

切
込

地
方
窯

不
明

瀬
声
美
濃

大
堀
相
馬

成
島

地
方
棄

爆
不
明

8
5

2
l

l
1

1
2

磁
器

陶
器

波
佐
見

中
国

岸
窯

盾
津

1
l

1
1

磁
器

陶
器

肥
前

波
伍
見

一 副
瀬
戸
美
濃

大
堀
相
馬

小
野
相
馬

7
l

1
1

5
2

磁
器

陶
器

肥
前

瀬
戸
美
濃

切
込

地
方
窯

不
明

大
堀
相
馬

小
野
相
馬

堤
末
家

不
明

8
1

1
1

磁
器

阿
器

肥
前

岸
窯

1
2 穣
器

陶
器

肥
前

瀬
戸
美
濃

切
込

不
明

大
堀
相
馬

地
万
案

1
2

1
1

2
1

磁
器

陶
器

】
R宿
耐

中
国

肥
前

岸
察

ユ

磁
器

陶
器

泄
前

商
声
華
濃

瀬
戸
華
溝

美
漣

大
規
相
馬

小
野
相
馬

京
 
信
楽

ユ
6

1
島

2

磁
器

陶
器

肥
前

瀬
戸
美
濃

切
込

地
方
窯

不
明

大
堀
相
馬

小
野
相
馬

備
前
力
常
滑

末
家

地
方
窯

不
明

3
3

5
1

5
1

l
1

1

磁
器

陶
器

肥
前

波
佐
見

中
国

肥
莉

唐
津

瀬
戸
美
濃

美
濃

岸
窯

ク
1

4
2

2
ユ

2
6

越
器

陶
器

月
巴
前

瀬
戸
美
濃
 1
  
渡
粧
見

肥
苛

瀬
戸
美
漫

美
濃

大
堀
相
馬

小
野
相
馬

11
4

3
8

2
2

磁
器

陶
器

肥
前

瀬
戸
美
濃

切
込

地
万
窯

不
明

大
堀
相
馬

小
eF
・
相
馬

茂
島

堤
末
疾

備
前
力
常
滑

地
方
窯

不
明

5
ユ

2
3

1
3

7



第 7章 考 察

第 1節 遺構

白石城跡の石垣は発掘調査の結果、野面積み、打込ハギ布積み、乱積み技法が用いられていること

が明らかになった。天守台は野面積み、大手門内は打込ハギ布積み、本丸外郭東側は打込ハギ布積み、

乱積みが見られる。石垣は3種類の技法が用いられていることとなる。従来、三階櫓跡西側石垣は崩

落土により覆われており、地表からは観察できなかった。発掘調査で石垣の残存が確認できたことに

より、三階福跡の規模が把握できた。

片倉小十郎の姉喜多が考柔したと伝えられる大手一ノ門が設置される以前の本丸の詳細は不明であ

る。しかし、 トレンチで部分的に確認した先行遺構の存在と、三階櫓跡北辺石垣とそれに接続する大

手一ノ門跡の石垣のが直線にならず、三階櫓跡から東側の石垣が若干北側に膨らんでいるのは、何ら

かの遺構の存在、もしくは改修の痕跡を示すのもと考えられる。

また、近世白石城に先行する遺構は、三階櫓跡南側土塁の断面A～ A/(写真図版 5-3)と 石列 (土

塁)部のB～ B′ 断面に溝跡と思われるものが確認されている (写真図版 5-4)。 また、大手ニノ門

跡第 1ト レンチ内で、積み手の異なる堆積土が確認され、本丸周辺の上塁が複数の盛 り土を経て、現

在の形となっていることが判明した。実際、13～ 14世紀代の中世陶器など、近世以前の遺物が少なか

らず出土しており、先行する遺構の存在を裏付けるものである。

文政 2年 (1819)に 白石城が全焼している。今回の調査では、これを裏付ける明確な遺構、遺物つ

まり、被災した大量の陶磁器、瓦は確認できなかったが、一部の遺構では焼土が見られた。

このことについて、白石城三階櫓は文政 2年の火事の時点では、三階櫓は瓦葺きではなく、こけら

葺き、檜皮葺であった可能性があることが指摘できる。被災した瓦、陶磁器が少ないことは合理的に

説明できるが、被災資料を発掘調査区外に廃棄した可能性もある。

今回の調査資料からは、この点に明確にできなかったことから、将来において、本丸跡内の発掘調

査により、年代観が矛盾しない被災した資料、遺構の追求が必要と考えられる。

なお、本丸内の建物については絵図が残されており、付図 7と して掲載した。白石城西方にあった

常磐崎別邸図 (片倉公別荘図、齋藤報恩会蔵、写真図版15)は、おそらく19世紀代のものと考えられ

る。大きさは南北2.47m、 東西2.41mで ある。建物が立体的に描かれ、屋敷内には池、樹木が配置さ

れている。東側には白石城沼之丸の沼が要害池として、西曲輪には人幡宮も描かれている。若干、虫

食いがある。

第 2節 陶磁器等

中近世陶磁器、土師器、近現代の陶磁器、ガラス製品等は1,000件 を超す登録となっており、陶磁

器鑑定結果はリス トを作成している (第 14表 1)。 ここではまとまった点数が出土している近世陶磁

器について若干の分析を行い、その他のものについては、個別に記述する。

これらの産地は肥前、青花 (中国の明～清 )、 瀬戸美濃のほか、地元に近い産地として大堀相馬、
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小野相馬、岸、堤、成島があり、切込、末家も見られる。

地方窯としたものは奥州、すなわち東北地方産の製品と

見られるものの、産地の調査研究が進展していないため

に、現時点では、地方窯として一括せざるを得なかった

ものである。第101図  山神講の碗

分析にあたり、例えば、18～19世紀というような時期

決定しかできない陶磁器は、19世紀と分類した。また、18世紀以降という時期決定しかできない陶磁

器は18世紀に所属するものとした。従って、近世、近世から近代というような時期の推定しかできな

いものは、分析対象から除外した。また、陶磁器リストにおいて、 Pを付した産地のものも、今回の

考察では、仮にその産地のものとして扱い分析した (第 14表 2)。

地区毎、時代別にに分析結果を見ていく。

三階櫓跡は、17世紀代に属するものは、ごく少数で4点 しかない。18世紀代になると資料が増加し、

18点になり、肥前、大堀相馬と小野相馬の割合が措抗する。19世紀代になると、肥前、大堀相馬が多

く、次いで切込、瀬戸美濃の順になる。18世紀代と19世紀代を比較すると、磁器の割合が増加してい

ることが指摘できる。

石列周辺 (土塁部)は、17世紀代は資料数が少ない。18世紀代になると肥前、大堀相馬が同一割合

になり、小野相馬を加えると、肥前の割合を超えてしまう。19世紀代になると肥前はなくなり、大堀

相馬が多くなる。17世紀代は磁器の割合が高いものの、18、 19世紀代になると陶器の割合が急増する。

大手門跡周辺は17世紀代において、肥前、青花 (中国)の割合が高い。18世紀代になると肥前、大

堀相馬の順になる。次いで小野相馬が多い。19世紀代になると大堀相馬が約半数を占めるようになる。

北側井戸は資料総数が少なく、撹乱も著しいことから、数量の提示に留めた。

白石城跡全体では磁器の割合をみると、18世紀代に割合が若千落ち込むものの、全体としてみれば、

増加傾向にある。17世紀代は肥前陶器及び磁器が 3割を超え、次いで岸のものが多い。18世紀代は肥

前磁器及び陶器が4割弱であるが、大堀相馬及び小野相馬の2者が 5割を超え、急激に増加する。19

世紀代は大堀相馬が全体の4割弱を占める。次いで肥前、切込、瀬戸美濃となる。瀬戸美濃もは18世

紀代と比較すると急増する。切込は19世紀に一定の割合を占めるようになる。

以上の傾向は仙台城跡二の九跡とほぼ同じである (関根1998)

地元の磁器である萩の坂窯跡の製品は、確実なものは見いだされなかった。白石市指定文化財に

なっている山神講中の徳利 2点、おやわら碗を参考資料として掲載した (第 100、 101図、写真図版33

-3～ 5)。 徳利は紀年銘のある東北地方の磁器では最古のものである (中橋ほか1979、 芹沢1981、

藤沼1996)。

土師質土器について

発掘調査では、近世の土師質土器もややまとまって出上している。これまでの白石市周辺の発掘調

査では、最もまとまった資料といえる。第14表 1の種別で土師質土器、素焼きとしたものである。



出土地区では大手門跡周辺が最も多い。中世に遡る可能性のあるものもあるが、器高、日径のデー

タが計測できるものは少ない。焼塩壷と推定される資料も出土している。

一方、仙台城二の九跡では土師質皿は元禄年間～18世紀後葉に法量分化、18世紀末～19世紀初めに

小型化、全体的に浅いものに変化していく傾向が指摘されている (藤沢1998)。

板碑について

今回の発掘調査で板碑が 1基出土している。これまで白石市を含む刈田郡では、板碑の確認例が少

なかった。市内鷹巣平地山で 1基、小下倉六角元に2基確認されていたのみであった (加藤1984)。

また、中橋によれば斎川の大義寺墓地内に板碑を再利用した墓碑が 1基あるという。今回、更に一

例を加えることになった。

白石地方において板碑が少ない点について、調査方法に関係がある旨の指摘 (渡部1984)も あった

が、指摘にあるような調査方法の問題があるとは言えない。その理由として、白石市内は片倉信光、

阿子島雄二、中橋彰吾により、石造物の悉皆調査に近い集成が既に実施されており、石碑群調査の先

駆的業績として高く評価されているからである (阿子島1970、 中橋1974)。 板碑はもともと、製作数

が少なかったと考えられる。

防空監視所関連資料について

三階櫓跡南東隅の撹乱の穴から軍隊茶碗、統制番号のついた陶磁器が出土しており、敵機識別用ア

メリカ軍機模型と共に、戦時下における防空監視所での利用を示すものである。軍隊茶碗の出土も県

内では珍しい。第二師団があった仙台城二の九跡で多く出土している。二の九跡第12地点の調査 (N

M12、 調査期間1998年 6月 30日 ～10月 27日 )において、星印がついたものがまとまって出土している。

第 3節 瓦

瓦は総計1,300kgを超える量が出上している。しかしながら、出土状況から一括資料と呼べるもの

は少ない。今回、地区毎に瓦の特徴を記述して、傾向を見ることとする。地区毎としたのは、三階格

跡、石列周辺、大手門跡、北側井戸間では、絵図においても構造の異なる建物が配置されており、出

土した瓦に、それぞれの建物の性格が反映していると考えられるからである。

ここで、瓦片の分類基準について述べる。近世城郭跡から大量に出土する瓦片については、先行研

究例 として仙台城三の丸跡 (結城、佐藤1985)、 同二の九跡における東北大学埋蔵文化財調査研究セ

ンターによる一連の『調査年報』がある。今回、詳細な分類がされている『調査年報』 9における分

類を基にしながら (菊池1998)、 白石城跡の出土資料に即した分類を加え、破片数算定を行った。

平瓦は確実に平瓦と言えるものだけが該当する。平瓦 1類は反りがある瓦であり、破片では、反り

がある平瓦、桟瓦、軒桟瓦片を含むことになる。平瓦 2類は反りがなく、板塀瓦の一部で、体部と隅

が残存するものを分けて集計した。九瓦の完形品は瓦当面が確実に存せず、軒丸瓦でないものを指す。

従って集計数は最小値となる。九瓦は完形と破片資料は別扱いとし、玉縁、体部、頭部の破片を分類



した。したがって、瓦当面を欠損した軒丸瓦破片の可能性があるものも集計に含めている。したがっ

て、集計数は最大値となる。板塀瓦は桟部分の破片、溝部分の破片、それらが揃う完形品とに分類集

計した。板塀瓦は桟部分が屈曲せず、左桟が多い。分割した瓦は、大手ニノ門跡 トレンチで平瓦 1類

に分類されるもので 1点、本丸内溝確認面で同 1点 (幅 11.5cm)、 本丸内土塁土留部 6ピ ットで同 1

点 (幅 12.5cm)出 上している。棟瓦は桟部分が屈曲するものである。

軒丸瓦の瓦当面には連珠巴文、三引両文、九曜文が用いられている。仙台城二の九跡において、17

世紀代においては、連珠巴文、巴文しかみられず、家紋系の九曜文は後出であり、確実な出土例は18

世紀代であるという (菊池1998)。

三階櫓跡では、連珠巴文28点、三引両文31点、菊丸 4点、九曜文 1点が確認されている。石列周辺

では連珠巴文12点、三引両文 8点、大手門跡では連珠巴文 7点、三引両文14点、北側井戸では連珠巴

文 2点、三引両文 5点 となっている。勘定所では瓦当面のある軒丸瓦は出上していない。S」XXでは、

連珠巴文11点、三引両文18点、巴文 1点、表採資料では、連珠巴文 2点 となっている。

全体では三引両文が約 5割、連珠巴文が約 4割 となっている。九曜文、巴文は少ない。

軒桟瓦で瓦当面の文様が明確に判断できる資料は少なく、巴文と唐草文 (第83図 1)、 九曜文と唐

草文 (第84図 1)がある。全体でも22点の出土であり、遺構外の出土が多く、傾向は掴めない。

草花文とした第84図 3は、瓦に筋状の文様が入り、明治時代以降のものである。

軒平瓦か軒桟瓦がどちらかの区別が付かないが瓦当面のあるものは比較的、出土点数があり、小破

片を除くと、24点出土している。三階格跡、石列部、大手門では雪持笹系統のもの (第 70図 15、 第70

図16、 第74図 34、 第76図 11)が確認されている。

軒平瓦は雪持笹系統が 1点、唐草文が12点、その他 3点出土している。

菊九瓦は三階櫓跡のみで 4点出土している。板塀瓦は石列周辺に多く出上している。

面戸瓦のうち、計測できるものは幅ll～ 13.5cm、 長さ7.5～ 9.8cmの 範囲に収まる。長さは8～ 9.5cm

に多 く、10cmを 超えるものはない。

棟込瓦は軸幅 6～7.8cmに 収まり、直径は11.5～ 12cmに集中する。一覧表ではその他に分類 した。

輪違いは、上幅は 4～9cmと 範囲が広いが、5,8cm～ 7.5cmに ややまとまりが見 られる。下幅は

15cmが多いが、11.5～ 15.8cmま でのバ ラツキがある。長さは12～ 14cmが多い。その他は10.5～

14.5cmま での範囲に収まる。谷丸瓦、鳥伏間 (瓦当直径16～ 17cm)がある。

仙台城二の丸跡の瓦と比較すると、いくつかの相違点が指摘できる。

1 白石城跡には滴水瓦、T字瓦がない。

2 白石城跡独自の瓦として棟込瓦 (第71図 2等)がある。

3 仙台城二の丸跡の軒平瓦の雪持笹と同一のものがない。

3の雪持笹は、二の九のものと比較すると若干ではあるが型式差がある、すなわち、 3つの笹の上

の雪の表現が異なり、「～」ではなく、新芽が吹き出たような「T」 に近い文様となっている。

さらに今回、唐草文とした文様は、 3枚の笹の葉脈は表現されず、扁平な長楕円形となり、両脇の

唐草も先端部のみが丸く厚い形となっている。笹の上の文様も3本の棒状文様になる。この文様は仙



台城二の丸跡では出上していない。

なお、片倉家1中に瓦焼役、吉田中左工門、柴山富太が確認できる (『奥羽盛衰見聞誌』後編t白石

役人1帳、文久 3年 )。 柴山は『家1巨系譜書上]に系譜が掲載されている人物である tjli村 1997、 ,292)。

白石城北の白石川を狭んだ対岸の福岡蔵本の瓦焼き場で自石城の瓦を焼いたという (片倉ほか1937、

片倉1941、 中橋ほか1979)。 瓦質土器も焼いていたようだ。
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第 8章 復元工事と遺構保護等

第 1節 復元工事
白石城復元は白石市にとって一人事業であった。復元事業のみで総事業費は2,107,595千円となり、

うち、起債は1,560,600千円 (地総債 :地域づくり事業75%)であった。

第104～ 107図には大手門跡の復元資料を掲載した。復元工事は発掘調査成果に基づくことが示され

ている。

白石城歴史探訪ミュージアムエ事 (勤労青少年ホーム改造)は総事業費474,850千円となり、設計

施工監理12,978千 円、改造工事381,872千 円、立体映画制作80,000千円であった。工期は平成 6年 10月

22日 ～平成 7年 3月 30日 で、設計監理は (有)建築文化研究所 。人木清勝、施工者 (建築)は株式会

社間組、改造工事 (機械)株式会社 ミツヤ設備機工、改造工事 (電気)株式会社ユアテック白石営業

所、改造工事 (エ レベーター)フ ジテック株式会社、立体ハイビジョンシステム (財)NHKサ ービ

スセンターであった。

ミュージアムの建築規模は406.09ゴ、延べ床面積1.042.31ど 、1階面積338.31ど、2階床面積338.31∬、

3階床面積338.31だ 、 4階床面積27.38ポ である。 2階には白石城下模型1/500ス ケール、白石城本丸

模型1/100ス ケールが展示された。

復元工事が終了し、一般公開が開始されると市内外から多くの方が訪れた。平成 7年 5月 3日 の公

開から5月 21日 までの見学者は約17万人を越えた。公開から1年にも満たない平成 8年 2月 12日 に

は、白石城と関連施設入場者が50万人を突破した。一時は、白石城見学に際し、駐車場が手狭であり、

駐車場探しに難儀したという苦情が出るほどであった。

第 2節 遺構保護

白石城復元工事にあたって、発掘調査、絵図史料調査等の史実に基づき、忠実な復元工事が行われ

たものの、遺構保護は不十分であった。遺構保護の観点からは、問題のある復元工事となっている。

文化財保護の観点からは、復元工事というより、`平成の築城'であった。

以下、問題と思われる箇所を記載する。発掘調査担当者の視点で見ると、復元建設工事報告書にお

いて十分なデータが示されていない所が多数見られる。

調査段階

1 復元のための工事ということで、遺構確認調査で調査段階が終了しており、遺構の断ち割り、下

層遺構の有無確認が不十分であった。近世白石城に先行する遺構の追究が十分に行われなかった。

2 1に関連するが、現土塁の断ち割り調査断面で古い土塁、溝が発見されているにも関わらず、そ

れらの遺構を平面的に確認する調査が実施されていない。三階櫓跡に南接する土塁では、平面調査

が全く行われていないようである。

3 層位的な遺物取り上げが不十分であった。平面的な遺物取り上げは、何とか行われたものの、層
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第15表 在来石と新石の割合 (工事実施設計より)



位に基づく取 り上げは、不十分であった。特に大手ニノ門跡の土塁断ち割りでは、層位的な堆積状

況でありながら、遺物は注意を払いながら取り上げはされていない。土塁に複数時期があるのであ

れば、どの層から、どのような陶磁器、土師質土器が出土するのかを見極めることによって年代決

定は可能であったはずである。また、大手ニノ門跡東側階段上には、崩れ落ちた大量の瓦片があっ

たが、これなどはまさに一括資料であり、取り上げ方如何で、良好な資料となるはずであった (写

真57-1)。

4 石垣調査は不十分であった。石垣の詳細測量が実施されたのは、ごく一部の箇所であり、大手門

周辺、本丸外郭、石列周辺、三階櫓跡南側階段跡、三階櫓に南接する土塁の石垣は側面図は作成さ

れなかった。香付図が作成されているが、これも一部だけであった (写真図版52-7、 61-6、 62

-2～ 3、 64-3)。

また、石垣のデータ収集も不十分であった。復元工事にあたり、香付図は作成されたものの (第

31、 32図、写真図版52-7)、 どの石を再利用したのかが判る資料はなく、この報告書作成のため、

番付図と現況を対比し、再利用された石を確認する作業が必要であった (第 103図、第15表、第102図 )。

また石のデータも計測、刻印、墨書の有無、加工痕の調査が十分になされていない (写真図版61-6)。

再利用されなかった石、復元工事前に存在した大手門跡の石は行方不明である (写真図版64-3、 62

-2、  3、  63-2)。

復元段階

1 最大の問題は三階櫓の復元において 2期の遺構を基に復元工事を行ったことである。今回、白石

城三階椿跡の 3期のような遺構が発見されているものの、委員会では考古系と建築系委員の見解の

相違があり、結局、採用されなかった。これは文政 2年の火災後の基礎であった可能性が非常に高

かったものである。指導委員会における検討資料の一部を第104～ 107図 に掲載した。

2 工事も工期が追っていたこともあり、発掘調査のすぐ脇で工事が行われる状況であり、危険で

あった (写真57-2、 53-6、 61-5)。 発掘調査で発見された遺構も十分な検討がなされないまま、

復元工事が行われていた。これらは指導委員会でも問題になったことである。

3 工事に伴い、特に斜面、石垣基底部は大きく削平されてしまった (写真59-1、 6、 62-4～ 7、

63-1、 3～ 7、 64-1、 7)。 また大手一ノ門とその背後の上塁は、大きく掘削され、現在、地

下には遺構は全く残っていないと思われる。大手ニノ門跡東側階段跡の石も、金て撤去されている。

4 遺構保存も不十分であった。今回の事業は城復元であり、遺構保存は通常の土木事業 (道路建設

等)に伴う遺構保存と異なり、保存は容易であったはずである。今回の事業に限って言えば、遺構

保存は、首長の政治的な判断を待つまでもなく、実務者レベルで協議を行い、保存が可能であった

と思われる。

5 復元工事報告書においてもどの箇所をどのくらい掘削して工事を行ったのかが記載されていな

い。これでは、将来、石垣修理時に過去の掘削範囲が判らず、修理の度、確認調査を実施し、遺構

の有無を把握する必要が生じることになる。
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第104図 復元検討資料 (1)(1/21こ 縮小)
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第105図  復元検討資料 (2)(1/21こ 縮小 )

白壁の塀が復元されているが、本丸内部から見ると、塀を支えるための控え柱が設置されている

が、これは発掘調査では発見されていない遺構である。石垣の復元も、発掘調査で確認された技法

と異なる技法で積まれている箇所があり、問題である。三階櫓跡に南接する土塁東面石垣は打込ハ

ギ布積みであるべき所が、野面積みで復元されている (写真図版61-1)。 突出平場を除く土塁部

の石列周辺の石垣は現在、野面積みで復元されているが、本来は打込ハギ布積みである可能性が高

い (写真図版53-4、 7)。 また、三階櫓跡東側で発見されていた階段は復元されていない (写真

図版 4-3)。 三階櫓跡の南側階段は、現在、野面積みであるが、発掘調査では切石が用いられて

いたことが確認されている (写真図版 5-5)。
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第106図 復元検討資料 13)(1/2に縮小)
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第107図 復元検討資料 (4)(1/21こ縮小)

第 3節 調査体制
1 白石城跡復元工事に伴うこのような大規模な発掘調査であれば、調査員の配置は念入りに行うべ

きであった。人事異動で、担当者が頻繁に交代し、調査事業全体を通して把握できる人、発見され

た遺構全体の把握、価値付けをできる人が市教育委員会内部に存在しない事態となった。

2 特に写真に問題があった。撮影データが記されていない写真がほとんどで、何を撮影したがが、

一見しただけで分からない写真が豊富に存在した。基本的な写真整理がなされていなかった。ま

た、発掘調査図面、写真の一部は調査員が自宅に持ち帰ったまま保管しており、報告書作成作業に

支障をきたした。遺構図面の中には、何の図面であるがさえ、記されていないものがあり、作成箇

所特定に多くの時間を割くこととなった。

3 調査員の資質も問題であった。調査指導委員会でも指摘があったが、発掘調査に際して、消極的

な姿勢が終始一貫しており、遺構に関して、十分なデータが得られなかった箇所が多かった。高い

問題意識、意欲を持った者でないと、十分なデータは得られず、それまでに経験のない遺構の発掘

はありきたりの調査しか行えない。この点についても十分な配慮が必要であった。
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第 ９ 章 　 関 連 資 料 「 白 石 城 解 体 の い き さ つ 」

白 石 市 誌 資 料

「 白 石 城 解 体 の い き さ つ 」

白 石 市 誌 編 纂 調 査 委 員

一旦 　 理 　 梧 　 郎

本 稿 は 、 昭 和 三 六 年 （ 一 九 六 一 ） に 白 石 市 誌 資 料 第 三 輯 と し て 発 表 さ れ た も の で あ る 。

表 記 は 原 則 原 文 の ま ま と し た が 、 明 ら か に 誤 記 と 思 わ れ る も の は 訂 正 し た 。

原 文 の 脚 註 は 各 節 毎 に 付 さ れ て い た が 、 本 稿 で は 文 末 に ま と め た 。

目 次
一 、 は し が き

二 、 官 軍 の 入 城

三 、 接 祭 府 時 代 と 白 石 城

四 、 北 地 政 渉 計 画 の 進 展 と 白 石 競 の 解 体 過 程

五 、 む す び

あ と が き

解 説

一 、 は し が き

中 世 以 来 の ― 時 に は も つ と 古 く 、 古 代 以 来 と 云 っ て も よ い 程 の ― 長 い 歴 史 の 中 で 、 地 理 的 条 件 に よ

る 白 石 の 軍 事 、 戦 略 上 の 意 義 が 、 県 内 の 他 の 地 方 に 比 較 し て も 、 よ り 大 き な も の で あ っ た こ と は 、 衆

日 の 見 る と こ ろ ほ と ん ど 異 論 は な い よ う で あ る 。

こ れ が 江 戸 時 代 に お い て は 、 伊 達 氏 が 、 領 内 南 の 関 門 と し て 、 白 石 に 対 す る 特 別 配 慮 の 結 果 、 い わ

ゆ る 一 国 一 城 令 の 制 限 を こ え 、 仙 台 城 を 除 く 領 内 唯 一 の 城 と し て 、 幕 府 公 認 の 白 石 城 を 残 す 政 策 と し

て 見 ら れ る よ う に な る 。

こ の こ と は 、 城 が 戦 時 に お け る 拠 点 を な す と い う こ と ば か り で な く 、 白 石 の 住 民 す べ て の 生 活 を 、

戦 略 上 に 結 集 せ し め よ う と す る 、 封 建 権 力 の 象 徴 と し て 存 在 し た こ と を も 意 味 す る の で も あ っ た 。

後 世 、 城 の も つ 建 築 美 の 再 認 識 と 、 こ れ に 対 す る 愛 惜 の 情 は 別 と し て 、 こ の よ う な 理 解 に も と づ く

場 合 、 明 治 維 新 と と も に 城 の 消 滅 し て 行 く 過 程 は 、 同 時 に 白 石 の 住 民 が 、 封 建 的 種 粘 か ら 解 放 さ れ て

行 く 過 程 を 示 す も の と し て 、 平 和 な 町 作 り へ の 一 里 塚 で あ っ た と 見 る こ と が 出 来 る 。

し た が っ て 白 石 城 解 体 ま で の い き さ つ に つ い て は 、 新 生 白 石 の 胎 動 と し て 、 歴 史 の 跡 づ け を 必 要 と

す る ゆ え ん が あ る と 見 て よ か ろ う 。



小 稿 に お い て は 、 戊 辰 戦 争 に よ る 城 の 明 渡 し か ら 南 部 藩 へ の 授 受 、 按 察 府 の 入 城 、 白 石 県 の 設 置 と

そ の 移 転 等 、 維 新 当 初 に お け る 行 政 機 関 の 変 遷 を 中 心 と し 、 刈 田 郡 強 訴 、 片 倉 氏 家 中 の 北 海 道 跛 渉 と

関 連 さ せ 、 そ の 間 に お け る 白 石 城 の 取 扱 い か ら 解 体 へ の 過 程 を 見 、 年 代 的 に は 、 明 治 元 年 か ら 同 七 年

に い た る ま で を 取 扱 う こ と に し た 。 こ れ に よ っ て 、 維 新 期 に お け る 白 石 地 方 史 の 空 白 が 、 幾 分 で も 埋

め ら れ ゝ ば 幸 い で あ る 。

二 、 官 軍 の 入 城

会 津 落 城 の 一 週 間 前 、 明 治 元 年 九 月 十 五 日 、 伊 達 慶 邦 が 平 潟 口 総 督 の 軍 門 に 降 伏 し た 日 を も っ て 、

仙 台 藩 の 官 軍 に 対 す る 抵 抗 は 終 つ た 。 十 月 六 日 白 河 口 総 督 は 岡 山 、 彦 根 、 柳 川 、 大 村 四 藩 の 兵 を 白 石

に 派 遣 し 、 こ 人 、 九 両 日 に わ た り 、 こ れ ら の 兵 は 相 次 い で 白 石 に 到 着 し た 。 人 日 に は 片 倉 邦 憲 に 対 し 、

明 日 四 ツ 時 （ 午 前 十 時 ） 城 を 明 け 渡 す よ う 命 令 が あ り ＊ ２ 九 日 、 城 は そ の 兵 に 収 め ら れ る こ と に な っ

た の で あ る 。 『 岡 山 藩 記 』 に よ れ ば 、

十 月 八 日 、 本 軍 白 石 表 へ 著 陣 仕 候 、 若 松 表 出 張 之 一 手 ハ 、 同 九 日 白 石 へ 著 陣 、 本 軍 と 合 隊 仕 、 同

日 白 石 城 受 取 之 節 、 隊 長 軍 事 方 之 者 出 勤 仕 候 。

と 見 え て い る 。 き

こ の 日 、 白 石 で は 亘 理 町 よ り 町 横 目 二 人 、 若 士 両 名 が 案 内 に 立 ち 、 大 手 門 か ら 城 に 登 り 、 そ れ よ り

片 倉 景 範 が 待 ち う け て 案 内 に 当 っ た 。 福 下 に は 家 老 衆 が 出 迎 え 、 付 き 添 い 見 分 の 上 九 ツ 時 （ 正 午 ） 揚

手 よ り 下 り 、 城 絵 図 と 領 内 絵 図 を 収 め 、 城 明 け 渡 し を 終 っ た の で あ る 。 と

彦 根 藩 兵 は 総 督 府 の 命 に よ り 藩 兵 の 一 部 二 小 隊 を 残 し て 、 十 一 日 に 白 石 を 発 し 、 東 京 に 凱 旋 し て

い る の で 、 と こ れ と 前 後 し て 他 の 三 藩 の 兵 も 白 石 を 引 上 げ る こ と に な っ た の で あ ろ う 。 十 二 日 に は 、

そ の 留 主 中 当 分 の 間 片 倉 氏 の 重 臣 に 城 を 預 け 置 く と 申 渡 し が あ り 、 櫓 及 び 玄 関 に は 封 印 を 施 し た 上 岡

山 藩 か ら 引 渡 さ れ 、 番 士 を つ け 、 昼 夜 共 に 厳 重 な 警 戒 の も と に 預 か る こ と に な っ た 。 と

十 二 月 に 入 り 、 行 政 官 は 官 軍 に 抗 し た 奥 羽 諸 藩 の 処 分 を 決 定 し 、 十 二 月 七 日 、 仙 台 藩 南 方 の 刈 田 、

伊 具 、 柴 田 、 亘 理 、 宇 多 の 五 郡 は 南 部 彦 太 郎 十 三 万 石 の 領 地 と さ れ 、 翌 二 年 二 月 七 日 に は 、 片 倉 氏 に

対 し て 、 城 地 及 び 領 分 一 宇 召 し 上 げ の 通 達 が 行 わ れ た 。 こ こ に お い て 、 白 石 は 慶 長 七 年 以 来 二 六 八 年

目 に 片 倉 氏 の 支 配 を 離 れ 、 新 し い 支 配 者 を 迎 え る こ と に な る の で あ る 。

三 、 按 察 府 時 代 と 白 石 城

明 治 二 年 の 年 は 、 白 石 の 住 民 が 三 百 数 十 年 来 か つ て な い 不 安 と 動 揺 の 中 に 送 っ た 年 で も あ る 。 前 年

の 官 軍 を 迎 え た 時 と も 違 い 、 又 過 去 数 回 に わ た る 飢 饉 の 経 験 と も 異 な る 深 酷 さ を 持 っ て い た 。 町 方 の

様 子 は 明 ら か で は な い が 、 千 四 百 の 片 倉 氏 家 中 は 、 支 配 者 の 交 替 に よ つ て 生 活 の 根 拠 を 失 い 、 農 民 は

粗 米 の 取 扱 い を め ぐ っ て 、 遂 に 一 揆 の 形 を も っ て 立 ち 現 れ て 来 る 。 交 替 し た ば か り の 南 部 藩 は 、 間 も

な く 廃 藩 と と も に 去 っ て 白 石 県 が 置 か れ 、 僅 か に し て 角 田 県 へ と 変 わ る 。 そ の 間 に 按 察 府 が 割 り 込 ん

で 来 る 政 治 の 複 雑 さ を 加 え た の も こ の 年 で あ っ た 。

城 地 及 び 領 地 の 召 し 上 げ に つ い て 、 最 も 困 難 な 問 題 は 家 中 千 四 百 の 取 り 扱 い で あ っ た 。 領 主 の 家 士

Ｐ ∞ ∞



と い う 身 分 と 、 早 急 に 解 決 を 要 す る 生 活 問 題 を め ぐ っ て 、 大 に し て は 維 新 政 治 の 成 否 を 決 す る 問 題 の

縮 図 が こ こ で も 展 開 さ れ る の で あ る 。 こ の こ と は 新 た に 南 部 藩 領 に 編 入 さ れ る 五 郡 に 共 通 す る 問 題 と

し て 、 二 月 十 四 日 、 仙 台 藩 重 臣 の 石 母 田 但 馬 等 二 名 よ り 弁 官 宛 に 提 出 さ れ た 嘆 願 書 の 中 で そ の 対 策 を

開 陳 す る に 至 る の で あ る 。

旧 領 之 内 刈 田 郡 柴 田 郡 伊 具 郡 宇 田 郡 亘 理 郡 南 部 彦 太 郎 様 江 下 賜 候 付 右 地 所 居 住 之 臣 属 領 内 江 為 引

移 可 申 之 所 同 所 之 内 高 石 以 上 井 四 五 千 石 千 石 以 上 之 家 来 十 一 人 程 有 之 右 陪 隷 人 頭 壱 万 人 以 上 老 幼

婦 女 取 合 四 五 万 人 茂 可 有 御 座 右 者 領 内 江 為 引 移 侯 二 茂 当 領 内 ニ ハ 領 内 大 之 人 員 相 満 居 候 間 食 料 引

足 不 申 終 二 飢 餓 二 及 侯 外 無 御 座 且 右 陪 隷 過 半 土 着 二 而 地 所 に 而 割 典 ひ 置 手 自 耕 意 仕 糊 口 罷 在 士 ニ

し て 農 を 兼 百 性 （ 姓 ） 之 業 営 罷 在 候 間 右 者 引 移 候 へ 者 百 性 人 員 不 足 田 地 荒 廃 二 も 相 至 可 申 候 間 右

地 所 奥 置 （ 中 略 ） 田 地 所 持 無 之 分 も 彦 太 郎 様 御 家 来 引 移 候 二 指 障 不 相 成 分 江 居 住 の 輩 者 是 迄 之 屋

敷 地 直 々 居 住 農 工 商 之 内 江 帰 し 侯 生 活 仕 候 様 御 評 議 被 成 下 度 奉 存 願 候 （ 下 略 ） ，

即 ち 五 郡 内 の 旧 藩 士 で 、 千 石 以 上 万 石 に 及 ぶ 約 十 一 名 の 家 中 戸 数 お よ そ 一 万 人 以 上 、 そ の 家 族 を 合 せ

四 ～ 五 万 人 を 、 人 口 の 多 い 新 仙 台 藩 領 に 移 住 さ せ て も 、 か え っ て 食 料 不 足 を 来 た し 、 飢 餓 に 陥 入 る 外

な い 故 、 幸 い 右 家 中 の 大 半 は か ね て 知 行 を 与 え ら れ 、 農 業 に 従 事 し て い る 者 で あ る か ら 、 こ れ を 帰 農

さ せ 、 又 地 所 を 持 た な い 者 も 、 南 部 氏 の 家 来 に 支 障 な い 限 り 元 の 屋 敷 に 住 ま わ せ て 、 農 工 商 に 従 事 出

来 る よ う 御 評 議 願 い た い と 云 う の で あ る 。 こ れ に つ い て は 、 弁 官 よ り そ れ ぞ れ の 主 人 に お い て 実 状 を

た だ し 、 武 器 刀 剣 類 を 取 り 上 げ 、 員 実 に 農 商 に 従 事 す る な ら ば 居 住 を 許 す と 回 答 が な さ れ た 。 き

右 の 如 き 五 郡 内 居 住 の 陪 臣 取 扱 の 基 本 方 針 の 決 定 に 基 づ き 、 各 地 旧 領 主 に お い て は 、 具 体 的 に 陪 臣

帰 農 の 方 法 を 講 ず る 必 要 が 起 っ て 来 た 。 特 に 白 石 で は 南 部 藩 士 の 多 数 移 住 に よ り 、 遷 延 を 許 さ れ な い

事 情 に あ り 、 二 月 二 十 日 に は 片 倉 邦 憲 か ら も 嘆 願 書 が 提 出 さ れ た 。 こ れ に よ れ ば 、 旧 領 中 多 く の 荒 蕪

地 が あ り 、 近 年 家 来 共 が 切 り 開 い て 田 園 に 開 拓 す る よ う 取 り 立 て 、 又 は 試 験 的 に 開 墾 し て お い た 所 も

あ り 、 も と よ り 荒 廃 の 塘 土 に し て 地 味 も よ く な い が 、 い ろ い ろ 培 養 等 世 話 を い た し 、 か な り の 田 園 に

し た い と 両 三 年 来 努 め て 来 た た め 、 相 応 の 耕 地 に な る 見 込 も た ち 、 や が て 検 地 を 受 け た い と 願 っ て い

た と こ ろ で あ る 。 こ れ ら の 土 地 は 高 以 外 の 土 地 に し て 、 南 部 氏 領 分 の 禄 高 に 含 ま れ ず 、 南 部 氏 の 損 益

に か ゝ わ り な い と こ ろ で あ る か ら 、 従 来 世 話 を し て 来 た 家 来 共 に 土 着 帰 農 さ せ た い と 願 い 出 た の で あ

る 。 も こ れ に 対 す る 回 答 資 料 が 見 当 ら な い の で 如 何 に 処 置 さ れ た か 明 ら か で は な い が 、 事 情 は 更 に

さ し 迫 っ て 、 南 部 藩 へ 引 渡 す 以 前 、 城 及 び 家 中 の 屋 敷 は 三 月 二 十 日 ま で に 、 仙 台 藩 の 郡 方 （ 郡 奉 行 ）

へ 引 渡 す よ う 次 の 如 く 申 渡 さ れ た 。

□ 月 十 五 日

片 倉 小 十 郎 殿

南 部 彦 太 郎 様 江 下 賜 候 御 領 地 御 引 渡 相 成 候 間 御 自 分 儀 早 速 罷 下 白 石 城 井 家 中 屋 敷 家 作 共 来 る 廿 日

迄 壱 宇 御 郡 方 江 可 被 引 渡 候 尤 委 細 之 儀 者 出 張 之 御 郡 奉 行 承 合 候 様 可 有 之 候 以 上 ＊ ‐ ｏ

そ の た め 、 旧 家 中 問 題 の 解 決 を 将 来 に 残 し た ま ゝ 、 引 渡 し の 準 備 が 進 め ら れ る こ と に な り 、 三 月 十

七 日 に は 、 郡 奉 行 へ の 引 渡 し 以 後 、 更 に 南 部 藩 へ 引 渡 す ま で の 城 の 警 備 に つ い て 、 世 情 動 揺 の 折 柄 変

革 に 備 え る た め と 、 城 地 が 郡 方 に お い て 取 り 扱 う べ き 性 質 の も の で な い こ と に よ つ て 、 仙 台 藩 の 武 頭



を 派 遣 す る こ と と 、 片 倉 氏 向 役 の 中 か ら 取 締 人 を 出 す よ う 指 示 し た 旨 藩 へ 報 告 が あ り 、 ｔ ど 」 れ に よ っ

て 、 南 部 藩 へ 引 渡 す ま で の 方 針 が 決 定 さ れ た 。

残 る 問 題 は 南 部 藩 へ 引 渡 す 際 、 昨 年 官 軍 の 監 祭 衆 の 行 っ た 封 印 の 取 扱 で あ り 、 こ れ を 藩 に お い て 始

末 す る か 、 ま た は 片 倉 氏 の 重 臣 か ら 南 部 氏 の 重 臣 に 引 渡 す か に つ い て 、 郡 奉 行 よ り 問 合 せ が あ り
、 同

十 九 日 、 片 倉 小 十 郎 か ら （ 落 の 重 臣 の 立 場 か ら ） 封 印 の ま ゝ 引 渡 す よ う 指 示 が 与 え ら れ た 。 ｔ ２ か く

て 明 治 元 年 十 月 九 日 に 官 軍 に よ っ て 封 印 さ れ た 城 は 、 二 年 三 月 二 十 日 ま で 片 倉 氏 の 重 臣 に よ っ て 警 備

さ れ た が 、 こ の 日 を も っ て 、 郡 奉 行 の 手 に 引 渡 さ れ た よ う で あ る 。

既 に そ の 前 、 郡 奉 行 か ら 南 部 藩 へ の 引 渡 期 日 も 三 月 二 十 五 日 と 定 め ら れ て い た よ う で あ る が 、 い よ

い よ こ れ を 引 渡 す 段 に な る と 、 再 び 問 題 が も ち 上 っ て き た 。 仙 台 藩 か ら は 佐 藤 直 衛 等 が 出 向 い て 、 南

部 藩 の 城 受 取 り 役 人 と 折 衝 を 行 っ た が 、 南 部 藩 と し て は 封 印 の ま ゝ で は 受 取 り か ね る と 主 張 し た の で
、

三 月 二 十 四 日 東 京 へ 飛 脚 を た て 、 伺 い の 上 決 定 す る よ う と り き め ら れ た 。 １ ３ 当 時 東 京 へ 伺 い を 立 て

れ ば 、 往 復 に 二 週 間 を 要 す る こ と に な り 、 事 実 上 引 渡 し は そ れ ま で 遷 延 し な け れ ば な ら な か っ た 。 然

し そ の 間 に も 両 者 の 交 渉 は し ば し ば 行 わ れ た ら し く 、 特 に 仙 台 藩 と し て は 、 出 来 る だ け 引 渡 し を 早 く

す ま せ た い 考 え を 持 ち 、 領 地 の 引 渡 し は 城 が 本 分 で あ る か ら 、 東 京 か ら の 指 令 に 待 つ と し て も
、 角 田

そ の 他 郡 村 の 引 渡 し は 、 枝 葉 の こ と で あ る と い う 理 由 を も っ て 説 得 し た 結 果 、 よ う や く 了 解 を 得 、 近

日 中 内 見 分 の 名 目 で 手 続 を 済 ま せ る 段 取 り と な り 、 四 月 三 日 、 こ の 旨 を 含 ん だ 使 者 が 白 石 か ら 角 田 ヘ

派 遣 さ れ る こ と に な っ た 。 更 に 仙 台 藩 と し て は 、 白 石 城 引 渡 し の 直 後 、 報 告 の 使 者 を 上 京 さ せ る こ と

に つ い て 、 南 部 落 で は 白 石 か ら 使 者 を 発 足 さ せ る が 、 こ ち ら は 仙 台 か ら 出 発 す る た め 、 当 然 東 京 着 が

遅 れ る 筈 で あ り 、 行 政 官 か ら い ろ い ろ 不 審 を か け ら れ て い る 折 柄 、 何 等 か 適 宜 の 手 段 を 講 ぜ ら れ た い

と 、 四 月 四 日 、 白 石 出 先 の 入 生 田 三 右 工 門 か ら 藩 へ 具 申 さ れ て 来 た 。 ＊ ‐ ４ 折 り か え し 四 月 六 日 に 藩 か

ら の 指 示 が あ り 、 明 七 日 東 京 勤 番 の た め 上 京 す る 六 人 の 小 人 の う ち 、 　 一 、 二 人 を 選 ん で 途 中 白 石 に 留

め お き 、 引 渡 し 完 了 次 第 、 報 告 書 を 持 た せ て 上 京 さ せ る よ う と の 手 配 を 命 じ て 来 た 。 ｉ ５ 官 軍 に 抗 し

た 仙 台 藩 の 立 場 上 、 こ う し た こ と に も 細 心 の 注 意 が 払 わ れ た 事 情 を よ く 見 る こ と が 出 来 る 。

四 月 九 日 に な る と 、 去 る 四 日 、 軍 務 官 御 用 係 頭 取 佐 藤 嘉 七 郎 と 川 村 幸 七 郎 の 両 名 が
、 白 石 城 の 封 印

を 切 る た め に 東 京 を 出 発 し た と い う 報 告 が あ り 、 道 中 身 分 の 取 扱 は 知 県 事 同 格 と し
、 場 合 に よ れ ば 角

田 へ も 廻 る か も 知 れ ぬ と 申 し 添 え て あ っ た 。 １ ６ 両 名 は 十 一 日 に 白 石 到 着 、 十 二 日 朝 五 ツ 半 時 （ 午 前

九 時 ） 登 城 、 南 部 藩 宿 老 中 野 舎 人 、 仙 台 藩 宿 老 後 藤 和 泉 、 若 老 入 生 田 三 右 工 門 そ の 他 郡 奉 行 等 参 列 の

上 滞 り な く 引 渡 さ れ 、 ＊ ‐ 了 」 れ を も っ て 南 方 五 郡 の 南 部 落 へ の 引 渡 し は す べ て 終 る こ と に な っ た 。

か く て こ れ 以 後 南 部 藩 政 が 開 始 さ れ る が 、 住 民 の 間 に は 新 し い 政 治 に な じ め な い 者 も あ り
、 七 月 二

十 四 日 、 新 支 配 に つ い て 疑 惑 の 心 を 懐 き 、 旧 主 を 谷 顧 す る 者 も あ る が 、 新 旧 隔 な く 心 を 合 せ 、 藩 事 に

精 励 す る よ う 布 達 さ れ た 。 １ ８

こ の よ う な こ と は 既 に 政 府 に お い て も 予 期 さ れ た こ と で あ り 、 五 月 に は 巡 察 使 を 派 遣 し
、 七 月 に は 、

最 も 動 揺 の は げ し い 東 北 地 方 と 越 後 国 に 接 察 使 が お か れ る こ と に な っ た 。

按 察 府 は 奥 羽 及 び 越 後 の 地 方 に お け る 各 藩 県 の 政 績 を 監 察 す る た め に 設 置 さ れ た 地 方 官 で 、 設 置 の

趣 旨 は 人 月 八 日 付 右 大 臣 の 達 に 明 示 さ れ て い る 。



Ｐ ∞ ⇔

民 政 は 治 国 の 大 体 至 重 の 事 と す 、 御 一 新 以 来 専 ら 億 兆 其 所 を 得 て 生 業 勉 励 候 様 と の 御 趣 意 之 処 三

陸 磐 城 両 羽 等 之 地 に 至 り て は 、 去 年 兵 事 打 続 、 平 定 の 今 日 に 当 り 高 民 猶 未 だ 安 堵 せ ず 御 仁 血 の 御

趣 意 貫 徹 に 至 ら ず 、 実 に 大 政 の 隆 替 に 関 係 侯 間 、 今 般 按 祭 と し て 被 遣 候 に 付 て は 、 落 県 の 政 績 を

熟 察 し 、 地 方 官 と 鉄 力 協 心 、 専 ら 御 趣 意 を 奉 体 し 、 政 教 治 化 其 道 を 蓋 し 、 上 下 之 情 を 貫 通 せ し む

可 く 候 事 ＊ ． ９

初 め 倉 卒 の 間 、 そ の 職 務 内 容 ま で を 規 定 す る こ と は な か つ た が 、 十 一 月 左 の 如 く 定 め ら れ た 。

按 察 使

一 、 藩 県 ノ 情 状 ヲ 審 按 シ 民 政 ノ 得 失 ヲ 督 祭 シ 且 時 宜 ニ ヨ リ 官 吏 の 非 違 ヲ れ シ 其 状 可 及 奏 聞 事

一 、 非 常 警 戒 ノ 事 ア ラ ハ 管 内 藩 兵 ヲ 以 テ 臨 機 ノ 処 置 シ 迅 速 兵 部 省 江 可 報 知 事

（ 明 治 二 年 ）

十 一 月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 大 政 官 ＊ ２ ０

こ の よ う に 大 き な 権 限 を 持 た さ れ た 按 察 使 は 、 管 下 の 各 藩 県 に 対 し 、 左 の 如 く 触 れ 出 し て い る 。

一 、 毎 歳 春 時 藩 県 参 事 □ 人 会 府 議 事 尤 国 家 ノ 為 建 言 ノ 者 ハ 附 属 不 苦 候 事 但 参 議 己 上 一 人 下 向 臨 席

モ 可 有 之 候 事

一 、 諸 争 論 藩 県 二 於 テ 処 置 難 相 成 事 件 或 ハ 凶 荒 困 追 等 非 常 ノ 願 届 都 テ 府 ノ 検 査 ヲ 受 官 省 へ 可 申 出

事

一 、 藩 々 毎 年 正 租 税 可 届 出 事

一 、 県 々 毎 年 正 租 税 調 へ 民 部 省 へ 差 出 候 写 当 府 ヘ モ 可 差 出 侯

一 、 各 藩 支 配 飛 地 陸 羽 七 国 中 二 有 之 者 蓋 ク 府 ノ 按 察 ヲ 受 ヘ キ 事

（ 明 治 二 年 ）

十 二 月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 按 祭 府

若 松 除 之 外

藩 県
各 藩 飛 地 陣 屋 詰 共 半 ２ １

即 ち 各 藩 県 に 対 し て は 、 監 督 官 的 権 限 を も っ て 臨 ん だ の が 按 察 使 で あ っ た の で あ る 。

按 察 府 は 越 後 国 水 原 と 白 石 の 両 所 に 設 置 さ れ る が 、 白 石 に つ い て は

奥 羽 三 陸 磐 城 接 察 府 岩 代 国 白 石 に 被 置 候 旨 被 仰 出 候 事
太 政 官 ＊ ２ ２

と 発 令 が あ り 、 羽 前 、 羽 後 、 陸 前 、 陸 中 、 陸 奥 、 磐 城 七 国 が 管 轄 範 囲 と さ れ た 。 こ れ に よ っ て 、 管 下

各 藩 県 に 対 す る 通 達 が 行 わ れ た が 、 南 部 藩 へ は 左 の 如 く 見 え て い る 。

今 般 右 之 通 被 仰 出 坊 城 少 脂 按 察 使 渡 辺 民 部 権 大 丞 按 祭 判 官 宣 下 有 之 候 間 此 段 為 御 心 得 相 達 候 也

（ 明 治 二 年 ）

巳 八 月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 按 祭 府

岩
 
磐

代
 
城
国



盛 岡 御 中 ＊ ２ ３

『 奥 羽 盛 衰 見 聞 誌 』 に よ れ ば 、 按 察 府 初 期 の 官 員 組 織 は 次 の よ う に な っ て い た
。

長 　 官 　 　 　 坊 城 麓 憂 斥 殿 　 　 　 　 （ 公 卿 ）

判 　 官 　 　 　 渡 辺 　 　 清 殿 　 　 　 　 肥 前 大 村

中 村 　 潜 隻 殿 　 　 　 　 豊 後 岡

大 主 典 一　 　 　 橋 本 　 正 人 殿 　 　 　 　 江 州 彦 根

岩 崎 小 次 郎 殿 　 　 　 　 肥 前 大 村

権 大 主 典 　 　 大 谷 佐 久 馬 殿 　 　 　 　 土 州 高 知

杉 山 健 次 郎 殿 　 　 　 　 尾 州

小 主 典 　 　 　 瀧 川 　 　 渉 　 　 　 　 岩 城 平

権 小 主 典 　 　 富 田 　 省 三 　 　 　 　 　 仙 台

坂 元 　 総 助 　 　 　 　 　 守 山

史 　 生 　 　 　 村 田 　 栄 作 　 　 　 　 　 羽 州 松 山

水 谷 長 左 工 門 　 　 　 　 中 村

轡 　 師 　 　 　 細 谷 　 米 山 　 　 　 　 　 一羽 州

和 田 孫 平 治 　 　 　 　 　 一 二 春

矢 野 政 右 工 門 　 　 　 　 羽 州 天 童

使 　 掌 　 　 　 桜 田 精 一 郎 　 　 　 　 　 羽 州 久 保 田

遠 藤 　 武 夫 　 　 　 　 　 守 山

使
給

部
使 遠 藤 　 次 郎 　 　 　 　 　 守 山

富 田 久 三 郎 　 　 　 　 　 旧 幕

宗 像 　 　 巌 　 　 　 　 　 一 二 春

板 倉 精 三 郎 　 　 　 　 　 常 州 土 浦

近 藤 忠 五 郎 　 　 　 　 　 旧 幕

武 藤 　 林 一 　 　 　 　 　 旧 幕

下 　 大 入 郎 　 　 　 　 　 旧 幕

小 柳 　 雄 太 　 　 　 　 　 旧 幕

役 所 は 城 内 に 置 か れ 、 そ の た め 城 に は 南 部 藩 庁 と 按 察 府 と が 同 居 す る こ と に な る の で あ る
。

按 察 使 の 入 城 し た 人 月 中 は 、 は げ し い 人 の 出 入 り が 見 ら れ て い る 。 約 百 人 に 近 い 南 部 藩 士 が 白 石 に

移 住 し 、 旧 白 石 家 中 の 屋 敷 に 入 り 込 み 、 人 月 十 三 日 に は 、 藩 主 南 部 利 恭 も 入 城 し た
。 按 祭 使 着 任 の 直

前 で あ り 、 今 ま で 一 度 も 藩 庁 に 出 な か っ た 藩 主 も 、 按 祭 使 の 赴 任 を 前 に し て
、 急 速 入 城 の 必 要 を 感 じ

た の で あ ろ 孔ゝ し か も こ れ よ り 以 前 、 七 月 に は 早 く も 南 部 藩 の 盛 岡 復 帰 に つ い て
、 次 の よ う に 発 令 さ

れ て い る の で あ る 。

南 部 　 利 恭

盛 岡 江 復 帰 金 七 拾 高 両 献 納 被 仰 出 候

出 納 方

μ ∞ 『



（ 明 治 二 年 ）

巳 七 月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 太 政 官 ＊ ２ ４

即 ち 維 新 草 創 期 に お け る 、 行 政 の 混 乱 振 り を 示 す 一 例 と し て も あ げ ら れ る 史 料 で あ る が 、 『 宮 叛 県

国 史 』 は そ の 発 令 日 付 を

己 巳 七 月 十 二 日 白 石 藩 知 事 南 部 利 恭 旧 領 地 盛 岡 ヘ

復 帰 ス ヘ キ 命 ヲ 拝 シ テ 復 藩 ス 銘 制 約 聴 峨 斉 繭 膀 効

ル ノ 願 意 ヲ 許

可 セ ラ ル

と 記 し て い る の で 、 入 城 の 時 は 既 に こ の 通 達 を う け た 後 と み ら れ る か ら 、 白 石 引 揚 げ の こ と を 考 慮 に

入 れ て い る こ と が 明 ら か で あ る 。

な お 盛 岡 復 帰 の 裏 面 に は 、 特 別 詮 議 に よ る 七 十 万 両 の 献 納 の 事 実 と 、 さ ら に こ の 年 の 二 月 、 盛 岡 の

領 民 が 南 部 氏 の 白 石 移 封 を 憂 い 、 党 を 結 ん で 強 訴 反 対 し た 事 件 ＊ ２ ５ の 起 こ っ て い る こ と と が 、 見 逃 せ

な い 事 実 と し て あ げ ら れ る 。 前 者 は 財 政 基 礎 を も た な い 弱 体 の 維 新 政 府 の 措 置 と し て 行 わ れ 、 後 者 は

因 襲 と 不 安 な 世 情 を 反 映 し て 発 生 し た も の で 、 と も に 盛 岡 復 帰 を 実 現 す る 力 と な つ た も の で あ る 。

藩 政 を 廃 上 し 、 南 部 氏 の 盛 岡 復 藩 が 決 定 さ れ た 後 を う け て 、 人 月 十 八 日 に は 、 刈 田 以 下 五 郡 に あ ら

た め て 白 石 県 を 置 く こ と が 定 め ら れ 、 ち ６ 南 部 利 恭 は 九 月 二 十 日 に 盛 岡 へ 去 り 、 次 い で 二 十 二 日 に は

白 石 県 権 知 事 武 井 逸 之 助 以 下 の 者 が 東 京 を 出 発 し 、 晦 日 に 白 石 に 着 任 し た こ と が 民 部 省 へ の 報 告 に 見

え て い る 。
着 県 御 届

先 股 御 届 申 上 置 候 通 権 知 事 事 其 外 一 同 去 月 十 二 日 東 京 出 立 兼 而 日 割 之 通 同 月 晦 日 当 地 着 仕 候 依 之

御 届 申 上 候 以 上

（ 明 治 二 年 ）

巳 十 月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 白 石 県

民 部 省
御 役 所 ＊ ２ ７

不 幸 に も こ の 年 は 稀 に 見 る 凶 作 の 年 で あ っ た 。 そ の 状 況 を 、 十 二 月 に な っ て 角 田 県 か ら 民 部 省 に 提

出 さ れ た 報 告 に よ っ て 見 る と 、

（ 上 略 ） 当 夏 已 来 雨 気 多 別 而 土 用 前 生 立 肝 要 之 折 柄 照 込 薄 至 而 生 立 不 宜 上 当 七 月 十 三 日 暴 風 雨 ニ

テ 大 痛 相 成 早 稲 方 花 最 中 等 ノ 分 ハ 悉 糀 二 相 成 中 稲 晩 稲 等 の 儀 モ 一 旦 暴 風 雨 二 掛 り 其 上 不 時 ノ 冷 気

ニ テ 不 熟 別 テ 阿 武 限 川 附 村 々 之 儀 ハ 数 日 水 中 二 相 成 皆 無 同 様 ノ 村 方 モ 数 ケ 村 有 之 天 保 度 の 飢 饉 ニ

指 続 候 凶 作 ニ テ （ 下 略 ）

と あ り 、 参 ８ 同 月 早 く も 刈 田 郡 内 で は 、 九 百 四 十 三 人 に 対 し 、 三 十 日 間 一 人 に つ き 、 救 済 の 為 米 一 日

一 合 の 割 で 与 え な け れ ば な ら な く な っ た 事 情 を 報 告 し て い る 。 歩 ９ （ 伊 具 郡 は 二 、 六 二 九 人 、 柴 田 郡

五 五 〇 人 、 亘 理 郡 三 一 二 人 、 宇 多 郡 八 八 九 人 ） 前 年 戊 辰 戦 争 に よ る 疲 幣 の 後 を う け て 、 農 村 一 般 は 深

酷 な 打 撃 を 受 け た こ と が 推 察 さ れ る 。



八 月 か ら 九 月 に か け て は 、 凶 作 は も は や 決 定 的 と な つ て 現 れ た 時 で あ る 。 こ の 時 期 に 相 当 す る 人 月

十 八 日 の 白 石 県 設 置 の 発 令 か ら 、 九 月 晦 日 の 権 知 事 着 任 ま で の 四 十 二 日 間 、 地 方 行 政 は 一 種 の 空 白 状

態 に お か れ た と 推 測 さ れ る 。 即 ち 南 部 藩 の 引 揚 げ と 白 石 県 庁 開 設 の 準 備 に 忙 殺 さ れ る 余 り 、 民 政 上 細

心 の 注 意 を 要 す る 年 貢 米 の 管 理 取 扱 に 欠 け る と こ ろ が な か つ た か 等 、 種 々 の 悪 條 件 の 想 定 さ れ る 時 期

に あ た っ て い た 。 特 に 南 部 藩 主 が 自 石 を 去 っ た 九 月 二 十 日 以 後 は 、 混 乱 、 動 揺 の 最 大 の 危 機 と な る 可

能 性 を 持 つ の で あ る 。 ― ― 藩 主 在 城 中 は 身 辺 護 衛 の 為 の 警 戒 が 厳 重 を 極 め る と 考 え ら れ る ― ― ― 従 来

か つ て 経 験 し な か っ た 一 揆 が 、 初 め て 白 石 地 方 で 見 ら れ た の も こ の 時 期 と 考 え ら れ る 。

刈 田 郡 一 揆 の 経 緯 、 規 模 の 詳 細 に つ い て 、 現 在 こ れ を 明 ら か に す る 史 料 が な く 、 筆 者 の 管 見 に ふ れ

た も の は 、 わ ず か に 左 の 二 点 に 過 ぎ な い 。

刈 田 郡 村 々 百 姓 共 集 会 お よ び 候 一 件 二 付 大 肝 煎 阿 部 養 輔 親 類 預 ケ 御 申 付 置 之 処 此 節 差

免 御 申 渡 被 成 度 段 昨 日 委 細 御 談 之 趣 致 承 知 書 類 一 覧 い た し 侯 処 吟 味 相 決 候 訳 ニ モ 無 之 尤 同 人 罪 之

有 無 二 不 拘 一 時 鎮 静 之 為 親 類 預 ケ 御 申 付 被 成 侯 儀 二 付 右 吟 味 未 決 之 間 差 免 侯 而 ハ 村 々 之 も の 共

又 々 動 揺 難 計 候 問 吟 味 相 決 候 迄 先 ツ 是 迄 之 通 御 差 置 可 然 与 愚 考 致 侯 尚 御 勘 考 可 然 御 取 計 可 被 成 此

段 御 意 候 也
（ 明 治 二 年 ）

九 月 十 八 日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 竹 内 権 大 属

山 口 　 大 属

（ 南 部 藩 白 石 取 締 所 掛 ） と ｏ

福 島 園 司 様

金 千 匹 宛 被 下

鷹 巣 村 百 姓

忠 　 助

常 　 蔵

一 昌 　 十

林 右 工 門

右 は 去 ル 九 月 中 連 村 金 （ 蜂 ） 起 之 節 右 二 組 ザ ル ヲ 以 為 御 褒 美 被 下 也

（ 明 治 二 年 ）

十 二 月 十 九 日 ＊ ３ １

右 の 二 史 料 の う ち 山 口 大 属 等 二 名 は 、 権 知 事 着 任 以 前 、 連 絡 及 び 開 庁 準 備 の 為 に 来 県 し て い た 白 石

県 の 官 員 で あ り 、 福 島 円 司 は 盛 岡 藩 主 引 揚 以 後 、 居 残 っ て 連 絡 と 後 始 末 に あ た っ た 白 石 取 締 所 掛 で あ

ワ ０ 。
後 者 の 史 料 に よ れ ば 、 蜂 起 の 時 期 は 九 月 中 と あ る が 、 二 十 日 以 前 は 盛 岡 藩 主 在 城 中 の 為 、 厳 重 な 警

戒 が し か れ て い た と 想 像 さ れ る の で 、 藩 主 離 白 の 直 後 数 日 の 間 が 蜂 起 の 時 期 と 見 ら れ る 。 従 っ て 前 者

の 史 料 は 蜂 起 数 日 後 の も の で あ り 、 そ の 為 に 再 度 不 安 動 揺 な き よ う 、 大 肝 入 阿 部 養 輔 の 身 柄 を 罪 の 有

無 未 決 の 間 、 親 類 預 け の ま ゝ に し て お か れ た い と 要 請 し た 掛 合 書 で あ る 。 文 中 に 「 連 村 蜂 起 」 と あ れ



ｗ 〇 〇

ば 、 規 模 も 郡 内 各 村 を 連 ね る 集 会 と 想 定 さ れ 、 不 参 加 は ご く 稀 で あ っ た の で 、 鷹 巣 村 の 僅 か 四 名 が 褒

賞 を 与 え ら れ た と 考 え ら れ る 。 同 時 に 、 こ の 文 面 に よ れ ば 、 行 政 上 如 何 な る も の か 不 明 で は あ る が 、

大 肝 入 の と っ た 措 置 宜 し き を 得 な か っ た こ と に 起 因 し て 、 蜂 起 の 事 態 に 至 っ た も の で は な い か と 考 え

ら れ る 。

こ の 想 定 は 去 る 昭 和 二 十 五 年 、 白 石 市 大 平 森 合 の 故 老 日 下 由 之 助 翁 （ 慶 應 元 年 生 、 二 十 五 年 当 時 八

十 六 才 ） か ら 、 筆 者 が 直 接 聞 い た 話 を 綜 合 し て 考 え ら れ る こ と で も あ る の で 、 参 考 の 為 に 翁 の 談 話 を

摘 記 し て お く 。

肝 入 格 や 倉 係 の 役 人 達 が お 蔵 の 米 を 自 由 に 運 ん だ の で 、 片 倉 家 の 供 え 物 を （ ？ ） 勝 手 に 処 分 し て

は な ら ぬ と し て 、 七 ケ 宿 そ の 他 の 村 民 が 出 て 来 て 役 人 達 を 追 い 払 っ た 。 百 姓 達 は 白 石 の 大 橋 に 集

合 し 、 白 石 の 全 村 は お 握 り を 出 し て 御 馳 走 し た も の で あ る 。 ゴ ー ソ ー （ 翁 は こ う 発 音 し て い た 。

強 訴 の 意 味 ） に 出 て き た 者 は 、 股 引 、 脚 絆 に わ ら じ ば き の 旅 仕 度 を し 、 百 姓 か せ ぎ で な い 人 達 は 、

タ カ ジ ョ ー だ つ た （ 鷹 匠 、 足 袋 を は い て い た こ と を 云 う ）

翁 は 幼 少 の 頃 、 お 城 の 三 階 （ 大 櫓 ） に 登 つ た 経 験 が あ り 、 あ り し 日 の 白 石 城 を そ の 日 で 見 た 人 で あ る

が 明 治 二 年 は 五 才 で あ る か ら 「 ゴ ー ソ ー 」 の 話 は 御 自 分 の 記 憶 で は な く 、 大 人 達 か ら の 聞 き 俸 え で あ っ

た よ う で あ る 。 そ の 為 、 こ の 事 件 を 戊 辰 戦 争 の 前 の 事 と 云 っ た り 、 片 倉 家 の お 供 え も の と 云 っ た 若 千

の 思 い 違 い を し て い る 向 も 見 ら れ る が 、 ゴ ー ソ ー の 起 因 、 集 合 や 炊 出 し の 事 実 、 　 一 揆 勢 の 服 装 な ど 貴

重 な 伝 え と し て 聞 く べ き も の が あ る 。 （ 再 度 採 訪 を 期 し て い た が 、 そ の 機 会 を 得 ず 、 未 だ に 心 残 り で

あ る 。 ）

事 件 は 武 井 権 知 事 着 任 以 前 の こ と で あ り 、 初 め 南 部 藩 の 手 に よ つ て 取 扱 わ れ た こ と は 、 前 記 山 口 大

属 の 掛 合 書 に よ つ て も う か が わ れ る が 、 後 白 石 県 に 引 継 が れ た も の で あ ろ う 。

白 石 県 は そ の 初 め か ら 、 困 難 な 問 題 の 処 理 に 当 ら ね ば な ら な か っ た の で あ る 。

白 石 県 庁 開 設 の 準 備 は 、 権 知 事 以 下 官 員 の 舎 宅 を 決 定 す る こ と か ら 始 め ら れ た 。 九 月 二 十 七 日 、 山

口 、 竹 内 の 両 名 か ら 福 島 円 司 宛 に 、 片 倉 氏 旧 家 中 の 屋 敷 を 早 急 に 引 払 う よ う 掛 合 が あ り 、 き 望 一 十 八

日 に は 、 明 後 日 権 知 事 到 着 の 急 便 が 入 っ た の で 、 明 夕 ま で に 舎 宅 予 定 の 両 斎 藤 氏 の 家 を 明 け る よ う に

と 催 促 し て い る が 、 （ 両 斎 藤 氏 と は 斎 藤 新 蔵 人 と 矢 内 弥 一 郎 の 家 で あ る こ と 廿 九 日 付 山 口 光 之 助 書 状

に 見 え る ） こ の 両 家 は 按 察 府 に お い て 入 用 の 申 入 が あ っ て 断 わ ら れ た 。 同 日 付 更 に 、 両 家 の 作 は 県 に

お い て か ね て よ り 入 用 の 手 筈 を き め 、 昨 日 も 申 入 れ て 置 い た 筈 で あ る か ら 、 是 非 当 県 に 用 立 て る よ う

取 計 ら わ れ た い と 重 ね て 掛 合 に 及 ん だ 。 き ３ 更 に 二 十 九 日 に は 、 山 口 大 属 の 書 状 を も っ て 、 按 察 府 の

役 人 と 見 ら れ る 西 健 之 助 に 対 し 、 時 日 は 遷 廷 を 許 さ れ ず 、 又 両 家 の 作 は 按 祭 府 に お い て 早 急 に 必 要 と

い う 訳 で も な さ そ う で あ る 故 、 決 定 は あ と 廻 し と し て 、 将 来 両 家 を 接 祭 府 に 渡 す こ と は 出 来 な い が 、

一 両 日 は 代 り の 家 を 都 合 す る か ら 、 そ の う ち い ず れ 熟 談 し た い と 申 入 れ 、 き ４ 白 石 県 の 予 定 し た 権 知

事 の 舎 宅 は 、 按 察 府 の 介 入 に よ っ て 変 更 を 余 儀 な く さ れ た の で あ る 。

そ れ で も 十 月 一 日 に は 、 左 の よ う に 新 し い 県 の 開 設 が 触 れ 出 さ れ る 運 び と な っ た 。

今 度 白 石 表 二 終 テ 新 県 御 取 建 二 相 成 別 帳 郡 村 則 当 県 支 配 所 ニ シ テ 権 知 事 武 井 守 正 居 住 相 成 候 間 此

段 相 達 候 右 之 趣 小 前 末 々 迄 不 洩 様 可 相 触 者 也



（ 明 治 二 年 ）

十 月 朔 日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 白 石 県 役 所

各 工 郡 役 人 共

今 度 新 二 当 県 ヲ 被 為 立 即 知 県 事 武 井 守 正 初 諸 官 員 一 同 着 県 相 成 候 間 此 旨 可 相 心 得 候 也

（ 明 治 二 年 ）

巳 十 月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 白 石 県 役 所

五 郡 社 寺 一 同 へ ＊ ３ ５

十 月 に 入 る と 、 南 部 藩 と の 間 に 郷 村 引 渡 し の 手 続 が 進 め ら れ 、 ① 白 石 、 大 河 原
、 角 田 、 亘 理 の 四 ケ

所 は 、 二 、 三 人 定 詰 の 民 政 取 締 方 の 役 人 と 、 白 石 取 締 所 の 者 立 合 の 上 で 引 渡 し を 行 う こ と 、 ② 越 河 仮

屋 、 金 津 代 官 所 及 び の 境 目 呑 所 と 村 々 の 備 穀 は 書 類 で 引 渡 す こ と 、 ③ 白 石 及 び 大 河 原 の 仮 屋 は 民 政 取

締 方 と 交 渉 の 上 、 ④ 白 石 城 に つ い て は

一 白 石 城 之 儀 ハ 防 城 殿 御 入 城 之 節 御 用 二 入 候 間 城 地 絵 図 面 而 巳 ニ テ 御 引 渡 申 度 事

（ 朱 書 ） （ 附 紙 ノ コ ト フ 云 フ 　 註 亘 理 ）

同 請 取 之 節 見 分 可 致 候 間 立 合 可 有 之 事

と 見 え 、 そ の 他 二 、 三 の 事 項 を 含 め た 南 部 藩 の 申 入 が あ り 、 き ６ 十 九 日 に 引 渡 し の 完 了 を 見 た 。 そ の

う ち 特 に 城 の 引 渡 に は 、 絵 図 面 だ け で 引 渡 す と す る 南 部 藩 の 原 案 に 対 し 、 朱 書 の 分 は 受 取 り の 時 実 地

見 分 を 行 う と い う 白 石 県 の 追 加 条 件 で あ っ た 。

然 る に こ の 件 に つ い て 、 早 速 按 察 府 か ら 申 入 れ が あ り 、

当 城 之 儀 御 県 ニ テ 御 請 取 可 相 成 候 様 盛 岡 藩 ヨ リ 申 出 候 得 共 城 之 儀 ハ 太 政 官 江 も 申 上 済 八 月 十 八 日

二 当 府 江 受 取 役 所 ヲ 開 候 儀 二 付 左 様 御 承 知 可 被 下 候 右 為 念 申 入 候 也

（ 明 治 二 年 ）

十 月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 按 察 府

白 石 県 御 中 ＊ ３ ７

即 ち 当 城 は 太 政 官 の 了 解 の も と に 受 取 り 、 府 の 役 所 に 当 て ゝ い る の で 承 知 さ れ た い と 云 い
、 言 外 に 、

県 の あ ず か り 知 ら ぬ こ と 故 、 見 分 に 及 ば ず の 意 味 を 含 ん だ 文 面 で あ る 。 折 返 し 県 か ら は 、 十 九 日 付 を

も つ て 、 本 日 郷 村 引 渡 完 了 に つ き 、 城 の 見 分 も 当 然 行 う こ と に な る と 南 部 藩 へ 申 し 通 じ て お い た 訳 で

あ る の で 、 御 承 引 あ り た い と 左 の 如 く 返 答 に 及 ん だ 。

致 拝 見 候 然 ハ 其 御 城 当 県 に 受 取 二 可 相 成 旨 盛 岡 藩 よ り 申 出 候 趣 致 承 知 候 右 ハ 今 日 同 藩 ヨ リ 郷 村 引

渡 相 済 候 二 付 当 城 之 儀 モ 一 應 可 及 見 分 旨 申 達 置 候 事 二 候 此 條 御 承 引 可 被 下 及 御 答 候 也

（ 明 治 二 年 ）

十 月 十 九 日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 白 石 県

按 察 府
御 中 半 ３ ８

あ く ま で も 筋 を 通 そ う と す る 県 の 申 入 れ に は 、 按 察 府 も 、 承 認 の 外 な く 、 間 も な く 城 の 見 分 が 行 わ れ

た も の の よ う で あ る 。

暫 ら く し て 二 十 九 日 、 南 部 藩 か ら 城 中 の 畳 、 建 具 等 の 員 数 点 検 の 申 出 が あ る の で 、 右 藩 の 役 人 出 向



の 際 は 然 る べ く 御 指 図 下 さ れ た い と 、 あ ら た め て 白 石 県 か ら 按 祭 府 へ 連 絡 書 が 提 出 さ れ た 。 と ９ 既 に

同 藩 か ら も 同 様 申 入 れ が あ り 、 こ れ に 対 し て は 承 知 の 旨 回 答 し た ら し い が 、 白 石 県 に 対 し て は 、 先 刻

の 城 中 点 検 の 申 入 れ に は 承 知 の 旨 答 え た が 、 過 日 白 石 県 と 南 部 藩 と の 間 に お い て 、 既 に 点 検 済 と な つ

て い る の に 、 い ま に な っ て 、 右 藩 か ら 建 具 等 の 点 検 に 出 向 い て 来 る の は 、 甚 だ 不 都 合 に 思 う と 拒 否 の

態 度 を 示 し て 来 た 。 と ｏ 県 か ら は 折 返 し

過 刻 盛 岡 藩 ヨ リ 申 出 候 間 城 中 畳 建 具 等 惣 員 数 点 検 之 儀 御 掛 合 申 候 処 御 承 知 之 旨 御 答 侯 然 ル 所 御 不

都 合 之 由 被 仰 越 候 得 共 既 二 盛 岡 藩 江 達 替 之 儀 モ 不 都 合 二 有 之 其 上 過 日 盛 岡 藩 立 合 二 而 見 分 旨 致 候

へ 共 其 節 畳 建 具 等 之 調 書 も 差 出 し 不 申 二 付 猶 改 而 申 付 候 事 二 付 彼 是 御 手 数 ニ ハ 可 有 之 候 得 共 右 調

之 儀 宜 敷 御 指 図 被 下 度 候 依 之 及 御 答 候 也

（ 明 治 二 年 ）

十 月 廿 九 日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 白 石 県

按 察 府
御 中 キ ４ １

と 返 答 し 、 　 一 旦 右 藩 の 点 検 申 出 を 承 知 し な が ら 、 県 か ら の 申 出 に つ い て は 不 都 合 と 回 答 が あ り 、 右 藩

へ の 返 答 と 違 う 返 答 と な る の も 不 都 合 な り と 反 駁 し 、 更 に 過 日 南 部 藩 立 合 の 上 で 見 分 し た 時 は 、 畳 、

建 具 等 の 調 書 も 提 出 さ れ な か っ た の で 、 あ ら た め て 調 査 提 出 す る よ う 申 付 け た の で 、 よ ろ し く 指 図 下

さ れ た い と 回 答 に 及 ん だ の で あ る 。 こ の 件 も い ず れ は 認 め ざ る を 得 な か っ た も の で あ ろ う 。

以 上 綾 々 両 者 折 衝 の 経 過 を 述 べ た 理 由 は 、 城 の 行 き 方 を 追 求 す る 傍 ら 、 こ の よ う な 県 の 申 入 れ に 対

し て 、 按 察 府 が 常 に 、 直 ち に 快 諾 し よ う と は し な か っ た 態 度 の あ る こ と を 指 摘 し 、 そ れ が 易 じ て は 、

い た ず ら に 県 政 事 務 を 澁 滞 さ せ る 原 因 と な る こ と も 併 せ 見 た い 為 で 、 次 の 例 は 更 に 甚 だ し い 例 と し て

挙 げ た も の で あ る 。

十 一 月 に な る と 、 何 か 特 別 の 事 件 に よ っ て 、 按 察 府 か ら 揚 屋 の 借 用 方 を 申 込 ん で 来 た ら し く 、 二 十

四 日 付 白 石 県 か ら 按 察 府 宛 の 回 答 文 書 が 見 え て い る 。 こ れ に よ る と 、 現 在 県 に お い て 入 牢 申 し つ け て

お る も の は 、 い ず れ も 軽 罪 の 者 ば か り で あ る か ら 、 番 人 も 特 別 の 者 を つ け て い な い の で 、 不 行 届 の こ

と の な い よ う に 、 按 祭 府 か ら 香 人 を 出 し て も ら い た い と 述 べ て い る 。 翌 日 按 祭 府 か ら 揚 屋 の 件 に つ い

て 話 が あ る の で 、 係 の 者 を 出 頭 さ せ ら れ た い と 申 入 れ て 来 た 。 折 返 し 県 か ら は 、 現 在 甚 だ 多 忙 故 、 揚

屋 の 作 は 書 面 を も っ て お 掛 合 下 さ る ま い か と 返 答 に 及 ん だ 。 そ の 後 も 按 察 府 か ら 、 揚 屋 と 本 年 及 び 番

人 の 配 置 等 う る さ く 問 合 せ 、 且 つ 返 容 を 促 し 、 そ の 都 度 県 は 応 答 の 文 書 を 出 し て い る が 、 結 局 揚 屋 借

用 の 作 は 詮 議 替 の 結 果 、 不 用 に な っ た 旨 一 片 の 挨 拶 を も っ て 終 わ っ て し ま っ た の で あ る 。 と ２

開 庁 間 も な い 多 忙 な 県 と し て は 、 煩 わ し さ に 堪 え な か っ た も の と 同 情 さ れ る 資 料 で あ る 。

按 察 府 は 職 務 上 当 然 の こ と な が ら 、 行 政 面 に つ い て も 、 厳 し い 鞭 撻 を 県 に 対 し て 加 え て い る 。

片 倉 旧 陪 隷 之 内 帰 農 之 面 付 御 届 可 申 候 二 付 即 日 ヨ リ 御 引 受 苗 字 帯 刀 廃 シ 御 命 令 受 候 様 被 仰 渡 度 且

是 迄 帰 農 列 之 者 共 計 小 十 郎 父 子 二 隋 従 侍 坐 罷 在 候 趣 之 処 当 今 二 至 候 テ ハ 一 民 モ 王 臣 二 非 サ ル ハ 無

候 得 共 華 族 タ リ ト モ 家 令 家 扶 家 従 人 員 朝 廷 へ 御 届 申 上 召 仕 候 儀 二 候 ヘ ハ 片 倉 家 帰 農 之 者 共 ワ 侍 坐

為 致 候 筋 毛 頭 無 之 候 間 其 心 得 方 も 御 令 容 相 成 侯 脂 又 帰 農 之 者 共 開 拓 之 儀 ヲ 妨 ケ 小 十 郎 父 子 ヲ 墨 惑



致 サ セ 候 事 情 就 テ ハ 家 中 多 端 二 相 成 不 埒 之 所 分 不 少 候 間 確 然 之 御 処 置 有 之 度 存 候 此 段 申 入 侯 也

（ 明 治 二 年 ）

十 月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 按 祭 府

白 石 県
御 中 ＊ ４ ３

こ こ に 示 さ れ た 事 情 は 、 白 石 県 管 轄 五 郡 内 は 云 う ま で も な く 、 按 祭 府 管 轄 の 七 国 内 に も 、 同 様 の 事 例

が 多 く 存 在 し た と 想 像 さ れ る 事 実 で あ る に か ゝ わ ら ず 、 ひ と り お 膝 も と の 白 石 関 係 の み を 指 摘 し て い

る の は 、 い か に も 近 視 的 な 見 方 で あ り 、 官 員 舎 宅 の 件 か ら 、 城 見 分 、 揚 屋 借 用 の 件 を も 通 じ て 、 何 か

し ら 相 互 微 妙 な 関 係 に あ る こ と を 感 じ さ せ ら れ る の で あ る 。

憶 測 を 許 さ れ る な ら ば 、 県 に お い て は 右 の よ う な 煩 わ し さ か ら 、 逃 れ よ う と す る 考 え を 持 つ よ う に

な っ た の で は な い か と 想 像 さ れ る こ と で あ る 。 僅 か 三 ヶ 月 に し て 県 庁 移 転 が 行 わ れ た 事 情 を こ の 辺 に

求 め ら れ は し な い で あ ろ う か 。

十 一 月 中 旬 頃 、 県 は 左 の 理 由 を も っ て 、 県 庁 を 角 田 へ 移 転 す る こ と を 請 願 す る に 至 っ た 。

当 県 治 所 白 石 表 之 儀 狭 少 之 上 租 税 其 外 産 物 運 輸 之 使 乏 ク 一 管 中 民 政 之 便 薄 ク 従 来 之 弊 習 ヲ 脱 化 シ

更 二 御 新 政 之 威 徳 二 風 靡 致 サ セ 候 二 者 当 白 石 ヨ リ 五 里 東 角 田 表 二 如 ク 所 無 之 同 所 別 紙 図 面 之 通 支

配 所 之 中 央 に 当 り 収 納 ヲ 初 布 令 高 端 速 二 四 睡 二 渉 り 其 上 大 隅 川 之 水 利 モ 有 之 自 ラ 運 輸 之 道 モ 至 極

二 有 之 寿 以 当 県 治 所 角 田 表 江 相 移 シ 県 名 角 田 県 卜 御 改 称 被 下 候 様 左 候 得 ハ 上 下 互 二 其 便 ヲ 得 限 前

県 民 の 巨 益 モ 相 立 往 々 豊 盛 之 基 礎 モ 確 立 可 致 卜 奉 存 候 間 速 二 御 聞 済 相 成 候 様 仕 度 奉 存 候 此 段 奉 願

上 候 以 上
（ 明 治 二 年 ） 白 石 県 権 知 事

十 一 月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 武 井 守 正

民 部 省
御 中

追 テ 同 所 之 義 者 石 川 源 太 旧 邸 モ 有 之 右 邸 ヲ 以 県 舎 二 相 用 候 得 者 経 費 モ 無 之 寿 御 聞 済 相 成 候 者 至 急

同 所 江 移 徒 仕 当 白 石 ハ 出 張 所 卜 致 置 官 員 相 応 差 置 可 申 存 候 事 ＊ ４ ４

右 の 請 願 書 か ら 移 転 の 理 由 を 要 約 す る と 、 白 石 が 鋏 少 に し て 交 通 不 使 の た め 、 治 所 に 適 し な い こ と に

対 し 、 角 田 は 管 内 の 中 央 に 位 置 す る こ と 、 交 通 に 便 利 な こ と が あ げ ら れ て い る 。 地 理 的 な 位 置 か ら 見

て 、 白 石 が 県 庁 所 在 地 と し て 不 適 な こ と は 客 観 的 に も 当 然 で あ り 、 「 従 来 之 弊 習 ヲ 脱 化 シ 」 よ う と す

る 決 意 も 諒 と す る が 、 維 新 草 創 期 の 人 心 も ま だ お さ ま ら な い こ の 時 期 に お い て 、 僅 か 三 ヶ 月 に し て 県

庁 を 移 す こ と は 他 に も 例 が な く 、 表 面 に 現 れ な い 別 の 理 由 が 考 え ら れ そ う で あ る 。 「 追 っ て 書 」 に 見

え る 石 川 氏 邸 を 県 庁 舎 に 使 用 し 得 る 利 点 な ど が 、 真 意 の 一 部 で は な か っ た か と さ え 考 え ら れ 、 前 記 按

察 府 と の 関 係 が 、 移 転 を 決 意 さ せ た 要 因 で は な い か と 推 測 さ れ る の で あ る 。

こ の よ う に し て 、 十 一 月 二 十 七 日 、 太 政 官 布 告 に よ つ て 移 転 が 決 定 さ れ 、 白 石 に は 出 張 所 設 置 の 旨

が 触 れ 出 さ れ る こ と に な り 、 十 二 月 九 日 、 県 庁 は 角 田 に 移 転 さ れ た の で あ る 。

白 石 県

Ｐ Ｏ ∞



牌 Ｏ ヽ

今 般 其 県 庁 角 田 表 江 相 移 シ 改 テ 角 田 県 卜 可 称 事

（ 明 治 二 年 ）

十 一 月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 太 政 官

今 度 別 紙 之 通 太 政 官 よ り 被 仰 出 候 付 テ ハ 明 九 日 角 田 表 江 御 役 所 御 引 移 相 成 候 条 此 旨 郡 村 末 々 迄 不

洩 様 其 方 共 ヨ リ 急 々 相 達 可 申 事

但 本 文 之 通 ニ ハ 候 得 共 更 二 白 石 表 江 出 張 所 被 立 置 刈 田 郡 並 柴 田 郡 北 方 之 分 諸 願 伺 届 共 右 出 張 所

江 差 出 可 申 事

（ 明 治 二 年 ）

十 二 月 七 日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 白 石 県

各 通 五 郡 長
同 助 役 ＊ ４ ５

四 、 北 地 跛 渉 計 画 の 進 展 と 白 石 城 の 解 体 過 程

そ の 頃 、 か ね て 計 画 を 進 め て い た 片 倉 氏 旧 家 中 の 北 海 道 政 渉 は 、 そ の 機 よ う や く 熟 し て 来 た 時 で あ

る が 、 実 行 に は な お 幾 多 の 困 難 を 克 服 し て 行 か ね ば な ら ぬ 段 階 に あ つ た 。 『 刈 田 郡 誌 』 及 び 『 奥 羽 盛

衰 見 聞 誌 』 に 収 め る 史 料 か ら 、 跛 渉 計 画 を 略 年 表 に ま と め る と 次 の 通 り と な る 。

年 　 　 月 　 　 　 日

OO
 O
九

九
人
人
七
四

ハ
  
ハ

五
 
一
 
一

横 山 一 郎 、 斎 藤 良 知 の 両 名 上 京 し 北 海 道 蕨 渉 の 斡 旋 を 計 画 。

右 両 名 帰 白 、 旧 主 に 建 議 し 、 全 家 中 を 傑 山 寺 に 招 集 し て 会 議 を 開 く 。

按 察 府 へ 政 渉 の 歎 願 書 を 提 出 。

二 〇 　 按 察 府 斎 藤 良 知 を し て 民 部 省 へ 陳 情 せ し む 。

一 一 一 　 弁 官 片 倉 邦 憲 を 東 京 に 召 喚 。

一 〓 一 　 太 政 官 片 倉 邦 憲 に 対 し 、 北 海 道 開 拓 御 用 と 幌 別 郡 支 配 を 命 ず 。

按 察 府 片 倉 景 範 に 北 海 道 出 張 を 命 ず 。

一 八 　 片 倉 景 範 仙 台 出 発 、 画 館 、 幌 別 を 経 て 十 二 月 二 十 六 日 帰 仙 。

い 理 外 甲 一 四 〇 二 一 戸 の 内 帰 農 者 五 人 戸 を 除 き 全 員 旧 肺 筆 伸 に 復 し 移 拝 中 に 決 定 τ た い 里 旦 ね 県

に 報 告 。

移 住 ま で の 生 活 を 維 持 す る 為 旧 奉 公 人 前 の 田 畑 の 耕 作 を 角 田 県 に 歎 願 。

北 海 道 開 拓 志 願 者 調 六 五 一 戸 、 三 六 〇 〇 人 程 と あ り 。

片 倉 小 十 郎 室 蘭 郡 の 内 増 支 配 を 命 ぜ ら る 。

移 住 ま で の 間 旧 奉 公 人 前 の 耕 作 を 再 願 し 、 十 五 オ 以 下 五 十 才 以 上 の 者 に 対 し 、

耕 地 を 割 渡 さ る 。

二 五 　 ヒ 返 藤 震 三 郎 等 十 九 名 寒 風 沢 出 帆 同 二 十 九 日 幌 別 着

明 春 百 人 余 移 住 、 更 に 三 五 〇 余 戸 移 住 の 準 備 あ る も 困 窮 に つ き 手 当 を 必 要 と

す る 旨 陳 情 。



一 二 ・ 九 　 　 　 　 片 倉 小 十 郎 開 拓 地 の 状 況 を 按 察 府 に 報 告 。

四 ・ 一 二 　 　 　 　 太 政 官 白 石 在 留 の 旧 家 中 六 百 人 に 対 し 北 海 道 移 住 開 拓 使 貫 属 を 命 ず 。

四 。 一 二 ・ 一 六 　 斎 藤 基 等 二 人 戸 白 石 発 政 渉 。

四 ・ 一 二 ・ 二 八 　 太 政 官 白 石 人 数 六 百 人 の 移 住 を 命 ず 。

四 ・ 四 　 　 　 　 一 ハ 百 人 分 移 住 費 約 一 千 両 と 見 積 る 。

四 。 九 ・ 一 一 一 　 六 百 人 寒 風 沢 出 帆 。

右 の 略 年 表 に よ れ ば 、 北 海 道 へ の 大 挙 跛 渉 ま で に 、 二 年 六 ヶ 月 の 準 備 期 間 を 要 し た こ と が 知 ら れ 、

こ の 間 、 絶 え ず 生 活 不 安 に 脅 か さ れ 続 け た ろ う こ と が 想 像 さ れ る 。 そ の 上 、 六 百 人 分 の 旅 費 だ け で 約

一 千 両 の 支 出 を 見 込 ま ね ば な ら ず 、 政 渉 の 前 途 は 頗 る 多 難 な も の が あ っ た 。 果 し て 、 明 治 三 十 一 年 の

公 債 證 書 下 附 願 の 文 面 に よ れ ば 、 二 年 九 月 か ら 五 年 五 月 ま で の 間 、 片 倉 邦 憲 の 支 出 し た 分 だ け で 、 開

拓 費 に 一 万 六 千 人 百 九 十 三 円 余 と 、 米 六 百 四 十 九 石 余 を 費 し た こ と が 記 録 さ れ 、 と ６ そ の 外 政 渉 者 全

員 の 出 費 を 加 算 す れ ば 、 莫 大 な 金 額 に 達 す る と 推 定 さ れ る 。

こ の よ う に 過 大 の 出 費 を 要 し た 理 由 の 一 つ は 、 三 年 九 月 按 察 使 へ の 報 告 書 に

（ 上 略 ） 無 禄 之 窮 民 日 前 之 飢 餓 ヲ 凌 兼 殊 二 彼 地 開 拓 成 熟 之 間 ハ 食 料 器 物 総 而 此 方 ヨ リ 相 送 不 申 候

テ ハ 即 今 飢 寒 ヲ 免 レ 難 ク 去 り 連 空 敷 此 地 二 留 置 侯 テ ハ 益 困 弊 ヲ 極 メ 候 仕 合 千 高 歎 敷 次 第 奉 存 候

（ 下 略 ）

と 記 さ れ た 如 く 、 ４ ７ 食 料 か ら 諸 道 具 ま で 一 切 を 白 石 か ら 送 る 必 要 の あ っ た こ と で あ り 、 そ れ だ け 、

当 事 者 の 払 っ た 苦 心 の 程 が 察 せ ら れ る の で あ る 。

従 っ て 、 こ の 資 金 を 調 達 す る 過 程 に お い て は 、 こ の 人 達 が 祖 先 伝 来 三 百 六 十 年 間 、 彼 等 の 精 神 的 支

柱 と も な っ た 白 石 城 を 、 資 金 源 の 一 つ に 見 込 む こ と さ え 余 儀 な く さ せ ら れ る に 至 る の で あ る 。 か く て

白 石 城 払 下 の 機 会 は 次 の よ う な 情 況 下 に 訪 れ て 来 た 。

明 治 二 年 四 月 か ら 同 三 年 の 初 め に か け て 、 政 渉 へ の 準 備 が 、 外 部 的 に は 政 府 に 対 す る 陳 情 と 、 開 拓

地 支 配 権 の 取 得 、 内 部 的 に は 旧 家 中 の 意 見 の 調 整 と 、 跛 渉 志 願 者 の 調 査 等 を 主 と し て 行 わ れ た こ と は 、

前 掲 略 年 表 に 見 ら れ る 通 り で あ る が 、 こ れ に も と づ い て 、 三 年 に は 政 渉 の 第 一 陣 が 送 ら れ る ば か り に

な っ て お り 、 資 金 面 の 解 決 だ け が 残 さ れ た 問 題 と な っ て 、 実 現 を 阻 む 最 大 難 関 と な っ て い た の で あ る 。

折 も 折 、 こ の 年 の 五 月 、 北 海 道 へ 出 帆 す る 仙 台 藩 お 雇 い の 蒸 汽 船 が あ る と い う 情 報 が 入 っ た 。 こ れ

に 便 乗 出 来 れ ば 、 経 費 も 少 な く て 済 む こ と が わ か っ た の で 、 早 速 金 策 に と り か か っ た が 、 余 り に も 急

な 話 の た め 、 資 金 の ま と ま り が つ か な い ま ま 四 、 五 日 を 経 過 す る う ち 、 遂 に 出 帆 の 期 限 に お く れ 、 み

す み す 好 期 を 逸 し て し ま っ た の で あ る 。

こ の 上 は 借 金 を し て も 実 行 に 移 そ う と 決 意 し 、 接 察 府 に 願 い 出 て 、 三 千 両 の 拝 借 を 申 し 入 れ た が 、

同 府 の 取 り 上 げ る と こ ろ と な ら ず 、 　 一 同 途 方 に く れ る ば か り で あ つ た 。

恐 ら く 、 財 政 基 礎 の 整 わ な い そ の 頃 に お い て は 、 正 式 な 官 の 融 資 は 不 可 能 な 事 情 に あ っ た と も 推 察

さ れ る の で あ る が 、 旧 家 中 の こ の よ う な 窮 状 は 、 い た く 按 祭 府 の 官 員 達 を 動 か し た も の の よ う で 、 多

分 同 府 官 員 の 示 唆 に よ る も の で あ ろ う か 、 や が て 、 民 間 の 融 資 に 頼 ろ う と し 、 当 時 按 察 府 の 御 用 達 を

勤 め て い た 山 崎 屋 清 右 工 門 （ 後 の 米 竹 氏 ） に あ ら た め て 、 借 用 方 を 申 し 込 ん だ の で あ る 。

Ｐ Ｏ ｍ



山 崎 屋 と し て は 、 既 に 再 三 御 用 金 を 命 じ ら れ 、 疲 弊 の 折 柄 こ の よ う な 大 金 に は 応 じ ら れ な い と 断 っ

た が 、 何 等 か の 手 段 に よ り 、 是 非 融 資 の 使 を は か ら う よ う 按 察 府 の 要 請 が あ り 、 こ の 上 は 按 察 府 か ら

の 預 り 金 を 一 時 融 資 す る 外 な く 、 も し 将 来 返 済 不 能 に お ち い っ た 場 合 は 、 按 祭 府 に お い て 始 末 を す る

と い う 同 府 官 員 の 言 質 を と り 、 石 田 租 税 権 少 祐 、 奥 田 按 察 権 少 主 典 両 名 の 裏 書 證 文 を も っ て 、 よ う や

く 三 千 両 の 借 用 が 決 定 さ れ た の で あ る 。 返 済 に は 幌 別 郡 産 物 の 秋 味 昆 布 等 の 利 益 金 を あ て 、 七 ヶ 年 賦

で 完 済 す る こ と が 條 件 と さ れ た 。

公 金 流 用 と い う 異 例 の 非 常 手 段 に う つ た え て も 、 解 決 を 急 が ね ば な ら な か っ た と こ ろ に 、 政 渉 問 題

の 重 要 さ と 、 経 済 面 に お け る 逼 迫 の 状 況 と が 見 ら れ る の で あ る 。

間 も な く 五 十 人 余 が 無 事 北 海 道 に 送 ら れ た が 、 同 年 の 秋 、 予 期 し な い 災 難 に 見 舞 わ れ た 。 政 渉 者 達

は 契 約 を 履 行 す る た め 、 羽 後 国 （ 秋 田 県 ） 能 代 の 船 を 雇 い 、 秋 味 昆 布 を 積 込 ん で 寒 風 沢 港 （ 松 島 湾 の 寒

風 沢 ） へ 回 漕 の 途 中 、 金 石 沖 に お い て 大 風 に 道 い 、 積 込 の 荷 物 を 全 部 失 っ て し ま い 、 返 済 は 延 引 の 上

む な き に 至 っ た の で あ る 。

政 渉 者 達 の 身 に 及 ん だ 思 わ ざ る 災 難 に 対 し 、 こ れ を 救 済 し 、 開 拓 の 進 展 を 促 す 方 法 と し て 、 や が て

按 祭 府 の 廃 止 さ れ る あ と 、 空 城 と な る 白 石 城 を こ れ ら の 者 に 払 下 げ 、 そ の 売 却 金 を も っ て 、 開 拓 の 入

費 と 借 金 の 返 済 に あ て さ せ る 措 置 が と ら れ る に 至 る の で あ る 。

右 概 略 の 説 明 は 、 明 治 六 年 に 至 り 、 返 済 の 道 が つ か な く な つ た 結 果 、 融 資 し た 旧 按 察 府 の 御 用 金 を

政 府 に 返 還 し な け れ ば な ら な く な っ た 、 米 竹 清 右 工 門 （ そ の 頃 、 米 竹 氏 と 復 姓 ） の 返 還 金 打 切 り 訴 願

の 記 録 に よ っ た も の で あ る 。 こ の 記 録 は 相 当 長 文 に わ た る が 、 特 に 城 解 体 の 最 初 の 契 機 を な す も の と

し て 、 重 要 な 史 料 で あ る の で 左 に 摘 記 す る こ と ゝ し た 。

證 　 支 　 之 　 事

一 金 三 千 両 也

右 之 通 致 借 用 候 義 実 正 明 白 御 座 候 返 済 之 儀 者 北 海 道 経
）
別 郡 産 物 秋 味 昆 布 等 之 利 を 以 当 午 ノ 笹 よ

り 子 年 迄 向 七 ヶ 年 賦 済 切 致 返 済 候 右 入 用 之 次 第 者 今 股 前 文 経
）
別 郡 江 人 数 五 拾 人 餘 移 住 為 致 候 処

来 ル 十 一 日 出 起 二 付 米 噌 等 始 諸 品 入 料 至 急 差 迫 不 恐 憚 御 府 巖 威 拝 借 金 之 儀 奉 嘆 願 候 処 願 書 者 被 相

下 候 得 共 苦 困 之 状 態 深 御 聞 取 被 成 下 御 官 員 様 方 御 評 議 被 為 垂 御 哀 憐 右 金 貴 殿 御 手 元 よ り 借 用 之 相

成 候 義 御 旧 情 御 汲 分 被 下 別 而 御 懇 篤 之 至 同 志 一 編 銘 肝 辱 仕 合 御 座 候 初 而 為 後 日 之 證 文 如 件

片 倉 小 十 郎 旧 家 来 　 本 沢 浩 齋

（ 庚 午 ノ 誤 写 ）

明 治 三 年 己 巳 五 月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 同 　 　 　 　 齋 藤 　 基

同 　 　 　 　 小 島 　 久

御 用 達 　 　 山 崎 屋 清 右 衡 門 殿

表 書 之 通 相 違 無 之 候 也

石 田 租 税 権 少 祐 　 印

奥 田 按 察 権 少 主 典 印 ＊ ４ ８

御 管 内 白 石 街 山 崎 屋 清 右 衛 門 今 般 出 願 之 云 々 御 札 問 之 趣 奉 謹 承 候 然 処 庚 午 年 旧 主 片 倉 小 十 郎 旧 支

配 所 北 海 道 幌 別 郡 江 旧 家 来 共 移 住 之 手 当 罷 在 候 得 共 積 年 困 迫 之 末 金 配 方 甚 差 支 候 折 柄 同 年 五 月 旧



仙 台 藩 二 終 テ 雇 入 之 蒸 気 船 便 有 之 趣 承 り 此 船 江 便 乞 候 得 者 多 少 之 入 費 も 相 減 候 故 金 策 二 取 懸 り 候

処 俄 之 事 二 而 自 カ ニ 及 兼 四 五 日 ヲ 過 候 得 者 出 帆 期 限 二 後 レ 労 以 不 得 止 当 時 白 石 江 被 建 置 候 元 接 祭

府 江 三 千 両 拝 借 奉 願 候 処 二 御 聞 届 二 不 相 成 如 何 共 斗 （ 計 ） 方 尽 果 歎 息 罷 在 然 処 御 同 府 御 用 達 白 石

住 居 山 崎 屋 清 右 衛 門 江 借 用 致 度 趣 相 頼 申 候 処 大 金 之 義 迪 も 御 用 立 兼 候 段 断 ヲ 得 候 処 猶 又 情 実 申 述

御 同 府 御 官 員 御 口 添 之 上 證 書 江 御 両 官 員 御 裏 印 被 成 下 年 譜 （ 賦 ） 借 用 相 済 五 拾 人 餘 移 住 仕 候 即 約

定 之 通 年 之 年 返 弁 之 金 高 ヲ 見 込 羽 後 国 能 代 船 相 雇 秋 味 昆 布 積 込 陸 前 国 寒 風 沢 港 江 向 廻 漕 仕 候 処 豊

料 ラ ン や 陸 中 国 釜 石 沖 二 而 難 風 二 逢 へ 積 込 之 荷 物 悉 皆 捨 り 物 二 相 成 自 然 返 金 延 引 之 処 同 午 ノ 年 十

月 按 察 府 御 廃 シ ニ 相 成 白 石 城 建 家 共 風 除 ケ 柑 木 等 下 賜 右 取 毀 チ 致 売 却 開 墾 入 費 二 可 差 当 御 達 ヲ 家

り 難 有 仕 合 速 二 売 却 仕 山 崎 屋 清 右 衛 門 江 返 金 仕 度 手 配 仕 居 候 内 無 程 被 召 上 翌 春 二 月 建 家 而 巳 下 賜

候 義 二 而 大 二 出 金 ノ ロ 的 ヲ 失 ヒ 他 二 可 施 術 策 無 束 手 罷 在 候 得 共 不 及 是 非 此 上 は 開 墾 一 途 二 尽 力 諸

物 産 等 之 利 潤 金 ヲ 以 返 済 可 仕 見 込 之 処 去 々 未 八 月 中 既 二 幌 別 室 蘭 支 配 被 相 免 地 所 奉 上 仕 候 上 者 右

返 金 之 目 途 壱 切 不 相 立 日 夜 痛 心 罷 在 候 得 共 （ 中 略 ） 固 苦 之 情 態 深 ク 御 察 被 成 下 寛 大 之 御 詮 議 被

仰 付 度 依 之 御 札 二 付 奉 申 上 候 通 相 追 無 御 座 候 以 上

片 倉 小 十 郎 家 来 北 海 道 移 住
本 　 沢 　 浩 　 齋

明 治 六 年 西 三 月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 同 　 　 　 　 同
齋 　 藤 　 　 　 基

同 　 　 当 時 白 石 寄 留

小 　 島 　 　 久

宮 　 城 　 県

御 　 麻 ＊ ４ ９

乍 恐 奉 歎 願 候 書 付

一 庚 午 年 五 月 旧 領 主 片 倉 小 十 郎 様 御 家 来 多 人 数 北 海 道 親 別 郡 江 御 移 住 之 胸 至 急 寒 風 沢 港 よ り 御 乗

船 二 付 彼 地 御 持 越 之 諸 品 御 買 入 金 御 指 支 之 趣 ヲ 以 金 三 千 両 御 借 用 被 成 度 段 被 申 聞 且 亦 御 一 統 奮 発

御 移 住 被 成 候 儀 二 付 貯 金 御 座 候 ハ ゝ 何 レ ニ 茂 用 立 申 度 御 座 候 得 共 先 年 よ り 再 三 之 用 金 被 申 付 甚 疲

弊 之 折 柄 手 元 手 薄 二 付 断 然 相 断 候 え 猶 亦 元 按 祭 府 石 田 権 少 篠
）
様 奥 田 権 少 主 典 様 よ り も 御 談 事 御

座 候 処 難 渋 之 折 柄 殊 二 大 金 之 儀 迪 茂 貸 遣 可 申 様 無 御 座 趣 申 上 候 処 亦 々 御 両 人 様 よ り 被 仰 付 候 二 者

旧 藩 至 急 乗 船 不 相 成 候 而 者 多 人 数 困 苦 之 趣 談 に も 有 之 候 間 如 何 様 二 か 指 繰 貸 遣 申 度 由 御 談 事 二 付

右 二 而 者 御 府 御 預 ケ 金 之 内 貸 遣 候 外 無 之 趣 申 上 候 処 如 何 様 二 か 可 取 扱 旨 御 内 命 二 付 右 御 両 人 様 御

調 印 之 證 書 別 紙 写 請 取 高 一 指 滞 候 節 者 於 御 府 御 取 扱 御 始 末 被 下 候 御 約 定 を 以 前 書 之 金 員 相 渡 候 儀

二 御 座 候 然 ル 処 最 早 五 ヶ 年 二 至 り 珈 返 金 無 之 旧 御 府 方 工 返 納 差 滞 居 候 二 付 癸 西 三 月 中 片 倉 小 十

郎 様 旧 御 家 来 衆 よ り 差 出 置 候 證 書 写 相 副 早 々 返 納 相 成 候 様 御 沙 汰 被 成 下 度 段 当 御 県 江 出 願 仕 候 上

猶 其 後 共 厳 重 之 催 促 仕 居 候 然 え 既 二 疑 ．別 郡 室 蘭 之 両 支 配 地 被 召 上 種 々 之 目 途 相 違 致 シ 逆 茂 此 末

返 納 目 的 無 御 座 候 趣 何 様 厳 重 掛 合 仕 候 共 更 二 返 納 見 詰 相 立 不 申 如 何 様 共 於 私 共 当 惑 之 仕 合 御 座 候

間 何 卒 御 憐 血 之 御 評 議 ヲ 以 右 金 之 義 者 御 見 捨 金 二 被 成 下 度 奉 歎 願 候 以 上

解 Ｏ 『



騨 Ｏ ∞

明 治 七 年 戊 十 月

元 山 崎 屋 清 右 衛 門 事

米 　 竹 　 清 右 衛 門 （ 印 ）

村 扱 　 　 　 　
米 　 竹 　 和 兵 衛 （ 印 ） ξ ｏ

そ の 頃 按 祭 府 の 存 在 は 、 前 記 白 石 県 と の 交 渉 に 一 例 を 見 る 通 り 、 地 方 行 政 事 務 を い た ず ら に 渋 滞 混

乱 さ せ る も の と し て 、 三 年 九 月 二 十 八 日 、 太 政 官 は こ れ を 廃 止 す る こ と に 決 定 し
、 長 官 坊 城 俊 章 は 山

形 県 知 事 に 転 任 し 、 十 月 二 十 一 日 白 石 を 去 る こ と に な っ た 。 と １

既 に 幾 度 か 開 拓 地 の 窮 状 が 報 告 さ れ 、 更 に 又 釜 石 沖 に お け る 不 慮 の 災 害 が 報 じ ら れ た が
、 特 に 後 者

の 場 合 が 、 貸 金 の 返 済 に 影 響 す る 危 険 性 と 、 ひ い て は 公 金 流 用 の 責 任 を 追 及 さ れ る 可 能 性 を も 含 み
、

直 接 按 祭 府 官 貝 達 の 身 辺 に 及 ぶ 問 題 と し て 、 事 態 収 拾 へ の 英 断 と も 云 う べ き 処 置 を と ら し め る 動 機 と

な っ た の で は な か ろ う か 。

か く て こ れ ら の 事 情 を 勘 案 し 、 白 石 城 売 却 の 代 金 を 下 附 す る よ う 決 定 を 見 た の で あ る
。 即 ち 、

片 　 倉 　 小 　 十 　 郎

謄 振 国 親 別 郡 支 配 所 磨 土 殊 二 開 墾 二 付 段 々 蓋 力 之 由 二 侯 得 共 失 費 不 少 極 難 渋 之 趣 相 聞 寿 以 格 別 之

御 詮 議 有 之 白 石 城 相 毀 売 却 之 上 代 金 其 方 へ 被 下 候 間 右 入 費 二 相 充 候 様 可 致 事

但 角 田 県 へ 申 出 可 受 指 図 事

庚 隻 十 月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 一 死 　 按 　 祭 　 府

と 指 令 し 、 ＊ ５ ２ 角 田 県 へ も 同 時 に 左 の 如 く 通 達 さ れ た の で あ る 。

別 紙 写 之 通 片 倉 小 十 郎 へ 相 達 侯 間 公 平 可 及 差 図 様 此 段 申 入 候 也

庚 午 十 月 十 五 日 元 按 祭 府

角 田 県 ＊ ５ ３

こ の 指 令 、 通 達 が 、 既 に 廃 止 と 告 示 さ れ た 元 按 察 府 の 名 に お い て 行 わ れ た こ と も 妙 で あ り 、 又 接 祭

府 の 独 断 で 行 わ れ た と は 考 え ら れ な い が 、 白 石 城 だ け の 取 扱 に お い て 、 片 倉 氏 旧 家 中 の 政 渉 に は
、 不

公 平 と 見 ら れ る ま で に 同 情 を 寄 せ た 向 が 多 分 に 見 ら れ る こ と も 問 題 で あ る 。 前 者 に つ い て は 、 制 度 の

確 立 し な い 時 期 の 慣 例 に よ る も の か も 知 れ な い が 、 後 者 に つ い て は 、 果 た し て 角 田 県 に お い て 問 題 化

し 、 民 部 省 宛 に 、 元 按 祭 府 の 不 公 平 な 処 置 と 合 せ 、 亘 理 の 伊 達 氏 邸 、 船 岡 の 柴 田 氏 邸 の 取 扱 に つ い て
、

伺 書 が 提 出 さ れ る に 至 っ た 。

（ 上 略 ） 右 小 十 郎 陪 隷 等 困 迫 之 情 状 ハ 先 般 来 毎 御 達 申 上 候 通 ニ ハ 候 得 共 若 困 迫 ニ ヨ リ 北 地 政 渉 費

用 ト シ テ 旧 居 城 被 下 候 儀 二 候 ハ ヽ 独 小 十 郎 ノ ミ ナ ラ ス 同 藩 士 族 伊 達 藤 五 郎 柴 田 倫 之 助 等 旧 邸 等 モ

夫 々 被 下 二 相 成 候 筈 二 可 有 之 尤 夫 々 跛 渉 之 徒 ヨ リ 旧 居 邸 被 下 候 儀 歎 願 有 之 侯 ス ラ 可 遣 筋 二 無 之 ニ

付 不 聞 届 罷 在 候 処 旧 按 察 府 ヨ リ 右 等 之 申 合 振 不 公 平 二 相 渉 り 取 扱 方 差 支 候 事 二 御 座 候 尤 邸 宅 等 ト

モ 違 へ 有 城 郭 ヲ 以 テ 済 窮 相 成 候 儀 無 之 候 得 共 未 夕 御 省 ョ リ ハ 当 県 へ 何 等 之 御 達 モ 無 之 芳 取 毀 方 当

惑 仕 候 若 遣 可 然 之 御 評 決 二 候 ハ ヽ 其 段 当 県 へ 御 達 被 下 度 別 紙 相 添 此 段 至 急 御 伺 申 上 候 以 上

角 　 田 　 県 　 印

翁 控 ｔ 十 月 十 八 日



民 部 省

御 役 所 ＊ ５ ４

即 ち 北 地 政 渉 費 と し て な ら ば 、 ひ と り 片 倉 氏 の み な ら ず 、 亘 理 の 伊 達 氏 、 船 岡 の 柴 田 氏 に も 下 附 す

べ き 筈 で あ る 。 元 来 こ の 種 の 歎 願 が あ っ て も 、 下 附 す べ き で は な い の で 従 来 は 許 さ な か っ た が 、 旧 按

察 府 の や り 方 は 不 公 平 で 、 取 扱 に 支 障 を き た す の み な ら ず 、 い や し く も 城 郭 を 救 済 の 手 段 に 使 う こ と

は あ り 得 な い こ と で あ る と 、 意 見 を 具 し て 伺 い を た て た の で あ る 。 折 返 し 民 部 省 か ら 付 紙 を も っ て 、

旧 按 察 府 の 指 図 に よ つ て 取 計 ら う こ と 。 伊 達 藤 五 郎 外 一 人 の 屋 敷 は そ の ま ま 置 く の も 無 益 で あ る か

ら 、 願 い 出 が あ れ ば 伺 い の 上 取 計 ら え と 回 訓 さ れ 、 き ５ 政 渉 費 と し て 下 附 さ れ る こ と の 決 定 が 確 認 さ

れ た 。
既 に こ の 回 容 が も た ら さ れ る 以 前 、 按 祭 府 の 官 員 引 揚 と と も に 、 白 石 城 は 開 拓 役 所 に 引 渡 さ れ （ 以

前 片 倉 氏 が 北 海 道 開 拓 御 用 を 命 ぜ ら れ た の で 、 旧 家 中 政 渉 関 係 の 事 務 所 を か く 呼 ん だ も の で あ ろ う ）

同 役 所 に お い て 、 十 月 二 十 五 日 か ら 閏 十 月 を 経 て 十 一 月 十 一 日 ま で の 四 十 五 日 間 、 旧 家 中 五 人 一 組 一

昼 夜 交 代 の 順 番 を も っ て 、 城 の 取 締 り を 行 う よ う 割 当 て ＊ ５ く 城 は 再 び 旧 家 中 の 手 に 戻 る こ と に な つ

た 。
そ の 後 城 破 却 の 準 備 が 進 め ら れ た と 見 ら れ る が 、 閏 十 月 、 角 田 県 か ら 民 部 省 宛 の 再 伺 い に よ る と 、

（ 上 略 ） 郭 内 立 木 之 儀 ハ 相 應 之 木 品 二 有 之 大 小 取 交 数 千 本 余 生 立 管 内 有 用 之 材 木 二 有 之 代 慣 凡 千

両 程 二 相 当 り 侯 事 二 御 座 候 此 度 毀 城 二 付 テ ハ 右 立 木 不 残 同 人 へ 差 遣 候 筋 二 可 有 之 哉 元 来 城 建 物 ノ

ミ 差 遣 候 而 ハ 取 毀 之 費 用 ニ モ 引 足 兼 候 事 二 付 立 木 差 遣 方 取 計 可 申 存 候 此 段 奉 伺 候 以 上

（ 明 治 三 年 ）

十 月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 角 　 田 　 県

民 部 省

御 役 所

と 述 べ て い る 。 き ７ 当 時 城 内 に は 数 千 本 の 樹 木 が 鬱 蒼 と 茂 り 、 こ れ を 材 木 と す れ ば 千 両 程 に な る 。 建

物 の 取 毀 し 費 用 が 売 却 の 代 金 よ り も 高 く な り か ね な い 状 況 で は 、 樹 木 も 沸 下 げ て 下 附 し た 方 が よ い と

思 う が ど う か と 言 う の で あ る 。 こ れ に 対 す る 民 部 省 の 付 札 が 見 え な い の で 、 如 何 な る 回 容 が 寄 せ ら れ

た か 不 明 で あ る が 、 恐 ら く は 、 そ の 頃 政 府 に お い て 、 白 石 城 を 兵 隊 屯 所 と す る 議 が 持 ち 上 が っ て い た

頃 で あ る か ら 、 回 答 は そ の ま ま 保 留 と な っ て い た も の か も し れ な い 。

然 し 事 情 に 通 じ な い 県 と し て は 更 に 準 備 を 進 め る 都 合 上 、 十 二 月 五 日 、 片 倉 氏 重 臣 宛 に 売 却 の 代 価

を 取 り き め る よ う 左 の 如 く 指 令 を 出 し て い る 。

仙 台 藩 士 族
片 倉 小 十 郎 重 臣 共

白 石 城 兼 而 旧 按 察 府 よ り 達 候 通 片 倉 小 十 郎 へ 被 下 候 二 付 其 方 共 へ 相 渡 候 間 取 毀 可 申 尚 売 却 之 代 慣

取 極 早 々 可 申 出 事

十 二 月 五 日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 角 　 田 　 県 ＊ ５ ８

こ れ に よ つ て 、 片 倉 氏 重 臣 と 商 人 と の 間 に 、 具 体 的 な 交 渉 が 進 め ら れ た ろ う こ と は 、 前 記 米 竹 清 右 エ

門 の 訴 願 関 係 の 記 録 に 「 速 二 売 却 仕 山 崎 屋 清 右 工 門 江 返 金 仕 度 手 配 仕 居 候 内 」 と あ る 文 面 に 見 る 通 り

Ｐ Ｏ Ｏ



］ 〇 〇

で あ る が 、 間 も な く 、 十 二 月 二 十 日 を も つ て 、 突 然 庶 務 局 よ り 白 石 城 下 附 書 類 の 返 上 を 命 じ て 来 た
。

仙 台 藩 士 族 片 倉 小 十 郎 旧 重 臣 中

白 石 城 片 倉 小 十 郎 江 被 下 之 儀 今 般 御 詮 議 之 筋 有 之 候 間 追 而 御 沙 汰 有 之 侯 迄 過 る 相 下 ケ 候 書 付 返 納

可 致 事
庚 隻 十 二 月 十 日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 庶 　 務 　 局 ＊ ５ ９

理 由 も 示 さ れ ず 、 た だ 返 上 だ け を 命 じ ら れ た 政 渉 当 事 者 の 当 惑 と 衝 撃 が 、 如 何 に 大 き か っ た か は 想

像 に 余 り が あ る 。 恐 ら く そ の 後 、 詮 議 筋 に 関 す る 事 情 の 穿 聾 と 、 返 上 命 令 撤 回 の 請 願 等 種 々 画 策 す る

と こ ろ が あ っ た で あ ろ う 。 翌 四 年 一 月 二 十 日 、 城 の 材 木 そ の 他 を 下 賜 さ れ 、 開 墾 入 費 に あ て る よ う あ

ら た め て 許 可 を 得 た の で あ る 。

其 藩 士 片 倉 小 十 郎 儀 、 北 海 道 支 配 所 塘 土 殊 二 開 墾 之 タ メ 、 疲 弊 ヲ 凌 ギ 尽 力 候 二 付
、 格 別 之 御 詮 議

ヲ 以 今 般 慶 毀 被 仰 付 候 白 石 城 材 木 其 外 下 賜 侯 條 、 勝 手 二 始 末 イ タ シ 、 開 墾 入 費 二 充 候 様 可 相 達 事
。

こ の 記 録 は 一 月 二 十 日 付 の 太 政 官 日 誌 に 見 え る の で あ る が 前 記 小 島 久 等 の 答 申 書 に 「 翌 春 二 月 建 家

而 巳 下 賜 」 と あ る の は 、 こ の 日 付 の 発 令 が 二 月 に な っ て 当 事 者 に 伝 え ら れ た こ と に よ る の で あ り
、 こ

の 時 に は 建 家 だ け が 下 賜 さ れ 、 当 初 の 目 算 を 遥 か に 下 廻 る 大 削 減 を 受 け 、 政 渉 計 画 に 大 違 算 を 生 ず る

結 果 に 終 わ る の で あ る 。

三 月 に な る と 、 再 び 庶 務 局 か ら 次 の よ う な 指 令 が 伝 え ら れ た 。

仙 台 藩 士 族

片 倉 小 十 郎 家 来
取 締 中

先 般 政 府 よ り 片 倉 小 十 郎 へ 被 下 相 成 候 白 石 城 一 時 御 入 用 之 筋 有 之 候 問 取 段 方 暫 時 見 合 可 致 事

（ 招 軍 ）
未 三 月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 庶 　 務 　 局 ＊ ６ １

す な わ ち 取 毀 し の 廷 期 命 令 で あ り 、 政 渉 を 日 前 に し て 、 早 急 に 取 毀 し 売 却 を 必 要 と す る 時 に あ た り
、

こ の よ う な 措 置 を と ら れ た こ と は 、 北 地 政 渉 の 早 期 実 現 を 更 に 困 難 に す る も の と し て 県 と し て も そ の

対 策 を 講 ず る 必 要 を 感 じ 、 同 月 弁 官 宛 左 の 伺 い を 提 出 す る に 至 っ た 。

当 管 内 白 石 城 今 度 兵 部 省 兵 員 繰 込 度 趣 ヲ 以 同 城 借 用 之 儀 打 合 有 之 則 御 用 立 之 筈 二 候 処 同 城 儀 は 旧

臓 中 仙 台 藩 士 族 片 倉 小 十 郎 江 取 毀 賣 却 之 代 慣 北 地 政 渉 入 費 ト シ テ 被 下 相 成 此 頃 破 毀 之 都 合 モ 候 間

其 侭 御 用 立 候 事 難 出 来 就 テ ハ 小 十 郎 ヨ リ 当 県 江 買 上 其 上 同 省 江 御 用 立 可 申 卜 存 候 且 同 城 は 至 テ 小

城 の 上 朽 破 等 モ 有 之 寿 修 補 営 繕 向 ハ 同 省 入 費 相 成 候 儀 と 存 候 右 様 取 計 可 然 候 哉 此 段 御 伺 申 上 候 也

三 月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 角 　 田 　 県

弁 官
御 　 中 ＊ ６ ２

こ れ に よ れ ば 城 は 政 渉 費 に あ て る 為 に 下 附 さ れ 、 取 毀 し の 都 合 上 そ の ま ま 御 用 立 す る 訳 に は い か な い

の で 、 片 倉 氏 よ り 県 へ 買 戻 し の 上 、 兵 部 省 へ 御 用 立 し た い が ど う か と 伺 い 出 た の で あ る 。 同 時 に 県 は

そ の 準 備 と し て 、 金 二 万 両 の 置 金 の 用 意 あ る 旨 を 申 し 出 た 。

一 金 弐 万 両



右 者 今 般 当 管 内 白 石 城 へ 兵 部 省 兵 隊 繰 込 相 成 候 二 付 同 城 買 戻 料 井 屯 所 営 繕 兵 食 料 等 諸 入 費 大 凡

積 ヲ 以 去 午 年 租 税 金 之 内 ヨ リ 書 面 之 通 引 当 置 候 尤 入 費 之 儀 ハ 兼 テ 伺 置 候 次 第 二 付 追 テ 明 細 勘 定

相 立 可 申 上 候 以 上

辛 未 四 月 角 　 田 　 県

弁 官

御 　 中

こ の 件 は 、 そ の 後 弁 官 の 廃 止 に よ っ て 大 蔵 省 に 移 牒 さ れ た ら し く 、 人 月 、 右 入 費 は 兵 部 省 に お い て 賄

う べ き 筋 の も の 故 置 金 に 及 ば ず 、 且 つ 従 来 支 携 の 分 は 兵 部 省 よ り 受 取 る よ う 大 蔵 省 か ら 回 容 さ れ た 。

そ の た め 県 と し て は 城 の 買 戻 料 だ け は 県 負 担 と す べ き こ と を 主 張 し 、

（ 上 略 ） 右 入 費 之 中 同 城 買 戻 之 儀 ハ 先 般 別 紙 之 通 弁 官 江 伺 置 候 儀 ニ テ 当 県 江 買 上 候 筋 与 存 候 然 処

未 夕 御 下 知 無 之 内 弁 官 御 廃 止 相 成 候 間 別 紙 相 添 再 應 相 伺 候 否 早 々 御 指 図 被 下 度 此 段 奉 伺 候 以 上

辛 未 八 月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 角 田 県

大 　 蔵 省
御 　 中

と 述 べ 、 大 蔵 省 の 再 考 を 要 請 し た 。 と と 」 れ に 対 す る 回 答 史 料 は 見 当 ら な い が 、 九 月 二 十 五 日 付 左 の

報 告 書 に は 、

当 県 去 午 租 税 金 之 内 未 納 之 分 早 々 上 納 可 致 様 御 申 達 之 趣 承 知 仕 候 右 者 追 々 上 納 皆 済 イ タ シ 候 様 ニ

テ 全 先 般 相 伺 候 白 石 城 繰 込 兵 部 省 兵 隊 諸 入 費 引 当 式 万 両 之 分 未 納 相 成 候 儀 二 御 座 候 然 処 此 頃 御 附

紙 ヲ 以 右 入 費 之 儀 ハ 同 省 ョ リ 請 取 候 様 御 達 相 成 候 付 即 今 同 省 江 懸 合 中 に 有 之 候 尤 当 時 壱 万 両 余 之

立 替 相 成 候 間 則 今 股 壱 万 両 外 二 伺 済 臨 事 置 米 員 百 石 餘 之 石 代 此 程 地 排 取 計 候 二 付 両 様 共 上 納 仕 候

猶 未 納 之 分 者 兵 部 省 ヨ リ 請 取 次 第 上 納 可 仕 候 此 段 御 報 申 上 候 也

（ 明 治 四 年 ）

辛 未 九 月 十 五 日 角 田 県 権 知 事 　 武 　 井 　 守 　 正

松 方 正 義 殿租 税 権 頭
證

高 金 弐 万 両 之 内

一 金 壱 万 両 也

但 白 石 城 繰 込 兵 部 省 兵 隊 諸 入 費 江 引 当 去 午 租 税 金 之 内 ヨ リ 一 時 置 金 取 計 弐 万 両 之 内 上 納 候 也

辛 未 九 月 十 五 日 　 　 　 　 　 　 　 　 武 井 守 正 権 知 事

大 久 録 大 蔵 卿 殿

と 見 え 、 と ５ 文 中 買 戻 料 の 話 が 消 滅 し て い る と こ ろ を 見 る と 、 こ の 時 は 既 に 買 戻 し 済 の あ と と 考 え ら

れ 、 そ れ も 八 月 の 伺 い の 後 間 も な く 行 わ れ た も の か と 推 定 さ れ る 。 こ の 年 の 九 月 十 二 日 に は 、 六 百 人

余 が 政 渉 の 為 寒 風 沢 を 出 帆 し て い る の で 、 そ れ 以 前 に 入 費 問 題 の 解 決 を 急 ぐ 必 要 が あ っ た こ と と 合 せ

て 考 え る べ き で あ ろ う 。

『 奥 羽 盛 衰 見 聞 誌 』 に は 、 前 記 明 治 三 年 十 月 十 五 日 の 、 元 按 察 府 よ り 片 倉 小 十 郎 宛 白 石 城 売 却 代 金



］ 〇 〕

下 附 の 指 令 を か か げ た 次 に 、

依 之 御 城 御 家 作 一 宇 鶴 見 屋 専 右 衛 門 二 金 百 五 十 両 二 御 払 成 右 ヲ 直 々 角 田 県 江 御 買 上 二 而 兵 隊 陣 営

二 成

と 説 明 し た 一 節 が あ る 。 按 察 府 か ら 引 渡 し 直 後 に 鶴 見 屋 へ 排 下 げ ら れ 、 更 に 県 へ 買 戻 さ れ た よ う に 解

釈 さ れ る 文 面 で あ る が 、 既 に 見 た 如 く 紆 余 曲 折 を 経 た 後 、 四 年 三 月 以 後 八 月 頃 ま で の 間 に 、 　 一 種 の 権

利 金 の よ う な 名 目 で 、 建 物 も 破 却 さ れ ず 、 現 状 の ま ま 鶴 見 屋 へ 桝 下 げ 、 そ れ を 県 へ 買 い 戻 し 、 百 五 十

両 は 鶴 見 屋 か ら 跛 渉 費 と し て 繰 り 入 れ ら れ た と 解 さ れ る の で あ る 。

な お 兵 隊 繰 込 の こ と は 、 明 治 四 年 四 月 二 十 三 日 の 布 告 に よ っ て 、 東 山 道 及 び 西 海 道 に 設 置 さ れ た 二

鎮 台 の 兵 制 に 関 係 し て 行 わ れ た も の の よ う で あ る 。

東 山 道 鎮 台 は 石 巻 を 本 営 と し 、 福 島 と 盛 岡 に 分 営 を 置 い た の で あ る が 、 鎮 台 設 置 の 布 告 の 末 に 、

右 両 鎮 管 内 應 援 運 輸 ノ 便 地 ヲ 撰 ミ 猶 数 箇 所 二 兵 備 ヲ 被 設 候 事

と あ り 、 と 苧 」 れ ら 数 力 所 の 使 地 の 一 つ と し て 、 白 石 城 に も 兵 隊 屯 所 が 設 置 さ れ た と 思 考 さ れ る 。

松 下 芳 男 氏 に よ れ ば こ の 時 の 制 度 は 紙 上 制 度 か 、 或 い は つ ぎ つ ぎ と 制 度 が 変 わ っ て 行 っ た の で 、 内 容

を 具 体 的 に 把 握 す る 事 が 出 来 な い 程 度 の も の で あ っ た よ う に 説 か れ て い る が 、 き ７ 白 石 に お い て は こ

の 制 度 の 布 告 以 前 よ り 準 備 の 為 の 指 令 が あ り 、 そ の 上 で 事 実 上 兵 隊 繰 込 が 実 現 さ れ た と 考 え ら れ 、 そ

の 時 期 は 、 一 則 記 三 月 の 伺 の 時 に は ま だ 繰 込 は 行 わ れ な か っ た が 、 四 月 付 角 田 県 よ り 弁 官 宛 の 報 告 に 「 今

般 当 管 内 白 石 城 へ 兵 部 省 兵 隊 繰 込 相 成 候 二 付 」 と あ る 文 面 に よ っ て 、 こ の 月 の 兵 隊 繰 込 が 行 わ れ た と

推 定 さ れ る の で あ る 。

『 奥 羽 盛 衰 見 聞 誌 』 に 、

○ 明 治 四 年 辛 未 二 月 白 石 城 兵 隊 屯 所 卜 成 岡 山 藩 兵 隊 大 隊 引 移 三 ノ 丸 繊 林 鵬 居 家 取 毀 調 練 場 卜 成 稽

古 有

と 見 え る の が こ れ に 当 る 記 事 で あ る 。 但 し 「 二 月 」 と あ る の は 四 月 の 誤 記 で あ ろ う 。 そ し て こ の 時

に 、 三 ノ 丸 か ら 北 小 路 、 細 小 路 の 居 家 が 取 り 携 わ れ 、 軍 隊 の 調 練 場 と な り 、 そ れ に ち な ん で 、 現 在 の

調 練 場 の 字 名 が 起 っ た の で あ る 。

然 し 兵 隊 屯 所 も 僅 か 六 、 七 ヶ 月 で 廃 止 と な る 。 廃 藩 置 県 に 伴 う 兵 制 改 革 に よ り 、 人 月 二 十 日 、 従 来

の 二 鎮 台 を 廃 し て 、 新 た に 全 国 四 鎮 台 の 制 と な し 、 き ８ そ の 一 つ と し て 東 北 鎮 台 が 仙 台 に 置 か れ る や

（ 本 来 は 石 巻 に 設 置 さ れ る 予 定 で あ っ た が 、 当 分 仙 台 に 置 く こ と に な っ て い た ） 白 石 の 兵 隊 屯 所 も 廃

止 さ れ る こ と に な っ た 。 『 宮 城 県 国 史 』 に

同 年 十 一 月 東 北 鎮 台 ヲ 陸 前 国 宮 城 郡 仙 台 二 置 カ ル （ 後 県 限 ノ 常 備 兵 ヲ 解 キ （ 下 略 ）

と 見 え る 記 事 が 白 石 屯 所 の 仙 台 に 移 転 す る 時 期 を 示 す 史 料 で あ る 。

当 時 は ま だ 国 内 の 治 安 が 確 保 さ れ ず 、 鎮 台 設 置 の 意 義 も 、 国 内 の 秩 序 を 維 持 す る こ と に あ る と 見 ら

れ 、 こ の 段 階 で は 城 郭 の 持 つ 軍 事 的 機 能 は 、 ま だ 完 全 に は 見 捨 て ら れ な か っ た も の の よ う で あ り 、 前

記 入 月 二 十 日 の 布 告 の 末 に

地 方 城 郭 之 儀 兵 部 省 管 轄 被 仰 付 候 事 ＊ ６ ９

の 一 項 が つ け 加 え ら れ て い る の も 、 こ の 意 味 で 理 解 さ れ る 。 こ こ に お い て 、 屯 所 廃 止 後 の 白 石 城 は 主



の い な い ま ま 兵 部 省 所 管 に 入 る こ と に な っ た 。

翌 五 年 二 月 二 十 七 日 、 兵 部 省 の 廃 上 に よ っ て 、 新 た に 陸 軍 省 、 海 軍 省 が 置 か れ る と 、 白 石 城 は そ の

ま ま 陸 軍 省 に 引 継 が れ た よ う で あ る 。 然 し 維 新 政 府 に よ る 兵 制 の 近 代 化 が 進 む に 伴 い 、 非 近 代 的 な 坂

郭 の 軍 事 的 意 義 が 失 わ れ て 行 く の は 当 然 で あ り 、 そ の た め 諸 城 郭 は 従 来 の 軍 の 所 管 か ら 大 蔵 省 へ 移 管

さ れ て 行 く 。 六 年 二 月 二 日 に は 、 左 の 如 く 達 せ ら れ る に 至 っ た 。

其 管 内 之 城 塞 井 兵 庫 等 是 迄 陸 軍 省 管 轄 之 内 今 般 別 紙 ノ 分 当 省 所 管 二 被 仰 付 候 条 此 旨 可 相 心 得 事

（ 但 書 略 ）

明 治 六 年 二 月 二 日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 大 蔵 大 輔 井 上 　 馨

宮 　 城 　 県

（ 舟 岡 以 下 五 ヶ 所 の 要 害 地 略 ）

白 　 　 石

一 、 城 　 郭

右 之 他 県 之 分 略 之

（ 但 書 略 ） ， ｏ

こ こ に 白 石 城 の 軍 事 的 生 命 は 完 全 に 終 り を 告 げ た も の と 見 ら れ 、 更 に そ の 頃 急 激 に 高 ま る 旧 物 打 破

の 思 潮 は 、 こ の よ う な 城 郭 建 造 物 を 一 顧 の 値 だ に な き も の と し て 捨 て 去 り 、 や が て こ れ ら は 次 々 と 解

体 さ れ る 運 命 に あ う 。

間 も な く 大 蔵 省 よ り 城 郭 施 設 等 の 評 慣 額 取 調 方 の 命 が あ り 、 こ れ に つ い て 左 の 如 く 報 告 さ れ た 。

磐 城 国 刈 田 郡 白 石 要 害

一 建 家 式 拾 八 棟

此 建 坪 九 百 三 拾 四 坪 七 合 五 勺

此 代 金 七 拾 五 円 入 拾 六 銭 　 但 斜 期 鋳 糾 厘
二 紳

一 松 杉 雑 木 千 式 本

此 代 金 百 六 拾 壱 円 八 拾 六 銭 五 厘 　 但 鉄 掛 輝
均 壱 本 二 付

ハ 銭 壱 厘 余

一 石 類 式 万 六 千 五 百 五 拾 七 箇

此 代 金 七 円 四 拾 三 銭 六 厘 　 但 は 排 坪 勘 虚 納 余
ニ

（ 角 田 要 害 の 件 略 ）

右 者 本 年 八 拾 号 虎 ヲ 以 御 布 達 相 成 候 旧 城 郭 陣 屋 練 兵 場 等 之 建 物 木 石 共 相 当 之 代 慣 取 調 候 処 書 面 之

通 り 御 座 侯 ” 之 此 度 申 上 候 也

明 治 六 年 七 月 三 十 日 　 　 　 　 　 宮 城 県 七 等 出 仕 　 宍 戸 　 昌

宮 城 県 権 参 事 　 　 と 込 藤 　 温

宮 城 県 参 事 　 　 　 宮 城 　 時 亮

大 蔵 省 事 務 総 裁

｀
角

要 害
 
田

地

］ 〇 ∞



］ 〇 ヽ

参 議 大 限 重 信 殿 ＊ ７ １

こ れ に よ れ ば 、 建 物 、 樹 木 、 石 頚 の 相 当 代 価 合 計 僅 か 三 百 四 十 五 円 十 六 銭 一 厘 と 評 価 さ れ て い る 。 明

治 三 年 、 樹 木 だ け で も 一 千 両 と 評 価 し た 当 時 と は 甚 だ し い 懸 隔 が あ る 。 次 い で 十 月 二 十 八 日 、

書 面 白 石 外 五 ヶ 所 要 害 之 儀 者 悉 皆 携 下 之 積 ヲ 以 建 屋 石 垣 樹 木 地 所 区 別 ヲ 立 入 札 之 上 三 番 札 ま で 相

添 可 伺 出 事

明 治 六 年 十 月 十 八 日

大 蔵 卿 大 限 重 信 ＊ ７ ２

の よ う に 携 下 入 札 の 作 に つ い て 指 令 が 出 さ れ 、 県 で は そ の 手 続 を 進 め た も の と 思 わ れ る が 、 以 後 何 の

沙 汰 も な い の で 、 翌 七 年 三 月 、

（ 上 略 ） 白 石 城 郭 及 要 害 地 （ 中 略 ） 代 慣 取 調 同 年 七 月 御 届 仕 其 後 何 等 之 御 沙 汰 も 無 之 候 処 毎 風 雨

益 破 損 二 相 及 即 今 二 至 取 調 差 出 置 候 代 慣 ニ テ ハ 御 沸 下 望 之 者 無 之 其 侭 差 置 候 テ ハ 大 破 相 成 御 不 益

二 有 之 拇 テ 右 五 ヶ 所 地 所 建 物 等 悉 皆 入 札 御 桝 下 ヶ 相 成 可 然 哉 迅 速 御 指 揮 御 座 候

様 仕 度 此 段 申 上 候 以 上

明 治 七 年 三 月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 宮 城 県 参 事 　 宮 城 時 亮

内 務 卿 　 木 戸 孝 允 殿

と 県 よ り 回 訓 を 要 請 し て い る 。 ， ３ か つ て は
、 奥 羽 列 藩 同 盟 会 議 所 と し て 成 辰 史 上 に 脚 光 を 浴 び た こ

の 城 も 幾 度 か 主 を 換 え 、 今 廃 屋 と な っ て は 、 風 雨 毎 に い た ず ら に 頼 廃 朽 損 し 、 　 一 年 前 の 評 価 額 通 り で

は 携 下 げ 希 望 者 も な い 状 況 に あ る こ と を 、 こ の 文 面 は 語 っ て い る 。

こ の 時 は 既 に 内 務 省 所 管 に 変 わ っ た も の で あ ろ う 。 折 り 返 し 同 省 か ら 、

書 面 城 郭 之 内 天 主 楼 櫓 之 分 二 限 り 入 札 取 調 当 可 申 哉 余 り 分 ハ 昨 年 第 四 百 式 拾 六 号 公 布 有 之 右 二 照

準 貫 属 授 産 寮 へ 携 下 候 積 り 可 相 心 得 若 所 望 無 之 候 ハ ヽ 其 処 分 後 可 伺 出 事

明 治 七 年 三 月 十 九 日 　 　 　 　 　 　 　 内 務 卿 木 戸 孝 允 ＊ ７ ４

と 指 令 さ れ た 。 白 石 城 に は 正 式 に は 天 守 閣 と 称 す る も の は な か つ た が 、 三 層 の 大 櫓 を 初 め 、 本 九 の 三

隅 に 各 櫓 が あ り 、 こ れ を 対 象 と し て 入 札 の 手 続 が 進 め ら れ て い っ た 。

租 　 　 税 　 　 係

参 　 　 　 　 事

権 　 参 　 事

七 等 出 仕

管 内 城 郭 要 害 地 建 物 等 悉 皆 入 札 御 悌 下 之 義 内 務 省 御 伺 之 処 天 主 櫓 而 巳 入 札 携 下 其 他 ハ 家 禄 奉 還 之

者 へ 可 悌 下 旨 御 指 令 相 成 候 処 渡 辺 権 少 属 南 方 郡 々 巡 回 中 二 有 之 候 間 同 人 へ 申 遣 見 分 入 札 為 取 計 候

様 仕 度 此 段 相 伺 申 候

七 年 四 月 四 日 ＊ ７ ５

即 ち 内 務 省 の 指 令 に 基 づ い て 、 入 札 処 分 を 実 施 す る た め 、 仙 南 各 郡 巡 回 中 の 渡 辺 権 少 属 に 対 し 、 天 守

櫓 の 見 分 入 札 を 取 計 ら わ せ た い と 、 知 事 宛 に 租 税 係 の 発 議 し た 伺 い の 文 で あ る 。

こ の 伺 い は そ の ま ま 承 認 施 行 さ れ た も の で あ ろ う か 。 『 奥 羽 盛 衰 見 聞 誌 』 の 明 治 七 年 の 條 に は 、 左



の 一 項 即 ち

○ 白 石 城 郭 家 禄 奉 還 士 族 御 代 田 国 人 等 五 名 工 お 沸 下 　 　 七 月 十 八 日

と 記 さ れ て い る に 過 ぎ な い 。 こ の 日 を も っ て 、 解 体 悌 下 に 関 す る 一 切 の 手 続 が 完 了 し た の で あ ろ う 。

解 体 に つ い て の 挿 話 や 建 物 の 行 衛 な ど 、 わ ず か に そ れ と 偉 え る も の を 白 石 の 周 辺 に 見 受 け る だ け で
、

そ れ ら の 一 切 は 不 明 の ま ま で あ り 、 こ れ を 明 ら か に す る に は 、 ま た 別 の 史 料 の 発 掘 に ま た ね ば な ら な

い の で あ る 。

五 、 む す び

明 治 元 年 十 月 官 軍 の 入 城 か ら 、 同 七 年 白 石 城 の 携 下 入 札 完 了 に 至 る 六 年 間 に お い て
、 白 石 城 は 大 き

く は 四 度 そ の 主 を 換 え て い る 。 こ れ を 表 示 す る と 次 の 如 く で あ る 。

年 　 月 　 　 日

一 。 一 〇 ・ 九 　 ～ 　 一 。 一 一 下 七 　 　 官 軍 入 城 以 後 片 倉 氏 重 臣 預 り

一 ・ ご 一 ・ 七 　 ～ 　 二 ・ 七 ・ 三 二 　 　 南 部 氏 居 城

全 下 四 二 二 ～ 一 下 一 〇 二 九 ）

二 ・ 八 。 一 人 　 ～ 　 一 二 。 九 ・ 三 人 　 　 按 祭 府 役 所

（ 三 ・ 一 〇 。 二 一 ）

三 ・ 一 〇 ・ 一 五 　 ～ 　 一 二 ・ 〓 一 生 一 〇 　 片 倉 氏 へ 下 附 開 拓 役 所 預 り

（ 四 ・ 四 頃 ）

四 ・ 四 　 頃 　 　 ～ 　 四 。 一 一 　 頃 　 　 兵 部 省 兵 隊 屯 所

四 。 一 一 　 頃 　 　 ～ 　 七 ・ 七 ・ 二 人 　 兵 部 省 、 陸 軍 省 、 大 蔵 省 、 内 務 省 へ 次 々 と 所 管 換 え の 後 、

御 代 田 円 八 等 に 悌 下 解 体 ＊ ７ ６

こ れ に よ れ ば 、 官 軍 、 南 部 藩 、 接 察 府 、 軍 隊 の 四 者 が 主 と し て あ げ ら れ て 来 る 。 官 軍 の 入 城 は 、 奥

羽 列 藩 同 盟 会 議 所 の 所 在 地 と し て 、 最 初 か ら 進 撃 目 標 の 一 つ に 数 え ら れ て い た 結 果 で あ り 、 維 新 の 到

来 を 目 の あ た り に 示 す 事 件 で あ っ た 。 南 部 氏 の 移 封 は 、 改 革 実 施 の 第 一 段 階 と し て 、 維 新 政 府 の 強 い

決 意 を 示 す も の で あ り 、 次 い で 三 陸 奥 羽 七 国 を 総 括 す る 行 政 庁 の 設 置 は 、 動 乱 後 に お け る 東 北 地 方 民

生 の 安 定 を 期 し 、 行 政 監 察 の 機 能 を 発 揮 し て 、 維 新 政 治 の 実 を あ げ よ う と す る 意 図 を 見 る 事 が 出 来 る

も の で あ る 。

や が て 行 わ れ る 鎮 台 兵 の 駐 屯 は 、 こ れ を 母 体 と し 、 近 代 兵 制 ― ― 明 治 軍 制 ― ― が 確 立 さ れ て 行 く 姿

を 示 す も の と し て う け と れ る の で あ る 。

こ れ ら は 必 ず し も 、 維 新 政 府 の 一 貫 し た 計 画 性 に も と づ く も の で は な く 、 い わ ゆ る 朝 令 暮 改 と 多 少

の 混 乱 を 伴 い つ つ 実 施 さ れ た も の で あ る が 、 結 果 的 に は 、 維 新 の 目 標 達 成 へ の 布 石 と 見 ら れ 、 こ の 限

り に お い て 、 こ れ ら が 白 石 城 に 置 か れ た こ と は 、 前 代 ま で 持 ち 続 け ら れ た 戦 略 上 の 意 義 が 、 ま だ 完 全

に 失 わ れ な い 段 階 に お い て 、 政 府 の 意 図 す る 地 方 経 営 の 一 翼 を に な い 、 重 要 な 役 割 を 果 た し た と 見 る

こ と が 出 来 よ う 。

然 し 明 治 維 新 に よ る 近 代 化 が 進 め ば 、 こ の よ う な 地 方 小 城 郭 の 存 在 意 義 が 失 わ れ 、 旧 物 打 破 の 思 潮

〕 〇 枷



］ 〇 ⇔

に よ っ て 見 捨 ら れ て 行 く の も ま た 当 然 で あ り 、 そ の 過 程 に お い て 、 城 が 北 地 政 渉 費 に 充 当 さ れ る こ と

か ら 、 前 述 の 如 き 種 々 の 曲 折 を 経 て 、 や が て 破 却 さ れ る 運 命 に 逢 着 す る の で あ る 。

こ の こ と は 同 時 に 、 城 の 主 で あ る 地 方 官 庁 が つ ぎ つ ぎ と 白 石 を 去 っ て 行 く こ と と 関 連 し 、 新 し い 町

作 り の 行 わ れ る 機 会 と な る が 、 住 民 と し て も 、 短 年 月 の 間 に 、 地 方 制 度 の は げ し い 変 革 や 、 又 時 に は

中 央 に お け る 藩 閥 政 権 争 い の 縮 図 と も 見 る べ き 、 地 方 官 庁 同 士 の 葛 藤 を 見 聞 す る こ と に よ つ て 、 国 全

体 の 動 き を 身 近 に 感 ず る こ と も あ っ た と 考 え ら れ 、 更 に 内 部 的 に は 、 　 一 揆 の 形 態 を と っ た 農 民 の 大 集

会 や 、 従 来 の 支 配 階 級 で あ っ た 旧 家 中 が 、 大 挙 し て 北 地 政 渉 に 去 っ て 行 く 姿 を 見 送 る な ど 、 明 治 維 新

の 動 き を 体 験 す る 仕 方 に お い て 、 他 地 方 の 住 民 に 比 較 し 、 よ り 直 接 的 な も の が あ っ た と 考 え ら れ る 。

既 に こ の 期 を 境 と し 、 相 当 の 体 質 改 造 を 行 っ た 白 石 の 住 民 に 対 し 、 こ の よ う な 体 験 が 何 等 か の 影 響

を 及 ぼ し た と す れ ば 、 そ の 事 は 、 お の ず か ら 、 新 し い 町 作 り の 過 程 の 中 に あ ら わ れ て 来 る 筈 で あ る が 、

そ れ は 又 、 そ の 後 の 白 石 を 究 明 す る 一 つ の 問 題 点 を な す と 考 え ら れ る の で あ る 。

あ と が き

本 稿 に お い て 引 用 し た 史 料 及 び 参 考 書 中 『 刈 田 郡 誌 』 『 奥 羽 盛 衰 見 聞 誌 』 『 仙 台 市 史 』 『 明 治 軍 制 史

論 』 『 復 古 記 』 『 維 新 史 』 以 外 の も の は 、 す べ て 宮 城 県 図 書 館 の 架 蔵 に か か る 明 治 初 年 の 宮 城 県 庁 資 料

で あ る 。 筆 者 が 約 人 百 冊 に 上 る こ の 書 類 綴 を 、 公 務 と し て 数 ケ 月 を 要 し て 整 理 す る 寿 ら 、 白 石 関 係 史

料 を 目 に ふ れ る 毎 に 少 し ず つ 書 き と め て お い た が 、 そ れ が 引 用 史 料 の 中 心 を な し て い る 。

こ の 史 料 の 引 用 と 、 公 務 時 間 中 写 本 の 作 業 を ひ そ か に お 許 し い た だ い た 、 館 長 佐 々 久 氏 の 御 好 意 に

対 し 、 深 く 感 謝 の 意 を 表 す る も の で あ る 。

一 九 六 〇 、 　 三 一 、 三 一 　 　 　 脱 　 稿

解 説

白 石 市 誌 資 料 は 昭 和 三 十 年 に 第 一 輯 と し て 小 見 普 門 筆 録 の 幕 末 維 新 時 の 諸 誌 物 価 の 記 録 を 、 つ い で

第 二 揺 と し て 武 藤 弘 毅 筆 録 の 『 奥 羽 盛 衰 見 聞 誌 下 巻 』 を 公 刊 さ れ た が 、 そ の 後 暫 く は 諸 般 の 事 情 か ら

公 刊 を 見 あ わ せ 各 委 員 の 調 査 蒐 集 の 成 果 を 草 稿 に ま と め る だ け に と ど め て い た の に 、 此 の 度 第 三 輯 と

し て 亘 理 梧 郎 委 員 著 述 の 本 稿 を 公 刊 す る こ と に し た 。

既 刊 の 第 一 将 、 第 二 輯 は と も に 明 治 初 年 の 白 石 地 方 の 政 治 、 経 済 、 社 会 の 各 面 を 知 る 貴 重 な 文 書 で

あ る が 、 前 者 は 旧 片 倉 家 中 の 一 個 人 の 見 聞 の 記 録 で あ り 、 後 者 は 明 治 二 年 入 月 南 部 藩 白 石 移 封 以 後 の

片 倉 家 中 心 の 公 文 書 、 布 達 、 往 復 文 書 等 の 筆 録 で あ る か ら 、 明 治 元 年 か ら 同 二 年 前 半 ま で の 重 要 な 時

期 の 記 録 を 欠 い て お る の で 、 こ の 両 者 を 併 読 し て も 維 新 期 の 振 天 動 地 の 大 変 革 下 の 地 方 史 の 推 移 を 明

ら か に す る 資 料 と し て は 不 十 分 で 、 い さ さ か 物 足 ら ぬ 点 が な い わ け で は な か っ た 。

亘 理 委 員 は 宮 城 県 立 図 書 館 整 理 係 長 の 職 に あ っ て 同 館 所 蔵 の 古 文 書 の す べ て に 目 を 通 す 機 会 に め ぐ

ま れ て お ら れ た の で 、 公 務 の 傍 ら 数 年 間 に わ た つ て 明 治 初 年 の 根 本 史 料 で あ る 旧 白 石 県 、 旧 角 田 県 な

ど 同 館 架 蔵 の 人 百 余 冊 の 宮 城 県 庁 資 料 の 中 か ら 、 白 石 関 係 資 料 を 一 々 摘 記 し て 研 究 を 進 め ら れ て 来 た

が 、 こ の 度 こ こ に そ の 成 果 を 世 に 問 わ れ た わ け で あ る 。 そ の 内 容 は 明 治 元 年 十 月 官 軍 入 城 に 初 ま り 、



南 部 氏 の 入 城 と 復 帰 、 両 羽 三 陸 磐 城 按 察 府 の 新 設 廃 止 、 白 石 県 の 設 置 と 移 転
、 刈 田 郡 の 農 民 一 揆 、 旧

片 倉 家 中 の 北 海 道 跛 渉 、 兵 部 省 兵 隊 屯 所 の 新 設 並 び に そ の 移 転 な ど 、 短 日 月 間 に つ ぎ つ ぎ と 目 ま ぐ る

し い 程 に 変 革 し た 史 実 の 跡 を 、 白 石 城 を 中 心 と し て 明 確 に ま と め あ げ 、 や が て 北 海 道 政 渉 の 資 金 調 達

の 赤 字 補 填 の た め に 白 石 城 が 解 体 さ れ る ま で の 経 緯 を 詳 述 し て 明 治 七 年 四 月 ま で に 至 っ て い る
。

本 書 は 宮 城 県 立 図 書 館 所 蔵 図 書 中 第 一 級 の 価 値 あ り と 称 せ ら れ る 宮 城 県 庁 資 料 を 中 心 と し て
、 広 く

資 料 を あ さ っ て 史 実 に 論 述 を 進 め ら れ 、 そ の 考 証 の 緻 密 な る に 加 え て 、 い さ さ か も お ろ そ か に せ ぬ 学

術 的 な 香 の 高 い 堂 々 た る 大 作 で あ り 、 や ゝ 近 よ り 難 い 感 を 抱 く 人 も あ る か と 危 ぶ ま れ る が
、 明 治 初 年

の 白 石 地 方 史 研 究 の 総 結 論 と も 見 な す べ き 好 著 で あ る 。

本 書 を ひ も ど く こ と に よ つ て 我 々 は 封 建 制 度 の 解 体 に 伴 っ て 白 石 城 が 官 軍 に 明 渡 さ れ
、 そ の 後 次 第

に 白 石 の 住 民 た ち が 封 建 的 な 種 粘 か ら 解 放 さ れ て 、 史 上 か つ て 無 か っ た 農 民 強 訴 を 惹 起 す る に 至 っ た

過 程 を 知 る と 共 に 、 そ れ と う ら は ら に 中 世 以 来 七 百 年 間 、 東 北 地 方 又 は 旧 仙 台 藩 内 の 戦 略 上 の 重 要 拠

点 で あ っ た 白 石 地 方 が 、 時 代 の 推 移 に つ れ に わ か に そ の 地 位 を 失 っ て 行 政 軍 事 上 の 諸 官 庁 兵 営 が つ ぎ

つ ぎ と 他 に 移 り 行 き 、 や が て そ の 存 在 意 義 を 失 っ た 白 石 城 が 旧 物 打 破 の 新 思 潮 に よ り 解 体 さ れ て 行 く

い き さ つ を 明 ら か に す る こ と が 出 来 、 深 い 感 銘 を 受 け る で あ ろ う 。

と 同 時 に 、 片 倉 家 を 始 め 旧 藩 時 代 の 指 導 者 階 級 で あ る 旧 家 中 二 百 余 家 族 の 北 海 道 移 住 が 当 時 最 大 の

問 題 で あ っ て 、 多 大 の 犠 牲 を 払 い 多 く の 困 難 を 乗 り 越 え て 逐 次 決 行 さ れ た 反 面
、 東 北 地 方 の 重 要 拠 点

の 役 割 を 果 た し 終 え 、 単 な る 一 地 方 都 市 に 転 落 し た 白 石 地 方 の 住 民 た ち が
、 指 導 者 階 級 を 欠 い た ま ゝ 、

白 石 の 近 代 的 建 設 の 出 発 点 に た た さ れ た 冷 厳 な 史 実 を 知 り 得 る 。 本 書 は そ れ 以 後 の 白 石 の 住 民 た ち の

活 動 に は 他 日 を 期 し 触 れ て は い な い が 、 い ず れ に せ よ 、 本 書 は 現 代 の 我 々 地 方 人 に と っ て 実 に 意 義 深

い 研 究 で あ る と い う こ と が 出 来 る 。

あ え て 本 書 を 広 く 地 方 人 士 に 推 奨 し た く 本 書 を 公 刊 し た 次 第 で あ る 。 （ 飯 沼 寅 治 記 ）

昭 和 三 十 六 年 六 月 　 日

白 石 市 誌 編 纂 調 査 会

註
＊ １ 　 『 復 古 記 』 所 収 白 河 回 戦 記 第 十 一 明 治 元 年 十 月 六 日 の 条

（ 上 略 ） 備 前 、 彦 根 、 柳 河 、 大 村 四 藩 兵 ヲ 白 石 駅 二 差 遣 ス （ 下 略 ）

＊ ２ 　 『 刈 田 郡 誌 』 一 四 四 頁

＊ ３ 　 『 復 古 記 』 所 収 白 河 口 戦 記 第 十 二 明 治 元 年 十 月 九 日 の 条

＊ ４ 　 『 刈 田 郡 誌 』 一 四 四 頁

＊ ５ 　 『 伊 達 氏 史 料 』 四 輯 巻 十 二

十 月 十 八 日 彦 根 藩 届 書

別 紙 之 通 於 奥 州 白 石 城 従 総 督 府 御 達 二 付 出 張 之 兵 隊 去 十 一 日 白 石 城 出 発 東 京 へ 凱 還 可 仕 由 尤 去

月 出 張 之 二 小 隊 ハ 今 一 應 御 沙 汰 有 之 迄 居 残 り 候 様 御 達 二 付 白 石 城 二 滞 陣 仕 候 （ 下 略 ）

彦 根 中 将 公 用 人

］ 〇 ミ
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十 月 十 八 日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 田 部 洗 蔵

＊ ６ 　 『 刈 田 郡 誌 』 一 四 五 頁

＊ ７ 　
『
到 輔 刈 田 柴 田 伊 具 宇 田 亘 理 五 郡 南 部 家 へ 引 渡 留 』 所 収 明 治 二 年 二 月 十 四 日 熊 谷 内 蔵 石 母 田 但

馬 連 名 歎 願 書

＊ ８ 　 註 ７ の 歎 願 書 の 付 札

帰 農 願 書 候 者 共 能 々 其 主 人 々 々 よ り 篤 与 情 実 取 れ し 武 器 刀 剣 頬 不 残 取 揚 実 々 農 商 二 帰 し 候 得 は

其 侭 居 住 御 免 相 成 南 部 彦 太 郎 へ も 可 相 達 二 付 得 其 意 戸 口 員 数 追 而 可 書 出 侯 事

＊ ９ 　 『 刈 田 郡 誌 』 一 四 五 十 一 四 六 頁 所 収 明 治 二 年 二 月 二 十 日 付 片 倉 小 十 郎 邦 憲 歎 願 書

＊ １ ０ 　 註 ７ の 中 □ （ 三 ） 月 十 五 日 付 片 倉 小 十 郎 宛 申 渡 書 留 書

＊ １ １ 　 註 ７ の 中 三 月 十 七 日 付 古 内 十 左 工 門 達 書 の 文 中 左 の 如 く あ り

（ 上 略 ） 右 御 場 所 之 義 ハ 御 大 切 之 御 場 所 二 而 御 郡 一 篇 二 而 引 受 候 而 ハ 外 二 警 衛 可 仕 者 も 無 之

御 引 渡 前 甚 御 手 薄 之 義 二 有 之 尤 下 々 動 揺 仕 在 之 折 柄 之 義 火 事 等 何 様 之 変 事 相 出 候 哉 も 難 斗 且

城 地 之 儀 ハ 兼 而 郡 村 へ 預 か り 候 取 扱 二 も 無 御 座 候 間 御 内 付 ノ 武 頭 二 而 も 被 相 下 引 受 方 仕 御 足

軽 等 被 相 下 警 衛 仕 候 様 御 吟 味 被 成 度 （ 中 略 ） 尤 御 郡 奉 行 手 前 二 而 受 取 御 引 渡 迄 之 間 ハ 片 倉 小

十 郎 向 役 之 中 よ り も 取 締 人 指 出 置 候 様 御 郡 奉 行 よ り 相 当 首 尾 可 有 之 旨 申 渡 候

＊ １ ２ 　 註 ７ の 中 （ 三 月 ） 十 九 日 付 片 倉 小 十 郎 付 札 留 書

白 石 城 地 南 部 様 御 引 渡 之 処 去 年 十 月 中 官 軍 御 繰 込 監 察 衆 御 印 符 之 上 重 臣 之 者 へ 被 相 預 候 処 右

印 符 之 義 は 上 二 而 御 始 末 可 被 成 下 哉 重 臣 之 者 よ り 彦 太 郎 様 御 重 臣 へ 引 渡 侯 方 二 可 有 御 座 義 之

旨 相 達 候 二 付 印 符 之 侭 可 被 引 渡 旨 付 札 留 主 居 呼 出 物 書 申 陳 相 渡 申 侯

＊ １ ３ 　 註 ７ の 中 □ 月 二 十 七 付 日 出 入 司 達 書 留

（ 上 略 ） 白 石 城 玄 関 等 去 年 官 軍 御 繰 込 之 節 印 符 被 相 付 置 候 付 其 侭 御 引 受 相 成 度 段 出 役 之 向 方

役 々 佐 藤 直 衛 等 及 談 判 候 ヘ ハ 印 符 付 候 而 ハ 請 取 兼 候 段 申 聞 候 付 土 地 人 民 斗 も 御 引 渡 相 成 候 方

卜 重 而 及 談 判 候 得 共 兎 二 角 受 取 兼 候 段 申 聞 候 付 三 右 工 門 後 二 而 御 吟 味 之 上 廿 四 日 夜 東 京 へ 御

小 人 御 飛 脚 被 相 立 候 間 御 伺 済 之 上 御 飛 脚 下 着 不 仕 候 ヘ ハ 御 引 渡 可 被 成 様 無 御 座 候 間 右 之 日 次

之 儀 ハ 別 而 申 達 候 様 可 仕 候 （ 下 略 ）

＊ １ ４ 　 註 ７ の 中 四 月 五 日 夜 到 着 の 白 石 状

（ 上 略 ） 白 石 城 之 儀 は 印 符 切 次 第 之 儀 二 候 得 共 外 御 郡 々 二 候 ハ 先 以 御 引 渡 相 成 置 由 之 義 応 接

役 段 々 南 部 様 御 役 人 江 及 御 欠 合 候 得 共 白 石 城 ハ 本 分 之 義 二 候 右 ハ 引 渡 候 以 後 自 然 枝 葉 二 及 度

申 達 而 申 聞 候 付 色 々 及 理 解 候 得 共 何 様 共 氷 解 不 仕 候 二 付 其 侭 置 候 其 後 （ 中 略 ） 御 郡 役 々 よ り

彼 方 御 役 々 へ 外 御 郡 之 分 御 引 渡 相 成 候 方 可 然 由 序 を 以 咄 合 候 所 漸 此 方 意 之 任 外 々 之 分 御 内 見

分 候 積 を 以 直 々 御 引 受 仕 度 由 挨 拶 有 之 候 付 角 田 等 江 之 方 ハ 幸 ヒ 吉 田 源 六 郎 法 令 二 付 御 郡 奉 行

御 用 相 弁 候 様 申 渡 （ 中 略 ） 片 平 新 左 工 門 へ 御 郡 奉 行 御 日 付 御 用 相 弁 御 引 渡 仕 候 様 申 渡 御 郡 方

役 々 引 添 昨 三 日 指 遣 申 候 （ 下 略 ）

一 （ 上 略 ） 明 日 二 も 東 京 よ り 右 伺 之 義 御 指 図 有 之 御 引 渡 相 済 候 ハ ヽ 早 速 御 届 不 相 成 候 而 ハ 不

叶 訳 二 候 所 然 二 南 部 様 二 而 ハ 右 御 引 受 相 済 候 段 屹 度 愛 元 よ り 直 々 東 京 へ 被 相 届 義 と 致 推 祭 候



所 左 候 得 は 仙 台 表 よ り 右 之 義 為 御 届 之 御 飛 脚 等 被 相 立 候 時 ハ 自 然 南 部 様 御 届 よ り 余 程 相 後 れ

候 事 二 可 相 至 （ 中 略 ） 行 政 官 よ り 段 々 被 為 禁 御 不 審 之 義 も 有 之 上 之 義 （ 中 略 ） 御 手 後 れ 不 相

成 様 仕 度 兼 而 為 御 首 尾 合 之 申 達 置 候

＊ １ ５ 　 註 ７ の 中 四 月 六 日 氏 家 兵 庫 書 状 留

（ 上 略 ） 幸 御 小 人 六 人 東 京 勤 呑 二 明 七 日 出 立 罷 登 候 由 向 々 申 聞 候 付 御 自 分 ハ 出 張 先 へ 立 寄 東

京 江 之 御 用 相 伺 可 相 勤 旨 申 渡 指 登 候 間 壱 人 也 式 人 也 御 見 詰 次 第 被 相 留 置 右 御 届 之 義 ハ 御 自 分

よ り 為 申 登 夫 々 首 尾 可 被 成 候 （ 下 略 ）

＊ １ ６ 　 註 ７ の 中 □ 月 九 日 付 出 入 司 達 書 留

（ 上 略 ） 右 御 印 符 等 為 御 切 方 之 御 用 係 統 取 佐 藤 嘉 七 郎 殿 武 庫 方 河 村 幸 七 郎 殿 過 ル 四 日 東 京 出

立 道 中 常 之 通 被 相 下 事 二 被 仰 渡 御 取 扱 ハ 知 県 事 衆 同 様 村 々 案 内 振 を 始 御 賄 薬 数 差 稜 之 節 御 酒

被 相 出 候 義 共 吟 味 仕 置 候 尤 直 々 角 田 其 町 も 廻 行 可 被 成 哉 も 難 斗 是 又 先 々 首 尾 可 仕 由 （ 下 略 ）

＊ １ ７ 　 註 ７ の 中 四 月 十 三 日 付 松 本 人 郎 左 工 門 達 書 留

（ 上 略 ） 軍 務 官 御 用 係 頭 取 佐 藤 嘉 七 郎 殿 武 庫 方 川 村 幸 七 郎 殿 今 十 二 日 朝 五 ツ 半 時 参 城 御 開 印

之 上 被 相 渡 候 付 南 部 様 御 宿 老 中 野 舎 人 始 列 席 御 家 二 而 も 御 宿 老 衆 始 御 郡 方 役 々 迄 列 坐 無 滞 相

済 申 候 間 為 御 承 知 相 達 申 候 尚 以 本 文 白 石 城 地 御 引 渡 之 廉 二 而 五 郡 共 御 引 渡 相 済 候 訳 二 而 （ 下

略 ）
四 月 十 四 日 着 入 生 田 三 右 工 門 達 書 留

（ 上 略 ） 右 御 役 人 衆 昨 十 一 日 白 石 表 着 候 十 二 日 御 城 御 見 分 之 上 （ 中 略 ） 南 部 様 御 役 々 江 御 引

渡 相 済 候 付 御 届 之 義 共 別 紙 写 之 通 灸 元 二 お ゐ て 相 済 （ 下 略 ）

御 届 写

白 石 城 之 儀 兼 而 御 沙 汰 之 通 南 部 藩 江 引 渡 候 様 被 仰 渡 今 十 二 日 右 藩 江 引 渡 相 済 候 間 右 之 段 御 届

仕 候 以 上

巳 四 月 十 二 日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 御 名 内
後 藤 和 泉

入 生 田 三 右 工 門

＊ １ ８ 　 『 奥 羽 盛 衰 見 聞 誌 』 下 編 一 頁

＊ １ ９ 　 仙 台 市 編 『 仙 台 市 史 』 第 一 巻 　 一 七 二 頁 所 収

＊ ２ ０ 　 瑚 輔 　 御 布 告

＊ ２ １ 　 醐 鴎 　 往 復

＊ ２ ２ 　 瑚 鋳 　 御 布 告 。 な お 按 察 使 設 置 の 布 告 を 『 奥 羽 盛 衰 見 聞 誌 』 は 人 月 と 記 し
、 『 仙 台 市 史 』 は

人 月 五 日 と し て い る 。

＊ ２ ３ 　 『 奥 羽 盛 衰 見 聞 誌 』 下 編 五 頁 所 収

＊ ２ ４ 　 『 奥 羽 盛 衰 見 聞 誌 』 下 編 五 頁 所 収

＊ ２ ５ 　 文 部 省 編 『 維 新 史 』 第 五 巻 　 七 四 〇 頁 所 収

］ Ｏ Ｏ



＊ ２ ６ 　 『 開 拓 地 不 及 詮 議 分 評 議 留 』 に 白 石 県 設 置 の 年 月 を 左 の 如 く 記 し て い る 。

右 者 戊 辰 十 二 月 十 七 日 盛 岡 藩 再 建 之 上 右 区 郡 下 賜 其 後 同 藩 土 地 人 民 奉 還 己 晩 八 月 十 八 日 白

石 県 被 置 同 年 十 一 月 廿 七 日 角 田 県 卜 改 称 幸 未 十 二 月 二 日 廃 県

＊ ２ ７ 　
『
〓
明
赫 柱 官 省 伺 届 』 所 収 巳 十 月 白 石 県 差 出 着 県 御 届

＊ ２ ８ 　 前 掲 書 所 収 巳 十 二 月 角 田 県 差 出 御 収 納 御 回 米 延 引 之 儀 二 付 申 上 候 書 付

＊ ２ ９ 　 前 掲 書 所 収 巳 十 二 月 角 田 県 差 出 民 部 省 宛 届 書 の 覚 書 に 次 の 如 く 見 え て い る 。

覚
岩 代 国

一 　 伊 具 郡 　 人 員 式 千 六 百 弐 拾 九 人

刈 田 郡 人 員 　 九 百 四 拾 三 人

磐 城 国

一 　 亘 理 郡 　 人 員 　 一 二 百 拾 式 人

宇 田 郡 人 員 　 人 百 八 拾 九 人

陸 前 国

一 　 柴 田 郡 　 人 員 　 五 百 五 拾 人

五 郡 人 員 合 五 千 三 百 式 拾 三 人

右 日 数 三 拾 日 の 間 壱 人 二 付 一 日 米 壱 合 八 勺 宛

此 石 数 合 試 百 八 拾 七 石 四 斗 四 升 式 合 也

右 之 通 御 座 候

巳 十 二 月

＊ ３ ０ 　
「
配 ぱ 往 復 』 所 収 九 月 十 八 日 付 山 口 大 属 竹 内 権 大 属 連 名 申 入 書

＊ ３ １ 　
調
醍 製 Ｔ 』
管 下 布 告

＊ ３ ２ 　 扁 謎 騨 』 往 復

当 県 権 知 事 始 其 外 不 日 当 表 着 致 候 二 付 居 邸 之 儀 為 取 調 候 処 片 倉 小 十 郎 旧 家 来 別 紙 名 前 之 分 相

用 候 積 二 付 早 々 引 携 方 御 達 被 下 度 （ 中 略 ） 都 合 次 第 転 居 之 儀 含 御 達 有 之 度 此 段 及 御 懸 合 候 也

九 月 十 七 日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 竹 内 権 大 属

山 口 大 属

福 島 回 司 様

＊ ３ ３ 　 前 掲 書

当 県 権 知 事 始 其 外 去 ル 十 二 日 東 京 出 発 明 後 晦 日 当 所 着 之 趣 只 今 途 中 よ り 壱 人 急 行 二 而 報 知 有

之 尤 居 邸 江 直 之 積 二 付 差 向 別 紙 名 前 之 分 而 巳 明 日 迄 二 引 沸 相 成 様 至 急 二 達 被 下 度 且 両 斎 藤 之

儀 道 具 向 等 モ 一 同 取 携 相 成 候 様 致 度 其 余 之 分 ハ 持 運 兼 候 道 具 向 丈 ケ 両 三 日 差 置 候 義 ハ 不 苦 候

間 其 段 モ 可 然 御 指 揮 被 下 度 候 也

九 月 廿 八 日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 竹 内 権 大 属

山 口 大 属



福 島 国 司 様

右 之 通 申 遣 候 処 両 斎 藤 家 按 察 府 ヨ リ 入 用 之 由 達 有 之 段 申 越 候 二 付 尚 又 左 二 申 遣 ハ ス

（ 上 略 ） 両 家 之 儀 ハ 当 県 兼 而 入 用 之 手 筈 二 有 之 尤 昨 月 貴 所 江 も 以 名 前 書 引 沸 方 都 合 御 頼 申 進

候 事 二 候 間 右 ハ 是 非 当 県 二 而 用 立 侯 様 致 度 此 段 尚 又 申 進 候 也

九 月 廿 八 日

竹 内 権 大 属

山 口 大 属

福 島 園 司 様

＊ ３ ４ 　 前 掲 書

斎 藤 新 蔵 人 矢 内 弥 一 郎 宅 之 儀 二 付 （ 中 略 ） 右 両 家 之 儀 ハ 当 県 方 ニ モ 是 非 入 用 二 候 得 共 現 今 彼

是 談 判 仕 居 候 テ ハ 時 刻 モ 遷 延 差 当 手 前 之 都 合 も 手 後 レ ニ 相 成 候 二 付 不 得 上 場 合 モ 有 之 且 ハ 右

邸 宅 其 御 府 ニ モ 差 当 御 入 用 ニ モ 不 被 為 在 哉 之 趣 ニ モ 竹 内 ヨ リ

拝 承 候 二 付 テ ハ 右 談 判 ハ 暫 御 浮 置 被 下 度 尤 確 然 御 府 江 御 渡 申 上 候 儀 ハ 是 非 相 成 兼 候 得 共 前 条

之 次 第 二 付 一 両 日 之 処 右 両 邸 代 り 乍 迷 惑 外 二 而 都 合 致 置 其 内 御 熟 談 可 申 上 与 奉 存 候 （ 下 略 ）

九 月 十 九 日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 山 口 光 之 助

西 　 健 之 助 様

＊ ３ ５ 　
『 醐 動 榊 　 管 下 布 告 』 所 収 十 月 朔 日 及 び 巳 十 月 付 の 白 石 県 布 告

＊ ３ ６ 　
『
醐 酷 　 往 復 』 所 収 郷 村 御 引 渡 手 続 書

＊ ３ ７ 　 前 掲 書 所 収 十 月 付 按 察 府 申 入 書

＊ ３ ８ 　 一 酬 掲 書 所 収 十 月 十 九 日 付 白 石 県 返 書

＊ ３ ９ 　 前 掲 書

城 中 畳 建 具 等 惣 員 数 点 検 い た し 度 趣 盛 岡 藩 申 出 候 間 右 役 人 罷 出 候 ハ ヽ 可 然 御 指 図 被 下 度 此 段

為 念 申 入 候 也

十 月 十 九 日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 白 石 県

接 察 府 　 御 中

＊ ４ ０ 　 事 副 掲 書

（ 上 略 ） 過 日 其 御 県 与 盛 岡 藩 与 既 二 点 検 相 済 侯 事 二 付 唯 今 二 相 成 候 テ 盛 岡 藩 ヨ リ 建 具 等 之 員

数 点 検 二 罷 越 候 は 甚 不 都 合 二 存 候 間 一 應 此 段 及 御 掛 合 候 也

十 月 廿 九 日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 按 察 府

白 石 県 御 中

＊ ４ １ 　 前 掲 書 所 収 十 月 十 九 日 付 白 石 県 返 書

＊ ４ ２ 　 前 掲 書

過 刻 御 談 有 之 候 揚 屋 之 品 致 承 知 侯 此 節 当 県 二 而 入 牢 申 付 有 之 候 者 ハ 何 れ も 軽 罪 之 者 二 有 之 候

付 取 締 自 然 不 行 届 二 渉 り 候 而 ハ 不 相 済 事 侯 間 守 衛 人 之 儀 ハ 御 府 ヨ リ 可 然 御 取 斗 有 之 様 揚 屋 之

］ ド Ｐ



儀 ハ 何 時 ニ テ モ 御 貸 渡 可 申 候 此 段 申 入 如 此 候 也

十 一 月 十 四 日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 白 石 県

按 察 府 　 御 中

昨 日 御 申 越 揚 屋 之 儀 二 付 御 談 申 度 儀 有 之 候 間 御 掛 之 人 御 出 府 有 之 度 候 也

十 一 月 十 五 日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 按 察 府

白 石 県 　 御 中

（ 上 略 ） 然 二 勝 手 ケ 間 敷 候 得 共 右 揚 屋 之 儀 二 候 得 ハ 以 書 面 御 掛 合 被 下 聞 敷 哉 一 應 及 御 間 合 候

御 承 知 之 通 甚 多 忙 罷 在 候 条 宜 敷 御 推 察 被 下 度 候 也

十 一 月 十 五 日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 白 石 県

按 祭 府 　 御 中

そ の 外 二 三 應 答 の 文 書 で あ る が 最 後 に 左 の 如 き 挨 拶 で 終 つ て い る 。

過 日 及 御 相 談 候 揚 屋 借 用 之 儀 御 詮 議 替 ヲ 以 不 用 二 相 成 候 間 此 段 及 御 答 候 也

十 　 一 月 十 七 日 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 按 祭 府

白 石 県

＊ ４ ３ 　 前 掲 書 所 収 十 月 付 按 察 府 申 入 書

＊ ４ ４ 　
『
醐 卦 鞠 　 管 下 布 告 留 』 所 収 十 一 月 付 武 井 守 正 請 願 書

＊ ４ ５ 　 前 掲 書 所 収 十 一 月 付 太 政 官 布 告 及 び 白 石 県 通 達 書

な お 太 政 官 布 告 が 十 一 月 二 十 七 日 で あ る こ と は 註 ２ ６ に よ っ て 明 ら か で あ る 。

＊ ４ ６ 　 『 奥 羽 盛 衰 見 聞 誌 』 下 編 　 九 三 頁

＊ ４ ７ 　 前 掲 書 　 二 五 頁

＊ ４ ８ 　
『
剥 蹄 北 晦 　 　 官 　 省 　 願 　 伺 　 綴 』 所 収 明 治 三 年 二 月 小 島 久 等 三 名 連 名 金 子 借 用 證 支 写

＊ ４ ９ 　 前 掲 書 所 収 明 治 六 年 三 月 小 島 久 等 三 名 連 名 答 申 書 写 。 な お 文 中 に 政 渉 者 五 十 人 余 と あ る の

は 、 奥 羽 盛 衰 見 聞 誌 の 明 治 三 年 六 月 二 十 五 日 出 発 の 十 九 名 （ 家 族 を 含 め て 五 十 余 か ） が こ れ

に 当 る と 見 ら れ る が 、 六 月 と あ る の は 五 月 の 誤 り で あ ろ う か 。

＊ ５ ０ 　 前 掲 書 所 収 明 治 七 年 十 月 米 竹 清 右 工 門 等 二 名 連 名 歎 願 書 。 な お こ の 訴 願 は 三 千 円 の う ち 二 百

円 を 返 上 す る だ け で 一 切 御 破 算 に す る と 申 渡 し が あ り 、 同 年 中 に 解 決 し た 事 を 附 記 し て お く 。

＊ ５ １ 　 『 到 鶴 　 御 布 告 』

按 察 府 被 慶 候 事

九 月 　 　 　 　 　 　 太 政 官

仙 台 市 編 『 仙 台 市 史 』 第 一 巻 一 七 二 頁 『 奥 羽 盛 衰 見 聞 誌 』 下 編 二 五 頁

＊ ５ ２ 　 『 到 輔
二 　 　 官 省 伺 届 』 所 収 庚 午 十 月 付 元 按 察 府 指 令 書

＊ ５ ３ 　 前 掲 書 所 収 庚 年 十 月 十 五 日 付 元 按 察 府 申 入 書

＊ ５ ４ 　 前 掲 書 所 収 午 十 月 二 十 八 日 付 角 田 県 伺 書

＊ ５ ５ 　 前 掲 書 に は 角 田 県 の 伺 い に 対 し 左 の 通 り の 付 紙 が 見 え て い る 。

一 民 部 省 附 紙



書 面 旧 按 察 府 指 図 之 趣 を 以 可 取 計 候 伊 達 藤 五 郎 外 壱 人 旧 居 邸 建 屋 其 侭 置 候 モ 無 益 二 付 御 県 ニ

而 不 用 二 侯 ハ ヽ 被 下 候 而 も 可 然 候 問 願 出 候 ハ ヽ 伺 之 上 可 取 計 事

＊ ５ ６ 　 『 奥 羽 盛 衰 見 聞 誌 』 下 編 二 九 ～ 三 二 頁

＊ ５ ７ 　
『
到 輔
二 　 官 省 伺 届 』 所 収 聞 十 月 付 角 田 県 伺 書

＊ ５ ８ 　
『 醐 卦 榊 　 管 下 布 告 』 所 収 十 二 月 五 日 付 角 田 県 指 令 書

＊ ５ ９ 　 前 掲 書 所 収 庚 午 十 二 月 二 十 日 付 庶 務 局 指 令 書

＊ ６ ０ 　 太 政 官 日 誌 明 治 四 年 一 月 二 十 日 の 條

『
鋤 瑚 　 　 明 治 編 年 史 』 第 一 巻 所 収

＊ ６ １ 　
『
到 斡 　 管 下 布 告 留 』 所 収 　 未 三 月 付 庶 務 局 指 令 書 。 な お こ の 書 類 級 の 書 名 に は 明 治 三 年 と

あ る が 、 内 容 は 四 年 の 分 も 収 録 さ れ て い る 。

＊ ６ ２ 　
『
醐 鈷 　 官 省 願 伺 届 書 』 所 収 　 未 二 月 付 角 田 県 伺 書

＊ ６ ３ 　 前 掲 書 所 収 辛 未 四 月 付 兵 部 省 出 張 兵 隊 諸 入 費 引 当 置 金 之 儀 二 付 申 上 侯 書 付

な お こ れ に つ い て の 付 書 は 左 の 通 り で あ る 。

書 面 諸 入 費 之 儀 ハ 兵 部 省 二 而 可 取 賄 筋 二 付 不 及 置 金 候 条 是 迄 仕 桝 相 成 候 分 は 都 而 同 省 よ り

請 取 候 儀 与 可 相 心 得 事

辛 未 八 月 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （ 大 蔵 省 印 ）

＊ ６ ４ 　 前 掲 書 所 収 辛 未 八 月 付 角 田 県 再 伺 書

＊ ６ ５ 　 前 掲 書 所 収 辛 未 九 月 二 十 五 日 付 角 田 県 権 知 事 武 井 守 正 報 告 書

＊ ６ ６ 　 松 下 芳 男 氏 著 『 明 治 軍 制 史 論 』 所 引 史 料 （ 同 書 八 五 頁 ）

＊ ６ ７ 　 前 掲 書 八 五 頁

＊ ６ ８ 　 仙 台 市 史 編 纂 委 員 会 編 『 仙 台 市 史 』 ９ 資 料 編 収 録 史 料 （ 同 書 三 二 二 頁 ）

＊ ６ ９ 　 仙 台 市 史 編 纂 委 員 会 編 『 仙 台 市 史 』 ９ 資 料 編 収 録 史 料 （ 同 書 三 二 二 頁 ）

＊ ７ ０ 　
『
剌 鶴 　 大 蔵 省 達 』 所 収 明 治 六 年 二 月 二 日 付 大 蔵 省 達

＊ ７ １ 　
『
飩 剛 対 獄
年 　 官 省 御 指 図 綴 』 所 収 明 治 六 年 七 月 三 十 日 付 宮 城 県 報 告 書

＊ ７ ２ 　 前 掲 書 所 収 明 治 六 年 十 月 二 十 八 日 付 大 蔵 省 指 令 書

＊ ７ ３ 　
『
鈍 醐 離 鉄
年 　 上 申 書 類 綴 』 所 収 明 治 七 年 三 月 付 宮 城 県 伺 書

＊ ７ ４ 　 前 掲 書 所 収 明 治 七 年 三 月 十 九 日 付 内 務 省 指 令

＊ ７ ５ 　 『 開 拓 地 不 及 詮 議 分 評 議 留 』 所 収 七 年 四 月 四 日 付 発 議 伺 書

＊ ７ ６ 　 （ 　 　 ） は 居 城 又 は 預 り の 実 年 月 を 示 す 。

］ μ ∞



第10章 まとめ

1 白石城跡は宮城県白石市益岡町の標高79の m独立丘陵上に立地している中世から近世の城館跡で

ある。近世には本丸、ニノ九、中ノ九、南ノ丸、沼ノ丸、三ノ丸、西曲輪、厩曲輪、帯曲輪、巽曲

輪、外曲輪の六丸、五山輪から構成されていた。本丸の規模は東西120m、 南北110mほ ど、城域は、

東西750m、 南北480mほ どである。現状は都市公園、社地、学校用地等である。

2 発掘調査の結果、絵図に描かれた三階櫓跡、大手一ノ門跡、大手ニノ門跡、枡形跡、土塁、井戸

跡、石垣、勘定所跡が発見された。

3 三階櫓跡は3時期の遺構変遷があり、掘立柱建物跡、礎石建物跡、大石を用いた建物跡の順で、

新しくなる。

4 出土遺物には大量の陶磁器、かわらけ、瓦質土器、中世陶器、瓦、石臼、金属製品、銭貨、土人

形、焼成を受けた粘土塊、板碑等がある。瓦は計1300kgほ ど出上し、軒丸瓦、丸瓦、板塀瓦、平瓦、

棟瓦、軒桟瓦、軒平瓦、桟瓦、輪違い、面戸瓦等がある。文政の年号が記された鬼瓦片が出上して

いる。陶磁器は青花、肥前、瀬戸美濃、大堀相馬、小野相馬、岸、堤、成島、切込、末家のものが

ある。

5 中世に遡る可能性がある遺構が一部で発見されたが、詳細は不明である。

6 廃城後の土地利用を表すものとして、大正 4年 11月 の片倉公三百年祭紀念杯、洋食器が出上した。

旧軍防空監視所時代に関係する遺物として敵機識別模型、統制陶器、軍隊茶碗が発見された。

7 発掘調査に先立つ植物調査では、本丸跡において自生、帰化 。逸出するもの156種類、植栽 4種

類が確認された。本丸跡の東側外郭周辺では、自生、帰化 。逸出するもの133種類、植栽17種類が

あり、ケヤキ、サイカチ、ソメイヨシノでは古木も確認された。調査地は人為の影響を受けている

が面積の小さいわりには、やや豊富な人里の植物相が形成されていた。
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所収遺跡名
在 地所

コー ド 緯

″

レ
し 東 経

調査期間
鮨掘調査面濡

m
調査原因

市町村 遺跡番号

しろいしじようあと

白石城跡 白石市益岡町 04206 02197

３８

００

０９

（
υ
　
ワ
！
　
の
考

刀
仕
　
Ｏ
υ

19901015-

19911018、

19920512-

19981118、

19940518-

19950109、

19941022´ヤ

19941105

2900.00 城復元工事

所収遺跡名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

白石城跡 城館 近世

三階櫓建物跡、石垣、

大手門跡、勘定所跡

掘立柱建物跡、礎石

建物跡、井戸跡、馬

場跡、土塁

近世瓦 (軒丸瓦、軒平瓦、

軒桟瓦、平瓦、板塀瓦、

棟瓦、輸違い、面戸瓦、

棟込め瓦、航瓦、鬼瓦)、

板碑

近世陶磁器 (肥前、大堀

相馬、小野相馬、岸、瀬

戸美濃、唐津、波佐見、

青花、堤、末家、成島、京・

信楽、地方窯)、

中世陶器 (東北、一本杉)、

洋食器、瓦質土器、土師

質土器、土師器、土人形、

鉄器 (和釘)、 銭貨、石盤、

模型飛行機、統制陶磁器、

焼成塊、土壁

白石城跡本丸の天

守閣に相当する三

階櫓 (大櫓)跡、
大手一ノ門跡、大

手ニノ門跡、井戸

跡 2箇所、馬場の

城郭の主要部分の

発掘調査を行っ

た。近世を主とす

る陶磁器、瓦類も

大量に出土した。

また、第二次世界

大戦時の防空監視

所に関連する模型

飛行機、統制陶磁

器が発見された。

要 約

近世における白石城跡本丸の三階櫓跡、大手門跡、井戸跡、勘定所跡が発掘された。

仙台藩南部における瓦、陶磁器の発掘例としては最もまとまったものである。

刈田郡においては発見例が少ない、板碑 1基が発見された。

近代の遺物として、模型飛行機、統制陶磁器が発見された。





写 真 図 版



1 白石城跡航空写真 (西上空から)

2 三階櫓跡 (南東上空から)

写真図版 1 航空写真、三階櫓跡



<白石城跡
本丸跡航空写真 (上空から)

く大手ニノ門跡

航空写真 (上空から)

写真図版2 本丸跡、大手ニノ門跡



<三階櫓跡
航空写真 (上空から)

く大手―ノ門跡

航空写真 (上空から)

写真図版 3 大手一ノ門跡、三階櫓跡



1 三階櫓跡 (東上空から) 2 階段跡 (南 から)

3 三階格跡 (東 から) 三階櫓跡北側石垣 (北 から)

5 三階櫓跡北側石垣 (北西から) 6 三階櫓跡北側石垣 (北西から)

写真図版 4 三階櫓跡



1 三階櫓跡西狽1石垣 (西から) 2 三階櫓跡と本丸内井戸跡 (南上空から)

4 B一 B′ 土塁断面 (南東から)3 A― A′ 土塁断面 (北 から)

1壊
靴工:■
rlf革ミ圭

承 i

幸

6 本丸内井戸跡 (上空から)

5 階段跡 (南上空から)

写真図版 5 三階櫓跡とその周辺



□掘立柱の建物跡 □礎石を持つ建物跡 □大石を据え込んだ建物跡

誤
Γ

Ч

中ヽ

m・

三階櫓跡遺構変遷図

p    j

写真図版 6 三階櫓跡遺構変遷図、大手ニノ門跡写真

225



1 本丸跡裏門断面 (東から) 2 本丸跡外部東側石垣南側 (東から)

8 同 (東から)

写真図版 7 白石城跡現状写真

同の中央 (5種 から)

5 未申櫓跡 (東から)

4 同の北側 (北東から)

6 同 (東から)

7 同 (東から)



白石城絵図全体 (寛政10年 仙台市博物館蔵)

白石城絵図細部 (寛政10年 仙台市博物館蔵)

写真図版 8 白石城絵図 (寛政10年 仙台市博物館蔵)
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写真図版10 白石城絵図 (元禄 15年  仙台市博物館蔵 )
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(元禄 15年  仙台市博物館蔵 )写真図版11 白石城絵図細部
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写真図版13 白石城絵図 (斎藤報恩会蔵 )
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1 登録番号 (101-4、 7)、 大堀相馬

5 大堀相馬 (123-1)

襲拇翠■
r

111:||イ ＼】 ォ

_イ ャ
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2 大堀相馬 (101-11+185-3)

大堀相馬 (210-1、 18)

6 大堀相馬 (101-2)

8 大堀相馬 (201-1、 2)

写真図版16 大堀相馬

(101-10、

7 大堀相馬 (133-14+69-2)
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1 199-1

3 180-14

5 切込
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4 切込

158-1

8

写真図版17 切込焼、

切込 (021102C‐ 1)
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150-4

196-1
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岸、瓦



2 肥前 (147-10)

4 187-273 185-6

5 瓦質土器 (三階櫓下井戸北側立割部) 6  月巴前

95-31+95-8

夕1面 8 同 内面

写真図版 18 月巴前

7  月巴前
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大堀相馬 (185-1)大堀相馬 (141-12)
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７ 8 大堀相馬

写真図版19 大堀相馬

155-3、 4

175-34142-2
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1 堤 (68-1)

3 末家 (21-9、 4、 10、 3)外面

5 地方窯 (125-1)

2 妖己(55-3+172-1)

4 末家 (21-9、 4、 10、 3)内面

末家 ? (SJXX)、

190-39

素焼き (北東部下部)

8 末家

写真図版20 堤、末家

北東部下部

7 末家 ?
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写真図版21

2 119-1、 2

地
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一戸

産
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
瀬

一

」！‐
―
謙

鰈

鍮

翻

６

■
一　
４

町雛
鮮
離
常‐
″

101-16

33-2

7 瀬戸美濃 8 軍隊茶碗

産地不明、瀬戸美濃、軍隊茶碗



1 145-5

3 小野

5 小野

2 小野相馬

捗
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i工ill‐ Tギ
4 信楽 (177-14)、 小野相馬 (23-3)

192-4、  3、 7

169-5、 6

155-1

写真図版22 月ヽ野相馬、

6 現〕||(190-64、 37)、 常滑 (備前 ?)(14-16)

8 天目 (美濃55)

(177-4)、 現サ||ほ か (190-64)

177-14

7 唐津

信楽



i 肥前 (小十郎碑北西1-3)

(143-16、 144-1)

118-1

44-6

156-5           195-3+62-1

54-2

月巴前 (54-2、 143-6)

4 :B前 (150-2、  190-55)

6 月巴前
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写真図版23

肥前

月巴前
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7  月巴前



ー 190-23
25-7

購

31-8

1 肥前
~                                .I,'1準露鰯畷

190-20

150-3

66-13

36-12

210-15

遺構確認面0■ 114

(210-3)、 地方窯 (210-16)、 肥前 (そ の他)

鑢

26-20

2  月B前

4  月巴前

6 肥前 (45-3)

3 月巴前 (16-1)

写真図版24 月巴前ほか

187-27

7 肥前 (185-6)



2 大堀相馬

190-35、  69

遺構確認面94114

210-10

101-1+183-1

大堀相馬

177-10

1 大堀相馬

3 大堀相馬

5 大堀相馬 (130-1)

/F

操

131-1

大堀相馬 (105-1)、 瀬戸美濃 (131-1)        8 肥前 (177-10)、

(131-1)、 肥前

大堀相馬 (101-1、

(177-10)

190-35

187-24

112-2

写真図版25 大堀相馬、瀬戸美濃



1 大堀相馬

3 月巴前 (161-20、 21)

5 青花 (198-1外面)

(70-6)

写真図版26

4 青花

6 青花 (198-1内面)

8 191-1、 2

大堀相馬、肥前、青花、元

.r帯

36-21

月B前 (36-24、 8)

146-1
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108-7

2 地方窯1 地方窯 (161-14、 63-6)

6 地方窯

Cコーナー 174-3              176-21

8 地方窯

写真図版27 地方窯
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137-10
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6 産地不明、京 。信楽

1 地方窯 (49-4+188-80 外面)

3 地方窯 (49-1、 2、 16 外面)

/

2 同 内面

4 同 内面

8 産

産地不明、京・

地方窯 (75-1)

74-7

‐

∝

写真図版28 地方窯、

7 産地不明
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中世陶器 (1、 2:下部東南 トレ、

178-1

1 中世陶器 (― ノ門跡桂跡確認面)

3 かわらけ
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面
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土師質土器ほか

本九内土塁部

8 かわらけ、瓦質土器

写真図版29 中世陶器 ほか

75-3 ニノ門遺構確認面

3、 4:S」 XX)
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4 洋食器 (161-19)3 片倉公三百年紀念邪 (36-10)

5 洋食器 (182-5)
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写真図版30

食器

洋食器ほか

182-5

飴
洋食器



2 同 底面 (岐8/4)

3 統制 (189-6)

5 統制 (149-36)

同 底面 (岐86)

8 焼成粘塊 (大手ニノ門脇階段と溝の間、埋土)

写真図版31 統制陶器 ほか

6  同  底面 (岐911許27237)
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7 スサ入り壁土 (三階櫓跡南東)
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6 人形 (26-17)、 壁土 (192)
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写真図版32 鉄製品ほか
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銭

鰻

鐙
1 銭貨

3 萩の坂窯跡山神講徳利 (表 ) 4 同 (裏 )

6 鬼瓦 (高野家)

8 茶園遺跡出土摺鉢

写真図版33 出土遺物ほか

7 茶園遺跡出土洋食器
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写真図版34 発見された飛行機模型
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写真図版35 白石城絵図、白石城住居之覚
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同絵図中の記載 (仙台市博物館蔵)

3 陸奥国仙台城付白石城覚書
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6 同 (仙合市博物館蔵)
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7 天和 3年白石城絵図表書
(宮城県図書館蔵)

5 天和 3年奥州仙台領白石城並城下絵図
表書

覚書、天和 3年絵図 表書写真図版36 白石城略記、



謀
垂
Ｆ

宕

<白石城之図 (仙台市博物館蔵)
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写真図版37 白石城姿図



<白石城下絵図 (白石市図書館蔵)

主
盈
を
豫
彦

●を

|きュIⅢ
く同絵図の記載

く片倉家仙台屋敷絵図 (高橋家蔵)

写真図版38 白石城絵図と片倉家仙台屋敷絵図



1 全景 (南 から) 2 東狽1側面 (東 から)

3 全景、戸を開けた状態 (南から)

5 南東隅軒下の状況

燦
4 北側側面 (北 から)

6 角子体相F業 (東 から)

8 同 (東から)

写真図版39 茶室

7 同 (北東から)



1 昭和39年頃の本丸跡状況 (東 から)市勢要覧より 2 大手―ノ門跡東狽1の状況

3 北側井戸跡周辺 (北東から)

説明板 (北 から) 6 説明板 (北 から)

8 今泉先生碑 (東から)

写真図版40 発掘調査以前の状況 (1)

4 石碑、説明板 (北東から)

7 高田君碑 (北 から)



1 大手ニノ門跡 (北西から)

3 東側大手ニノ門跡礎石 (北西から)

2 桝形部南側 (北から)

8 同 (茶寮前)

写真図版41 発掘調査以前の状況 (2)

自石城大手関復元題竜

4填匹A予四律爾聾聾翼41理
'|ギ

!

5 復元趣意書看板 (東 から)

西狽1大手ニノ門跡礎石 (南東から)

6 三階櫓跡 (南 から)

7 本丸跡文化財説明板 (水道脇)



1 三階櫓跡南西隅にあった通路 (西 から) 2 三階櫓跡南側土塁 (東 から)

3 三階櫓跡 (南 から) 三階櫓跡 (南西から)

5 三階櫓跡北半の表土剥ぎ (東から) 6 同 (南から)

8 大手ニノ門礎石跡 (伐採後、西から)7 松窓乙二句碑      8 大手ニノ門礎石跡 (伐採イ

写真図版42 発掘調査以前の状況 (3)と発掘風景



1 93ア カマツ、92ア カマツ

3 14・ 15ケ ヤキ、 16・ 17ヒ ノキ、 18コ ナラ、19ソ メイヨ 4
シノ、20ヒ ノキ、21ソ メイヨシノ

2 33ツ メイヨシノ、 34・ 35ヒ ノキ、 36ク ルミ

87シ ダレザクラ、89ソ メイヨンノ、88エ ドヒガン、66ソ メイヨシ
ノ、67エ ドヒガン、68ヒ ノキ、63ソ メイヨンノ、64ハナカイドウ

5 45エ ノキ、43ケヤキ、75ミ ズキ、
メイヨシノ、77アオナラガシワ、81

76オ オモミジ、95ソ
ソメイヨンノ

i  ノ́

2,3イ ロハモミジ、5ケヤキ 8 45エ ノキ、

写真図版43 本丸跡地植物調査

6 53ソ メイヨシノ、52ス ギ、33ソ メイヨシノ、34・ 35ヒ
ノキ

43・ 47・ 48ケヤキ、74ミ ズキ

(1)
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22ミ ズキ、1ソ メイヨシノ、



1 77ア オナラガシワ、76オ オモミジ 45エ ノキ、44ソ メイヨシノ、43ケヤキ 3 53ソ メイヨシノ、56ネ ズミモチ、
55ソメイヨシノ

5 47・ 48ケヤキ

ｒ
難

ltri鞠
6 25ソ メイヨシノ、24ク ロマツ4 41オ オモミジ、40ア カマツ、

ロハモミジ

42

7 81ソ メイヨシノ、
オモミジ

77アオナラガシワ、75ミ ズキ、76オ

写真図版44 本丸跡地植物調査 (2)



1 91シ ダレザクラ

4 75ミ ズキ、77アオナラガシワ、
81ソ メイヨシノ

2 47・ 48ケヤキ、74ミ ズキ 3 79・ 80エ ノキ

6 4。 13・ 5・ 7ケヤキ、6ウ ワミズザク
ラ、9モ ミ

5 95ソ メイヨシノ

写真図版45 本丸跡地植物調査 (3)



1 47・ 48ケヤキ

4 75ミ ズキ、76オオモミジ

2 54 ウメ、
ミモチ

5 47ケ ヤキ

2・ 3イ ロハモミジ55ソ メイヨシノ、56ネ ズ

6 43ケヤキ、44ソ メイヨシノ

写真図版46 本丸跡地植物調査 (4)



1 47ケ ヤキ 2 23ソ メイヨシノ 3 27ソ メイヨシノ

4 95ソ メイヨシノ 5 9モ ミ、11ソ メイヨシノ 11ソ メイヨシノ、9モ ミ

写真図版47 本丸跡地植物調査 (5)



1 銚子ヶ盛古墳全景 (西から)
マ「碑            ψ

5 同 出土遺物 (1)

3 同 A― Aア 断面 (南から)

6 同 出土遺物 (2)

8 同 (内面)

写真図版48 銚子ヶ盛古墳ほか

7 城内屋敷遺跡出土須恵器 (外面)



2 トレンチ全景 (南から)

4 巽櫓跡石垣 (北から)

西曲輪旧状 (東から)片 倉1965よ り

6 沼ノ丸旧状 (西から)片 倉1965よ り

268

写真図版49 茶園遺跡ほか



1 頂部北東部上層セクション (南から) 2 Q― Q′ (3期)断面 (北から)

3 0-O′ (2期)断面 (西から) 4 R― R′ (1期)断面 (北から)

5 断面 (撮影箇所不明) 6 S― S′ 断面

3 頂部東側中央断面 (南から)

写真図版50 三階櫓跡の建物跡

7 頂音日南西言|(東 力ゝら)



1 頂部南西区礎石 (北 から) 2 頂部中央南区礎石 (北から)

群k:

を十■

3 頂部南東区礎石 (北 から)

(南東から) 6 本丸内井戸跡 (南西から)

鳴J■■■区蒻宝篭生
=7■

井戸脇の敷石跡 (北から)8

写真図版51 三階櫓跡、

7  井戸P亦細吉Б(南 から)

本丸内井戸跡



本丸内井戸の内部

躙任
・ぶ
が
、
“

2 三階櫓跡東側階段跡 (南から)

3 三階櫓跡南狽1階段跡 4 南5-6断 面 (東から)

む

三階櫓跡西側石垣 (北から)5 三階櫓跡南東隅 (東 から)

7 三階櫓跡北側石垣番付状況 (北西から)         8 馬場跡 (北東から)

写真図版52 三階櫓跡石垣ほか



1 西3-4断 面 (南 から) 2 南3-4断 面 (東 から) 3 南3-4(南 から)

5 大手ニノ門跡裏の石列屈曲箇所 (南 から)4 石列東端 (南 から)

6 石列西端 (東 から)

7 石列東端 (東 から)
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写真図版53 三階櫓跡、石列周辺



石列西端 (南東から) 2 石列東端 (西から)

3 F― F′ 付近 (南 から) 4 石列調査風景 (西 から)

H― H′ セクション (東 から)5 G一 G′ セクション (東 から)

I一 rセ クションョン (東から)

石列周辺



1 石列に接続する桝形部東角細部 (東から) 2 桝形部上塁断ち害」り

4 同 トレンチ北壁 (南から)3 トレンチ南壁に見えるピット (北から)
貯

8 桝形部の石垣細部 (東から)

写真図版55 石列、 494形部

5 土塁B― B′ セクションに見えるピット (東 から) 6 B― B′ トレンチ (北から)

7 桝形部の石垣 (東から)



1 石列部北側の桝形部石垣 (北から) 石垣 (東 から)

7 大手ニノ門跡裏の階段跡 (南東から)          8 同 細部 (南東から)

写真図版56 桝形部、大手ニノ門跡

3 桝形部南側 (北から) 4 大手ニノ門跡全景 (北西から)

甲TT'ゞ予静耳を幸
5 同 北西正面 (北西から) 6 大手ニノ門跡の南西石垣 (西から)

275



1 階段上の瓦片出土状況 (南東から)

3 階段前石敷 (北上方から) 4 階段南脇セクション (南東から)

5 階段前のピット等 (北東から) 6 階段前のピット等 (北西から)

8 K― K′大手ニノ門跡新溝断面 (北から)

写真図版57 大手ニノ門跡

276

7 大手ニノ門跡発掘状況 (西 から)



晏
れ

1 土塁部」―J′ 北端断面 (西 から) 同 南側断面 (西から)

大手ニノ門跡南側 トレンチ内の柱穴状遺構 (南西から)  8 大手ニノ門跡南側 トレンチ全景 (南西から)

写真図版58 土塁部、大手ニノ門跡

3 大手ニノ門跡D― D′ 断面 (南西から) 東側断面 (南西から)

6 同 (南西から)5 同 (南西から)

277



1 桝形部C― C′ 断面 (北西から) 2 大手ニノ門跡西側基礎跡 (北西から)3 同 発掘状況 (北西から)

7 大手一ノ門跡 (北から)

4 同 北側の基礎跡 (北東から) 5 同 (西から)

6 大手―ノ門跡北東側工事状況 (北から)

写真図版59 大手ニノ門跡、一ノ門跡等



2 同 細部 (北西から)

】ヒ西力`ら)

同 柱穴 2(4)

プ

・

″

ぜ i圭

8 同 細部 (西から)

写真図版60 大手―ノ門跡

(ヨヒE町から)

溝跡B― A断面 (西 から)

(北 から)
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7 同 石垣西側発掘状況 (西 から)



1 三階櫓跡南側、土塁東面石垣 (南東から) 2 本丸跡北辺石垣の東端 (東から)

大手―ノ門とニノ門跡間の石垣 (南 から)

5 石列周辺発掘状況 (西 から)

馬場跡 (北東から)

6 番号が付けられた石 (イ 133)

写真図版61 調査写真



1 本丸北恨1井戸跡 (西から) 2 大手ニノ門跡にあった礎石 (1)

3 大手ニノ門跡にあった礎石 (2) 本丸北辺工事状況 (東から)

5 本丸北辺北側石垣工事状況 (東 から) 6 同 (北東から)

8 本丸北側井戸、大手―ノ門工事状況 (北西から)

写真図版62 1ヒ側井戸跡、工事状況

7 同 (北東から)



1 桝形部～大手ニノ門跡工事状況 (東 から)

3 大手ニノ門跡北側工事状況 (南西から) 大手ニノ門跡D― D′ 付近工事状況 (北 から)

5 大手―ノ門跡工事状況 (北から) 6 大手―ノ門跡北東側工事状況 (北から)

8 同 (北西から)

写真図版63 復元工事状況

7 三階櫓跡西恨1石垣工事状況 (北から)



1 三階櫓跡西側石垣工事状況 (北東から) 2 大手門跡現地説明会 (南東から)

3 桝形部付近 崩された石垣 4 白石城復元記念石垣づくり (1)

6 定礎式 (1)(南から)

8 同祝賀会

写真図版64 工事状況、関連行事

(2) (1ヒから)



1 軒丸瓦 瓦当面

3 菊丸瓦

5 菊丸瓦

2 同 側面

4 菊丸瓦

6 軒平瓦 瓦当面

8 同 内面

写真図版65 三階櫓跡出土瓦 (1)



1 棟込瓦 瓦当面

3 面戸瓦 外面

2 棟込瓦 側面

4 面戸瓦 内面

6 面戸瓦 内面

8 谷丸瓦 内面

写真図版66 三階櫓跡出土瓦 (2)

7 谷丸瓦 外面



1 棟込瓦 瓦当面

5 鬼瓦

4 鬼瓦

8 模型飛行機ヽ

写真図版67 三階櫓跡ほか出土遺物

(格下西側
断ち割り部)
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7 鬼瓦



1 模型飛行機 2

3 模型飛行機 4

模型飛行機 6 6 軒丸瓦
t

５

日

ｒ

Ｆ

2 模型飛行機 3

4 模型飛行機 5

瓦当面

8 平瓦

写真図版68 三階櫓跡周辺、土塁部出土遺物

7 板塀瓦



1 軒丸瓦 瓦当面 (本丸内井戸跡)

l(土塁土留部)

5 軒丸瓦 瓦当面

2(5JXX)

4 軒丸瓦 瓦当面

6 軒丸瓦 外面

1 軒丸瓦 瓦当面
8

土塁部周辺、大手門跡出土瓦

7 軒丸瓦 瓦当面

写真図版69

2 棟込瓦



1 軒桟瓦 瓦当面

3 輪違い 外面

5 輪違い 外面

2 軒桟瓦 外面

4 同 内面

6 同 内面

3 同内面

写真図版70 大手門跡出土瓦 (1)

7 輪違い 外面
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1 丸瓦

3 鯨瓦 正面

2 鬼瓦

4 鯨瓦 側面

2 続瓦

8 鬼瓦 (文字瓦)

写真図版71 大手門跡出土瓦 (2)

2 孔のある瓦

7 続瓦、鬼瓦



5 鬼瓦 外面 6 鬼瓦 内面

■―|■
‐
■■|

8 素焼き製品内面

大手門跡出土遺物

7 素焼き製品外面

写真図版72



軒丸瓦 瓦当面

5 軒桟瓦 瓦当面

2 軒丸瓦 側面

4 軒桟瓦 外面

8 軒桟瓦 外面

写真図版73 遺構外出土瓦 (刊 )

秘
理
電
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7 軒桟瓦 瓦当面



1 軒桟瓦 瓦当面

3 軒桟瓦 瓦当面

5 軒桟瓦 瓦当面

4 軒桟瓦 外面

6 軒桟瓦 外面

8 軒丸瓦 瓦当面

写真図版74 遺構外出土瓦 (2)

7 軒桟瓦 内面
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1 軒平瓦 瓦当面

3 軒平瓦 瓦当面

5 平瓦 (側面に文字 第96図 2)

2 軒平瓦 外面

軒平瓦 外面

6 棟込瓦 瓦当面

8 鬼瓦

写真図版75 遺構外出土瓦

7 鬼瓦

(3)



1 軒丸瓦 瓦当面 (本丸跡表採)

3 軒丸瓦

5 未申櫓の丸瓦

2 軒丸瓦外面

4 鬼瓦

8 石臼

写真図版76 そのほかの瓦、

7 石臼

石 臼



1 石臼

3 同右側側面の刻印

鯨瓦 (高野家)

2 鬼瓦 (高野家)

5 同裏の文字 (左側) 6 同裏の文字 (右側)

高野家の瓦
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写真図版77 石臼、
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